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　　第一章　座ざ敷しき童わらし・縁ゆかり／過去はかつてあった今







　　　　１




　三月二四日、午前五時。

　夢か現うつつか定かでなくなる、まどろみの時間。

　覚かく醒せい状態とも睡眠状態とも言えない奇妙な意識レベルに陥ると、ふとあの感覚が私の胸の内から外側へ、じわじわと染み出していくのが分かる。まるで、何かの防ぼう壁へきに緩ゆるみでも生じたみたいに。

　違和感。

　頭のてっぺんからお尻の先まで、体の中心を沿うように、細い細い針金でも通っているかのような異物感。

　それは決して頑丈でも強固でもない。むしろ、少し体をひねっただけで、乾いたパスタのようにバキバキと折れてしまいそうな。それでいて、体内で鋭するどい破片が撒まき散らされれば何か致命的な結果に繫つながりかねない、そんな不安定な、うっすらとした寒気を感じさせるもの。

　こんな時は。

　決まって、思う。




　……ああ。やっぱり私は、ただの座敷童とは違うモノなんだ、と。




　国家登録36110054Ra2号。

　××××試製三九式×××。

　伝承内種族識別名称・座敷童。

　陣じん内ない家けにおける個体口頭識別名称・縁。

『私』を示す文言は多々あれど、どれが真に『私』を指し示すものなのかは、正直なところ、自分自身にだって分からない。こうであって欲しい自分、というものは存在しても、そんなに都合良く世界の真実とやらが味方をしてくれるとも限らない。

　そうやって『私』が自分自身の定義を曖あい昧まいにしていると、決まってこの違和感・異物感がじっとりと背中を伝う。

　これが。

　この細長い針金のような感覚こそが、お前の本質を示す唯一の拠より所どころなのだと言うように。

「……、」

　ため息をつくのさえ億おつ劫くうに、私は分厚い羽毛布団の中で再び瞼まぶたを閉じる。

　所詮は、あやふやな意識レベル上でしか存在し得ない思考パターン。

　揺らぎ。

　誤差。

　明確に起きるか明確に眠るかしてしまえば、消え去る程度の不安感でしかない。そして私は基本的に面倒臭がり。だったら二度寝でも三度寝でもしてやるのに限る。

　……と、思っていたんだけど。

　私のささやかな計画は、次なる動きに邪じや魔まされてしまった。

　より正確には、私が横になっている羽毛布団の中で、何かがもぞもぞと動き回っている。

「……姉ちゃん……」

　小さな子供の声が耳についた。

　直後に、ずぼっ！　と、掛布団から男の子の頭が飛び出してくる。

　短い黒髪の、六歳くらいの少年。

　微妙にゆでだこみたいな色になっているその顔で、男の子は言う。

「……なんか暑くて息苦しいぞ」

「これだけ分厚い布団の中に、頭のてっぺんまで突っ込んでいたらね」

　ちなみに彼は寝相が悪い事で有名で、本来あるべき枕は寝室の端まで投げ飛ばされていた。妖怪枕返しの仕業とかではない。

　この子まで起きてしまったとなると……もう二度寝は難しそうね。

　ごろりと転がってデジタルな目覚まし時計へ目をやると、先ほどから一〇分も経たっていない。

　この四角い時計は私の趣しゆ味みじゃない。

　ついでに言えば、そもそもこの羽毛布団自体が私のものじゃない。

　……座ざ敷しき童わらしって、夜に家人の布団の中へ勝手に潜もぐり込む『特性』があるのよね。

　目元を擦こすり、軽くあくびをしながら、私は本来の持ち主へこう声を掛ける。




「おはよう忍しのぶ。着替えたいからちょっとだけ離はなれてもらえるかしら？」




　　　　２




「バスト九八センチ、ウエスト五四センチ、ヒップ八五センチ。……これで座敷『童』っていうのはなかなか変化球っていうか反則技よね」

　広大なかやぶき屋根のお屋敷。

　その仏間へのろのろと移動すると、待ち構えていたのは忍の母親だった。寿命のない私達たち妖怪にとって、成長期を終えた人間の歳ってなかなか識別が難しいんだけど、確か彼らの基準では『若奥様』に分類されていたはずよね。

　そして開口一番投げかけられた言葉に対する返答といえば一つしかない。

「……私に言われてもね」

「そりゃそうなんだけど」

「そもそも、種族としての座ざ敷しき童わらしという区切りの中には、若い侍とか一本足の坊さんなんかも含まれるもの。別に『着物姿の小さな子供』である必要なんてどこにもないはずよ」

「へいへい。そういや忍しのぶどうだった」

「『大丈夫、一人で着替えられる！』って言っていたから、多分、今頃はパジャマの首の所に頭を突っ込んだまま、ぬいぐるみで作った巨大アメーバみたいな格好でジタバタしていると思うけど」

「おねしょとかしてなかった？」

「してたら私はもっと哀かなしい顔をしている」

「哀しむのはあなたを着せ替え人形にして楽しんでいるお義か母あさんでしょ。着物を着る人少ないから」

「だったらあなたも着てあげれば良いじゃない……」

　ちなみに彼女が仏間にいるのは、私の朝ご飯を運んでくれるため。

　この陣じん内ない家けでは、人間の食事は居間で、妖怪の食事は仏間で、と決められているみたい。意外とアバウトで、いただきますを言った後に双方が移動する事までは制限されていないようだけど。

　一通りの配はい膳ぜんを終え、ついでに仏ぶつ壇だんにもご飯をよそった茶ちや碗わんを置くと、忍の母親は片手をひらひらと振って、

「んじゃま、ごゆっくりー。座敷童らしく、今日も我が家に富と繁はん栄えいをよろしくね☆」

　仏間から彼女が出ていくのを確認しても、しばらくぼーっとする。眠たいけど眠れない、というほどの切迫感はなく、起きなきゃいけないんだけど起きるのが億おつ劫くう、くらいのテンションの方が正しい。

　とりあえず部屋の片隅にある薄うす型がたテレビのスイッチを入れて、適当にチャンネルを変えながら意識の覚かく醒せいを待つ。……食欲って、精神的な下支えが大きいところがあるわよね。

『本日三月二四日のナンバーワンはこちら！　牡お羊ひつじ座ざのあなたにぴったりのパートナーは乙女座の君です！　ラッキーカラーは……』

『今週のピックアップ☆ベストセラーはこの一冊。「出る杭くいは打たれる　～馬鹿だけが生き残る社会の作り方～」……前作「歴史に名を連ねるべき馬鹿」の作者が贈おくる最新作！　賛否が両論過ぎてリアルに読者達たちが殴り合った事で有名な前作をはるかに上回る……』

『ビューティー！　今朝の三分エクササイズはこちらになるわよ。夏の陽ひ射ざしの下で笑いたければ今から努力を始めるしかないじゃない！　そんな鏡を見るのが怖い子豚ちゃん達たちにぴったりの……』

『「こんなくだらない理由で人は殺される　～犯人達が語る身勝手な動機～」……今週のスペシャルドラマは血も凍る世界の残虐事件の謎なぞを解き明かす実録シリーズ第九弾！　金曜夜九時をお楽しみに！』

　……あと一五分くらいで胃袋が空腹である事を思い出しそう、と考えていたところで、ガチャガチャという音が聞こえてきた。

　まるで食器がぶつかるような音の連続。

　いいや違う。まるでじゃなくて……、

「姉ちゃん、姉ちゃん。一人は駄目」

「忍しのぶ？」

　ガチャガチャガチャガチャーっ!!　と危なげ一三〇％くらいの手つきでお盆を運んでくるのは六歳児忍。わざわざ仏間までやってきたみたいだけど……。

「テレビで言ってたよ。みんなで食べた方がご飯は美お味いしいって」

「忍。何かと的外れな意見だし、ものすごい勢いで味み噌そ汁しるがこぼれてる」

「姉ちゃん！　一人で食べないの」

　畳職人以外の誰だれも喜ばない大惨事に、私は仕方なく布巾を片手に肉体労働へ従事する羽目に。……どうも忍は私を引きこもり予備軍と勘違いしているようだけど、そもそも座ざ敷しき童わらしってこういうのものなのよね。蝙蝠こうもりやもぐらに日光浴を勧めても意味ないでしょうに。

　そんなこんなで、テレビを点つけたまま、勘違いを続ける忍と朝ご飯。

「婆ちゃんのご飯は美味しいんだけどなー。全体的に茶色っぽいのがなー」

「ま、忍のお婆さんは和食派で、お母さんは洋食派だからね」

「婆ちゃんもオムライスを作れば良い。それだけで黄色と赤でいっぱいになる！　パセリを乗せたらなんと緑まで!!」

　とか何とか口を尖とがらせている忍だけど、実は野菜を残さず食べる率は祖母の作った和食の方が高い、というのは面白いデータよね。

　六歳児相手に好き嫌いなく野菜を食べさせるというのは、かなりの腕と評価するべきだと思うけど。

「ピーマン食べられる」

「あらそう」

「セロリだって食べられる」

「私はちょっと勘弁願いたい」

　セロリは無理原理主義な私へ執しつ拗ようにマヨネーズを勧めてくる忍のセールストークを受け流していると、彼の小さな手がおかしな動きを始めた。

　……というより、何かカラフルに色分けされた鉄の串のようなものを何本も取り出している。

「あの……忍しのぶ？　それはなに？」

「姉ちゃん知らないの？　ビューティー!!」

　何かのテレビで聞いた文言と共に、忍はカラフルな串に、なすや里芋の煮つけをブスブスと突き刺していく。

「この串になー、ご飯を刺してから食べるとダイエットできるんだって！」

「……ええと、ダイエット？？？」

　六歳児が？

「これがお肉の串でしょー、これがお魚のでしょー。お肉とお魚はどっちか片方だけだよ。で、こっちが緑の野菜で、赤い野菜で、黄色の野菜も!!」

「ああ、野菜の串が多く用意されているのね。均等に使っていくと、自然と野菜の摂取量が多くなる、と」

「ビューティーが言ってた。ビューティーがテレビで言っていたんだから間違いない！」

　思い出した。

　確かド派手な色に髪を染めた、オネエ系の男性タレントよね、それ。

　ファッションリーダーとかダイエットブームの教祖様なんてもてはやされている割に、誰だれも『当人そのもの』にはなりたくないっていう不思議な立ち位置だったと思うけど。

「ダイエットをしたらなー、ムキムキになれるんだ。むきむきーん！」

「忍。やっぱりあなた全体的に間違えているし、喉に刺さるから串を縦にして食べるのはやめなさい。横から横から」

　となると、あのカラフルな串もオフィシャルグッズなのかしら。

　……こんなド田舎に専門のショップがあるとは思えないから、家族の誰かがネット通販で買ってあげたのね。最有力の容疑者は忍の母親。元々、石焼ビビンバの器セットとか手作り南部せんべいセットとかをノリと勢いでクリックしては一回だけ使って押入れに……という流れを繰くり返している人ではあるし。

「姉ちゃん知ってる？　イクラはロシアの言葉なんだって」

「忍は物知りね」

「ピロシキ！」

「……ケーブル専門チャンネルだと偏った物知りになるのが困ったところよね」




　　　　３




　大きな事件なんて何も起きない。

　ヤマとかオチとか関係ない。

　座ざ敷しき童わらしのお仕事といえば『田舎にある大きな屋敷でごろごろしている事』なので、掃除の邪じや魔まにならない場所を見極めて、畳の上に寝転がるのみ。百鬼夜行なんて組織に幽閉されて、生体実験とかされていた過去が遠いほどの、のんびりモード。

　……と思っていたんだけど、表の方から何やら騒さわぎが聞こえてきた。

　例によって、忍しのぶの声だ。

　玄関まで回って下駄を履はく。表へ出ると、忍が家の前の道路で軽く揉もめていた。

　相手は……何かしら。ちょっとしたトラックくらいの大きさの、馬鹿デカい三つ目の犬が、道路を横切るような形で塞いでしまっている。

「ぬりかべでーす。ここは通さないぞ」

「何でー!?　何でかなー!?」

「遠くに行くなら大人の人と一緒じゃないと駄目ー。誰だれか呼んできなさい」

「くそー、妖怪とおせんぼめー！」

「ぬりかべだっつってんだろ。とにかく大人を呼んできなさーい」

　忍が馬鹿デカい犬の脇腹のもさもさ毛を摑つかんだり引っ張ったりしているけど、ぬりかべとやらは涼しい顔。

　……見ての通りの無害な妖怪だけど、高速道路とか列車の線路上に出現すると国内経済にひたすら深刻な影えい響きようを与えるらしいという話は聞いた事がある。私達たち妖怪って、基本的にダンプカーが突っ込んでこようがタンクローリーが大だい爆ばく発はつしようが怪我の一つも負わないもんだから、人間には手も足も出せないって訳。

　でも、ぬりかべって大きなこんにゃくに短い手足がついているものじゃなかったのね。

　いつまでもこうしていても仕方がないので、とりあえず忍に声を掛けてみる事にした。

「忍、何をしているの？」

「学校！　学校まで行ってみるの！」

　忍は両手をぶんすか振りながら力説してきた。

「春からは学校に行くからな。道に迷わないようにしないと！」

　一方のぬりかべは、三つの目で私の目をチラリと見ると、空気の中へ溶けるようにゆっくりと消えていった。

「あっ、とおせんぼがいなくなった！　よし行くよー!!」

「忍」

　そのまんま月まで走って行きそうな忍の首根っこを軽く摑んで激走を阻止する。

「そもそも学校がどこにあるかは分かっているの？」

「……姉ちゃんを探検隊に加えてやっても良い。感謝せよ」

　拒否すると一人で迷走した挙げ句太陽系なんて脱出してしまいそうだったので、仕方なく私も同行する事に。

　三月下旬、午前中。

　異常気象なのか一日おきに寒暖の差がブレまくっているけど、今日はそこそこ暖かいみたい。天気も快晴。起きてくるタイミングを間違えたのか、その辺に蝶ちようとか飛んでる。

「木がマフラーつけてる」

「あれは菰こもね」

「寒がりばっかりだな。今日はポカポカなのに」

　……大量の虫のねぐらにしておいて、後で集まってきた虫をまとめて焼き殺すため、というのは内緒にしておいた方が良さそうね。

　一方の忍しのぶはといえば、あちこちをキョロキョロと見回していた。

　何か知ったような顔を作って、彼は言う。

「やっぱり難しいな。目印がないのが難しい」

　一面に広がるのは、外国人観光客を狙った絵葉書に出てきそうな、典型的な田園風景。水田に、かやぶき屋根の屋や敷しきに、それらを繫つなぐ細い道や用水路。

　……だけど同時に、単なる『朽ちていく田舎』とは何かが違う。

　道路に沿うように一定間隔で立てられた柱には、ひまわりみたいに角度を変えるソーラーパネルが。用水路には小型水力発電の水車、水を張っていない田んぼを耕しているのは、誰だれも乗っていない無人のドローントラクター。案か山か子しについてはセンサー対応モデルで、動物の反応を捉えるとラッパやメガホンみたいな形の指向性スピーカーから、槍やりみたいな形の音波をピンポイントで叩たたき込むとか何とか言われていたはずね。

　格安・大量に流入する外国産野菜へ対抗するため、限りある国産農作物の超高級ブランド化を狙った特殊な集落。

　安全だの美味だのを武器に、ぶどうが一房三万円、川を流れる水さえ一リットル三〇〇円となるよう、伝統と最先端のテクノロジーを融ゆう合ごうさせて作り上げた、諸外国と戦うための『新しい田舎』。

　インテリビレッジ。

　精密機械工業分野で『致命的な敗北』を喫した日本が、今一度の経済再生を懸かけて大きく方向転換した結果生まれた場所。

　それが、私達たちの住んでいる村って訳。

　そして同時に、

「見て姉ちゃん。唐傘お化けと提ちよう灯ちんお化けがいる」

「みたいね。でも急いでいるようだからそっとしておきましょう」

　忍が指差しているのは、田んぼを挟んだ向かいの道。そこをコミカルな一つ目をつけた唐傘と提灯が何か大声で話し合いながら走って（？）いる。

『早くなさい！　米よね咲さきの奥方の陣痛はもう始まっているんですのよ!!』

『こりゃ大変だ、急いで屋や敷しきに駆け付けねば!!』

　完かん璧ぺきに演出された田舎の風景は、近代化の流れに反比例するようになりを潜ひそめていた妖怪達たちを、再び人里へと招き寄せる事になった。さっきの唐傘や提ちよう灯ちんなんかも、きっと私と同じく村のどこかの屋敷で厄介になっているんでしょう。

「忍しのぶ。一本道の所は目印を探さなくても大丈夫なんじゃないかしら」

「そ、そうだな！　ここは地図に大丈夫って書いておくぞ！」

「忍」

　何か意味のないコメントを画用紙に書き込んでいる忍。

　そして肝心の分かれ道まで来たところで、彼は困った顔でこう相談してきた。

「……紙のはしっこまで来ちゃったから、これ以上は地図を描けなくなった」

「どうして何もない一本道をひたすら長く描いちゃうの？」

　まあ、どうせ入学してもしばらくは班行動でしょうから、真面目に地図を描いたり道を覚える必要はあんまりないんだけど。

　結局、画用紙を裏返しにして『ここから続く！』と書き込んだ忍を引き連れて、さらに先へ進む。……手元の画用紙に夢中な忍は、分かれ道の目印をちゃんと見ているのかしら。

　と。

　そこで、細い道の先から誰だれかが近づいてきた。

　大型犬のリードを摑つかんでいるのは、忍と同い年くらいの女の子ね。

　過保護の象徴なのか、着ているものは頭のてっぺんから爪先まで全部親の手作り。何だか絵本に出てくる赤ずきんみたいな格好をしている。

「あっ、渚なぎさだ！　ビューティー!!」

「びゅ、ビューティー」

　……あの挨拶が通じているという事は、オネエ系のタレント、忍だけの心を摑んでいる訳でもなさそうね。流行語にでもノミネートされているのかしら。

　向こうの親御さんは寒暖の差が激しい三月下旬の天気を読み違えたようで、赤ずきんスタイルをお仕着せされた渚は何だか暑苦しそうな顔をしていた。

　たまにフライドチキンの骨を投げて遊んでいるためか、オドオド系愛まな娘むすめの外出をがっちり守るセントバーナードは忍に尻尾を振ってウェルカムの意思を伝えている。……風の噂うわさだと親御さんが本気で軍用犬の養成プログラムを仕込んでいて、不ふ審しん者しやが近づいた時は一発で喉笛をヤルように教育されているって話だけど、さて真相はどうなのかしら。

　彼女は巨大なぬいぐるみみたいな犬の陰に隠れるようにしながら、

「忍ちゃん、また妖怪さんと一緒なの？　よ、妖怪さん怖くない……？」

　これはこれで難なん儀ぎなものよね。

　すでに妖怪の存在が一般化しているインテリビレッジの中で、こんな当たり前に妖怪を怖がってしまう心の持ち主なんて。

　……ま、この国には妖怪そのものを裁く法律はなくて、たとえ人が死んでも落石事故とか落雷事故とおんなじ扱いになるっていうんだから、怖がられたって文句は言えない訳だけど。

　一方の忍しのぶはといえば、まさに『奇妙なほどに慣れている』住人の対応で、

「ん？　姉ちゃんか？　姉ちゃんなら大丈夫、姉ちゃんは嚙かみ付いたりしないぞ」

　……。

　さて。

「ぎゃおーっ!!　ぐるぐるる!!‌!!」

「姉ちゃん駄目、そのギャグ通じてない！　渚なぎさがひっくり返ってる!!」

　ちなみにセミの抜け殻みたいにころんと転がっている渚に対し、セントバーナードは吞のん気きに舌を出したままつぶらな瞳ひとみでこちらを見ているだけ。ま、敵意がないのは一発で読まれているみたいね。

「し、忍ちゃんひどいよ。噓うそをついたら針を一〇〇〇本吞のませちゃうんだよ」

「違うぞ渚。噓つきはハリセンボンを丸吞みだってば」

　ほんの数秒の内に、流れるように、二人の会話は古代語のルーツを求めてジグザグに脱線しまくってしまった。……彼らの会話って独特よね。論理はあるんだけど、直感や感情によっていきなりバイパスしていくっていうか。一いつ瞬しゆんでも会話の流れを見失うと、完全にリンクが摑つかめなくなってしまう。

　そして糸口が見えないので会話に参加する事もできない。

　手持無沙汰になっていると、行ぎよう儀ぎ良くお座りしているセントバーナードのつぶらな瞳と目が合った。

　……駄目よ私、犬畜生なんかに感情移入して同一視しては。私はお座りも待機もしていない。私の立ち位置はもう少し上にあるはずよ。

「じゃあね、忍ちゃん。私はお使い済ませてくるから」

「葉書をポストに入れる時は気をつけなくちゃな。ヤツには二つの口がついているから間違っちゃ駄目だ！」

　しばし妖怪としての矜きよう持じや尊厳について考えていると、ようやく彼らの会話が終わったようだった。渚は犬を連れ歩くというよりはリードに引っ張られるような格好で、小さな郵便局へ向かって歩いていく。

　私達たちも……というか、忍も本筋へ軌道修正していく。

　村には小中高校が一つずつ。場所も一ヵ所に固まっている。まあ、安全な通学路を策定する関係で、みんなが同じ道を使うようにした方が都合は良かったりするって訳ね。

「なんか喉が渇いてきた」

「なんだかんだで二キロくらいはあるものね」

　さらにしばらく進むと、金網のフェンスで囲まれた広大な敷しき地ちと、四角い大きな建物が見えてきた。

「あれが学校？」

「いいえ、あれは忍しのぶが行く所じゃないよ。確か高校だったと思うけど。ほら、隼はやぶさとかが通っている……」

　季節は三月下旬。どこの学校も春休みだとは思うけど、それに反して校庭には結構な数の生徒達たちがいた。野球とかサッカーとか、部活関係かしらね。

　と、何やら忍が金網のフェンスに張り付いたままブルブルと震ふるえていた。

「忍、どうしたの？　喉が渇いているなら水飲み場でも貸してもらう？」

「そんなっ、高校なんて恐れ多い！　ここに入る資格はないっ!!」

　……どこぞの領事館じゃないんだからそこまで気にする必要もないと思うけど、どうやら子供特有の『年ねん齢れい』とか『学年』の壁かべにぶち当たっているみたい。

　私達の騒さわぎを聞き付けたのか、フェンスの向こうからジャージを着た女子生徒達の一団が近づいてきた。

「んー？　何しているの、部活のお兄ちゃんお姉ちゃんにお弁当を届けに来たとか？　だったら向こうが正門だから回ってきなー」

「ひー!?　ち、違うんですお弁当なんて持ってません！　兄ちゃんもブカツなんかしてません!!」

「あはは、何でこの子敬語になってるの？」

　しばしパニックに陥っていた忍だったが、時間の経過と共に混乱も収まってきた。フェンスの向こうに広がる校庭を見て目を丸くしている。

「鉄棒が大きい！」

「あれで逆上がりするのはあたしも無理かな」

「砂場はあるけど滑り台もブランコもないな。なんかつまんなさそう」

「あれは走り幅跳び用だからね」

　そこまで会話して、忍はようやくフェンス越しの話し相手そのものに興味を持ったようだった。

　きょとんとしたまま問いかける。

「ところで姉ちゃん達はどこのどなたなんだ？」

「あたし達はテニス部ー」

「……姉ちゃん、噓うそをついたらハリセンボンだからな」

「何な故ぜにいきなり噓つき呼ばわりだし!?」

　割とノリの良いジャージ女子に対し、忍は胸を張って鼻から息を吐きながらこう宣言した。

「知ってるよ。女の人のテニスはなー、なんかヒラヒラしたの着てやるヤツでしょ」

「それは公式試合だけね。流石さすがに常日頃からあんな恥ずかしい格好してらんないわよ」

　すると、どこからともなくやってきた男子生徒達たちが口を尖とがらせて猛抗議を始める。

　彼らはラケットをぶんぶん振り回しながら、

「恥ずかしい格好しようぜ！　俺達は半分くらいそれを拝むためにテニス始めたはずなのに、何でお前ら年がら年中イモ臭いジャージな訳よ!?」

「テメェらみてえな下げ衆すな野郎どもの目があるからだクソ男子!!　散れ散れ！　無む垢くなる瞳ひとみを持たない男はさっさと散らばれ!!」

　ギャーギャーという大おお騒さわぎを聞き付けたのか、顧こ問もんらしき女教師がラケットを使ってバッコンバッコン公式球を打ち込んできた。男子も女子も訳が分からないままランニングへと駆り出されていく。

　あわあわとうろたえている騒ぎの元凶・忍しのぶの元へ女教師はのしのしと歩いてくる。彼女は完全に無表情なままこう質問してきた。

「……テニスに興味があるのか？」

「ルールが分かりません!!　バドミントンみたいなのでパコンパコン叩たたくのくらいしか！」

「ふむ、ならきっかけを与えてやろう。古いボールだ。興味があれば使い方を覚えると良い」

　言いながら、金網フェンスの目へ押し込むように、ぐりぐりと黄色いボールを忍へ手渡してきた。

　グラウンドを駆け回っているジャージの女子生徒が目を剝むいた。

「汚ねえ！　物で釣りやがって、サンタクロースの真ま似ね事ごとかババアめ！　なんだかんだでアンタが一番子供に甘いじゃねえか!!」

「うるさーい!!　私だって本当は初等部希望だったんだー！　それが気がつけば瞳のよどんだ小さな大人みたいに狡こう猾かつな心の持ち主どもの相手をだなーっ!!」

　しかし忍はそんな応酬を聞いていない。

　手に入れたボールに目を落としている。

「黄色くて丸い、ふわふわしてる……。こんなボールは見た事ない。ひよこみたい……」

「ああ、忍……これはまずい……」

「すごい！　良く弾む、このひよこは野球のボールよりも弾みまくる!!」

　道路にバシバシテニスボールを叩き付けて歓かん喜きの声を上げる忍。それを見て、私は思わず呻うめき声ごえをあげる。

　縁えん日にちで小ちっちゃいゴムボールを手に入れた時と似た反応よね。確かあの時は屋や敷しきの障子という障子、襖ふすまという襖に風穴を空けた挙げ句、最後には柱時計のガラスを叩き割ってしまった事で、『罰として蔵に閉じ込められて泣く子供』という重要無形文化財並の消えゆく日本の伝統芸を復古させたはずなんだけど……もうすっかり頭の中から抜け落ちているのかしら。

　今夜の陣じん内ない家けに小さな嵐が襲おそいかからない事を切に願っておこう。

「忍しのぶ。小学校はこの先よ」

「ん、このひよこボールがあればもう何も怖くない!!」

　伝説の魔ま弾だんヒヨコシュッツェを手に入れた忍は堂々とし過ぎて道の真ん中を歩こうとするので、首根っこを摑つかんで端に寄せてみる。

　四月から忍が通う小学校は、高校の割と近くにあった。確か中学校もこの辺だったと思うから、村の区画整理をした時に漠然と『ここら一帯に学校を置く』と決めちゃったんでしょうね。

　ちなみに、村に大学はない。

　インテリビレッジという『高度なイメージ戦略で管理される村社会』に小こ奇ぎ麗れいな学まなび舎やは似合わないからなのかも。

　忍目線でチェックポイントを網もう羅らしていくと……こちらの校庭には、ブランコや滑り台といった遊具がいくつか並んでいる。鉄棒は、低学年用と高学年用で高さが違うようだった。あと、サッカーゴールやバスケットゴールなどが、高校にあったものより小さくなっている。

　が……妖怪目線で見てみると、真っ先に気になるのが……、

「……何で小学校の校庭で、高校生がボールを蹴けっているのかしら？」

　元々、今は春休み。『部活』という概念がない小学校では、本来の生徒達たちがいないのは、まあ分かる。ただ、それに取って代わって体の大きな中高生が利用していると、何だか、まるで彼らが小学生を追い出して遊び回っているように見えてしまう。

　……あながち、間違ってもいないのかも。

　高校の校庭に集まっていたのは、熱心な運動部の面々のようだった。彼らを押しのけて、『ただ遊ぶ』のは難しいでしょう。でも、それなら別の場所で遊びたいと考えるのは、自然な流れではあるはず。

　彼らには、別に本来の小学生達を押しのけている意識はないかもしれない。

　でも、明らかに体格の違う、歳が上の面々がたむろしている場所に、小学生達は好き好んで集まるものかしら？　忍が高校の敷しき地ちに変な畏怖を感じていたように、ここの小学生達は誰だれが恫どう喝かつするでもなく、自然に足を遠ざけているのかも？

　高校から中学校に、中学校から小学校に。

　順番にあぶれた人間が下の学校へ下の学校へと流れているとしたら……やっぱり、歪いびつな構成と言うべきよね。

　そんな状況に気づいているのかいないのか、忍は私の着物を摑んで引っ張りながら問いかけてくる。

「ここが学校？」

「そうみたいね。忍が四月から毎日通う所よ」

　ガシャン!!　と。

　言い終える前に言葉へ被かぶせるように、金網のフェンスへ勢い良くサッカーボールがぶつかってきた。

　目を丸くしている忍しのぶの前で、てん、てん、とボールは転がっていく。

　誰だれかが大きく蹴けったボールが、誤ってこちらへ飛んできたのかと思った。

　けど、どうやら違ったみたい。

「こんな所で何やっているんだよ」

　ギスギスした、金属を擦こすり合わせるような声が飛んできた。

　どうやら、わざとボールをこちらへ蹴飛ばしてきた男子高校生みたいね。

「『ルール』は言ってあるだろ！　ここは、今、僕達たちが使っているんだ！　ちゃんとＯＢとして先生にも許可をもらってる。お前達みたいなのに付き合ってられない。良いか、校庭が使えなくて困っていますなんてチクッてみろ、承知しないからな！」

「ん？　ん？？？」

　悪意をぶつけられる事には慣れていないのか、忍は怯おびえるというよりキョトンとしている。

　どうやら、こいつは忍の事を遊びに来た小学生と勘違いしているようね。

　チラリとフェンスの向こうへ目をやると、小学校だっていうのに小さな子供の影かげが全くない。どいつもこいつも背丈のがっしりした高校生達みたいね。

「……くそ。何であいつらが一軍で僕達が二軍なんだ。結局、テメェの好き嫌いで部員を分けて、設備も練習スペースも取り上げてるだけじゃねえか。練習が、もっと練習しないと……。根性論とか精神論とか馬鹿馬鹿しい、そんなのよりプログラム制御で演算した方が人間は育つっていうのを証明してやる……」

　忍は首をひねって、私の顔を見上げてきた。

「姉ちゃん、この人なに言ってるんだ？」

「勝ち組になれないと親の期待もクラスの可か愛わいい女の子も奪われちゃって大変ねって言っているのよ」

　にこやかな笑顔と共に適当なコメントを残すと、分かりやすい罵ば声せいが飛んできた。

「うるせえクソ妖怪!!　テメェらに人権なんかねえってのは知ってんだ。ここでメチャクチャにしてやろうか!!」

「できないくせにい☆」

　ガシャン!!　と金網フェンスを蹴飛ばして、カリカリ君（仮）はどこかへと立ち去っていった。

　ええと、こういう時はどうするのかしら。

　そうそう、中指を立ててやるのが正解だったはずよ。

「姉ちゃん。結局何だったんだ？」

「大丈夫大丈夫、あんなのどうせ女の子と手を繫つないだ事もないでしょ。忍の方が普通に勝ってるから何も心配しなくて良いの」

「？？？」

　見るべきものがなくなった……というか、敷しき地ち内ないの治安状況がモヒカン飛び交う世紀末みたいになっているので、これ以上拘泥しても忍しのぶの楽しい思い出になりそうもない。

　今回のテーマも『学校までの道を覚える』なので、とっとと話題を切り替えて帰るに限る。

「行きと帰りで道も印象が変わってくるから、ちょっと試してみましょう」

「何を言う。おんなじ道なんだから迷うはずがないもん」

「忍、最初の分かれ道がもう間違えている」

　首根っこを摑つかんで軌道修正。

　しばらく手足をぶんすか振り回していた忍は、やがてしおれた観葉植物みたいなローテンションでこんな事を言ってきた。

「……何だか歩きっ放しで疲れてきた」

「残念だけど、私におんぶを期待しても応えられないのよ。何な故ぜなら面倒臭いから」




　　　　４




　かやぶき屋根にソーラーパネルのついた、ホームセキュリティ加入のお屋敷に帰ってくると、ちょうど昼飯時に差しかかったらしい。

　今日のご飯は親子丼だった。

　食事担当は忍の母親か祖母だが、祖母が担当すると地味だが鉄板って感じになる。

　昼食後、暇を持て余してその辺をゴロゴロ転がっていると、誰だれかが携帯電話で話している声を耳にした。

　廊下の方からね。

　茶色く染めた短い髪に、ギラギラと光る銀のアクセサリ。

　一〇代後半と聞くと忍の兄のように思うかもしれないけど、正確には叔父にあたる。

　陣じん内ない隼はやぶさ。

　電気駆動のビッグスクーターを乗り回して、そこらじゅうでケンカを吹っ掛ける、分かりやすい不良少年ね。

「ええ、はいはい。分かってますよ。あ？　馬鹿じゃねーの？　そりゃ誰が見たってテレビの中の火付け役が怪しいに決まってますけど、でも、そこまで顔が知れ渡ってる人間がそんなに危険な橋渡る訳ないっしょ」

『つま……まだ………えない……クリが……と考え……きだろ……』

「だからそのカラクリが分からねえっつーか！　相手は妖怪絡みの『パッケージ』駆使しているんだ。数十から数百の人間が一つの犯罪に関わってる。そう簡単に尻尾摑ませるようにゃできてねーでしょうが！　何だどうしたアンタ本物の馬鹿なのか!?」

『はっ……は。口を慎ま……とキ……マ蹴けり上……ぞ』

　あらまあ『パッケージ』なんて、色々ときな臭い。

　その存在や本質が曖あい昧まいな『妖怪』を一つのシステムに組み込んだ犯罪装置の事じゃない。

　例えば、人の心を読むサトリの力が使えれば、株のインサイダー取引なんて思いのまま。

　例えば、人を病気にする疫病神の力が使えれば、憎い相手を自然に殺す事も思いのまま。

　……オカルトがもろに絡む最先端の犯罪は、本職の警察だって後手に回るケースも珍しくない。そんじょそこらの高校生が首を突っ込んでも良いものでもないので、ちょっと割り込んでみる事にした。

　より具体的には、背後に忍び寄って金的を蹴り上げる事で。

「そいやーっ!!」

「あにゃああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　加減を誤ったのか隼はやぶさがそこらじゅうを転げ回っている。

　無視して私は床に落ちた携帯電話を摑つかんだ。

　凛りんとした女性の声が飛んでくる。

『よお、誰だれだか知らないけど助かったよ。隼君のヒートアップを止めてくれて。くっくっく、それにしても意外と可か愛わいらしい悲鳴だな。何をやった？』

「……生徒会長と札付きのワルが手を結んでいるとか。何でも良いけどうちのバカ僧を巻き込まないでちょうだい。こいつが停学になる理由の半分はあなたの依い頼らいが原因でしょ」

『わたしだってそこまで頼たのんじゃいないよ。同じ学校の連中が「パッケージ」に関わるのを止めたいっていうのは事実だが、正直、彼は突っ走り過ぎだ。隼君は正義の取り扱いを持て余しているからなあ。社会科見学の旅行でクラスメイトの女の子が他校の男子に絡まれているのを助けて、当の女の子から怖がられるような始末だし』

　のらりくらりな受け答えに辟へき易えきしていると、地の底から亡者が呻うめくような声が耳についた。

　飴あめ色いろに磨みがかれた床の上でうずくまっている不良少年・隼がこちらに手を伸ばしている。

　私はため息をついて携帯電話を投げ付けると、適切な助言を放ってみる。

「生半可な気持ちで妖怪絡みの犯罪に首突っ込んだって、寿命を縮めるだけよ。あなたは解決する側には回れない。寝ぼけた事言ってる暇があるなら、身の丈に合ったトラブルでも探してきなさい。これから忍しのぶが通う小学校の校庭を占拠してる大馬鹿野郎とかが良い塩あん梅ばいね」

「……ぼ、暴行や傷害だって立派な犯罪って分かってるか馬鹿野郎」

　やるべき事はやった。

　聞き入れるも聞き入れないも、それを決定するのは私じゃない。

　馬鹿と死人につける薬はない。廊下から立ち去ろうとする私だったが、そこで真後ろから別の声がかかってきた。

「ぶいーん……」

　忍しのぶのものだった。どうやら飛行機を真ま似ねているよう……と思った時には、すでに私のお尻の辺りに彼は激突していた。

「どしーん！」

「忍、どうしたの？」

「がぶり」

「あひゃい!?」

　予想外の動きに思わず飛び跳ねた。

　いや、別に痛かった訳ではないけれど……!?

　慌てて振り返ると、忍は過剰なリアクションにキョトンとしていた。

「ん？　姉ちゃんどうしたんだ？」

「忍、その、今のは駄目よ。人の体には嚙かみ付くものじゃない」

　当たり前の事を言っているつもりだけど、忍はますます首を深く傾かしげて、

「でも母ちゃんは良くやってくるし。腕とか腋わきとか嚙み付いてくる」

「あの親馬鹿め……！　もうちょっと影えい響きようとか考えろ!!」

　とはいえ、忍は何しに来たのかしら？

　そう思っていると、彼はふらふらと力のない動きで片手を振りながらこんな事を言う。

「姉ちゃんどこ行ってたの？」

「？」

「もう寝ますよ。姉ちゃんがいないと眠れないでしょ」

「ああ、お昼寝がしたかったのね」

　……普通、座ざ敷しき童わらしが邪気のないイタズラとして家人の布団に潜もぐり込むものだけど、慣れてしまった忍は逆に布団の中に誰だれかがいないと眠れないみたいなのよね。

　忍の寝室に布団を敷しいて、二人で寝転がる。

「姉ちゃん、これだとちょっと苦しい」

「我慢しなさい」

　必要以上に忍を強く抱きしめる理由は簡単で、彼がものすごく寝相が悪いから。気がつけば上下が逆さまになっているなんていうのは当たり前、ゴロゴロ転がっていく内に布団を全部奪っていったり、私の体の下へ潜り込んでいたり、私の長い髪に絡まったりと、かなりやりたい放題になってる。

　ただ、寝つき自体は悪くない。

　小学校との往復は掛け値なしにキツかったのか、文句を言った五分後にはすんなりと眠りに就いていた。

　彼が起きるまでは、私もやる事がない。

　無為な時間を過ごしている内に、私の瞼まぶたも重たくなってくる。

　……が、完全な睡眠状態に入る前に、私は再び目を開けた。

　誰だれかが、寝室の中へ忍び寄ってきた。

「んふふ、眠ってる眠ってる。……たーだ、この構図は母親としてはちょっと妬やけるなあ」

　忍しのぶの母親だった。

　彼女は何な故ぜか、自分の胸を両手で持ち上げるような仕草をしながら、

「……やっぱおっぱいがデカくてお肌がスベスベな方を選ぶものなのかしら。そりゃ歳を取らない妖怪なんかにゃ敵かなわねえっつーの」

「あなたが不ふ貞て腐くされるのは見当違いね。忍が私に気兼ねなく接するのは、近しい存在だからじゃない。逆に、あまりにも遠い存在だからよ」

「どゆこと？」

「親には話しづらい愚痴だって、ぬいぐるみになら打ち明けられる。人間とは違う、『遠い』からこその利点だってある。……でもそれは、そう扱われる当人にとってはかなり残酷な事実よ。人の親を標ひよう榜ぼうするなら、そんな風にはなりたくないでしょ？」

「うーむ。ホントに忍がそこまで考えているかなあ？」

「自覚がないからこそ残酷なのよ」

　私はうっすらと、忍の前では見せない、暗く冷たい笑みを浮かべる。

　これも良い機会。忍を守るべき親には、もう少し話しておく事がありそうね。

「忍には、危うい一面がある」

「今度はなーに？」

「彼は、誰でも肌で感じる禁忌の線引きが完全に麻ま痺ひしているのよ。夜の学校、潰つぶれた病院、封ふう鎖さされたトンネル……。それを見て怖いと思う事はできても、引き返そうとは思えない」

　例えば、死者の匂いのする仏間で、妖怪なんてモノと一緒に平然とご飯を食べられるように。

　どんな妖怪とでも仲良くなれるというのはプラスの可能性に列挙すべきだと思うけど、その『特性』は常に前向きにだけ効果を発揮するとは限らない。

「誰でも分かるラインを読めない忍は、常に踏ふんではいけない一歩を踏み出してしまう。あなたはそれに留意した方が良い。場所を区切るからには、区切るべき理由がある。領分を冒して得られるものは、何も桃もも太た郎ろうみたいなハッピーエンドだけとは限らない。場合によっては、かぐや姫や浦うら島しま太た郎ろうみたいな事だって十分にあり得るのだから」

　すると、忍の母親は人差し指で自分の顎あごを軽くなぞりながら、

「浦島太郎ねえ……あれも不思議な話よね。他の昔話と違って教訓がない。いじめられた亀を助けた主人公が不幸になって終わる話なんて」

　それが『人間の基準』なんでしょうね。

　あの話は、浦島太郎も亀も乙おと姫ひめも、主要な登場人物に悪意がない。浦島太郎は損得抜きで亀を助け、亀は下心なしで浦島太郎に恩を返そうとし、乙姫は純粋に浦島太郎に恋をした。

　にも拘かかわらず、話は浦うら島しま太た郎ろうの絶望で終わる。

　……姿形が似通っていて、同じ言葉を使える相手であっても、人間と妖怪には決定的な価値観の違いが存在する。浦島太郎の場合は『時間』。寿命を持たない妖怪達たちには、浦島太郎が何をすると嫌がるかなんて分からなかったんでしょう。

「善意も悪意も関係なし。人間と妖怪の接触っていうのは、そういう危うさが常に付きまとうのよ。親と子の間柄では絶対に発生しないリスク。ここまで言えば、私があなたの居場所を奪っている訳じゃない事くらい分かるでしょ？」

「ふうん」

　忍しのぶの母親は、それだけ言った。

　端的に。

　それでいて、どこか含むような笑みと共に。

「でも、あなたは忍が浦島太郎みたいになってほしくないって思ってくれてる。『親』としては、それも悪くはない反応よ？」
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　気がつけば眠っていたようだ。

　瞼まぶたを開けると、布団の中から忍がいなくなっている。

　ひとまず台所に向かって、冷蔵庫で冷やしてあった缶の炭酸飲料を口に含む。冷蔵庫の扉には、レシピ検索用の薄うす型がたコンピュータが貼り付けてあった。何となく指でなぞってスリープモードから回復させると、ネットニュースのページが表示される。

『「ピザは何な故ぜたった三〇分で家に届くのか？」がついに映画化！　代表作「ハンバーガー、注文から完成まで九〇秒という魔ま法ほう」の作者が贈おくる、新時代時刻表（？）ミステリー。今回も、知らなきゃ良かったファストフードの豆知識がぎっしり詰まった問題作だ。主演の……』

「……、」

　私は真っ赤な缶を手にしたまま、ブルーな顔で薄型コンピュータをスリープモードに戻した。

　こういうのを吞のんでいる時に目にしたい記事ではない。ま、過剰なジャンクフード批判は輸入作物への対抗手段なんて噂うわさも流れているようだけど。

　冷たい缶を手にしたまま屋や敷しきの中をあちこち探してみると、柔道の試合くらいならできちゃいそうな広さのお茶の間に、何だか大量の紙飛行機が散らばっていた。

　猟奇的な人が一つの行動に没頭した結果、とかではない。

　河かつ童ぱ、天てん狗ぐ、山姥やまんば……。絵本や妖怪漫画の功績でもはや説明不要な連中が、忍が用意したたくさんのチラシを使って紙飛行機量産体制を構築していた。

　とりあえず質問してみる。

「何しているの？」

「あっ、姉ちゃん。紙飛行機選手権やってるの！　今ならまだ姉ちゃんも間に合う!!」

「……何しているの？」

　もう一回。

　ややどすを利かせた声で、忍しのぶではなく妖怪達たちの方へ声を掛けてみると、彼ら自身、何やらハッと我に返ったような顔になって、

「い、いかんいかん。つい童心に帰ってしもおうたわ！　我らはかような事をするために山奥までやってきた訳ではない!!」（←天てん狗ぐ）

「僕達は陣じん内ない酒造にある幻のお酒を一口いただきに来た訳なのです」（←河かつ童ぱ）

「所詮は人の手で作られたものじゃけ、さほど期待もしとらん。どれ、ババが試してやるからさっさと持ってくるがよろしい」（←山姥やまんば）

　……人様の家へ勝手に上がり込んでいる事に対する弁明はもうなさそうね。この屋や敷しき、何かというと旅の妖怪の一夜の宿にされたりするし。

　長方形のチラシを一度斜めに折ってから余った部分をハサミで切り取ると正方形になる、という発見の解説をしていた忍は、妖怪達の言葉を聞いて首を傾かしげた。

「何だ、お仕事の話か？　父ちゃんと爺じいちゃん呼んでくる？」

「ふはははは。よせよせ、風の噂うわさを聞いて鞍くら馬まの山の主がわざわざ馳はせ参さんじたなどという話をしてみろ、腰を抜かしてしまうわ。詳しい話はせぬのが思いやりだろうよ」

　あのムキムキ筋肉オヤジは道理が通じなければ見越し入道だろうが地獄の獄卒だろうが容赦なくゲンコツを落とす妖怪の天敵なんだけど、この話もしないのが思いやりでしょうね。多分こいつらが腰を抜かすから。

　忍は忍で、邪気のない声でこんな事を言う。

「父ちゃん達のお仕事見たいのか？　すごいとこ見る？」

「僕達妖怪が認めるほどのお酒という事になれば、それはそれはすごい名誉なのですよ」

「どれくらいすごい？」

「ノーベル賞くらいすごい」

　あっ、全体的に適当な連中が適当な箔はくをつけて……！

　忍も忍で、突然出てきたカタカナに心を奪われてしまっているし。

「……のーべる……お、お酒があれば良いんだな！　父ちゃん達がホントにすごいの教えてやる！　姉ちゃん行くよ、確かあそこにあったはず!!」

「はいはい」

　忍に手を引っ張られる格好で、私は再び台所の方へとんぼ返り。

　もちろん、ただ忍の言いなりになるだけじゃなくて、ホントに一級品の大だい吟ぎん醸じようとかへ手を出そうとしたら止めるためなんだけど。

　陣じん内ない家けの人間が本気で造ったお酒なんて、コップ一杯五万円もするものね。子供のイタズラでバカスカ栓を開けられたら、困る人だっているでしょう。

　……なんていう風に警戒していたんだけど、忍しのぶは予想外の行動に出た。

　小さな両手を使って冷蔵庫の扉をバコリと開くと、その中に上半身を突っ込み、透明なビニール袋に入った、白くてドロドロしたものを取り出してきた。

「これこれ、姉ちゃんこれ！　確か、お正月だけなら俺も吞のんで良いヤツ。これがとっておきだ」

「まあ……甘酒なら持っていっても大丈夫かもね。少なくとも商品じゃないし」

　肉の切れ端や野菜の芯を使ったまかない料理と似たような扱いのもの。……なんだけど、でも、原材料から仕込みまで全てがインテリビレッジのブランド品だから、やっぱりコップ一杯で万札が飛ぶとは思う。

「これどうやって温めるの？　電子レンジ？」

「お鍋なべに入れて火にかけるのよ」

　よーし……と何やら張り切り出した忍の首根っこを軽く摑つかんで行動を抑制する。

　火、お湯、刃物のある台所から小さな子供は遠ざけるべきか。早い内から料理に慣れさせて指先の感覚だけで作れるようにするべきか。……どちらも一理あるけど、方針を決定するのは私じゃない。忍の家族が前者を選んでいるのなら、鍋の火は私が操るべきでしょう。

　……あまり私も得意ではないのだけどね、料理。おにぎりは何度作っても三角形にならないくらいだし。とてもじゃないけど、あれは忍には見せられない。

　途中、底の方を若干焦げ付かせながらも一〇分くらいかけて鍋の中の甘酒を温める。忍の方にはいくつかコップを持ってもらう事にして、私は鍋ごと甘酒をお茶の間へ運んでいく事にする。

　透明なコップの中に入ったどろりとした白い液体を見て、河かつ童ぱや山姥やまんば達たちは、やや怪け訝げんな顔をしていた。

「なーんだ。幻のお酒とかいうから期待していたのに、正体は子供向けの甘酒ではないですか。こんなもので僕達が一〇〇点満点を与えると思ったらブヴェゴルファアアアアアア!?」

「どうした河童!?　よもや水中生活に慣れているせいで全身猫舌状態とか言うのではあるまいな！」

「……いいや天てん狗ぐ、見てご覧よこの顔を。瞳どう孔こう開きっ放しになるほどの多幸感に襲おそわれているよ。こりゃアヤカシ潰つぶしの異名は伊だ達てではないかもしれん。ババも気を引き締しめて挑戦する必要がブヒャァァァアアアアアアアアア!?」

「や、やまんばーっ!!」

　……妖怪って刃物で刺しても銃で撃うっても死なないはずなのに、何でこいつら甘酒なんかに振り回されているのかしら。フグだって殺人クラゲだって丸吞みできるのに。

　その後、『どんな大災害でも俺だけは大丈夫理論』で甘酒を呷あおった天てん狗ぐもそのままお茶の間の畳の上を転がる羽目になった。

　忍しのぶは言う。

「な、父ちゃん達たちすごいよな？」

「むはははは。こんな良い気分は久方ぶりだ。お前を牛うし若わか丸まるにしてやろうかー！」

「えー、弁べん慶けいの方が格好良いな。むきむきーん！　父ちゃんみたい」

　……ムキムキになんて、ならなくても良いのに。

　と、屋や敷しきの裏手にある酒蔵から、一仕事終えて休きゆう憩けいにやってきた忍の祖父が、死し屍し累るい々るいの状況を見て動きを止めていた。

　聞かれても困る質問を、私の方へ投げかけてくる。

「……何してんの？」

「忍と一緒に蔵へ閉じ込められる覚悟は決めているけど、一応言わせてちょうだい。忍はあなた達の事を、ノーベル賞クラスの職人だって信じていたみたいよ」

「まあ、この乱らん痴ち気き騒さわぎを見て怒らねえヤツの方が珍しいが……でも、テメェの作った一品で人間と妖怪が仲良くやってんだからなあ。鬼のように怒鳴り散らした後で、一人でこっそり泣くかもしれねえぞ、あの筋肉ダルマ」
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　忍と一緒に、こってりと絞られた。

　幸い、密室に放り込まれる事はなかったけど。

　……というか、蔵に閉じ込められても忍が大泣きすると野良の妖怪があやしに来てしまうのよね。前も、どこから入り込んだのか狐きつねだの狸たぬきだのマスコット系がみっちり詰まっていたし。

　今はもっと効率的な方法を、忍の両親は開発している。

　深海魚の図ず鑑かんが一冊あれば良い。ゆっくりとページをめくるだけで良い。

　リュウグウノツカイ。

「いやーっ!?」

　チョウチンアンコウ。

「ぶにょぶにょしてる！　生き物なのにぶにょぶにょしてる!!」

　ベニズワイガニ。

「あ、カニはちょっと格好良い……」

　ソコダラ。

「ぎゃー!!」

　正座を強いられている私の上半身にしがみつくような格好で、忍しのぶは深海魚図ず鑑かんから必死に目を逸そらそうとしていた。

　何でそんなに深海魚が駄目なのかといえば……、

「つっついたら破れちゃいそうなのが怖い！　釣り上げたら勝手にぷくーって膨ふくらんで、口の中からなんか出てくるのが怖い!!」

　そしてすでに夕暮れ。

　ようやく解放されて、オレンジ色の陽ひ射ざしが差し込む廊下を歩いていくと、忍は広い居間でテレビを観ていた。またどこかから入ってきたのか、左右にデカい狐きつねと狸たぬきが居座っている。多分、旅の途中で一夜の宿を借りに来た妖怪だろうけど。

『きつねうどんとたぬきそばってあるじゃないですか。でも何で狢むじなはないのかって話ですよ！　僕達たちは真剣に悩んでいるんですからね！』

『でもムジナって美お味いしくなさそうやん。なんや脚がいっぱいありそうな名前やし』

『ムカデじゃないですよ！　ムーしか合ってないじゃないですか!!』

『じゃあムジナって何なん？　動物図鑑にも載ってへんやん』

『……アナグマ』

『怖い！　熊ですってよ奥さん!!』

『アナグマ言ってもヒグマとかツキノワグマとかあのラインじゃないですよ!?　レッサーパンダとかアライグマとかあのラインですよ!!』

『なんやタヌキみたいなものですやん。だったらタヌキで良いですやん』

『狢ですってー！　狐、狸、狢の三大化け化け妖怪ですってー!!』

　画面の中では、舞ぶ台たいにスタンドマイクが一本。スーツを着た二人がマイクを挟んでいる。……いわゆる漫才なんだけど、片方は明らかに妖怪ね。私達を縛しばる法律や義務はないけど、代わりに妖怪には人権もないから労働もできないっていうのが基本。何しろ、『人』ではないからね。でも、タレント犬みたいな抜け道もあるみたいなのよ。詳しい仕組みは知らないけど。

　邪じや魔まをするのも何なので、ひとまずその場を離はなれる事にする。

　しかし暇は暇なので、誰だれかに構ってはもらいたい。

　目下、一番取り扱いやすそうなヤツは、

「は・や・ぶ・さーっ!!　この私の暇を潰つぶすために協力しろー!!」

「いやあ!!　傍若無人の塊がやってきたあ!!」

　予想通り、納屋を改造したガレージで電気駆動のビッグスクーターを手入れしていた茶髪にアクセサリだらけの不良少年、陣じん内ない隼はやぶさが女の子みたいな金切り声を発する。

　まったく、格好つけたいがためだけにカシスオレンジなんか作って吞のんでいるから理不尽な運命を呼び込むのよ。まあ、実際にはお酒じゃなくて、カシスのジャムをお湯で溶かしてオレンジジュースで割っただけのイミテーションなんでしょうけど。

　が、敵（？）もさる者。

　この私が提供する特殊スキル『強引な流れ』に抗あらがうべく、自力でパニック状態から回復していく。

「おい疫病神、どうせ忍しのぶに相手にされなかったんだろうけど俺の方にやってくるな。見ての通りこっちは忙し……」

「あっあー。マイクテストマイクテスト……兄嫁という言葉の響ひびきにちょっとときめく不ふ謹きん慎しんな陣じん内ない隼はやぶさクーン、今すぐ応答せよ。繰くり返す……」

「ぶぷーっっっ!!‌!?‌??　ば、ばかっ、お前はまたその場の思いつきで一つの家庭に取り返しのつかない亀裂を入れかねないド級の寝言を……!!」

「でもあなた、『兄嫁』って単語に引っかかっているだけで当人にはまるで興味ナシっていうのが別の意味で冒ぼう瀆とく的てきよね。人間を何だと思っているのかしら」

「だから大前提が間違ってる!!　何だどうした今の流言飛語も座ざ敷しき童わらしらしい『無邪気なイタズラ』だとか言うつもりじゃないだろうな!?」

「……忍も忍だけど、隼も隼で難なん儀ぎな『特性』を持っているのよね。今日び、一つ目小僧やのっぺらぼうでちゃんと驚おどろいて引っかかってくれる人間なんて珍しいもの。そりゃ揃そろいも揃って脅かしに来るに決まってる」

「河かつ童ぱだの枕返しだの、人を殺す妖怪……『致命誘発体』だってお構いなしで襲おそってくるがな。おかげでいつ何時殺されるか分かったものじゃない……」

　隼は自分の事を『妖怪に嫌われる特性』と考えているようだけど、ある意味では好かれているのかもしれない。……例えば、ＲＰＧとかに出てくる『やたら経験値が桁違いなサービスモンスター』みたいな扱いで。

「で、暇を潰つぶすっていうのは具体的に何をするんだ」

「そりゃまあ私がひたすら隼を美お味いしく転がして……」

「怖いよ何だよ!?　具体的にって言ったじゃん！　俺は熱湯風呂を武器に戦えるリアクション芸人じゃないんだ。やめろって言ったらホントにやめろよ!!」

　ちえー。

　これも座敷童っていう種族としての特徴か。相手がマジ泣きするようなレベルに達すると、自然とブレーキがかかっちゃうのよね。あくまでも『無邪気で許されるライン』に留とどまるよう初期設定されているっていうか。

　仕方がないから本題に入ろう。

　私は着物の胸元から高画質が売り文句の携帯ゲーム機を取り出して、

「狩りのゲームで忍に下手くそって言われた。嫌われたくないから練習に付き合って」

「……少なくとも江戸の妖怪画に描かれる存在が携帯ゲーム機についてきた時点で感服モノだけどな……」

　ゲームの内容については、武器を持った人間が巨大な暴走機械をぶちのめしてはジャンクパーツをもぎ取っていく、というもの。『赤い血が出ないからレーティングとか関係ねえよなあ？　なあ!?』と開発チーム一同ケンカ腰のネット動画ＣＭで話題を集めた作品だったはず。

　隼はやぶさも一応、携帯ゲーム機は常備しているみたい。

　互いに一メートル以内の至近距きよ離りにも拘かかわらず、私達たちは自分の画面を見るばかり。
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　ガチャガチャとボタンを操作しながら、私は口を開く。

「隼」

「何だよ」

「そっちのホワイトボードに無数の矢印つきでびっしり書き込まれている文言が超気になる」

「むぐ……!?　ほ、ほっときなさい」

「『事件』に関する情報を書き殴って線で結んでいくとか……。ひょっとしてあなた、ドラマの中の刑事さんにでも憧あこがれているの？」

「釘くぎを刺したのに!!　あんまり人の心を抉えぐるとギガゴードンの翼つばさ取りに行くミッション放棄しちゃうぞ！　このまんまスタートボタン押してリタイヤするからな!!」

「……そんな勝手をしたら今夜の食卓で嵐が吹き荒れるから覚悟なさい。主に私の兄嫁発言から地獄の扉が開くはず。そのカシスオレンジもどき、あなたの兄嫁が妊娠期に飲酒の衝しよう動どうをごまかすために作っていたものだったよねえ？」

「お馬鹿さんめ!!　いつまでも一個のネタを引っ張り続けるんじゃないよ！　しかも全部お前の妄想だし!!」

「重要なのは真実じゃない。誰だれの言葉が信じてもらえるか、よ」

「痴漢冤えん罪ざいの当たり屋みたいなゲスい主張を!!」

　ちなみにホワイトボードには、『信しん頼らいを得る』『有名人の名前』『間違った情報でも罪には問われない』『被害者が少な過ぎる』『何か対象を絞り込む別のルールが？』などの文言が書き込まれている。

　これだけ眺めても、隼はやぶさ（と高校の美人生徒会長）が何を追い駆けているのか、全貌は見えてこない。

　……いやまあ、所詮は素人捜査だし、彼ら自身も分かっていないのかもしれないけど。

「懲こりずに報われない事やっているのね」

「ギガゴードンの翼つばさなんて滅多に取り外せないからな！　ドロップ率二％だよ。最悪、あの強敵相手に五〇回も戦わなくっちゃならない!!」

「それ確率論として間違っているから。あとそっちじゃなくて、『パッケージ』使った組織犯罪の調査」

「俺だって関わりたくて関わっている訳じゃないよ」

「本気で言ってる？」

「先せん輩ぱいが聞きたくもない話を持ってくるんだ。一度関わったら見て見ぬふりはできないって分かっていながらな」

「惚ほれてるの？」

「し、思春期の男にそんなストレートな質問するんじゃないよ」

「あらそう？　どうせ解決したって不良少年のレッテルが剝がれる訳じゃないのに、よくもまあ好き勝手なレッテル貼ってる連中のために、自ら進んで矢面に立ちたがるものね」

「仕方がないだろ……。妖怪絡みの犯罪は警察だって後手に回るって話だし、同じ学校の連中が巻き込まれているなんて話も聞くし」

　隼も隼で、ややうんざりしたように言った。

　私の言葉に、というよりも、今抱えている状況に対して。




「何より、臓器売買なんて単語が出てきているんだ。今回ばかりは見過ごせない」
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　夜になったので、ひとまず納屋を改造したガレージから屋や敷しきの方へ戻る。すでに夕食は出来上がっていたみたいだけど、何やら台所へ突とつ撃げきした忍しのぶが一人で抗議活動を展開していた。

「婆ちゃん、ハンバーグも作ろう！　今ならまだ間に合う!!」

「すまんねえ忍しのぶ。婆ちゃん、横文字の料理は苦手なんじゃよ」

「やる前から諦あきらめちゃ駄目！　俺も手伝うからハンバーグに挑戦しよう!!」

　祖母を困らせている模様なので、私はひっそりと忍の背後に接近する。

　両手を彼の腋わきの下へ通し、そのまんまフォークリフトみたいに小さな体を持ち上げた。

　機械音も加えてみる。

「うぃーん！　がしゃんがしゃん!!」

「うわやめろ、姉ちゃん何をする!?」

「お邪じや魔ま虫むしの忍を搬はん送そうします。がっちゃんがっちゃん！」

「あーっ!!　ハンバーグ帝国の野望がーっ!!」

　駄目よ忍。

　残念ながら肉じゃがと鮭さけの塩焼きのコンビネーションにハンバーグは似合わないの。

　と、台所から居間へ忍を持ち出したところで、彼の母親が居間へ顔を出してきた。

「ご飯が炊けるまであとちょっとかかるから、暇だったらその間に忍をお風呂に入れてもらえる？」

「だってさ」

「ぺこぺこなのです！　ハンバーグがないとお風呂に集中できない！」

　とか何とか言いながらも、忍を床に下ろすと彼は自分の部屋へと走って行った。多分、自前のお風呂セットを取りに行ったんでしょう。

　私も私で仏間へ赴き、寝間着の浴衣を調達しに行く。

　と、気の早い忍がダッシュでこちらに近づいてきた。

「姉ちゃん早く！　お風呂が待ってるのだ!!」

「……相変わらずの重装備ね、忍」

　洗面器の中にはアヒル、潜せん水すい艦かん、シャボン玉用の針金でできた輪っか。さらに水中メガネを頭に掛け、お腹の辺りで浮き輪を抱えている。

　……どうも、忍にはお風呂は体を洗う場所、という根本的な情報が欠落しているようね。

「何を言う。オモチャがいっぱいあった方が面白いに決まってる！」

「分かったから。……替えの帯がない。もうちょっと探すから、忍は先に脱衣所に行っていて」

「早くな！」

　どたたたたーっ！　と忍は全力疾走で仏間を離はなれていく。

　それから、浴衣に合う色の帯を見つけて私も脱衣所へ向かう。が、何な故ぜか忍がいない。

　彼の母親はこう証言した。

「忍？　さっきお義と父うさんと一緒にお風呂へ行っちゃったわよ？」

「……忍」

　しのォォォゥぶゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ!!

「い、いや！　別に誰だれがいたって構わない。今なら私だってお風呂に入れるはず!!」

「やめときなさーい。お義と父うさんの血圧が心配過ぎるから」

　そんなこんなで、しばし頭からコタツの中に体を突っ込んで不ふ貞て腐くされていると、風呂上がりでパジャマ姿の忍しのぶが脱衣所から出てきた。

　彼はコタツを不法占拠している私を見て目を丸くしている。

「姉ちゃんが秘密基地ごっこしてる」

「……忍。私は約束を違える子とは話をする気がないの」

「すごい！　地じ震しんの時も安心ね!!　俺も入れて入れて！」

「痛い痛い狭い狭い!!　忍のかかとが私のみぞおちへ奇き麗れいにハマってる!?」

　げふう……!!　と、ケンカに負けてほら穴を追われる熊のように私はコタツの中から追い出される。うう、ささやかに不貞腐れる権利さえ取り上げられるなんて……。

　忍の母親は苦笑いしながら、

「人間は妖怪と違って恩とか仇あだとか引きずらない生き物なのよ。建設的に前向きに、さっさと次の約束をすれば良いじゃない。今夜は一緒に添い寝するとか何とかさ」

「むー」

　確かに、居間の床へ転がったままでは虚むなしい。

　得られるものが何もない。

　終わった事は仕方がないとして、とりあえず私もお風呂に入りましょう。

　と、脱衣所の扉を開けたところで、忍の方に動きがあった。

　何か、また飛び入りで旅の宿を探しに来た妖怪と話をしている。

「オレ様は土つち蜘ぐ蛛も様だーっ！　人間の決めたルールなんて守らないよ、夜分遅くだってお構いなしなんだから。オレ様は不良だからまつろわないもんね！」

「何でも良いからついてきて。夜のトイレは怖いからな。ドアの前まで付き合って」

「がってんだぜ、不良は雨の日の捨て猫とちびっ子には優しいのだ。オレ様に任せておきなっさい！」

　……相手は全長数メートル大の馬鹿デカい蜘蛛なんだけど、相手が妖怪なら、やっぱり忍は臆おくしないみたい。いいやそもそも、忍くらいの歳だと普通に虫とか手て摑づかみできるのかも。

　人間って、いくつくらいから虫が駄目になるのかしらね。

　適当に考え、三〇分くらいかけてお風呂を堪能し、浴衣に着替えて脱衣所を出る。

　……忍はすでにどこにもいなかった。

　目もく撃げき者しやは語る。

「忍？　ご飯食べて歯を磨みがいた後は……どうしたっけ？　ああ、そうそう。さっきの土蜘蛛と一緒に眠っちゃったわよ」

「……、」

　しのォォォォゥゥぶゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ!!‌!!‌!!
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『ビューティー!!　今日はあたしが絶対オススメのドリンクを紹介するわ。名付けて「五年後の肌質がガラリと変わるドリンク」。これ飲んで健康にならないようなら、もう人生なんて諦あきらめちゃえ！　それじゃあ具体的な材料だけど……』

　テレビでは髪を派手に染めて女装したおっさんが（ニューハーフとかではなく、あくまで男性ファッションの可能性の一つらしいけど）、体をくねくね曲げながら何か叫んでいた。でも、居間にいる大人達たちは誰だれも画面の方を見ていない。

　陣じん内ない家けは代々酒造を生業なりわいにしている。コップ一杯五万円、と言えば、端的に彼らの腕も分かるというものでしょう。……もっとも、金銭的価値だけで評価すると職人達は決まってへそを曲げるんだけど。

　そんな陣内家では、商品研究と称してほとんど毎晩酒盛りをしている。

　しかも別段、日本酒だけにこだわる様子もない。

「ライバルの良いトコを率直に認められる心の広さがない限り、世界を相手に真っ向勝負で戦う事なんてできないわ。うおー！　ワインがしゅわしゅわ泡を立ててる！　紹興酒っておつまみは何が合うのかしら？　中華じゃそのまんま過ぎるのよねえ」

　平たく言えば、肝臓が強くないとやっていけない家系って事。

　元々、陣内の系けい譜ふは酒に強いようで、さらに、わざわざ酒造を生業にする陣内家に嫁入りしてくる奥様方は決まって酒好き。……すると、後はメンデルさんの掛け合わせでひたすら強きよう靭じんな肝臓を持つよう品種改良されていくって寸法ね。

　ところで。

　何やら盛り上がっているようなので、根本的な疑問を口に出してみた。

「……あの、何で私はここにいるの？」

「忍しのぶにフラれて心がダークな方向に傾き始めているんでしょ。パーッと吞のまなきゃ！　全部忘れなきゃ!!」

「私は刃物で刺しても銃で撃うっても死なない妖怪であって、酒を飲んで酔っ払うなんてナンセンスなんだけど。そもそも食事だって厳密には必要としない、単なる気分の問題なんだから」

「まーまー。落ち込んだ時は理論武装して感情を押さえ付けたがるもんよね。でも駄目！　ダメダメよシャチョーさん！　実は吐き出した方が早く楽になれんの。押し殺したって溜ため込むだけなの！　理屈とかどーでも良いからぐびっと行っちゃってぐびーっと!!」

「……はあ」

　別に、何でも良いけど。

　青酸カリでもトリカブトでも丸まる吞のみできるんだし、適当に吞みながら、彼らが勝手に酔い潰つぶれるのを待って撤てつ収しゆうしましょう。







　……。

　………………。

　……。







「ひっく。あっれー……？　私、妖怪のはずなのになーんでこんな世界がぐるぐる回ってるわけえ？？？」

「むははははは!!　これがお酒の魔ま力りよくなのでえーっす！　不可能なんか何もない、嫌な事なんかぜーんぶ忘れっられるんだからあ!!」

　おかしいな。

　あれからどれくらい経たっていたっけ？

　壁かべ掛かけ時計に目をやっても、文も字じ盤ばんが誰だれ々だれさんの絵画みたいにぐにゃぐにゃ曲がっていて読めやしない。……そもそも、あんな有名な画家の名前も思い出せない時点で、普通じゃない状態に陥っている証拠なんでしょうけど……。

「そっかそっかあ。妖怪は物理系よりもお、精神系の法則が優先される存在だーかーらー、プラシーボ効果とかも強く表れる訳なのかあ？　私が酔っちゃうって強く考えちゃえばー、本当に酔っ払っちゃーう、と」

　そういえばー……百鬼夜行って組織でも対妖怪プロセスの一いつ環かんで目の錯さつ覚かくや思い込みを利用した詐術の研究とかやっていたっけねー……。

「何だこの野郎、まーだ理屈でもの考えてるのかあ？　そんなヤツはもう一杯吞んじゃえ、吞んじゃえってばよー!!」

「あーもー……忍しのぶにフラれたのとか、どーでも良くなっちゃったあ」

「にゃははははは!!」

　女二人で馬鹿笑い。

　酒の席には忍の父親と祖父、祖母も同席している。祖母はニコニコと笑いながら実はかなりハイペースで日本酒を吞んでいるけど、何やら男衆の方は私達たちのテンションについていけないみたい。

　平たく言うとドン引きしている模様。

　何だかそれが気に喰くわない。

　私はゆらりと立ち上がると、全身筋肉、ゲンコツの威力が人類の上限超えてる忍しのぶの父親の方へ接近していく。

　あれえ？

　普段は恐怖の大王扱いで、目を合わせるのも怖い存在なんだけどなあ……？？？

「オイそこの筋肉ダルマ!!　さっきっから仏頂面じゃねーかよー……。お酒は楽しく！　吞のみなっさい!!　なに考えてんのか分かんない顔は禁止禁止ぃ!!」

「やーめなさいって。その人が未来からやってきたグラサン殺人兵器みたいな仏頂面してるのはシャイで女の人の扱い方に困っている証拠なんだからあ☆　初めてのデートの時とかもさー、あれ果たし状だったんじゃねーのって顔で待ち合わせ場所に突っ立っててさー」

「ていうか、なーんであなたいっつもピッチピチのシャツ着てる訳？　ん？　何が？　でっかい声で言え!!　忍にフラれた今の私にい、怖いものなんかなーんにもないぞお！」

「うひゃひゃひゃひゃひゃ!!」

「ぐわははは!!」

　あー。

　……なーんか、のちに禍根を残しそうな事をいっぱいやらかしているような気がするんだけど、頭が全く回らないなあ……。




　　　　９（3rd person）




『おお天てん狗ぐの。　　は聞いておるかね』

『風の噂うわさ程度だがな。しかし、その名を聞くだけで胸が悪くなる。ヤツは間違いなく　　という定義全体を低く貶おとしめている。殺しの一点だけに、あそこまで特化した変種も珍しい』

『ヤツが出た』

『荒れるな。……またたくさんの　　が死ぬぞ』

『しかし我らの手で何ができるという訳でもない。ヤツは、ただの力の序列からは切り離はなされた　　に立っているのだから』

『……「油取り」、か』
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　翌朝、三月二五日。

　甲高い音を発する目覚まし時計を反射的に掌てのひらで叩たたくと、布団から出した腕に何か異様な冷気が絡み付いてきた。

　さ、寒う!?

　……ていうか、昨日はいつどこでどう眠ったっけ？

　雨戸が完全に閉まっているせいか、陽ひの光はほとんどない真まっ暗くら闇やみ。それがまた、現状把握を困難にさせている。

　と。

　至近距きよ離りから、具体的には同じ布団の中から、女性の声が耳に滑り込んできた。

「ふふふ、ここは夫婦の寝室だぜ？　若い男女の真ん中に押し入って引き離はなすとか、なかなかにアグレッシブな真ま似ねをしてくれるじゃない……」

「おやあ!?」

　記き憶おくの欠けている部分が本格的に不安になってきたんだけど!?

　しかし、軽い混乱に陥る私の回復を待たずに、次の事態がやってきた。

「姉ちゃん、こっちにいる？　すごいの！　お外がすごい事になってる!!」

「……？」

　薄うす暗ぐらい部屋の中へ入ってきた忍しのぶが、何に興奮しているのか、しばし理解が追い着かなかった。

　が、続けて彼はこう言った。

「雪が降ってる！　外が全部真っ白に!!」

「いやァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　思わず全力で布団を摑つかんで防御の姿勢を取る。

　忍はコタツで丸くなるタイプでなく、庭を走り回るタイプ。彼の遊びに付き合わされると、吹雪の早朝から氷点下〇度以下の極限環かん境きようへ放り出される羽目になる!!

　私が本気で嫌がっているのを察したのか、忍の母親が興奮状態の我が子へ介入を始めてくれた。

「忍。お外で遊ぶなら、せめて朝ご飯を食べてから……」

「ううー。見て見て！　窓を全開にすれば分かる。凄すごい景色が広がっている!!」

「「寒ううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう!?」」

　忍の暴挙によって、寝室全体が一気に巨大な冷凍庫と化す。

　そして裏切り者は私という生いけ贄にえを布団の外へと蹴けり出した。

「忍、座ざ敷しき童わらしと遊んでもらいなさい！　雪だるまを作ればきっとテンションも上がりまくるはずだわ!!」

「雪だるま……。行くよ姉ちゃん!!」

「もう嫌！　嫌なのよお!!　あっちもこっちも寒い！　板張りの廊下を歩くだけですでに足の裏が超痛い!!　外に出たらどうなるのお!?」

　必死の懇こん願がんは届かない。

　銀世界の魔ま力りよくにやられて不気味なくらい瞳ひとみをキラキラさせる忍しのぶに引きずり回される格好で、私は浴衣のまま裸足で雪景色の中へ放り出される。

「あっ、あばば！　あばばばばばばばばば!?」

「すごい！　地面の色が見えない!!　みんな真っ白になってる!!」

　ダウンジャケット、手袋、長靴、毛糸の帽子などで完全武装した忍と違って、私は妖怪でなければ心臓麻ま痺ひとか起こしてもおかしくないダメージを負う。

「母ちゃんが言ってた。雪だるまを作るんだ！　母ちゃんがオススメしていたから仕方がない！」

「むっ、むむむ無理無理、素手で雪を摑つかむとか絶対に無理!!　指がポロリと落ちる。何これホントに水でできてるの実は液体窒素とかじゃないの寒寒寒寒!?」

「姉ちゃん、早く作らないと体に雪が積もって姉ちゃんが雪だるまになっちゃうよ」

　死ねない、というのは、必ずしも幸福とは限らない。

　終末医い療りようの専門家のエッセイか何かの文言が脳裏をよぎる。もはやヤケクソ気味に核となる雪玉を丸め、それを全力で転がしていく。途中で何か叫んでいたが覚えていなかった。昨日、大酒を吞のんで目を回したのとは全く別の理由で記き憶おくが飛んでいく。

「あっあふ!?　おふはあ!!　しっ、しししし忍、これで文句ないよね？　立派な雪だるまができたよね!?　もう私を解放してえ!!」

　タイミング良く、忍の母親が朝食の完成を伝えにやってきた。憎たらしい事に毛皮のコートなんぞまとっていやがった。忍の興味が食事に移った事で、私も何とかかやぶき屋根のお屋や敷しきへの帰き還かんを許可される。

「こっ、凍る……。髪の毛がパキパキと凍る……!?」

「一応お風呂は沸かしておいたから、ご飯の前に入っておく事をお勧めするわ」

　……そんな気遣いをしている暇があったら、さっさと忍を呼びに来てほしかった、とは言うまい。これ以上言い争いをしたら、死ねないまでもマグロみたいに固められる……!!

　が。

　脱衣所を経由して風呂場に入り、湯船に片足をつけようとした直後だった。

　いきなり風呂場の窓がフルオープンされた。

　風呂場が冷凍庫に早変わりする。

「姉ちゃんすごい！　父ちゃんがすごい事してくれた!!」

「はびゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　い、居間に向かったはずの忍がそのまんま裏庭に出て、外から奇き襲しゆうを仕掛けてきた、だと!?

　忍は忍で、裏庭の一角を何度も指差しながら、

「父ちゃんが屋根の雪をどさどさーって落としてな、白い山みたいなの作った！　雪で作った滑り台だ、こいつはすごい!!」

　あっ……あの天敵め……。

　妖怪の天敵めェェええええええええええええええええええええええええええええ!!

　わなわなしている全裸の私だったが、そこで忍しのぶが窓の外からいなくなっている事に気づく。そしてバタバタと回り込むように近づいてくる足音。

　まずい、忍が脱衣所に接近している!?

　私は慌てて風呂場から脱衣所へ突とつ撃げきし、死にもの狂いで浴衣を摑つかむ。

　袖に腕を通す前に、忍が脱衣所へ飛び込んできた。

「早く！　姉ちゃん早く!!」

「……っ!?」

　とりあえず丸裸で雪の中へ放り出されるのだけは阻止したけど、防御力は大して変わらなかったかもしれない。

　一〇分後。

　生まれたての子鹿のように震ふるえながら、私は今度こそお屋や敷しきの中へ帰き還かんする事に。

「わ、分かった事がある……。一度体を温めてから極寒の地に放り出されると、よりダメージは大きくなるって……」

　ぴんぽーん、とインターフォンが鳴ったのはその時だった。

　大はしゃぎの忍はもう止まらない。

　これくらいの歳の子なんて、少しでも空腹を感じたらもう食べ物以外の何にも考えられなくなると思うんだけど、朝食よりも一面の銀世界の方が彼の頭を刺激しまくっているみたい。

　私を置いて廊下を突っ走っていった忍は、玄関先で大声を上げていた。

「あっ、渚なぎさの爺じいちゃんだ！」

「そうだぞー、渚の爺ちゃんだ。最近うちの孫が色気づいているのはお前のせいかー！」

　……あの歳の子に色気も何もないと思うんだけど、母親の口紅でイタズラでもしたのかしら。

　浴衣を整えて玄関まで行く気力もなく、畳の上に寝転がっている私の耳に、彼らの声が届いてくる。

「渚の爺ちゃんは何しに来たんだ？」

「トラック使ってよ、屋根の雪かきが大変そうな家を見て回ってんだ。若いのを外に控えさせてる。ま、陣じん内ない酒造にも若い衆はいるんだし心配なさそうだけどよ」

「若い？　じゃあ渚も来てる？」

「連れて来たくなかったんだけどよー。流石さすがにメートル越えの雪の中、セントバーナードに任せて散歩させる訳にもいかんだろうし。……ん？　おうジジィ、ボランティアに来てやったぞ。屋根と屋敷の前の道路を片付けてやるから、そこの坊主に渚の面倒見させてくれや」

　バタバタという足音が遠ざかっていったので、また忍しのぶ達たちは雪遊びに没頭していったんでしょう。遠い所で幸せになっておくれ。

　と思っていたのに、食事を載せたお盆を持った忍の母親が迫り来る。

「悪いんだけど、忍の所まで運んでもらえる？　もう雪遊び一直線だけど、朝抜きにさせたくないし」

「……何な故ぜ私に？」

「このタイミングで『親』が顔出しちゃったら、コラーご飯食べなさーいガミガミモード、ってなっちゃうでしょ。渚なぎさちゃん来てるんだから水差したくないし」

「その心は」

「あんな寒いトコ出たくないわ。私は今日一日コタツで丸くなるって決めているの」

　見れば、お盆には忍のご飯の他に、小皿でいくつかのおかずが分けてある。……まさかと思うけど、渚用なのかしら？

「雪合戦なんてやっていたら食事どころじゃないと思うけど」

「二人じゃやらないわよ。雪だるまはさっき作ったって話だし、渚ちゃんが来ているなら、きっとおままごとをしているはず。そこに本物のご飯を織り交ぜちゃって☆」

　忍の祖母から雨天用の羽織りを借りて、半信半疑で表に出てみる。……と、あらびっくり。本当に忍と渚が広い庭にあるかまくらの中に入ってままごとをしていた。彼ら二人の手で本格的なかまくらを作れるとは思えないから、多分、雪かき要員の若い衆とやらが作ってあげたのね。

　リアルなご家庭を演出するためか、防水の小型お風呂テレビがかまくらの中に刺さっていた。

『「無邪気の哲学　上院議員を口くち籠ごもらせた子供からの質問一〇〇」が日本語翻ほん訳やく化かされて、ついに上陸します！　この本のすごい所は……』

　ただ……、

「へいらっしゃい！　今日はひらめが安いよ」

「し、忍ちゃん。ここはおうちなんだから、ご飯の時にそんな風には言わないよ」

　オーソドックスな家庭像を求める渚に対して、何だか忍の方が攻めのアドリブを繰くり返している。どうやら安定よりも冒険を求めているようね。

　今日のテーマは雪だるまなのか、渚は頭のてっぺんから爪先まで白い毛糸のもこもこに覆おおわれた格好をしたまま、

「じゃあ忍ちゃんはお父さんなんだから、赤ちゃんの面倒を見てね。夜泣きしないようにきちんと寝かし付けるんだよ？」

「しかし人知れず世界の平和を守る昆虫マスクには、そんな平へい穏おんな日々も長くは続かない。どばーん!!　エフビーアイだー!!」

「あなた逃げてーっ!!　ていうか忍ちゃん何したの!?」

　手足をぶんすか振り回す忍しのぶが意図せずかまくらを破は壊かいしそうになったので、行動に割り込む形で朝食を載せたお盆を差し入れしてみる。

「わ、すごい。忍ちゃん家ちの朝ご飯はパンなんだね」

「んーとなー、婆ちゃんが作る時はご飯でなー、母ちゃんが作る時はパンっていう仕組み」

　言いながら、忍は例のビューティーが提唱するカラフルな鉄串に、ブスブスと野菜を刺していく。

「渚なぎさもやってるか？」

「や、やってるよ。ちゃんと少しずつ瘦せているんだから」

　……冷静に考えると、このダイエット方法って献立を決める人間がやらない事には意味がないはずなのよね。

「忍ちゃんは牛乳飲むの？」

「牛乳を飲むと大人が喜ぶ」

　とりあえず食事にありつく二人だったけど、傍らには雪を丸めて作ったらしき『ご飯』が別にあった。差し入れがなければ無限に雪を食べていたかもしれない。忍の母親には、それを止める意図もあったのかしら。

「えー。噓うそだあ、そんなのできないに決まってる。渚のハリセンボンめ！」

「う、噓じゃないよ。それに針を一〇〇〇本だよ」

　と、大人の気遣いとか無視して、忍達たちが揉もめ始めた。

　あっちこっちに会話が飛ぶので途中参加は難しいんだけど、何とか主旨を読み取ってみる。

「エビフライの話？」

　すると、忍と渚が二人してこっちの顔を見上げてきた。

「渚が、エビフライの尻尾は食べられるって。あんなプラスチックみたいなの食べられるはずがないのに」

「た、食べられるもん。忍ちゃん家ではやってないだけだよ。エビフライは頭から尻尾まで全部食べられるんだから」

　すると、忍は怪け訝げんな顔で首をひねった。

「……エビフライに頭なんかないし」

「あるよ！　だって海え老びなんだから！　大体、頭がなかったら困るでしょ。どうやって海を泳ぐの？」

「あっはっは。渚は世間知らずだなあ、エビフライが海なんて泳いでいる訳ないじゃん。衣がびしょびしょになっちゃうぞ」

「じゃ、じゃあ忍ちゃんの中ではどこにいるの？」

「衣は……サクサクだから……」

「陸地じゃないよね？　衣が泥まみれになっちゃうもんね？」

「……大空を」

「飛ばないよ！　エビフライは大空なんか飛ばないよ！」
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　私の居着いている陣じん内ない家けと近きん隣りんのお屋や敷しきの屋根を処理すると、若い衆を連れた渚なぎさの祖父は別の区画へとトラックで向かっていった。渚ともここで一度お別れ。

　お昼ご飯には、洋食好きの母親のおかげでエビフライが出てきた。海え老びの尻尾に挑戦した忍しのぶがまた一つ大人の階段を登る。

　そう、尻尾は食べられるのよ。

『えー？　私のオススメは……じゃあ、そうですね。「知らないでは済まされない一〇年越しの財テク」にします。この本はですねえ』

『あなたが書いたビジネス書じゃないですか！　なに勝手に宣伝しているんですか、もー!?』

　午後イチのトーク番組がテレビから垂れ流されている。

　昼食を終えた忍は、洗せん濯たく物もののアイロン掛けをしている祖母と話し合っていた。

「見て婆ちゃん。シャツ畳んだの」

「おやまあ」

「ズボンだって畳める」

「忍は本当に手先が器用だねえ」

　……祖母はにこにこと笑って言いながらも、忍の見ていない瞬しゆん間かんを狙ってマッハで畳み直しているのは流石さすがかもしれない。褒ほめて伸ばすスタイルの極致ね。

　アイロン掛けが終わると、忍はこんな事を言った。

「お手伝いが終わったら、『陣内家のひみつ』を教えてもらえる」

「そうだねえ……。忍はこの家に階段があるのは知ってるかい？」

「ん？　うちは平屋だから階段なんかないんじゃ……」

「それがあるんだよ。どこかにある小さな扉を開けると、そこには狭くて細い階段があってね……」

　……ああ、屋根裏のスペースの話かしら。

　話を聞いた忍は、救急箱とセットで置いてある防災グッズの袋を摑つかんだ。

　中から懐かい中ちゆう電灯とヘルメットを取り出しながら、

「姉ちゃん行くよ！　『ナゾの埋蔵金』を探すのだ！」

　一体どこまで話を膨ふくらませたのやら。ただ、ここまで興奮してしまうと、もう確かめないと昼寝もしなくなっちゃうはず。

　と、使い方も良く分からないロープの束を引っ張ったり緩ゆるめたりしていた忍に、横から母親がこんな事を言ってきた。彼女はアイスティーとクッキーの載ったお盆を片手で器用に支えたまま、

「しーのぶー。これお茶の間まで運んでもらえる？」

「今は埋蔵金の話!!」

「……地図もなしに挑戦したら遭難するだけだぜ？　そして陣じん内ない邸ていの見取り図はお手伝いをしないと手に入らないのだ」

　くそー、と悪態をつきながら忍しのぶはお盆を受け取る。

　よたよたと廊下を進んでいく忍を見ながら、私は母親の方へ質問した。

「また誰だれか来ているの？」

「この大雪の日にわざわざねー。隼はやぶさクンの知り合いみたいだけど。ふふふ割とハイスペックそうな女の子だったぜ」

　ハイスペック、ねえ。

　思い付くのは一人しかいない。隼の知り合いの内ハイスペックな……というより、コワモテの隼とまともに会話できる人間の女子、という意味で。

　いつものように布巾を持ち、途中で忍があちこちにこぼしてしまったアイスティーを拭き取りながらお茶の間まで進むと、座卓の前で高校のセーラー服を着た少女が足を崩した状態で座っていた。

　阿あ刀とう美み濃の里り。

　かんざしを使って頭の後ろでまとめた黒髪に、学校の制服がこれ以上ないくらい似合わない巨乳。ミニスカートから伸びる足が、行ぎよう儀ぎ悪く崩したその姿勢が、いちいち艶なまめかしい。全身の隅々まで高機能ですと、纏まとった空気が喧けん伝でんしている。

「はいどーぞ。赤いお茶なのだ」

「ん？　ああすまない。隼君の弟……じゃなくて、甥おいだったか。何かして遊ぼう。クッキーを山のように積んでだな、これが崩れないように一つずつ……」

　フレンドリーな笑顔に対し、忍は困ったような顔になった。

「お客さんが来ている時は、大人しくしていないとダメなんだ」

「えっ、あ……。圧倒的に正しいんだが、そう他人行儀にされると傷つく……」

　ちなみに、屋や敷しきへ勝手に上り込んでくる妖怪にはこうした物もの怖おじは発生しない。となると、やっぱり私達たちは忍にとって気を配らないほど遠い存在なんでしょうね。

　そこへ、大学ノートを手にした隼がお茶の間に入ってきた。

「すみません先せん輩ぱいお待たせして……何で項うな垂だれているんですか？」

「軽くフラれたショックが胸を刺すので、今日の所はおいとましても構わないかな？」

「何だどうした実は馬鹿なのかアンタ」

　お使いを済ませた忍はといえば、母親から宝の地図を入手する事で頭の中がいっぱいみたい。当校自慢の美人生徒会長（笑）は、忍しのぶが被かぶっているヘルメットが気になっているようで、

「……質問なんだが、それは一体……？」

「屋根裏探検隊!!　ひみつの千両箱までの道のりは辛つらく険しい。きっと命いのち懸がけの冒険になる」

「くっ……君の言葉はいつだって私の興味を刺激する……!?」

「先せん輩ぱい」

　短く切断するように言われ、阿あ刀とう美み濃の里りは渋々座卓の前で座り直す。

　一方の私はといえば、興奮気味の忍に手を引っ張られる格好で居間の方へ戻っていった。忍の母親から陣じん内ない邸ていの手書きの見取り図を受け取り、廊下の角の辺りにある、どこにも繫つながっていない戸を目指す。

　開けると、階段なんだか梯はし子ごなんだか、といった急な段差が続いていた。

「……上へ続く階段だ」

「そうね」

「姉ちゃんすごい！　宝の地図は本物だったんだ!!」

「そうみたいね」

　忍の後に続いて、屋根裏に続く階段をゆっくりと登る。

　屋根裏のスペースなので、天井はそれほど高くない。また、普通の部屋と違って平たくもない。かやぶき屋根の形に沿うように、中央へ向かって鋭えい角かくに伸びていた。

　代わりに、横への広がりはかなりのもの。ただでさえ広い屋や敷しきで、全ての壁かべを取り払った一個の広大なスペースなのだから、当然と言えば当然だけど。

　意外と暖かいのは、おそらく邸内の熱気が上へ向かうからでしょうね。

「く、暗いな……。でも負けない！　夜のトイレに比べたらこんなもの!!」

　忍は何か発破をかけながら、奥へと向かっていく。

　……実はあちこちに裸電球がぶら下がっていて、スイッチを入れれば照明が点つく事には気づいていないようね。

　暗がりのわだかまる場所。こういう場所に来ると、私がかつて幽閉されていた百鬼夜行って組織を思い出すけど、ここはそういう陰惨な歴史とは無む縁えんの場所。

　元々は、奉公人が寝泊まりするための大部屋よ。陣内家は厚待遇で有名だったから、スピリチュアルナントカが舌なめずりするような、妙な怨念がこびりついている事もないでしょう。

『ザザ！　ざざざーざざーっ！　木曜七時からは「寿命を縮める食材選び」。今週は豚や牛と比べて、何かとヘルシーな扱いを受けているお魚の怖いところを徹てつ底てい的てきに……』

「わあ！　な、何だ？　声が聞こえる……。誰だれかいるのか!?」

「忍、防災用の懐かい中ちゆう電灯にラジオがついているのよ。何かスイッチ押したでしょう」

　呆あきれたように言う私は、そこでふと気づいた。

「……ん？」

　照明を点つけていない薄うす暗くら闇やみなので、床板の隙間からチラホラと邸内の光が入り込んでいるのが良く分かった。軽く覗のぞいてみると、先ほどのお茶の間が見える。

　隼はやぶさと美み濃の里りが、座卓の上の大学ノートを挟んで何か話し合っている。

『……前にも言ったが、その方法だと被害者が多過ぎる。臓器売買なんて派手な犯罪が絡んでいる以上、相手も静かに事を起こそうとするだろう。何か、私達たちの知らない手があるはずなんだ』

『でも、なんだかんだで閉へい鎖さ的てきな村社会のインテリビレッジで、胡う散さん臭くさいセールスマンが話を持ちかけたって誰だれも騙だまされない。やっぱり、身近なテレビを使うのが一番だと思いますけど』

『ああ、そこじゃない。君の提唱していた芸能人説も、完全否定している訳じゃないんだよ。その上で、何かもう一つあると言いたいんだ。仮に警察が芸能人の家を強制捜査したとしても、やっぱり何にも出てこないような何かが、さ』

『それですけど……気になる事が一つあるんです』

『例の通販サイトだろう？　私も、仕込むならそこしかないとは思っていた』

　懐かい中ちゆう電灯の光が、ビカビカとこちらに向けられる。

　ちょっと目が眩くらむ私に、忍しのぶは何か興奮した声でこんな事を言ってきた。

「姉ちゃん、見て見て！　すごいよ、これはすごい！」

「どうしたの、忍？」

「千両箱があった。中にはランドセルが入っていたぞ！　ピカピカ！　これは、かの小学生しか身に着ける事の許されない伝説のヤツだ!!」

　おそらく、祖母がアイロン掛けを始める前に全部セットしておいたのね。

　そんな風にほのぼのと思っている私だけど……何か事態に集中できない。

　後ろ髪を引かれる。

　床板の、小さな穴から届いてくる声に、嫌な胸むな騒さわぎがする。

『テレビで芸能人が宣伝をして、顧こ客きやくは通販サイトでオフィシャルグッズを買う。ま、平たく言えばこういう構図なんだけど……』

『でも、公式サイトに良く似た別のサイトを作って顧客を誘導させる事ができたら……。顧客は、「あの有名芸能人がオススメしているんだから間違いない」って信じながら、実は全然関係ない商品を購こう入にゆうしている事だって……』

『そして別のサイトがある事なんて、テレビの中の芸能人は気づかない。そもそも商品販売は完全代行のノータッチだろうしね。だから、自分のファンを犯罪へ巻き込んでいる事にも』

『真犯人は、芸能人なんかと繫つながりがないんだ。だから警察が芸能人の自宅に踏ふみ込んだって関係ない。全国放送を利用して堂々と犯罪を行える訳だ』

　忍はキョトンとしている。

『声』それ自体は、彼の耳にも入っているはず。

　でも、忍しのぶにとっては遠い国のニュースを観ているような気分なのかもしれない。

『隼はやぶさ君。今回使われているであろう妖怪の確認をしよう』

『油取り。他の妖怪と違って明治時代、東北地方で出現が確認された、新参者。それでいて凶悪さで言えば他の妖怪を圧倒するほどの性質を備えている。でしたよね？』

『村人達たちが農作業をしている最中に、農夫の格好をしてひっそりと紛れ込むとされる妖怪。でも実際のところ、誰だれもその正体を見た者はいない。気がつけば入り込み、気がつけば子供を攫さらい、気がつけば魚焼きの太い鉄串を突き刺して、火で炙あぶる』

『目的は胆きもから採れる油、っていう話ですけど、結局のところ、子供を殺して油を採る理由さえ分かっていない』

『日本の怪談になくてはならない、「教訓」が何もない妖怪だ。暗くなる前に帰ろうとか、川で遊ばないようにしようとか、そういうものが一切ない。ただ現れ、ただ攫い、ただ殺す。近代に入って、「恐怖の伝統」が失われた弊へい害がいだな。対策のない恐怖なんてばら撒まいてどうするんだ』

　ぐらぐらと。

　頭が揺れる。

　何か、とてもひどい何か、絶対に見過ごしてはならない何かを、致命的な結果を目の当たりにしてようやく気づかされたような気分。

　芸能人。通販サイト。子供を殺す妖怪。ダイエット。臓器売買。カラフルな鉄串。体重をなくす方法。胆から油を採る。抜き取る。子供を攫い、内臓を。理由なき殺人。それを行う妖怪。油取り。最悪の妖怪を使った『パッケージ』……。

　ギチギチと、油を差すのを忘れた人形のように首を動かして、私は『彼』の方を見る。

　で、あれば……。

　ダイエットと称した行動の結果、彼の体重がみるみる減っていた、本当の理由は……。

　ごとん、と。

　人形の糸を切るような気軽さで、陣じん内ない忍は床の上へと倒れてしまった。

　千両箱の中に入っていたランドセルが転がる。

　私は叫ぶ事もできなかった。

　震ふるえる手でうつ伏せになった忍の体を仰向けにする。この指先で、服の上から、おへその辺りへ恐る恐る触れてみる。

　そこで、私の意識はブツリと途絶しかけそうになった。




　まるで薄うすく張ったゴムの膜。

　細い指先は、ずぶずぶとずぶずぶと、いくらでも沈み込んでいく。

　……あるべき内臓が、どこかへ消え去ったかのように。
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　時間の流れを把握できない。

　気がつけば私は忍しのぶの寝室にいて、彼は布団の中で寝かされていた。

　外は夜。

　どこかから、誰だれかの声が聞こえてくる。

　ぼんやりと耳にしている内に、それが陣じん内ない隼はやぶさのものであるとようやく思い出した。

　それくらい、私の現状把握能力はイカれていた。

「……油取りは子供を攫さらって、内臓の油を採る妖怪。その性質を利用して、人知れず内臓を盗み取る臓器売買パッケージを追っていた。より正確には、一〇歳以下の小児移植手術用の臓器売買だ」

「……、」

「臓器売買なんて再生医い療りようが確立すりゃ自然消滅しそうなもんだが、幼い子供だけは別物らしい。あれは、発症前の健康な体組織をあらかじめ保存しておいて、必要に応じて後から新しい内臓を作り出す技術だからな。生まれつき難病の赤ちゃんは、元となる健康な体組織を提供できない。発症中の体組織を元に内臓を新しく作っても、再発のリスクは消えない訳だ。……だから、結局、夢の新技術も万能じゃないんだとさ」

「……、」

「そして、普通の移植にしたって順番待ちで長蛇の列ができてる。しかも、極端に年ねん齢れいが若いと大人の臓器は使えない。肺や肝臓なんかは部分的に切り取ってサイズを整えてから移植するみたいだけど、先せん輩ぱいの話じゃそれも限界があるみたいだ。でも、脳死状態の子供から内臓を摘出して移植できる可能性なんてほとんどない。……そして、自分の命のために悪事を働く事はできなくても、我が子のためなら手を血で染める覚悟を決めるのが人の親ってヤツだ。そういう気持ちを悪用して、荒あら稼かせぎしようとしている馬鹿野郎がいるんだ」

「……、」

「忍が使っていただろう、ダイエット番組お墨付きのカラフルな鉄串。危なっかしいとは思っていたが、あれで口の中を刺しちまうと、油取りのターゲットに選ばれる。つまり、内臓を抜き取られる。俺も最近まで気づかなかった。確信さえあればすぐにでも取り上げていたのに！」

「……、」

「油取りは『人知れず殺す』妖怪だ。だから、臓器売買パッケージは内臓を奪われた子供自身さえ、痛みを感じない。何か、エミュレーターみたいなもので抜き取られた部分を補っているんだ。だけど当然、そんなの無限に続く訳ない。それで良いなら、手術を待っている子供の方の内臓をエミュレーションすれば良いんだから。……つまり、エミュレーターは時間制限つき。それが切れれば、忍しのぶは死んでしまう」

「……、」

「鍵かぎになるのは、やっぱり忍が持っていた鉄串だ。テレビで大々的に宣伝している芸能人と、実際にネット上にある購こう入にゆうサイトは全くの別物。でも、その別のサイトとやらを追っていけば、『パッケージ』を操る真犯人に辿たどり着く。そうすれば」

「……もう良い。聞き飽きた」

　私は、小さく遮るように言う。

　そう。人間達たちの答え合わせには興味がない。

　平たく言えば、今回の件は人知れず子供達から内臓を抜き取って売買する『パッケージ』がこの村で猛威を振るっていた、という訳ね。

　テレビの中でオネエ系の芸能人が『鉄串ダイエット』なるものを提唱していた。犯人達はオフィシャルサイトに偽装した噓うそのサイトを独自に作り上げ、オネエ系に追従する顧こ客きやくのいくらかを掠かすめ取ろうとした。

　噓のサイトから本物そっくりのカラフルな鉄串を購入した顧客の元には、致命誘発体『油取り』の力を封入された凶器が届く。後は、確率の問題。利用者の何割かが口の内側を鉄串でチクリと刺してしまえば、標的に指定されてひっそりと内臓を抜き取られる。

　忍とか渚なぎさとか、村の子供達もそれに巻き込まれたって寸法ね。

　あの何気ない日々の陰で、当人達さえ気づかないままに、絶望的な事態は進行していた。

　それに、おそらく私は人間の『真ピ犯エ人ロ』を見ている。推理小説と違って、現実世界では一番怪しい容疑者がやっぱり犯人。であれば、ここ最近見かけた中では一人しかない。プログラムやソフトウェアに詳しく、鬱うつ屈くつし、インテリビレッジに強い不満があって、村人を巻き込んでも何とも思わない下地を持った、上昇志向の強い人物。

　でも、細かい証拠集めや真犯人への糾弾なんて、やっている暇はない。

　そんな事をしている間に、忍のタイムリミットが切れてしまう。

　あと何時間か、何十分か。正確な数字は分からないけど、エミュレーターの効果が失われつつあるのが原因で彼は倒れた。おそらく時間はない。彼が、自分の内臓が抜き取られた事に『完全に気づく』前に、全てを終わらせなくてはならない。

「……姉ちゃん……」

　布団の中にいた忍が、何か言っていた。

　私は笑顔で噓をついた。

「風邪を引いたのよ。やっぱり雪の中で遊び過ぎると良くないね」

「ん」

　たじろいだのか、頷うなずいたのか、私には分からなかった。

「……渚に謝る」

「？」

「風邪が治ったら、エビフライの尻尾は食べられるって、ちゃんと渚なぎさに謝る……」

　それだけ言うと、彼は力尽きたように両目を瞑つむった。

　その様子を見て、私は静かに思った。




　ああ、これは死ぬな、と。

　忍しのぶはもう、まともな方法じゃ絶対に助からないんだな、と。




　布団の傍らには、忍が屋根裏から見つけた新品のランドセルが転がっていた。

　きっと。

　これは、たったの一回も使われる事はない。

　悲劇の象徴として、捨てる事もできずに埃ほこりを被かぶっていく。そんな事は誰だれも望んでいなかったのに、余計な横よこ槍やりが入ったおかげで、全てが瓦解する。

　ざわざわと。

　千ち々ぢに乱れていた心が、静かに収束するのが分かった。

　覚悟が決まったのだと、理解した。

　眠った、とは少し違うんでしょう。忍の意識は高熱にうなされるように、浮いたり沈んだりしている。一時的に意識が途切れたのを見届けると、私は隼はやぶさに向けて静かに告げる。

「……人間は勝手に人間の犯人を裁いていなさい。私は別のアプローチで攻める。妖怪は妖怪の元凶の方を直接叩たたき潰つぶす事にするよ」

　本来なら、謎を一つ一つ解いて犯人当てをして『パッケージ』の性質を利用して理性的な戦いで決着をつけるのが正しいプロセスなんでしょう。

　でもそんなのには付き合ってやらない。

　本物の外道相手に、手順を踏んでやる必要なんて何もない。

　用意された舞台を、根底から台無しにしてやる。

　忍達を助けるためなら、世界だって壊してやる。

「おい、お前、まさか……」

　一度だけ、布団の中で目を瞑っている忍の額を撫なでる。

　そして立ち上がる。

　死刑宣告のように、言ってやる。




「油取り。あの致命誘発体のクソ妖怪を、この手で直接ぶっ殺してやる」
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　本質を知らない人間には、無駄な行動に見えるかもしれない。

　でも実際のところ、世の中に無駄な行動なんてものは何もない。

「……、」

　私は屋や敷しきから、雪降る夜の表へ出る。天気雨のように、真上に満月の見える不思議な雪夜だった。私の両手は武器となるものを欲している。とりあえずは蔵へと足を向けた。

　何か小さな影かげが、慌てたように併走してきた。

　一つ目小僧にのっぺらぼう。私の知り合いではないけれど、ひょっとしたら忍しのぶとどこかで会っていたのかもしれない。

　彼らは口々に言う。

「油取りと戦うのか？　気持ちは分からんでもないが、筋は通っておらん。『パッケージ』は、下げ衆すな人間が妖怪の力を組み込んで悪用するものだ。油取りには殺す力があるだけで、殺す意志があった訳ではなかろう」

「そもそも、刃物で刺しても銃で撃うっても死なないのが我ら妖怪。妖怪対妖怪ではその限りではないのだが……であればこそ、危険なのは座ざ敷しき童わらし、お主の方ではないかね？」

　関係ない。

　私は蔵まで辿たどり着くと、扉についた分厚い南京ナンキン錠じようを手に取った。

　技術はいらない。

『きっかけ』さえあれば良い。

　私は適当に針金を鍵かぎ穴あなに差し込むと、ガチャガチャと左右に揺らす。

　あっさりと鍵は外れる。扉を開け、中をぐるりと見回し、やはり適当に手を伸ばす。

「……高たか枝えだ切きり鋏ばさみ、か」

　二、三メートルほどのアルミの棒の先端に、園芸鋏を取り付けたようなアイデアグッズね。

　シルエットは薙刀なぎなたにも似ていて。

　何より、突いて切り裂く事ができれば十二分。

　私は犬歯で自分の唇の端をブツリと切ると、こぼれ出る赤い血を舌ですくい取り、ハサミの刃へと押し付けていく。

　一つ目小僧とのっぺらぼうが、困ったように立ち尽くしていた。

「殺す力があるだけでは、油取りとは戦えないぞ。いかにあなたが、『あの』百鬼夜行と関わりのある個体だったとしても」

「……あれの本質は、強さとは別のところにある。ただ現れ、ただ攫さらい、ただ殺す。つまり、油取りがどこにいるのかは誰だれにも分からない。だから怖いのだ」

　ああ、そんな事。

　確かに、人間の警察がいくら探したって油取りは見つからないでしょう。最新の無人セキュリティとか、人智を超えた妖怪の力とかを使ったって。

　でも、たった一つの例外がある。

　私はそれを持っている。

「座ざ敷しき童わらしが、何を司つかさどる妖怪なのかは知っている？」

「？」

「『運命』よ」
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　論理はいらない。直感も不要。

　私はただ、持って生まれた力に従うだけで良い。

　薙刀なぎなた代わりの高たか枝えだ切きり鋏ばさみを肩に担いだまま、陣じん内ない邸ていを出る。満月の雪の夜を走る。分かれ道では迷わず右へ、次の十字路は直進、細い細い農道へと入っていく。

　座敷童は運命を司る。

　それは形の見えない誘惑のようなもの。テレビのＣＭ、雑誌の広告、ネットの話題性、そうしたものが『大きなうねり』となって客に商品を選ばせるのと同じように、人は知らず知らずの内に、分かりやすい方、動きやすい方へと滑り落ちていく事になる。

　でも。

　誘惑の仕組みが分かっていれば、流れに逆らうように抗あらがう事だってできる。

　普通に考えれば、誰だれがどう考えたって、闇やみ雲くもに走るだけでは油取りには出会えない。そうなるように、世の中はできている。であれば。私は、普通に考えれば進まない方向へ、一番違和感や拒否感の出る向きへ、自ら突っ込めば良い。流れに逆らうように進んでいけば、『最もありえない運命』へと自然と向かう。

　出会う事のできない油取りと。

　出会ってしまう運命へ辿たどり着く。

「……おやおや」

　そうして、私はインテリビレッジの一角で、しわがれた老人の声に呼び止められた。

　吹雪の中、不自然に浮かぶ満月。

　水も張っていない、雪に覆おおわれた水田の中央に立つその影かげは、最初、案か山か子しか何かに見えた。

　農村を蝕むしばむ怪異、その象徴。

　風景全体が切り取られたように幻想的で、花札か何かの一枚にすら思えてくる。

　ここは『完成』している。

　本来であれば、誰だれにも入り込む余地のない場所。

　どれだけ時代に揉もまれても、海外文化の流入に翻ほん弄ろうされても、それでもなお、私と油取りの周りには『日本の田舎』という原風景が広がっていく。

　何者にも侵しん蝕しよくされない領域。

　束つかの間まだけの異界。

　その主。

　致命誘発体『油取り』は、碧あおい雪景色の中心に立つ。

「これはこれは可か愛わいらしい闖ちん入にゆう者しやだ。しかし『童わらし』と名についたところで、あなた様は私の食指を動かさない。一体何をしに来たというのかね」

　汚れが目立たないよう深い色で染めた着物は足の所を絞ってあり、すねを守るための脚きや絆はんが見えた。そして頭には角度の広い円えん錐すい形けいの笠かさ。典型的な農夫の格好だけど、着物から覗のぞく手足はもはや老人というより木ミ乃イ伊ラに似ていた。笠を深く被かぶっているせいで顔は見えないけど、本当に眼球が二つ収まっているのかさえ疑問が浮かぶ。

　顔を隠した笠には、大きな一つ目のような模様が描かれていた。その巨大な眼球は人の命を愚弄するような、不ふ謹きん慎しんな明るさに満ちていた。

　どうでも良い。

　私は、端的にこう答えた。

「殺しに来た。忍しのぶのために」

「ほ」

　返ってきたのは、驚おどろきとも笑みとも聞こえる声の歪ひずみだった。

「これはこれは……。人間様の犯罪に使われたと風の噂うわさに聞きはしたが……一体、私の力は何をしでかしたのかね？　相談に乗ろう。私とて、自らの与あずかり知らぬところで誰かを傷つけていたかもしれないと思うと胸が苦しい。さて、どこから手を付ける？」

「喚わめくな」

　断ち切るように。

　思わず声が出た。

「……今ので確信した。可能性は五分五分と考えていたけれど、『それ』は決定的よ。油取り、私はあなたを殺す。殺すべき理由をはっきりと見つけた。あなたの『それ』は、今、一〇〇％の精度で忍を愚弄した。理解できてる？」

「ま、待て。待ってくれ！　確かに私の不注意もあったかもしれない。だがあなた様も人に寄り添う妖怪なら分かるだろう？　人間は、狡こう猾かつだ。脆ぜい弱じやくであるが故に、猿知恵だけは常に私達たちの上を行く。どれだけ警戒していても、『パッケージ』に巻き込まれる時は巻き込まれてしまう。私だって……私だって被害者なんだ!!」

　私は独善的だとは思う。

　ようは、身内を守るために他人を殺すと言っているのだから。それは、顔も知らない『小児臓器の買い手』である、難病の子供を抱えた人の親達たちと本質的には何も変わっていないのだろう。可か愛わいい子供を助ける。そのためなら他の命だって奪える。それが、本質よ。

「……無関係とは言わせない」

　でも。

　私は彼らと違って、『何の関係もない命』まで奪おうとは考えない。

　つまり、




「だってあなた。心の底から楽しむために、わざと『パッケージ』に組み込まれたんでしょう？」
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　しばしの間、静寂があった。

　満月の下、雪の降る音さえ聞こえてきそうな静寂。

　そんな中で、私の言葉だけが響ひびく。

「妖怪にだって色々ある。殺す力を持ってしまった自分を呪う者、持っていながら折り合いをつけて人間と共存する者。……そして、純粋に心の底から人を襲おそう事を楽しむ者。あなたはげっぷが出るほど子供を殺しておきながら、その罪を下げ衆すな人間に押し付けられる被害者ポジションが欲しかった。だから、『パッケージ』のアセンブルが進んでいる事を知りながら、わざとそれを見逃した。違う？」

　そして、蠢うごめく。

　一つ目の模様が描かれた笠かさの下で、見えない顔が不気味に蠕ぜん動どうしていく。

　笑みを作るために。

「くっく。かかかかかかかかかかかかかかかかかかかか!!　読まれたか、奥の奥まで読まれたか！　しかし辿たどり着くために必要な材料は提示していなかった。それもまた、運命を司つかさどり辿る座ざ敷しき童わらしの本質かね？」

　私達たち妖怪は、形を持ち、意志を内包したオカルト。

　だからこそ、式神だの呪法だの『パッケージ』だのに応用する場合、単なる理論以外の人心掌握術に似た能力すら求められる事がある。上手になだめられなければ牙を剝むかれる、という事。

　であれば。

『パッケージ』としての極悪さ以前の問題として。

　妖怪本人の善悪について語る事も、時には必要。

「テレビとネット通販を利用した、小児臓器売買パッケージ。なかなかに面白い仕組みだと思って感心していた訳だが、やはり少々やり過ぎたか。つい『安全』より『獲え物もの』を優先してしまうのが悪い癖くせでな」

「当たり前よ。こんな動きはじきに露ろ見けんする。地元の高校生ですら辿り着けたんだから」

「いやあ、そうでもない」

　にちゃり、と。

　粘性な音すら聞こえそうな笑みを、笠の向こうで浮かべている事でしょう。

「元より、小児臓器の『買い手』は絶対に口を割らない。可か愛わいい我が子の腹に、犯罪で手に入れた内臓が詰まっているなんて事が露見すれば、自分はもちろん子供の将来にさえ関わる。だから口を割る事はありえない。そして何より」

　ぼとり、という重たい音が響ひびいた。

　ぼとりぼとり、といつまでも続く。私達の周りに、雪より重たい何かが落ちる。

「あの『真ピ犯エ人ロ』。理論は完かん璧ぺきだったのに、土ど壇たん場ばで揺らいでしまってなあ？　やっぱり子供は殺せないとか何とか言うから、手っ取り早く内臓を抜き取ってしまったよ。月々の『ノルマ』を果たせなければエミュレーターの機能を切って殺す。そう言って、犯罪装置に組み込んである以上、彼ら『真ピ犯エ人ロ』は自動工場のように獲物を私の元へ届けてくれる。そうなるように、システム全体を組み替えている」

　まるでレトルト食品のハンバーグ。

　透明なビニール袋に詰め込まれた、握り拳大のぶよぶよした塊。

　そちらは見ない。

　おそらく『商品』だというのは分かっていても、今は見ない。

「……『パッケージ』を、乗っ取ったのね」

「ふむ。その辺りは解釈の違いかね。私の周りに、子供を効率良く攫さらうのに必要な材料が集まってきたと考えてほしいものだ」

「あなたはもう、何かと引き換えに子供の命を繫つなぐもの、ですらありえない」

「最初から、油取りとは何かを救う存在ではない。油を採るという行為にすら意味はない。……私は、そう、混乱だ。人の恐怖を求めて行動しているだけなんだよ」

　人の手で加工されながらも、完全にその手を離はなれて暴走してしまった『パッケージ』。

　譬たとえるなら、漏出した細菌兵器の猛威に近い。

　ただ闇やみを歩く致命誘発体より、なお広こう範はんに暴虐を振るう昇華した怪物。

「何な故ぜ、とは、もはや尋ねない」

「いやいや、そこを一番に聞いてほしいところだね。これでも殺しには一家言があるんだよ。通にはこだわりが付き物なのだから」

「あなたを殺せば、忍しのぶが生きる道筋ができる。『運命』がそう告げている。……だから死んで。拒否は認めない」

　だんっ!!　と雪積もる地面へ足を踏ふみ付け、自らの血を擦こすり付けた長物の刃やいばを突き付けて、私は言う。

　対して、油取りはあくまでも笑っていた。

「私と見まみえた事が、よほど特別性を錯さつ覚かくさせるか？　だが私は致命誘発体の変種、対してあなた様は無害な座ざ敷しき童わらし。力の差は歴然であり、戦う事に意味など与えられないはずだが？」

「いいえ、分かっているはずよ」

「一体何を？」

「……では何故、あなたは身構えているの？　手にした魚焼きの鉄串は、子供を殺すために使う『象徴』よね」

「……、」

　言われて、初めて気づいたよう。

　油取りは、扇のように広げた数十本もの鉄串へ、しげしげと目線を落としている。

　ただの無害な座敷童相手に、致命誘発体の中でも特に極悪な油取りがこんな反応を示す必要はない。であれば、それは私がただの無害な座敷童ではない証左。

「不思議なものだ」

　農夫の形をした脅威が、肩を震ふるわせていた。

　あくまでも、彼は笑っていた。

「私もあなた様も、伝承を辿たどれば元は同じ東北の妖怪。片や子供を殺す怪人、加害者の象徴。片や間引きや口減らしなどで殺された子供達たちの集合体、被害者の象徴。この二つが、同じ場所で相あい見まみえるとは」

　もはや『パッケージ』など関係ない。

　これは妖怪と妖怪の殺し合い。人間の入り込む余地はなし。

　口々に。

　処刑方法を教えて罪人を震ふるえ上がらせる悪あく趣しゆ味みのように、私達たちは自然と名乗り合う。




「百鬼夜行試製三九式座ざ敷しき童わらし、陣じん内ない家け口頭識別名称・縁ゆかり」




「油取り、その一つ。近代に入り『恐怖の伝統』を見失った果てに生まれた変種よ」




　そうして。示し合わせたように、私達は衝しよう突とつする。
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　ぎゃりんっ!!　という、金属のぶつかる音が響ひびいた。

　白と深い青。満月の雪景色という奇妙な風景の中に、オレンジ色の火花が異物として混じる。

　木の枝のような手足を持つ、笠かさで顔を隠した農夫。油取りが体を大きく回すたびに、手にした数十もの鉄串が、散弾銃のように撒まき散らされる。数に限りなどないようで、老人が五指を軽く動かすごとに数十の鉄串はいくらでも補充され、その手の中で扇のように広がる。

　二〇メートルなんて距きよ離りは、あの妖怪にはゼロにも等しい。

　人知れず現れ、人知れず攫さらい、人知れず殺す。そんな致命誘発体には、距離の概念なんて似合わないのでしょう。

「素晴らしい……」

　踊るように無数の鉄串を放ちながら、油取りが耳に障る声で何かを言っていた。

　オレンジ色の火花が散り、高たか枝えだ切きり鋏ばさみが弾丸を落とすたびに、彼の笑みは深くなっていくようだった。

「素晴らしい!!　私の串は、一度でも掠かすれば五ご臓ぞう六ろつ腑ぷは引きずり出されるというのに！　弾はじいたところで、地面に落ちた串を踏ふみ抜いてしまえば絶命するのに!!　いつかどこかで必ず内臓を抜かれるという決められた結果を、あなた様の特性は上う手まく回かい避ひしている!!」

　何を言われようが関係ない。

　気にする必要はない。

　私はひたすら自分のフィールドを守る。誘惑に抗あらがい、自分なら自然と選んでしまいそうな選択から、最も離はなれた場所へ飛び込んでいくだけで良い。座敷童は弱いものと決まっているからこそ、『ありえない運命』は私を生存するように機能してくれる。

「それにしても、おかしな巡り合わせだ」

　手の中で、ぐるんぐるんと鉄串の扇を回しながら、油取りは言う。

「私は言ってみれば、子供を殺す大人の象徴。こんな怪人がいたら怖い、だけどこんな怪人がいてくれたら、この手を汚さなくても諸もろ々もろの事情で邪じや魔まとなった子供を始末できる。そんな邪念が私という存在を固着させるに至った」

「今のご時世、食しよく糧りよう難なんは似合わない。間引きや口減らしは殺しの正当化になりえない！」

「ははっはぁ!!　暗い部屋での虐待、パチンコ屋の駐ちゆう車しや場じように放置、最近じゃ出生前の難病検査なんていうのもあったか？　むしろ、今のご時世の方がよほど残酷よ。何せ、切迫した理由がなくとも子供を殺す親は増加傾向にあるのだからなあ!!」

「自分が……その理由なき暴虐が、時代に望まれてここにあるとでも……!?」

「それ以外に何がある？　元々、この国は親殺しの姥うば捨すてと子殺しの間引きが同居する、世界でも稀まれな家族殺しの文化が根付く呪われし地よ。そして物質的に豊かになっても、家族殺しはいつまでも続く。人は、理由を忘れても家族を殺せるのだ。これが本質。もはや！　私こそが基準点となってしまったのだよ!!」

　散弾のように放たれる鉄串に、私はむしろ自分から大きく前へ踏ふみ込む。

　見た目ほど、弾幕は絶望的じゃない。

　運命さえ分かれば、二つか三つ弾はじくだけで凌しのげる事は簡単に分かる。

「一方で、あなた様は間引きや口減らしで殺された子供達たちの象徴だ。親の手で殺しておいてなお、守り神として我が子が家を繁はん栄えいさせてくれるなどという都合の良い意見を汲くみ取った果てよ！　私とあなた様は加害者と被害者でありながら、実はとても良く似ている。結局は、どちらも。子供を殺す親の願望によって固着した存在なのだとなあ!!」

　距きよ離りの概念などない。近距離も遠距離も関係ない。

　そう思っているのか、油取りはアドバンテージを捨て、応じるように一歩踏み出してくる。

「だからあなた様は理不尽に子供を殺す存在を許せなかった。『保護者の気分』は楽しかったか？　だが慰なぐさめにもならんよ。たとえあなた様が、忍しのぶなる人物を一人救ったところで、座ざ敷しき童わらしという存在が固着するほど殺され尽くした、かつての子供達が蘇よみがえる訳でもない」

　薙刀なぎなた代わりの高たか枝えだ切きり鋏ばさみの間合いに、入る。

　私は運命に抗あらがう形で、普通なら絶対に当たらない刃やいばの先端を油取りへと大きく突き出す。

　するり、と。

　滑らかな動きで、油取りが刃の数センチ横を潜くぐり抜けていく。

　裏の、裏？

　まさか、私の、いいや百鬼夜行が開発した『運命』を司つかさどる力を使ってでも、油取りには届かない……!?

「あなた様は、永遠に救われない」

　吐息がかかるほどの至近距きよ離りで、油取りはささやく。

　じゃりん!!　と、両手にそれぞれ、数十もの鉄串が扇のように広がっている。




「すでに終わった事は、誰だれにも曲げられない。かつての子供達たちも、忍しのぶなる子供についても」




　直後。

　一〇〇を超える鋼鉄の豪雨が、たった数センチの至近から、私の腹へと殺到した。
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　ざざざ!!

　ザザザザザザザザザザザ!!

　ぶつり……ザザザ……ぶつっ……ざざざざ!!
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　決着は、ついた。

　私が薙刀なぎなた代わりに使っていた高たか枝えだ切きり鋏ばさみは、二メートル以上の長い柄の先に、園芸鋏のような分厚い刃やいばを備えた『武器』。間合いは広いけど、逆に言えば懐ふところへ潜もぐり込まれると何もできない。

　対して、油取りの得物は数十、いや両手で一〇〇を超える太い鉄串。吐息がかかるほどの距離で一斉に投げ放たれれば、これまでのように弾はじいて凌しのぐ事などできない。

　回かい避ひの行動を取ろうにも、油取りはそれを見越して、扇状にばら撒まくように鉄串を放っている。左右はもちろん、真下へ身を屈かがめても鉄串で蜂の巣にされてしまう。

　その串は、子供を殺し、内臓を抜き、火で炙あぶって油を採る象徴。

　一つでも掠かすめれば、小児臓器移植『パッケージ』の理論によって、私の五ご臓ぞう六ろつ腑ぷは小分けされてビニール詰めにされてしまう。それを、一〇〇本。防御も回避もできなければ、後はどうなるかなど自明の理。

　でも、それは油取りの理論。

　運命を司つかさどる私の方が、相手の理論に付き合ってやる義理なんて、どこにもない。




　ぎゃりんっ!!　と。

　直後に金属のぶつかる音が炸さく裂れつし、全ての鉄串が高枝切り鋏に打ち落とされる。




「は……？」

　油取り、一いつ瞬しゆん、啞あ然ぜんとした顔をした。

　まあ、無理もないでしょう。

　懐ふところ、その数センチまで飛び込んできた油取りに対し、私の持つ薙刀なぎなた代わりの長物は二メートル以上の長さを持つ。つまり、この刃やいばで鉄串を落とすためには、一〇〇以上の鉄串が真後ろへ飛ばない限り不可能な事だったのだから。

　しかも。

　五本一〇本ならともかく、投げ放った一〇〇以上の鉄串を全て落とすとなると、まるで強力な磁石で全ての鉄串を吸い寄せるような動きをしなくてはならないはずなのだから。

「おかしな事かしら。私達たち妖怪を、物理法則で語るなんてナンセンスでしょう？」

「なっ……バ……。まさか、まさかあなた様は、最初から……？」

　油取りを中心とした事件の謎なぞを解く？

『パッケージ』に使われている妖怪の特徴や弱点を逆手に取って、相手に一矢報いる？

　本気でそう考えていたとしたら、とんだ自意識過剰ね。

　これは、妖怪が支配するルールを解き明かし、打ち破る事で趨勢を決める話。

　だけど、別に妖怪はあなた一人だけじゃない。

　ここは私のフィールド。

　座敷童の特徴を分析し、弱点を割り出し、的確な行動を取らなければ無残な末路を迎える残酷なお伽噺だったのよ。

「私は最初から、座ざ敷しき童わらしの特性ルールの中において、運命と呼ばれるモノと戦っていた。『このままでは忍しのぶは死ぬ』という運命に抗あらがう形で、手足を動かしていたに過ぎなかった。それが結果として、武器を取り、村を走り、油取りと戦うという物理的現象に繫つながっていただけ」

　高たか枝えだ切きり鋏ばさみをどう振るうかなんて関係ない。

　鉄串がどこからどういう布陣で弾幕を張り巡らされるかなんて関係ない。

　私が。

『このままでは忍は死ぬ』という運命に抗えば、後はそういう結果が出るように、周りの全てが修正される。

　高枝切り鋏や鉄串の位置関係なんて、いくらでも誤魔化されてしまう。

「何か勘違いしているかもしれないけど」

　くるん、とその場で高枝切り鋏を回す。

　ビリヤードのトリッキーなショットのように、背中側から左の腋わきを通すように高枝切り鋏を構え直し、

「私は、忍を助けるためにここへ来た。あなたの事なんか、一秒たりとも私の視界に入っていない!!」

　至近距きよ離りから、改めて刃の切っ先を、突き出す。

　だんっ!!　と。

　鈍い音と共に、油取りの胸の中央へ、園えん芸げい鋏ばさみのように分厚い刃やいばが深々と突き刺さる。

　刃物で刺しても銃で撃うっても死なない妖怪だけど、妖怪対妖怪なら話は別。刃には、あらかじめ私の血を擦こすり付けてある。ダメージは、そのまま通る。

「ごっ、ぶ……？」

　不思議なものを見るように、油取りは自分の胸へ目をやった。

　そのまま、真後ろへ倒れていく。自分で傷を広げるように、分厚い刃を強引に引っこ抜く形で。

　思い出したように噴ふき出る血は奇妙にどす黒く、この妖怪の本質を示しているようだった。

「……終わった……」

「ああ、終わってしまったなあ」

　返事があった事に、ぎょっとした。

　見れば、雪の上で大の字に倒れる油取りが、何かを言っていた。大きく一つ目の模様が描かれた笠かさで隠れた口から言っているのか、胸の真ん中に開いた大穴から言っているのか、それさえ曖あい昧まいになる光景だった。

「これで小児臓器売買『パッケージ』は、核となる私を失った事で瓦解する。理不尽に奪われた臓器は理不尽を正すように、元の子供達たちの中へと納まる事だろう」

　おかしい。

　何かがおかしい。

　本当にそれだけなら、何な故ぜこの極悪な妖怪は笑っていられるの……？

「ただその場合、すでに臓器移植を終えた難病の子供達はどうなるかな？　実は私にも分からない。体内から五ご臓ぞう六ろつ腑ぷの一部を毟むしり取られて絶命するか、あるいは、元々あるべき、ボロボロに蝕むしばまれた病巣が納まるのか……。いずれにしても答えは同じ。彼らに未来はない。あなた様は、子供を助けるために子供を殺したに過ぎない」

「…………………………………………………………………………………………………………、」

　呼吸が。

　止まるかと思った。

　だって、それは。それは……!?

「臓器売買で荒あら稼かせぎをしようとした人間はクズだっただろう。それを知ってて買った人の親も、裁かれるべき対象ではあるだろう」

　にたにたと。

　負けてなお。死へ向かってなお、油取りは勝利の嗜し虐ぎやくを嚙かみ締しめている。

「だけど、難病の子供それ自体には何の罪もなかったのになあ？　先に言っておくが、襲おそった子供よりも救われた子供の方が多いぞ。五臓六腑を一つずつ分けて各々の患者へ配れば、一人の子供で複数の子供が救われる計算だからな。つまり！　あなた様は！　少数の子供を助けるために多数の子供を殺す構図に巻き込まれたのだ!!　ふふふはは!!　ようこそ殺しの道へ。二度と抜け出せない泥沼の心地良さに浸ると良い」

　だから助けろ、元に戻せ。

　油取りはそんな泣き言は言わない。

　それよりも、この楽しみを堪能する方を優先している。

　押しても引いても、誰だれを助けようとしても。臓器を盗まれた子供か、盗まれた臓器で助かった子供か、どちらかが確実に死ぬ。子供を助けるなんて陳腐なお題目を掲げて立ち塞がった妖怪が、誰かを見捨てるという重い十字架を背負う瞬しゆん間かんを今か今かと待ち望んでいる。

「……、」

　しばしの間、私は満月の雪の下で立ち尽くしていた。

　両手で摑つかんだ凶器、高たか枝えだ切きり鋏ばさみが、ずしりと重たい感触を返してくる。

　やがて。

　私は、それを強く握り直す。

　凶器を手にしている事を、静かに思い出す。

「……はは」

　油取りは、枯れた胸板から驚おどろくほどの血を流しながら、笑っていた。

「私を殺すのも悪くない。だが事実は何も変わらない。恥ずべき行為を誰にも見られない事に安あん堵どしながら、子供を死なせる選択を選ぶと良い……」

　分かっていないようね。

　人物ＡとＢがいる。誰か一人が死ななくてはならない。だからと言って、ＡとＢの両方を救えない、とは言えないでしょう。

　そう。最悪の状況を傍観し、選択権を委ねられたＣが命を差し出せば、一人分の命を奪いつつ、ＡとＢを助けられるのだから。

「百鬼夜行試製三九式座ざ敷しき童わらし、と名乗ったのを覚えているかしら」

「それが……？」

「『あの』百鬼夜行が、たかだか今ある運命を分岐させる程度の計画に入れ込むとでも？　その程度も完成させられずに、『試製』で頓挫してしまうような甘い組織とでも？」

「……まさか……いや……あれ以上の？　しかし、あなた様が実現した、あれ以上の現象と言えば、残されているのはもう……!?」

「運命の改変、今ある選択肢から自由に選ぶ方法論。それ以上。百鬼夜行が目指して、そして頓挫してしまったのは、完全にゼロから別のラインを作り出す方法論」

　内臓を抜き取られた子供達たちが全員助かって。

　抜き取られた内臓によって生き永らえた子供達も全員助ける。

　そんな、明確に矛盾した状況を許容させるには、もう新しい運命でも作ってやるしかない。双子のように、この世には全く同じ内臓が二つ存在すると誤ご魔ま化かすしかない。

　やるべき事は簡単。

　いつも通りに、見えない誘惑に逆らうように体を動かせば良い。

　ただし、これまでとは何もかもが違う。脆ぜい弱じやくな人間が、自動車を押し潰つぶすプレス機に両手だけで抗あらがおうとするのと同じ。普通に考えればこちらが押し潰される。世界の運命は、一個人の事情など却下するとでも言うように、変化を望んだ個人を押し潰してでも正常に回り続けようとする。

　その無理を。

　通す。

　ギチギチギチギチ!!　と、軋きしんだ音を立てて、私はその場で跪ひざまずく。薙刀なぎなた代わりの高たか枝えだ切きり鋏ばさみを改めて両手で摑つかみ直し、その切っ先を自分の腹の真ん中へと押し付けていく。

　こんな事に、何の意味があるかなんて知らない。

　きっと、物理的には何もないのだろう。

　だけど、指の一本一本をすり潰し、背骨の奥まで圧搾するような圧倒的苦痛が、抗うべき運命を強く想起させる。体の中、頭のてっぺんからお尻の先まで貫くように存在する、細い細い異物感を意識する。これが、私に埋め込まれたモノ。狂的な発想と確実な技術を両立した百鬼夜行の結晶。結局は完成しなかった理論を無理矢理に回した結果、その細く長い針金のような感触が、ミシミシと形を歪ゆがめていくのが分かる。

　ああ。

　これは、折れるな。自然とそう思った。

　結果がどうなろうが、私は座ざ敷しき童わらしとしての全てを失う。カラクリ人形の中にある歯車をメチャクチャにかき回されたように、妖怪としての機能は使えなくなる。

「……何な故ぜ、そこまでする……？」

　ふと、しわがれた声が聞こえてきた。

　先ほどまで、負けてなお君臨していた、あの妖怪だった。

「所詮は限りある人の命だ。いくら殺しても雨後の竹の子のように現れ、地表を覆おおい尽くす代替わりの命だ！　永遠に続く妖怪ならもっと効率的な方法がある。今の代の誰だれかが死んでも、次の代からお気に入りを選べば良いだけだ。なのに……」

「あなたには、永遠に続いたところで理解できないのでしょうね」

　吐き捨てるように。

　言ってのける。

「だからあなたは、怪談としても中途半端なのよ。噓うそをつくなとか親を大切にしろとか、何の教訓も与えられない。そうやって、一生誰の役にも立たず悪あく趣しゆ味みと蔑まれるのが関の山ね」

　一いつ瞬しゆん。

　本当に一瞬、笠かさの向こうに隠れた油取りの顔が、歪ひずむような音を立てた。

　しかし拘泥しない。

　こんな出来損ないの妖怪に構うより、まず第一に済ませるべき大仕事がある。




　腹を搔かっ捌さばくように、分厚い刃やいばを自らの腹に突き立てる。

　体の中心を走る、細い細い針金のような異物感が、ガラスのように砕け……。
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　そうして、私は全てを失った。




　翌日になると、あれだけ降っていた雪はすっかり止やんでいた。縁えん側がわの向こうに広がる大きな庭は、相変わらずの銀世界。柔らかい春の陽ひ射ざしに当てられて、幻想的にキラキラと瞬またたいている。

　本来はグータラな私。こんな寒さの残る日はコタツの中に独立国でも建国したい気分になるものだけど、今日だけは朝から縁側に佇たたずんでいた。

　座ざ敷しき童わらしとしての内部構造は、完全に破綻した。

　それが今後、どんな影えい響きようを与えるかは私にも分からない。心しん霊れい医い療りようを専門とする輩やからに体を診せても、おそらく無駄。体内に百鬼夜行の真しん髄ずいを詰めた上で深刻に破損した妖怪なんて、並の裏うら稼か業ぎようの手に負えるものではないでしょうし。

　幸運とか運命とか、そういう力が失われるだけでも、手痛い。

　まして、物理法則に縛しばられないこの体の維持にさえ関わるとしたら……。

　私は消滅するかもしれないし、消滅する事もできないまま永遠の苦痛を味わう羽目になるかもしれない。そんな風に脅える心の方から瓦解していくかもしれない。何が起こるか分からないというのは、そういう恐怖よ。今日が無事だからって、明日も無事という保証がない。そんな中で、ボロボロの吊つり橋ばしを渡る時のように、何かに祈りながら生きていく。

　いつまで眺めていられるか分からない景色を、脳裏に焼き付けるように記き憶おくへ収めていく。

　これはその儀ぎ式しき。

　と、そんな時だった。

　ガチャガチャと、複数の食器がぶつかるような雑音が、静せい謐ひつで悲観的な儀式に横よこ槍やりを入れた。そちらを見てみれば、相変わらず危なっかしい手つきで朝食の載ったお盆を運んでいる忍しのぶと目が合った。

「姉ちゃん、一人は駄目。一緒にご飯を食べよう」

　いつかと同じ言葉に、私は思わず頰ほおを緩ゆるませていた。

　忍しのぶや渚なぎさなど、内臓を抜き取られた子供達たちも、難病で非合法な手術を待っていた子供達も、両方とも無理矢理に助けてみせた。

　この『結果』だけが、唯一の救いか。

　隼はやぶさも隼で人間の『真ピ犯エ人ロ』を見つけ出して潰つぶしたそうだし、禍根もなさそうで何よりね。

　朝食の用意してある仏間の方へ移動するため、私は恐る恐る、ゆっくりと縁えん側がわから立ち上がる。何をどこまで力を加えて良いのか、いずれじっくり上限を測る必要があるでしょう。……今は、下手な苦痛が発生しない事が、かえって不気味で恐ろしい。何ともないのではなく、脊せき椎ついでも破損して痛みを感じられない状態になっているんじゃないか、って。

「姉ちゃん、早く。ご飯が冷めちゃう」

「待って、忍。ゆっくり歩かせて」

「ん？　どうした姉ちゃん、苦手なものでもあるのか？　ホントはちゃんと全部食べなきゃ駄目だけど、でも心配すんな！　どうしても辛つらかったら俺が助けてやる」

　無邪気な言葉に、私は静かに笑った。

　……そうね。

「ひょっとしたら、いつかは本当に助けてもらうかもしれないね」
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　そして現在。

　蒸し暑い残暑の夕暮れ。すっかり髪を金色に染め、行ぎよう儀ぎ悪くあぐらをかき、アイスキャンディーを口に咥くわえたまま、何通かのラブレターらしき封書へ面倒臭そうな目を向けている男子高校生を見て、座ざ敷しき童わらしは重たいため息をついた。

「……忍。これはがっかりね」

「ちょっと待てコラ。何で今いきなり失望されたんだ？」













　　第二章　菱ひし神がみ艶えん美び／／現在は自由に変動する
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『たけのこたけのこニョッキッキー!!』

『『一ニョッキ!!』』

『にゃはは、一発目でもうやられてんじゃん！』

『やや古めだからやり方忘れちったー☆』

　少し離はなれたテーブルでは、男女五対五の合コンが最盛期を迎えている模様です。アルコールが相当回っているのか、傍はたから見ていると一体何がどう面白いのかサッパリな応酬で爆ばく笑しようが量産されちゃってるし。ただ、私とお姉ちゃんの二人で飲み食いしているこっちのテーブルまで、彼らの爆笑が席せつ巻けんしちゃってる。

　うーむ。

　ツインテールの女子中学生、菱神さん家ちの艶美ちゃんからしてみると、薄うす暗ぐらい間接照明しかない居酒屋ってやーっぱり新しん鮮せんなんだよねえ。こんなトコにいて良いのか自分って気分にさせられる。ま、お酒は頼たのんでいないし、テーブルの向かいには大人のお姉ちゃんがいるから、誰だれに注意されるって訳でもないんだけどさ。

「……それにしてもメニューが脂っこい肉ばっか。腸の長さに余裕がある農耕民族には似合わないんじゃないの、こういうの？」

　タンクトップにホットパンツなんて格好が許される二〇代こと爆乳お姉ちゃんが、スピリタス（アルコールランプにそのまま注いでも何の遜そん色しよくもないくらいのドギツイ酒）をなみなみと注いだグラスを片手に眉をひそめてこう言った。

「下の方にサラダあるでしょ」

「牛タンたっぷりサラダって何!?　これ絶対野菜がメインの料理じゃないでしょ！　皮下脂肪が豊富で全体的にムニムニした女の子が考えなしに食べて良いもんじゃないと思うけど」

「だいじょぶだいじょぶ。アンタ中学生でしょ？　新陳代謝ハンパじゃない時期なんだからそんな脂肪は残らないって。健康ブームの火付け役とかいうのからテレビ越しに脅されてビビってんの？　何なら食べた後にその辺走ってくれば良いじゃん」

「そりゃお姉ちゃんはイタリア製のスポーツカー相手に追いかけっこして黒幕を引き摺ずり下ろすくらいの化け物だからそうかもしれないけどさー」

「あれは峠とうげのぐねぐね道だったから何とかなったの。流石さすがに街のデカくて真っ直すぐな道じゃどうにもならなかったよ」

　……だから私は常識人です、って繫つなげようとしている時点で、もうお姉ちゃんのバケモンぶりは証明されたようなものなんだけどね。とりあえず、理詰めが楽しい時刻表ミステリーには絶対絡まないで欲しい人だよ。

『あっれー？　お兄さんさっきからウーロン茶ばっかり頼たのんでなーい？』

『ないない、俺は大丈夫。ちゃんとこれ焼酎入ってるから』

『そーんな事言っちゃってー。下戸なら下戸って言って良いのよ？　別に恥ずかしい事じゃないし。私はイッキとか押し付けたりしないから安心しろってー、にゃはははは!!』

　少し離はなれたテーブルは大盛り上がりの様子。

　私は不規則にボリュームが跳ね上がる嬌きよう声せいに時折耳を貫かれながら、大皿に載った豆類のさやに手を伸ばす。

　むぐむぐ。

「うあー、枝豆が美お味いしい。これがランキングの一位じゃない？」

「だだ茶豆だよそれ。ていうか徹てつ底ていして植物しか食べない人か!?　何だ何だ、妹よ、アンタもしかして女の子なの!?」

「女の子だよ!!　そういうお姉ちゃんこそ何その牛肉の唐揚げって脂だらけの組み合わせ!?　鶏とり肉にくだってヤバいと思うのが女の子でしょ!!」

「悪いけど、こっちは近々大きな仕事がありそうでね。一度始まったら次に人間らしい食い物にありつけるのがいつになるのか分かんないからさ。今の内に文明人の記き憶おくを頭の中に叩たたき込んでおきたいって訳」

「あーそーなの？　私も私で厄介な案件を抱えてはいるんだけど」

　アルコール度数九〇％以上の透明な液体をお冷と同じ感覚で喉に流し込みながら、お姉ちゃんは片目を瞑つむった。

「……かち合わないと良いね」

「そりゃ確かに。一つの案件に『菱ひし神がみの女』が二人も関わるなんて、雰囲気的にはもう世紀末だよ。事件は解決するけど登場人物が一人もいなくなっちゃった、みたいなオチしか想像できない」

『トイレ、ちょっとトイレ！』

『あっれー？　男の子ってそういう言葉隠したりしないんだー？』

『え？　お花を摘みに行くってマジで使ってんの？　都市伝説じゃなしに？？？』

　少し離れたテーブルから、背広の青年が立ち上がった。

　順路の関係で、彼はこちらのテーブルへと近づいてくる。

　だから言ってやった。




「……刑事さん。アンタさっきから何やってんの？」




　その瞬しゆん間かん。

　まず安物のスーツの彼の動きがビタリと止まった。そして警視庁刑事部捜査一課所属の刑事さんはギギギと油の切れた人形みたいな動きでゆっくりとこちらを向く。内うち幕まく隼はやぶさ刑事、独身彼女ナシ。一生の不覚とばかりに顔中が嫌な汗まみれになっていく。

　そしていきなりの泣き落としが来た。

「いやァァァああああああああああああ!!　何でお前達たちここにいるのとかは聞かない！　絶対聞かないから!!　ここはお互いノータッチにしよう？　ね、ねっ？　だって、ほら、こんなチャンスは滅多にないんだからァァァあああああああああああああああ!!」

「刑事さん？　この艶えん美びちゃんは聖母のように優しい心の持ち主だから、今回は浮気としてカウントしないでおいてあげるよ？　……今すぐここでチューしてくれればな」

「意味不明な事を言っていないで約束してくれ!!　刑事なんて制服警官よりもさらに女っ気がないんだ！　何もやましい事してない人だって、『えー？　何となく怖そうじゃなーい、なんていうかコワモテっぽくてーｗｗｗ』とかいう偏見と先入観で全ての扉が閉まっちゃうの！　でも今回は違うんだ。こんな俺にも優しく手を差し伸べてくれるフライトアテンダントさんがいるんだ!!　有休がこれっぽっちも残っていないって事で、わざわざ俺の非番の日に合わせてくれたんだぞ！　ここを逃したら俺はもう終わりだ、青年期が終わって孤独なおじさんの時代が到来しちゃう!!　だから……!!」

　根っから刑事のあなた様が何をおっしゃいますやら。

　こう言っちゃなんだけど、この刑事さんにまともな恋愛は無理だよ。現に今だって、非番だっていうのにお酒吞のんでいないじゃん。いざって時に備えられるようにさ。

　大体、

「刑事さん。……心苦しいんだけど、私が何もしなくたってもう手遅れだと思うよ？」

「根拠もなく不吉な事を言わないように!!　舞まい、お前も姉ならこの妹の暴走を止めてくれ……!!」

「……（キラキラキラ）」

「なに目を輝かがやかせてんだよ!!　それはあれだな、とにかく順調な合コンをぶち壊こわしにして大おお騒さわぎができれば私は楽しめるって目だな!?　そうはさせん、させんぞー！　ディーフェンス、でぃーふぇんす!!」

「刑事さんこっち見て」

　無意味にバスケ選手みたいになっている未来のダーリンの目線を私は言葉で修正してから、

「断言するけど、もうすぐ刑事さんのケータイに緊きん急きゆうの連絡入っちゃうから。私達があれこれするまでもなく、ここで楽しいラブコメパートはおしまいって事。さあさあこれからシリアス血みどろサスペンスに向かいましょうねー☆」

「待ってください!!　俺に英気を養わせて！　さもないとホントに折れちゃうよ？　ホントのホントだよ!?」

「はいはいカウントダウンは進んでいるよ。ほら、三、二、一」

　ゼロ。

　同時に、刑事さんの携帯電話がありきたりな着信音を発した。

　うんざりしたように彼が電話を耳に当てると、渋い男性の声が飛んできた。

　一課の課長さんね。




『事件だ内うち幕まく。非番を切り上げて現場へ行け』




「……………………………………………………………………………………………………………‌………………………………………………………………………………………………………………‌……………………………………………………………………………………日本語ワカリマセン」

『お前がド級の馬鹿だというのはとうの昔から分かっている。わざわざここで証明しなくても構わん。詳細はメールに添付するから……』

　そこで刑事さんは私達たちのテーブルにあったグラスへ手を伸ばした。

　正確には、お姉ちゃんが使っていたグラスをガッ!!　と摑つかみ、そのまま透明な液体を一気飲みしてしまう。

「あっ！　私のスピリタス!?」

「ぐわーァァァァァ!?　刑事さんが間接チッスをォォォおおおおおおおおおおおお!?」

　私達の叫びなんて刑事さんは気にしない。

『ばっ、スピリぼぐぉわ!?　だって……!?』とむせ返り、一いつ瞬しゆんでふらふらになりながらも、彼は携帯電話に向けてこう言った。

「駄目です課長！　俺、今、酒吞のんじゃってますから!!　いやあ事件現場に颯さつ爽そうと車で参上したいところですが生憎と現職警察官が飲酒運転をする訳にもいきませんし……」

『タクシーで来い。経費は認めん』

　ブツッ、と一方的に通話が切れた。

　刑事さんはその場を動かない。

　全然動かない。




　　　　２




　ま、お休み中の刑事さんが呼び出されるような事件って言ったらあれしかないでしょうね。

　東京は大なり小なり日々いろんな事件が起きている街だけど、所しよ轄かつをすっ飛ばしていきなり本庁の、それも非番だった刑事さんまで呼び出すような案件となると……『ただの事件』の枠を超えた、厄介な事情ってヤツを匂わせるし。

　私はアルコール以外の何かでぐったりしている刑事さんに肩を貸し、夜の街でタクシーが通り過ぎるのを待ちながら、もやもやっと考えている事を口に出す。

「お台だい場ば、アイドルグループ『タロットガールズ22』をゲストに迎えたインターネットラジオの生配信イベントの会場で、焼身自殺が発生。ネットラジオ、って言っても最近は映像込みだからね。人間火柱の断だん末まつ魔まは日本どころか世界に流されちゃったって訳」

「……なぁーんでお前がそんな事を知ってんのぉー？」

「生配信って言ったでしょ。別に警察さんだけの機密情報とかいうのじゃない。今は放送局の方が配信止めちゃってるみたいだけど、もう動画共有サイトはお祭り騒さわぎになってるよ。掲示板にも不ふ謹きん慎しんなタイトルのスレッドがぎっしり」

「ううー……」

「ま、ネットラジオって言っても素人同然の貸しスタジオとかじゃなくてさ。日本で一番有名な全国放送局の子会社、一部門なんだよ。五年後の新聞やテレビの必要性について戦々恐々としている局のお偉方が、ノウハウを学ぶために勢いのあったネットベンチャーを丸ごと買収。具体的な利益を上げたいっていうより、『淘とう汰たされる新しい時代』に対応するための布石作りっていう方が正確かな。敵を学ぶための出資って感じだね」

　酔っ払いの背広と女子中学生、って組み合わせが良くないのか、タクシーはなかなか捕まらない。

「死亡したのは臼うす田た学まなぶ、二四歳、男性。ネットラジオの音おん響きようスタッフの一人で、フリーの上に下っ端。遺書みたいなのがあるかどうかはまだ不明。動画サイトを見る限り、ペットボトルに詰めた可燃物を頭から被かぶってライターで火を点つけたようね。ガソリンっていうほど派手じゃない、塗料関係の有機溶剤かな。美術関係のスタッフなら警備厳重なテレビ局にだって簡単に持ち込めるだろうから、臼田が何かしなくても元からあっちこっちに転がっていたと思うよ」

「そりゃあ……うっぷ……ご愁傷様ぁー……。火を点けた後に、さぞかし後悔しただろうに」

「……まあね。火勢の弱い溶剤の炎じゃ死ぬまでに時間がかかる。なおかつ、全身火だるまになった時点でほぼ助かる見込みもない。そこまでやるなら、いっそガソリンを用意した方がいくらか楽に死ねただろうね。そっちなら、即死か、長くても数分で済んだでしょうに」

　ちなみに。

　刑事さんの所属する捜査一課の中には、放火事件専門のセクションが別に存在する。焼身自殺の場合も適用されるかは微妙なラインだけど、今回の事件の特殊性を鑑かんがみると、『ただの自殺』で気軽に書類を作っておしまい、とはいかないでしょう。

　人間一人が命を絶った事よりも。

　放送局の設備に火が回り、生配信が中断させられた方が大きく扱われるはず。

　最悪、自殺ではなくて、放送局を狙った事件として登録されるかも。

　そうすると、臼うす田た学まなぶは被害者じゃなくて、加害者として処理されちゃうって事。ま、列車の人身事故と同じようなものかもしれない。死亡した当人よりも、スケジュールの遅延や被害総額の方がクローズアップされるでしょ？

　ここ重要。

『法は個人の事情より公共の福祉を優先する』っていうのは、言葉の語感と違ってずっとシビアなものだよね。

　刑事さんは胡う乱ろんな目つきで、

「じゃあ何なの……？　放送コードに引っかかるグロ映像流しちゃって社会不安の増大が懸け念ねんされるからー、迅速に火消しをするために花形部署の捜査一課が総動員って訳ですかー!?　ひっく」

「ま、放送コードも何も、ネット配信の不祥事に放送ナントカ委員会が出張るかは微妙だけどね。……でも今回の場合は全国放送局の子会社がやってる事だからなあ、うーむ」

　ようやくタクシーが捕まった。

　私は先に刑事さんを後部座席の奥へ詰め込むと、その隣となりに乗り込む。

　お台だい場ばの放送局の辺りまで、と運転手さんに声を掛けると、中年女性のドライバーは見るからに嫌そうな顔をしてくれた。

「なになに？　今一番ホットな殺人事件現場を覗のぞき見したいとか、そういう野次馬根性なの？　悪いんだけどそういう不ふ謹きん慎しんなのには応じられないわよあたし。乗車拒否しちゃうんだから」

「こちら警視庁の刑事さん、私はフリーランス。共にその事件を解決するため大至急お台場まで行かなくっちゃならないのです」

「なになに!?　警視庁ってあの警視庁？　フリーランスってそもそも何!?　こっ、ここでサインとかもらっておいた方が良いのかしら!?」

　あー鬱うつ陶とうしい!!　しっかり野次馬根性搭載しているじゃん、このおばちゃん!!

　やたらと酒臭くなっている刑事さんも大した役には立たない。

「うっぷ。とりあえずー、ぐーっと行っちゃってー？」

「はいはい。運転手さん、あの車尾つけてくださいってヤツね!!　張り切るーっ!!」

　おばちゃんがハイになっているせいか、心なしか乱暴な運転でタクシーは新しん橋ばしの飲み屋街からお台場へと向かっていく。

「ひっく、ところで運転手さん？」

「何よもー!?　何でも聞いちゃって。怪しいお客を乗せたとか何とかさー!!」

「さっき殺人事件って言ったよねえ？　それどぉいう事お？」

「だって、誰だれも彼も言っているじゃない。あれがただの焼身自殺の訳がないって」

　はいはい。

　そこから先は艶えん美びちゃんが説明しちゃうよ。

「……さっき言ってた社会不安ってのは、まあ、間違っちゃいないんだけどさ。単純に焼身自殺ばっちり押さえましたー、ってだけじゃなさそうなんだよね」

「あん？」

「掲示板はどこもかしこもものすごい勢いで書き込みされているんだけど、結構な頻ひん度どで『悪意』が混じっているんだよ。『音おん響きようスタッフそのものには何の問題もなかった。彼が自殺したのはもっと別の、外部からの理由によるものだった』なんてね」

「……外部からのぉー？　それってつまり自殺ほう助とか教唆とか、そっち方面って事おー？」

「ほら、ゲストは『タロットガールズ22』って話だったでしょ。今、一番人気の国民的アイドルグループ。どーも、そっちに飛び火しているみたいでね。『ヤツらは呪われている』とか『この前出たばかりの新曲の中にも女の泣き声みたいなのが混じってる』とか、色々書かれてる」

「ひひひ☆　『ＣＤに紛れた奇声』ねえ？」

「ま、ありがちな都市伝説なんだけどね」

　テレビ業界は何かとオカルトめいた怪談がつきまとう。『あるＣＭを制作・出演した関係者が次々と怪死する』とか『天気予報で屋外へカメラを切り替えたら、レポーターの後ろの池に水死体が浮かんでいるのがチラリと見えた』とか『放送終了後なのに、何な故ぜかテレビ画面にえっちなビデオの映像が流れた』とか。

　そんな一ジャンル。

『ＣＤに紛れた奇声』は、アーティストの歌声に混じって、主に女性の叫び声や泣き声が録音されてしまっている、っていうもの。実際、その筋ではいくつか有名な楽曲があったりするんだよ。

「つまり、今回の件は音響スタッフの焼身自殺に『タロットガールズ22』が巻き込まれたんじゃなくて、問題を抱えていた『タロットガールズ22』が番組にゲストで呼ばれた事で、音響スタッフの一人に災厄が襲おそった……って見方をしているみたいだね」

「そぉーんな事あると思う？」

「さあね」

　これがフィクションの推理小説なら一笑に付して、『呪われた伝承を利用した何者かが巧妙なトリックを使っているのです！』で決まりなんだけど……生憎、この世界には妖怪なんてイレギュラーが当たり前みたいな顔でのさばっているからさあ。

　ま、事実は小説より奇なり、なんて猿でも分かる当たり前の事言って、得意げに鼻の穴を広げている場合でもないんだけど。

「ただの自殺か、それ以上の事件か。純粋に人の手だけ使ったものか、神出鬼没の妖怪が関わっているのか。妖怪が関わっているとして、妖怪自身の意思によるものか、妖怪の力を人間が利用している『パッケージ』でもあるのか。一つ一つ確かめていくしかないね」

　ともあれ、興奮気味の掲示板や動画共有サイトだけ見てたって、一定以上の情報は手に入らない。現場に行って直接この目で調べてみない事には、方針の立てようもないって感じかな。

　タクシーはライトアップされたド派手な橋を渡っていく。

「……この橋封ふう鎖さするのってそんなに難しいかなあ？」

「経済を学びなさーい……」

「キッチンタイマー付けた円筒容器をダクトテープで橋げたに固定して警察へ電話一本入れれば即封鎖だと思うんだけど」

「ひっく、それやったら俺はお前を庇かばわないぞ」

　橋を渡れば、そこはもう埋立地。

　大規模な公園やらショッピングモールやらも用意されているけど、でも、ここのイメージってやっぱり『全国規模の馬鹿デカいテレビ局を長とした王国』って感じだよね。もはや四角い埋立地の端から端までが非現実的な『テレビの国スタジオセツト』っていうか。

　確か、ここ最近は『江戸前復古』とかってキャンペーンで盛り上がっていたはずだ。東京湾全体の水質を向上させて、かつての江戸前寿司をきちんと復活させようとか何とか。

　エコって聞くと節約ってイメージが頭に浮かぶけど、環かん境きようのための新設備の導入が湾岸のコンビナート全域で義務付けられるんだもん。きっと惑まど歌かのヤツが喜びそうな金と利権のオンパレードなんだろうなあ。

　おばちゃんの運転手が尋ねてきた。

「どこらへんに停とめれば良いの？　ショッピングモールの駐ちゆう車しや場じようとかで良い？」

「こっちは本職の警察官乗っけてるんだから遠えん慮りよする事ないよ。テレビ局のド真ん前に、ＶＩＰのリムジンみたいに乗り付けちゃって」

「へへっ、一度で良いからやってみたかったわ」

　一体どこで演出を学んだのか、やたらタイヤをギャリギャリ鳴らしながらタクシーは正面受付用のロータリーへと回り込んでいく。

　こんな時間なのに、とにかく人がすごい。

　業を煮やした警備員が一般の来場を制限してしまっているようだけど、マスコミ関係は排除できない。しかも……良く見てみると、当のテレビ局のロゴが入ったカメラを肩に担いでいる若者までいた。身内が勝手に現場へ踏ふみ込んでいく　→　何であそこの局だけ　→　不公平だ、報道の自由の侵害だ!!　みたいな流れで人の洪水を止められなかった、って感じなのかな。

　ド派手にタクシーが乗り込んでくると、いくつもの一眼レフが眩まばゆいストロボの閃せん光こうを叩たたきつけてきた。

　有名芸能人か、局の大物か、あるいは事件関係者か。とりあえず後でスポーツ新聞に売れるかもしれないから撮とりまくっとけ！　という風にバシャバシャシャッターを切られる。

　どれもこれもハズレだよ。

　さあさあ（未来の）世界一のバカップル、艶えん美びちゃんと刑事さんのおでましだぜ!!

　ザン!!　と私の後に後部座席から降り立った内うち幕まく隼はやぶさ巡査部長はと言えば……。




「いえーい!!　キレイに撮とれてる？　はいはい皆様こんにちは、あれこんばんは？　捜査一課のご登場でぇーっす!!　うっぷ、やべ、ついに来た……おえええええええええ!?」




　……うん、まあ。

　焼身自殺に続いて、ショッキングな動画が公開されないと良いんだけど……。




　　　　３




　タロットガールズ22。

　その名の通り、『愚者』から『宇宙』までの二二人の少女達たちが一軍選手。他に、『杖つえ』『杯』『剣』『盤ばん』にそれぞれ一四人ずつ、計五六人が二軍選手として登録されている。今、日本で一番有名なアイドルグループね。

　ここ最近のアイドルにありがちな、『美少女とオカルトの神秘性を融ゆう合ごうさせる』方式の走りと言っても良い。ほら、元々占いとかスピリチュアルとかで妙な人気を持っていた、キャラの濃こい連中いたでしょう。最初から人気のあるアイドル稼か業ぎようがあれを取り込んでモンスター化したって考えればオーケー。

『タロットガールズ22』最大の特徴は、大アルカナの一軍、小アルカナの二軍と明確に切り分けておきながら、新曲リリースや全国ツアーなどの編成は常にバラバラのメンバーで組み直す、ってところかな。

　メンバー一人一人をタロットカードに見立てて、その日その時やるべき仕事に対して最適なカードの組み合わせで参加ユニットを確定させる。だから、一軍も二軍も実質的に関係なし。純粋な人気や売り上げを時に無視したその運用方法が、スピリチュアル側の『説得力』の向上に一役買っている、って訳。

　ダンスの振り付けや、ライブ中のステージの立ち位置の移動なんかもいちいちタロット的な意味が盛り込まれているとかで、何かイベントがあると毎回『解析班アルカナリーダー』って呼ばれる熱狂的なファン達が動画共有サイトや掲示板で『独自の解釈』を披ひ露ろうするんだとか。……ま、たまに『宗教的な論争』が激化する訳だけど。

「で？」

　テレビ局の建物の中へ入るなり、盛大に吐いて少し楽になった刑事さんが尋ねてきた。

「……ひっく、何で警備厳重な重要テロ想定目標の全国テレビ局の社屋に、胡う散さん臭くさい推理マニアが素通りで入れるんだ……？」

「書類をちゃんと読んでみなよ。盗とう聴ちようブレイカーズ！　局内に仕掛けられた盗聴器を探す非常要員として、若い力が緊きん急きゆう採用されているのでっす☆」

「……どうせ、盗聴器を調べるふりをしながら、自分で盗聴器を仕掛けたんだろう。うえっ……それを自分で発見すれば信しん頼らいを得られる」

「盗聴器は持っているだけじゃ犯罪にはならないからね。私はスイッチ入れてないし」

　実際には、コールドリーディングとか使ってさ、あなたの大切な情報は洩もれていますって信じ込ませるところから始めなくちゃならないから、色々大変なのだよ。

　刑事さんは呆あきれから、じんわりと顔に不ふ審しんを浮かび上がらせ、

「ちょっと待て。うっぷ、その『仕込み』はいつ始めたものなんだ？　焼身自殺が起きてからじゃ辻つじ褄つまが合わないぞ。ひっく」

「つまり、事件はもっと前から起きていたって事」

「もっと前から？」

「一端ならあるよ。聞いてみる？」

　私はスマートフォンにイヤフォンを取りつけて、刑事さんの耳につけてあげる事に。

　うふふ、一度で良いからやってみたかったのだ。男と女で片方ずつイヤフォンを使うってアレ！

「うぐ……何だこれは」

「『タロットガールズ22』の新曲。『何度でも夏休み』ってヤツだよ。しっ、良く聞いて。一分五五秒」

　そこで、刑事さんは思い切り眉をひそめた。




　絹を引き裂くような。




　っていうか、若い女性の両足を摑つかんで胴体真っ二つにしているような、陰惨な絶叫が混じり込んでいるんだから無理もないけど。

「……もう一度尋ねて良いか？　ひっく、何だこれは」

「さあね。ネットの噂うわさじゃ『タロットガールズ22』はスピリチュアルを商売に使ったせいで、怒らせてはいけないモノを怒らせたんだって。以降、何かと彼女達たちの周りではおかしな怪奇現象が続いている。これもその一つだとか」

「本気で言っているのか？」

「イカれた心しん霊れい特番みたいに、たかが一人分の怨念が分かりやすい行動を取ってくれるなら、私達みたいな人種はいらないよ。怨念の集合体みたいな、妖怪まで形を整えたら話は変わるけど」

　内緒話をしていると、若い女性スタッフがこちらに歩いてきた。明あか石し蜜みつ。肩書きはＡＤだけど、実質はバイトちゃんって感じかな。現場への案内は彼女がするみたい。

「警察の方ですよね、現場はこちらです。あっ、艶えん美びちゃん。あなたはどうしたの？」

「現場検証の前に盗とう聴ちようブレイカーズ☆　犯人が装置を仕掛けてから現場を離はなれた場合、警察の内緒話を盗み聞きされる。初動捜査の内容がバレたら対策を講じられちゃうもんね」

　適当に言うと、明あか石し蜜みつちゃんは分かりやすいほど顔を青くした。行ぎよう儀ぎ悪く、親指の爪をガジガジと嚙かんでいる彼女は、何かにせっつかれるように、早足で廊下を案内していく。

「（……おい推理マニア、うっぷ、ふざけているのか？）」

「（……何がよ？）」

「（……犯人という言葉にあのＡＤは疑問を感じていない。ひくっ、これは焼身自殺のはずなのに）」

「（……じゃあ頑張って、私の立っている場所まで早く追い着いてちょうだいね☆）」

　これも対テロの一いつ環かんなのかストーカー対策なのか、通路を真っ直すぐ、エレベーターで一本、とはいかない。途中で何度も廊下を曲がり、エレベーターを頻ひん繁ぱんに変えながら目的地に向かう。

　何度か、テレビの中の有名人とすれ違うけど、流石さすがに刑事さんはミーハーにはしゃいだりはしない。この辺は酔っ払っていても職業意識は徹てつ底ていしているか。うーむ、可か愛わいらしいにゃあ。

「あっ、艶美さん……」

　と。

　給湯室の方から出てきた女の子が、私に向けて声を掛けてきた。

　今度は、刑事さんも立ち止まる。

『タロットガールズ22』の一軍選手、大アルカナ『女帝』を担当する一四歳。その歳を裏切るようなメリハリボディの持ち主だけど、反して表情全体にどんよりした陰がある。私は学校では目立たない図書委員です、という貼り紙を貼って歩いているみたいだ。

　姉あね村むら楓かえで。

　謎なぞの焼身自殺関係としては、『重要』とつかない参考人クラスかな。

　彼女が一人で給湯室から出てきた事に、私はちょっとだけ興味を持った。

「いつものマネージャーさんはどうしているの？」

「板いた野のさんなら……」

　彼女が言いかけた時、階段の方からスーツ姿の女性が顔を出した。

　この人が例の板野涼りようさん。歳は二〇代後半くらいかな。この人もこの人で水着に着替えれば金が集まってきそうなナイスバディの美人さんだけど、致命的に愛想がないんだよね。

　板野さんはぼそっとした声で、

「給湯室って冷蔵庫あるかね？　ないなら、氷を買うために表まで出ないとならんのだけど」

「あっ、大丈夫、です……。他の子達たちはそんなに……？」

「例の死体見て、完全に目を回している子がまだ二、三人。取り乱して大おお騒さわぎされないだけ、かえって楽かもしれんのだが」

　ふうん。

　軍オタの『戦車』か、小麦色の『太陽』辺りかな？

　ネットでは焼身自殺時のパニック映像を切り取って、『アイドルの変顔選手権』なんて不ふ謹きん慎しんなスレッドを立てている連中もいるみたいだけど、さて。人間が一人焼け死んでいる場面に遭遇して、取り乱す者となおアイドルの仮面に徹てつする者。どちらが不自然なのかね。

　と、『女帝』の楓かえでちゃんは、落ち着かない様子で腕を組みながら尋ねてきた。……内気な本人は気づいていないかもしれんが、そのポーズだと腕におっぱい乗っかっちゃってるぜ。

「その、私……どれくらいここにいれば良いのかな？」

「ああ、やっぱ自殺の現場じゃ不安だよね。楽屋には布団があるって言ったって、家に帰って寝た方がリラックスできると思うし」

「ええと、それもあるんだけど、あれから何時間もここにいるから……こんな遅くまで局にいるのって、なんか落ち着かなくて」

「？」

　と、ＡＤの明あか石しちゃんが、携帯電話を開いて絶叫した。

「やっべ、もうこんな時間になってる！　労働基準法かーっ!!」

「ていうか、艶えん美びさんは大丈夫なの？」

「私の区分は労働じゃないし。ボランティアっていろんな抜け道があるのよん？」

　言いながら、刑事さんの胸板を親指で示す。

　説明を求められた背広の好青年は気のない声で、

「うえー……？　我々警察が協力を求めて呼び止めているのに、ひっく、時間を過ぎたからと言って懲ちよう罰ばつを与えるはずはありません。えーと……どこまで話したっけ？　何かの収録をしている訳でもないし、労働基準法に抵触する事はないでしょう。うっぷ……」

　が、『女帝』の楓ちゃんは別の所に驚おどろいているようで、

「え……あの……。この人が、刑事さん、なの？　何だか、お酒が入っているみたいだけど」

「ういー……。文句があるなら今からでも帰りますよ、望むところです。ホントは非番だったんだーっ！　ひっく!!」

「まーだあんなひどい合コン根に持ってんの？　どうせ脈なんてなかったって」

「ひっくひっく!!」

「あの……その人……何で泣いている、のかな？」

　イメージとあまりに違う刑事像だからか、女子中学生の私がフレンドリーに話しかけているからか、ＡＤと『女帝』は天井知らずに驚きまくっていた。

「あとで、俺か……他の警察官が事情を聴きくと思います。ひっく、問題にゃければ屋内で待機していてください。う……気持ち悪い……」

「あ、はい。できれば早くお願いしますね。明日も学校は休みたくないから……」

　マネージャーの板いた野の涼りようさんは、ジロリとした目で『女帝』の楓かえでちゃんを見た後に、

「姉あね村むらさん、さっきも言ったが、しばらく楽屋には近づかないで。一人だけ冷静な子がいると、パニック組が嚙かみ付きかねんのだから」

　そんな芸能人組と別れて、私達たちは改めて事件の現場へ向かう。

　インターネットラジオなんて言うと、防音ガラスで区切った六畳の収録スタジオとミキサー室だけ、なんてイメージだけど、今回はお客さんを呼び込んだ公開生配信イベントの真っ最中だったからね。歌謡番組とかで使うイベントスタジオを丸ごと借りてやっていたみたい。

　……せっかくの記念の大だい舞ぶ台たいで焼身自殺のライブ配信をやらかしたっていうんだから、プロデューサーとか頭を抱えているだろうなあ。

　舞台全体は黄色い封ふう鎖さ用ようのテープで遮られているけど、客席の方はその限りじゃない。すでに鑑かん識しきらしき作業服の面々が写真を撮とったり薬品を使って指紋や足跡なんかを調べていた。野次馬根性を発揮しているのは私だけではないようで、ミニスカートの下に細身のズボンを穿はいた女の子が何か撮さつ影えいしようとして、携帯電話を制服警官に取り上げられ、高い高いされた電話を取り返そうとぴょんぴょん跳ねている。……あれは大アルカナの『永遠』じゃなかったっけ？

　私は焦げ臭い舞台にギリギリまで近づきながら、刑事さんに声を掛ける。

「被害者は臼うす田た学まなぶ。音おん響きようスタッフの一人だよ」

「タクシーでも聞いた。うええ……」

　客席から見て、舞台の右手側の袖。その近くに、何か黒ずんだ塊が転がっていた。胎児のように体を丸めているものの正体は、話に出てきた臼田学か。生前は小太りな青年だった。死体になってもその面おも影かげはある。……って言っても、黒ずんだ皮ひ膚ふの間から、黄色い生焼けの脂肪がはみ出ている、程度のものだけど。

　死体の周りの床も、三メートルくらいは黒焦げになっている。

「どう思う？」

「あーん……？　死体の状況から、火勢は強くない。スプリンクラーで鎮ちん火かするくらいだし。ひっく、舞台の床はワックスでピカピカだろ。それに燃え移ったんだ」

　刑事さんはさっさと黄色いテープを持ち上げて、舞台へ上がってしまった。

　私は観客気分で、最前列の座席に腰掛けながら、

「『事件』そのものにトリックが入る余地はない。世界に向けた生配信が証明している。彼は右手側の舞台袖からいきなり放送イベントへ割り込むように飛び込んできて、ペットボトルに入った液体を頭から被かぶり、一〇〇円ライターで火を点つけた」

「まだ分からなーいでしょー、げっぷ。舞台裏で可燃物を浴びせられ、慌てて舞台上へ逃げてきたのかも。ペットボトルの中身は純粋に水だった、とかさー……」

「ライターについては説明できないなあ」

「イタズラの線もある。ひっく、自殺のふりをして驚おどろかせようとそそのかされて、演技をしたら本当に火柱になってしまった。うええ……臼うす田た学まなぶはペットボトルの中身が可燃物とは知らなかった可能性、だー」

「だとすれば、ここを調べても何も出ないね」

　私は客席に腰を掛けたまま足を組んでみるが、刑事さんは悩殺されてくれない。

「でも、悪い線じゃないかも」

「？」

「問題の臼田学は複数の消費者金きん融ゆうから金を借りていた。多重債務者ってヤツね」

「つまり自殺の動機も揃そろっていた、と？　ひっく、それが何だ」

「元々、臼田には『疑惑』があった。イカれた額の借金を返すため、局内で芸能人のスキャンダルネタをかき集めて売り捌さばいているって話ね」

「だーかーらー、それが自殺とどう繫つながる？」

「現に、国民的アイドルグループ『タロットガールズ22』のスキャンダルになってる」

「……、」

　思わず、といった調子で、刑事さんは客席の私へ目を向けた。

「……本気で言っているのか？」

「兆候なら何度かあった」

　私は足を組んだまま、外国人みたいに肩をすくめて、

「例えば、タクシーの中で話した『ＣＤに紛れた奇声』。フリーの音おん響きようスタッフの臼田学なら、楽曲の中に悲鳴をこっそり仕込んでから、ネットに噂うわさを撒まくくらい造作もない。でも駄目だった。何度火種を撒いても燃え広がらない。少しずつ追い詰められていった臼田はついに……」

「それじゃ繫がらない。ひっく、自分が助かるために小細工を弄してきた臼田が、小細工を成功させるために焼身自殺。うええ……あべこべだろう」

「おえああういんああい。おういあいおあうあああい」

「……はい？」

「世界公開された自殺シーンの直前にあった、臼田の口パクだよ。何か叫んでいるけど音声は聞き取れない。唇の動きで母音を読み取るとこんな感じなんだけど、考えられる全てのパターンを網もう羅らして、日本語として意味が通じそうな文言だけをプログラムでピックアップさせると……」

　せっかく見つけた情報なので、私はちょっともったいぶってみた。

「俺が悪いんじゃない。こうしないと助からない」

「……臼田は何かに怯おびえていた？　でも……」

「これだと、自殺って感じはしないよね。ひょっとしたら、『タロットガールズ22』を焼き殺そうとしていたのに、手が滑って自分が火だるまになっちゃったのかもよ？」

「それじゃ今度こそ彼女達たちのスキャンダルには繫つながらないだろ」

「おやあ？　アイドルちゃん達の周りは得体のしれない怪奇現象が満載って話が出てるんだよ。『ＣＤに紛れた奇声』とかさ。ネットじゃ臼うす田た学まなぶは被害者って説もたくさん出てる。『タロットガールズ22』を始末したい何者かが、臼田に乗り移って攻こう撃げきしたんだって。その場合、成りすましメールみたいなもんで、臼田は加害者扱いされた被害者って風に見られる」

「ひっく、可能性はゼロではないが……。仮説としちゃキワモノだな」

「でも、臼田が『こうしないと助からない』って言っていたのはほぼ間違いない。自殺にしても殺人未遂にしても、極度に脅えた結果の暴走。……とすれば、その正体はちょっと気になる」

「消費者金きん融ゆう絡みの多重債務者なら、うっぷ、日陰を歩くゴロツキ関係か……？」

「かもしれないけど、『タロットガールズ22』絡みでは興味深い噂うわさが流れている。彼女達はアイドルとスピリチュアルを融合するための箔はく付づけとして、いくつかの心しん霊れいスポットでＰＶを撮とっている。そこでなんかヤバい妖怪の逆げき鱗りんに触れたらしくて、妙な怪奇現象が続いているって」

「妖怪？　そりゃ一体……」

「明治時代に初めて確認された、比較的新しい致命誘発体。農夫の格好をして東北地方の村々に出没し、子供を専門に殺す、それだけの妖怪。誰だれも子供を攫さらうところを見た事がないくせに、昨日はあそこで見た、一昨日は向こうで見た、っていう噂話だけで集団ヒステリーを起こした、生粋の恐怖」

「早く答え言って」

「油取り、だってさ。刑事さん知ってる？」
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『「タロットガールズ22」が呪われているってマジなのかな』

『スピリチュアルな神秘性を売りにするために、心霊スポットなんかでＰＶ撮ったからだ。水着だぜ？　自殺の名所を土足で踏ふみにじって』

『油取り、とか言うんでしょ。フレームに変な影かげがぼんやり入り込むから、グラビアとかも撮さつ影えいできなくなったとか』

『ああ、よりにもよって「隠者」の靡なびきちゃんの胸の谷間からコンニチハしてたっていう例のアレだろ？』

『実際、それで人が死んだからなあ。でも上の連中は数字が欲しいから今後も使い続けるだろうし。お清めの塩って、コンビニで売ってるヤツじゃ駄目なのかな？　あれってなんか作り方あんの？？？』

　そこまで聞いて、私はスマートフォンの再生アプリを停止させた。

　今のはテレビ局と併設しているショッピングモールのカフェに居座って、周囲の会話を録音したものね。昼夜問わずな局の人間にとって、カフェインは切っても切れない関係だからね。近場の喫茶店なら、高確率で関係者の世間話を盗み聞きできる。

「……しっかし、収しゆう穫かくはないなあ」

　油取り、とかいう妖怪が何か一枚嚙かんでいる、くらいならネットの掲示板の有象無象なコメントの中にも出てくる程度の情報だし。

　窓の外からは、すずめの鳴き声が聞こえていた。

　もう朝かあ……。

　じんわりとした光に照らされた室内は、とにかく事件記録のファイル以外に何にもない部屋だった。冷蔵庫も電子レンジも、水道の蛇口もない。ま、雑居ビルの一階にはコンビニがあるし、一〇〇メートルも歩けば二四時間やってるレジャースパもあるんだけど。

　事件もまだ取っ掛かりが見えてこないし、こんなもやもやした状態じゃ学校に行って授業に出たって頭に何も入らない。

　今は学校サボって、事件の方に集中するとしましょうか。

　……すると、今日も刑事さんに遭遇するかもしれない。全然寝てないけど、体のお手入れは念入りにしておかないと。

　女の子のお風呂が長いのは、何もゆでだこになるまで湯船に浸かっているからじゃないんだぜ？

　とりあえずレジャースパに向かうため、愛用のお風呂セットを取り出しながら、私はついでにスマートフォンを操作した。

　最低限、クラスメイトの一人にはサボるって伝えておかなくちゃ。

　が、サボり宣言のメールを送った三〇秒後に通話の着信があった。

「……ねえ巴ともえ。メールに対して電話で答えてくるって、明らかにケータイの使い方間違ってない？」

『アンタがおかしなメールを送りつけてくるからでしょ？　サボるってまた？　アンタ今何をしているの』

　この子が前に経験した『ある事件』と同程度の問題だよ、と教えたかったけど、それは吞のみ込んでおいた。私って優しい。

「そうそう、巴って見た目と違って『タロットガールズ22』とかミーハーなのが好きじゃん？　なんか楽しい話とか知らない？」

『見た目と違ってって何よ……。ていうか、ネットは例の焼身自殺のせいでお祭り騒さわぎじゃない。実は前からこうだったとか、昔からああだったとか、俺は最初から全部分かっていたとか、五秒前に思いついた事をじゃんじゃん書き込んでさ』

「だよねえ。何が正しいのかなんて、もはや誰だれにも分かんないよねえ」

『本来、「タロットガールズ22」ってそんなに悪い連中じゃないじゃん。喫煙とか恋愛沙汰とかも聞かないし。それがよってたかって、気味悪いよね、ネットって』

　ふうん。

　でもさ、巴ともえ。この世に純粋な悪の親玉なんていうのがいないように、完全まっさらな天然アイドルなんて、かえって何か匂うとは思わないかな？

　全部で七八人もいればケンカだって起こるし、トラブルに巻き込まれる子だって出てくるもんだと思うけど。それが見事にゼロ件って。

『でも、そういうのは澪みおのヤツの方が好きなんじゃないかな。あの子、大人しそうに見えてダンスとか得意だし』

「……妻つま田だ澪って今何してんの？」

『澪ならフツーに学校行ってるよ。後遺症なのか、たまに存在を忘れられそうになるみたいだけど、概おおむね上う手まくやってるって』

　適当に話を終えて、私は通話を切る。

　さて。

　今、私が追うべき線は『タロットガールズ22』と、焼身自殺した音おん響きようスタッフ・臼うす田た学まなぶと関わりがあったブラック金きん融ゆうの二つがあるんだけど……。

　ま、これも些さ細さいな縁えんだ。

　さっき話にも出てきたし、『タロットガールズ22』から追い駆けてみようかな。
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「どーもー。盗とう聴ちようバスターズの菱ひし神がみ艶えん美びちゃんでーす。その後、おかしな点はありませんか？　携帯電話に突然ノイズが混じったり、地デジのテレビが映りにくくなる瞬しゆん間かんがあったり」

　どんなご家庭であっても一日一回くらいはありえる適当な自然現象を口に出して恐怖心を煽あおりつつ、私は屈強な警備員の横をすり抜けて、職員用の出入口を潜くぐり抜ける。テクノロジーか裏社会のどっちかに興味があるのか、ポニーテールの『女教皇』とゴスロリの『死別』の二人が爛らん々らんとした目でこっち見てる。

　ここはお台だい場ばのハチテレビじゃない。

　新しん橋ばしの臨海エリアにある巨大な自社ビル。二〇階建てのこれを所有しているのが、『タロットガールズ22』だけを擁ようする専門の芸能事務所だなんて壮観だよねえ。

　複数あるエレベーターは完全に二系統に分かれている。一階から一〇階までしか行けないもの、一一階から二〇階までしか行けないもの。低層階はジム、収録、写真撮さつ影えい用ようスタジオなど外部スタッフを招く施設、高層階は法務や経理など内部スタッフだけで回せる施設が集中している。

「あれ、艶美さん……」

　どこから調べようかな、などと考えていると、『女帝』の姉あね村むら楓かえでちゃんがひょっこり通路の角から顔を出してきた。

　今は……何かの練習中なのかな？　タンクトップにショートパンツで、おへそも丸出し。運動しやすいよう良く伸びる生地を使っているみたいだけど、おかげでスポーツ系の下着みたいに見えなくもない。

「今日はどうしたんですか」

「軽く盗とう聴ちよう器きのチェックを。こういうのは不定期に、内部の人にも知らせずに抜き打ちでやらないと、検査日だけ盗聴器を撤てつ収しゆうさせて異常ナシ、とかってなっちゃうからね」

　……分かっていると思うけど、盗聴器の線は私が関係各所に潜もぐり込むためのブラフだから、事件とは関係ないよ。混乱しないように。

『女帝』の楓ちゃんと一緒に通路を進んでいく。途中でカップ麵めんの蓋を手で押さえている女の子達たちとすれ違った。細身の黒系パンツスーツに片眼鏡が『魔ま術じゆつ師し』で、密ひそかに男の娘こ疑惑があるのが『術法』だったかな？　それにしても、アイドルなんかも食べるんだね、カップ麵。

「多分、メイキングビデオのカメラが入っているん、だよ」

　楓ちゃんが身も蓋もない事を言っちゃった。

　低層階と高層階。どちらも調べる価値はあるけど、楓ちゃんと世間話をするモードになったので、流れで低層階から調査する事にした。彼女と並んで歩きながら、私は声を掛ける。

「それにしても、すごい格好だね」

「えっ、あ……。これは、筋肉の動き方を鏡で見ながら踊った方が、どういう見栄えになるか分かりやすいって、振り付けの人が言うから……」

　向かった先は、五階のダンスフロア。

　と言っても時代遅れのクラブとかそういう話じゃなくて、文字通りダンスの練習をする場所。何もない平たい床が広がっていて、直角に繫つながる二面の壁かべは巨大な鏡で覆おおわれている。『タロットガールズ22』は一〇人以上のメンバーが同時に踊るから、練習にも広大なスペースが必要なんでしょう。

　すでに何度か調べている場所だけど、おかしな点は見当たらない。

　当然、盗聴器やカメラなんてものも設置されていない。

「今は、休きゆう憩けい時間だから。色々チェックするなら、練習が始まる前に済ませておいた方が、衝しよう突とつとかもしないと思うよ……」

「だろうね」

　フロアの端の方で、楓ちゃんと似たような格好の少女が三人くらい固まっていた。角突き合わせて遊んでいるのは携帯ゲーム……いや、スマホのアプリかな。ここからでも聞こえるくらい舌打ちを連発している辺り、かなり苛いら立だっているようにも見える。

　くるくる縦ロールの『運命』が中心で、お姉さん系の『欲望』とオドオド小動物系の『星』が付き合わされているって感じかな。

「ライブの前はみんなピリピリしているから。刺激しないように気をつけてね」

　確かに、あちこちの壁かべにはそれっぽいポスターが貼り付けてある。『オータムハッピーセルフフェスタ』ねえ。

　……うわお、ハチテレビとか菱ひし神がみ自動車とかと一緒に、後援のトコに友人の惑まど歌かの名前が書いてある。個人名のスポンサーとかどんだけなんだあいつ。

「会場どこだっけ？　なんか新しいトコ借りてやるんだよね」

「う、うん。豊とよ洲すの野外音楽堂だって。『江戸前復古』？　確か、あれが関係していて、最近できたばかりの会場だって話だったけど……」

「もう明後日からって書いてある」

「全国ツアーほど大変じゃないけどね。でも三日連続で、朝、昼、夕の講演だから、つまり全部で九回。今は、冬眠前の熊みたいに体力をつけておかないとバテちゃうの」

「そりゃまた大変だね。じゃ、ちゃちゃっと盗とう聴ちよう器きを調べちゃいますか」

　ふむ。

　過去に何度か調べて、何も出なかった。

　……であれば、あの焼身自殺後、何か変化がないかを調べるべきかな。

　そんな事を考えていると、スマートフォンに着信があった。おや珍しい、愛しのダーリン、内うち幕まく隼はやぶさ刑事からだ。

「どしたの刑事さん？」

『いつも現場にひょっこり顔を出すお前にしては珍しいな。こっちには来なかったのか』

「ふふふ私がいないと落ち着かないのかい？」

『……お前みたいな不気味なヤツ、イレギュラーな行動を取ったら取ったで怖いんだよ』

　くすくす、照れちゃって、まあ。

　……。

　あの、照れているんだよね？

『臼うす田た学まなぶが使っていたアパートにいる。ひどいもんだ。両りよう隣どなりは空き部屋になっていたよ。よっぽど借金の取り立てが暴力的だったんだろう。玄関のドアなんてボコボコに歪ゆがんでいて、最初は開け方が分からなかったくらいだ』

「それで？」

『他にも、臼田学自身の奇行を示す証拠がいくつか。部屋の壁には細かい文字で落書きがびっしり。解読不能の日記帳。バスルームの排水溝には血の跡もある。本人のものだから、手首を切った事があるのかも』

「でも、どれもこれも分かりやすいね。子供向けのヒントって感じ」

『最初は俺も演技だと思っていた。局内を出入りできる立場を利用して芸能人のスキャンダルネタを探しているって話だっただろ。バレて捕まった時に、精神鑑かん定ていに持ち込めるよう事前に小細工をしていたかもって。……ただ、これは違うな。演技から始めたものの、結局はその枠からはみ出ている。臼うす田た自身、自分の行動に歯止めが利かなくなっていたみたいだ』

「にしても……」

　私は呆あきれたように息を吐いて、

「部屋を外から見ただけで借金取りが殴る蹴けるをやってた痕跡が分かるくらいだったんでしょ？　その臼田ってヤツ、どうして警察に連絡しなかったのかな。どうせ利子なんて違法だったろうし、上う手まくやれば、借りた額はともかく膨ふくらんだ利子の方は踏ふみ倒せたかもしれないのに」

『それなんだがな……。今、イカれたアパートの内装をプロファイリングの専門家に見てもらっているんだが』

「……一応聞くけど、それナイスバディの美人捜査官とかじゃないだろうね？　艶えん美びちゃんのやきもちを舐なめると後が怖いよ」

『たわ言は無視するぞ。……どうも、その人が言うには、臼田学まなぶはこの惨状を外部の人間に言いたくても言えない精神状態に追い込まれていたらしい。心理的暴力とかいうヤツだ』

「……、」

『家庭で虐待を受ける子供や老人が、まるで鎖くさりで繫つながれたように家から出られなくなる、あれだ。手て錠じようをかけている訳でもないのに、動けない。どんなに理不尽な扱いを受けても抵抗できない。食事を抜かれて衰弱しても、叫ぶ事すらしないで現状を受け入れてしまう。……そういう状態だったから、臼田学は誰だれにも相談できずに一人で追い詰められていった……』

「……ちょっと待って」

　私は携帯電話を耳に当てたまま、ゆっくりとその場で屈かがみ込んだ。

　何もない広い部屋の中、見えないベッドの下を覗のぞき込むような格好になった私を、傍はたで見ている姉あね村むら楓かえでちゃんが不思議そうな目で追い駆けていた。

「刑事さん、それって確か、鎖で繫いでいる訳でもないのに、建物から出る事ができないような状態を指す用語だよね？」

『ああ』

「今、何をイメージしてる？　鍵かぎのかかった部屋に女性を閉じ込めて、室内に山積みされた食料には毒が入っていると思い込ませて餓が死しさせた『餓が鬼き道どう事件』？　それとも、扉は開かないからコンクリートの壁かべを手で掘ってトンネルを作るしかないと信じ込ませて、自分自身の体を破は壊かいさせた『阿あ鼻び地じ獄ごく事件』？」

『嫌な事を思い出させるな』

「心理的暴力の代表は、建物から出られない。でも、もっと範はん囲いを小さくすれば、部屋の中から出られない、バスタブの中から出られない、そんな風に対象を絞る事もできるんだよね。過去の事件では、そんな風に被害者の自由を奪って楽しんでいた」

『それがどうした？』

「……こっちも見つけた」

　クラスメイトの巴ともえの話では、『タロットガールズ22』は品行方正で、喫煙とか恋愛沙汰とかですっぱ抜かれた事もないという。

　でも、大アルカナが二二人、小アルカナが五六人。合計で七八人もの少女達たちを抱えた巨大グループよ。学校のクラスが二つ分。ちょっとしたケンカやいざこざくらい起きて当然じゃないかな。それが『全く起きない』としたら、何かしらの枷かせが必要になってくるはず。

　その痕跡が、一つ。

　今までなかったものだね。あの『焼身自殺』の後に、組織の引き締しめを狙うように、何か痕跡が増えている。

　それは、床に何かテープを貼ってから剝がしたと思われる、粘着質の痕跡だった。

　形はＬ字。それが四ヵ所用意されている。

　これが正方形の角だと考えると、一辺二メートルほどの四角いフィールドが区切られた事になる。

　まるで空虚な檻おり。

　改めて恐怖を思い出させる事で、見えない鍵かぎをかけ直すような。四角い領域にアイドルを閉じ込め、鎖くさりも手て錠じようも使わずに縛しばり付けておけるか、試したかのような……。

「良く似ているよ」

『……？』

「この檻……過去の事件でも参考にしたのかな。その心理的暴力を人工的にセッティングして、テストする。そのための舞ぶ台たい装置に良く似ている」




　　　　６（3rd person）




　内うち幕まく隼はやぶさ刑事は、一人暮らしであるにも拘かかわらず料理が全くできない、という致命的な欠点を抱えている。彼の思い浮かべる食卓というのは、電子レンジで温めるパックの白米に、透明な容器に入った特売のサラダや惣そう菜ざい、ポットでお湯を入れればできる味み噌そ汁しるなどである。

　なので、

「おいおいおい……ついにコンビニの棚に鰺あじのなめろうが並ぶ時代が到来したか？　馬鹿こんなの見たら今夜はお茶漬けと日本酒のコンボしかなくなっちゃうだろうが……!!」

「刑事さん」

「何なの？　何か良い事を一つ見つけると推理マニアが出てきて相殺される仕組みでもできているの？　そもそもどっかにＧＰＳでもつけているんじゃないだろうな」

「チッチッチッ。刑事さん、東京在住なのに遊びを知らなさ過ぎ。毎日立ち寄るトコが決まってるから、アポなしで接触するのなんか超簡単だよ」

　と、そこでさらに割り込む声があった。

「……あの……すみません……」

「「うひゃあ!?」」

　揃そろって飛び跳ねて背後を振り返ってみれば、体を小さくしている少女が一人。服装こそ地味になっているが、大アルカナの一人、『女帝』の姉あね村むら楓かえでだった。

「あ、姉村……さん……？　どうしてこんなトコに？？？　まさかこの露ろ出しゆつ狂きようが連れ回しているとかいう話じゃないでしょうね」

「誰だれのために露出していると思ってんのさ!?　分かってんならさっさとオチろよ!!」

「自覚があるならやめてほしい!!」

「い、いえ。単純に、この辺りが地元なもので」

　果てしなく脱線していく刑事と推理マニアに若干たじろぎながらも、姉村楓はオドオドと口を開く。

　菱ひし神がみ艶えん美びは目をパチパチさせて、

「にしても、業界トップのアイドルグループなんかも使うんだね、コンビニ。しかも一人で。マネージャーさんとかはいないの？」

「あはは……。うちは七八人も抱える大所帯だから、マネージャーさんなんて一〇人を一人で管理するような状態だし。それに、学校生活の中まで張り付く事はないよ」

　姉村楓は商品棚に並んでいる野菜ジュースのパックを、軽く人差し指でつついた。

「それに、今はこういう安いのも積極的に買うようにって言われているし」

「？」

「艶美ちゃんは知らない、かな？　ヤサドル炎上とか何とか、インターネットは大変なんだって」

「ああ」

　野菜アイドル、略してヤサドル。清涼飲料水のＣＭのように、今ではアイドルがインテリビレッジ産のトマトとか梨とかを丸かじりしてにっこり微ほほ笑えむ広告も珍しくない。

　それをどこかの暇人がいちいち統計取って、『え？　俺達たちには絶対手が届かない高級野菜を、ＮＧ分入れて年間でどんだけ食ってんすか？　タダで食べて給料までもらえるの？』などと掲示板に書き込んだおかげで、一部の芸能人の商売イメージがガタ落ちしたというニュースだ。

「でも、危なくはないんですか」

　内うち幕まくは純粋に疑問を口に出す調子で、

「正体がバレたら取り囲まれて大パニックになってしまうような気もしますが……。まあ、そういう時に対処するのも警察官の仕事ではあるんですけど」

「意外と、大丈夫なものだったりしますよ。結局、みんなが良く知る姉あね村むら楓かえでは、徹てつ底てい的てきにメイクして、派手なスポットライトの下で、計算されたカメラワークで切り取られている一いつ瞬しゆん一瞬を繫つなぎ合わせているだけですから。周りが言うような私の特別性は、大人の皆さんが頑張って作ってくれたものに過ぎないんです」

「はあ。別に、こうして立っているだけで、十分に奇き麗れいだと思いますけど」

「えっ、あ……？」

　思わぬ返事に面食らったような顔をする姉村楓。

　そして一方で、何な故ぜか菱ひし神がみ艶えん美びが後ろから内うち幕まく隼はやぶさの腰骨へひっそりと膝ひざを叩たたき込んでいた。

『女帝』の姉村楓は異変に気づいていない。

　野菜ジュースとヨーグルトのパックを手に取りながら、彼女はやや寂しそうな陰の差す笑みを浮かべる。

「それに……運転手さんが回してくれる車は便利で安全なんですけど、それだけだと息が詰まるっていうか……。普通に自転車漕こいだり電車に乗ったりしていると、雑音の中に溶けて、大人の仕組みとか数字の怪物とかを忘れられる事もできますし」

「？」

「自分で選んでここまで来たのに、それで追い詰められるなんて贅ぜい沢たくですよね」




　　　　７




　夕暮れ。

　私と刑事さんは、お台だい場ばにあるハチテレビの社屋へと向かっていた。

「……刑事さん、何でこんなトコで全員集合な訳？」

「勉強会だ。心理的暴力とかいう専門用語について、改めてな。……ていうか、俺はお前について来いと言ったつもりはないんだが……」

　テレビ局の正面玄関の前でぶらぶらしていると、警備員つきの分厚いガラス扉を開けて、丈の短いワンピースとジーンズを組み合わせた、二〇代中ちゆう盤ばんくらいの女性が出てきた。

　彼女は刑事さんを見るなり、子供みたいな笑みを浮かべて手を振ってきた。左手の薬指には、キラリと光る指輪がはめてある。

「おーっす隼君。お昼に臼うす田た学まなぶのアパートで調べ物して以来だな」

「自殺扱いだったから封ふう鎖さが甘かった警察にも落ち度があるのは認めますけど、現職の刑事の前で堂々と部屋に入ってくるアンタはどうかと思いますよ！　報道人と空き巣を混同しているんじゃないのか!?」

「リスクを負わなきゃ真実には辿たどり着けんのよ。ええと、そっちの子は？」

「うっす！　ハチテレビでもお馴な染じみ、盗とう聴ちよう☆バス……」

「それ噓うそだろう？　ま、上層部が信じ切っちゃってるから、私の一存じゃクビにできないけど。隼はやぶさ君が言ってた推理マニアってヤツかな」

　バッサリ斬られた上に軽く流された!?

　天敵、という単語が脳裏で点灯するが、刑事さんもテレビ局の人も気にしていない。

「先せん輩ぱい。これはどうでも良いから、例の資料を見せてください」

「ちっちっち。隼君、私と君はもはや先輩後輩の仲ではない。阿あ刀とうさんか美み濃の里りちゃんと呼びなさい」

「何だどうした馬鹿って呼んでほしいのかアンタ」

　阿刀美濃里ねえ？

　首から下げた社員証を見る限り、民放の衛星放送とかで良くある『高度な資料映像』を担当するアシスタントプロデューサーって事らしい。ほら、いい歳した大人達たちがクソ真面目な顔で莫ばく大だいな金をつぎ込んで夏休みの自由研究をやる、あの感じだね。基本的にはお堅いセクションだけど、たまに体当たりで名前も聞いた事ないような国へ海外旅行なんかに出かけて話題をさらってる。

『プロデューサーって何する人なの？』とか、『ＡＤとＡＰの違いって何なの？』とか色々あるだろうけど、総じて言えば『胡う散さん臭くさい肩書きの雑用係』って認識さえあればオッケーかな。

　……ま、あの歳でもう冠抜きのプロデューサーを語っていたら、それはそれでかなり怪しいんだけど。

　業界人の案内で、私達はハチテレビの中へと入っていく。

　行き先は同じ局でも芸能人は近づかないような、映像編集セクション。丸めて束ねたケーブルとか型落ちしたハードディスクとかが部屋どころか廊下まで溢あふれ返っている。ここから先に入る者、三日は風呂に入れないと覚悟しろ、とかいう看板でも立っていそうなカオスっぷりだね。

『ちょっとこれどーすんですか!?』

『うるせえ！　クソ評論家が流れ無視して宣伝ばっかりしやがって！　こんなもん全部切っちまえ!!　ゴールデンでＣＭ一本買うのにいくらかかるか分かってんのか馬鹿野郎が!!』

『ちーふー、金玉が！　このＶ、金玉がもろ出しのままですよ!?』

『どうせ奇き麗れいに修正してもらえると思って甘えてんだろ？　チラッとだけ映してクソお笑いの顔を真っ青にしてやれ！　テレビの歴史はこうやって作られるんだよ!!』

　各々の部屋の扉から飛んでくるのは、どれもこれもひどい怒号の洪水だった。

　ああ、白鳥は優雅に泳いでいるけど、水の下では必死に足を動かしているんだなあ……。

「……またすごい事になっていますね」

「ま、九月中旬だからさ。秋の新番のストックを今の内に何本か溜ためておかなきゃいけないんだ。それでも四八時間テレビの頃に比べりゃ全然楽だよ。本家に対抗するためとはいえ、何であのバラエティは年々時間が延びていくんだかね。そういう方向じゃないだろと言いたい」

　阿あ刀とう美み濃の里りとかいう女の人は、廊下を歩いていた女性ＡＤを呼び止めた。

「おーっと蜜みつちゃん。例のテープは発掘してくれた？」

「え、ええ。これですよね。……でも、呪い倉庫の遺物なんて、今さら何の用なんですか？」

「色々あるのよ。だからテープの山も廃棄されない」

「本当、どうなっても知りませんからね」

　子供みたいに親指の爪を嚙かみながら、ＡＤの明あか石し蜜ちゃんはどこかへ行ってしまった。

　刑事さんは首を傾かしげて、

「呪い倉庫？」

「諸もろ々もろの事情でお蔵入りになった問題テープばっかり集めた保管庫だよ。ったく、こっちは真剣にドキュメンタリー作ってるっていうのに、ジャンルに触れただけで放映不可とか言われてさ。そっちの方が、集合写真から一人だけ弾はじき出しているのと同じ差別的行為だと思うんだけどね」

　つまり、テレビ的には敗北の歴史が詰まった倉庫って訳ね。

　阿刀美濃里は適当に近くの扉を開けて、たくさんのモニターと編集機材の詰まった薄うす暗ぐらい部屋へと案内してくれる。

「……デジタルテープの形式自体が普通じゃないからさ、局の機材じゃないと見られないんだよ」

　トランプくらいのサイズの四角いカセットテープの側面には、油性ペンで何か書き込んであった。三年前の日付に、撮さつ影えい者しやとして阿刀美濃里の名前、後は……『苦輪方式による制御実験』？

　が、刑事さんは全然違ったところに注目しているようで、

「あれ？　先せん輩ぱい、メガネなんて使うんですか」

「度は入ってないよ、これはパソコンメガネ。ブルーライトとか聞いた事ない？」

　何だい何だい、刑事さんは知的なメガネっ娘こがストライクゾーンなのかい！

　そういえば巴ともえの時も随分熱血だったみたいだけどさ!!

　結婚指輪つけているみたいだから安心していたけど、こいつやっぱり天敵っぽいな。油断はしない方が良いと私の女の勘が言ってるよ!!　がるがる!!

「先に言っておくが、楽しいものではないからな」

　こっちの気なんて露つゆほども知らないって顔で、阿刀美濃里は耳元の髪を軽く片手でかき上げながらコンソールを操作していく。

　モニタの一つに、映像が表示される。

　それは、真っ白な部屋だった。

　部屋には油性ペンか何かで、直径三メートルほどの円が描き込まれている。

　苦輪、ねえ。

　円の中央には一五歳くらいの女の子がうずくまっていた。

　パジャマを着た女の子。

　彼女は映像の中で、何度も何度も円の縁ふちへ怯おびえた目を向けていた。まるで、サメの回遊する海に浮かんだ板切れの上に乗っているみたいに。

　画面の外に誰だれかいるのか、大人の男性のゆったりとした声が聞こえてくる。

『田た端ばたさん、円の外に出てみてください。外に。一歩だけで構いません、さあ外に』

『やっ、やだ。だって、外は、外は駄目なの……』

『もう「あの人達たち」はいません。大丈夫ですよ。田端さん、外へ』

『分かってる!!　こんなのおかしいって……。でも駄目なの。出られない、私はどこにも出られない!!』

　画面の外から、白衣を着た男女がフレームに入ってくる。彼らは軽々と油性ペンの円を踏ふみ越え、田端と呼ばれた少女へ近づいていく。

『やめてよ……。やめてっ!!　引っ張らないで!!』

『ぐうう!!　嚙かみ付いたぞ、こいつ!?』

　ほうほうのていで、白衣の男女は円の外へと転がっていく。

　続けて、画面の中で甲高いベルが鳴った。そして真っ白な部屋の奥にある扉から、何か黒い煙のようなものが入り込んできている。

『……今度は何よ……？』

『田端さん、大変です。火事が起きたようです。これは訓練ではありません』

『私は出られない……』

『そうですか。では私達は避ひ難なんします。田端さんも急いでくださいね』

『待ってよ、待って!!　何でカメラを操作しているの？　本当にスイッチ切ってるの!?　でも、だって、私は出られない。分かっているでしょう!?　眩暈めまいがするの。手足が震ふるえて仕方がないのよ!!』

『田端さん、急いで』

『だったらこの円を消してよ！　どこか一ヵ所で良い、拭き取ってくれれば出られるの!!　待って、お願い、見捨てないで……。私だって死にたくない！　それでも出られないの！　出られないのよォォォおおおおおおおおおおおお!!』

　そこで映像は終わった。

　刑事さんは心の底から陰いん鬱うつな声でこう言った。

「……これ、どこまで仕込みなんですか？」

「趣しゆ味みの悪いドッキリとでも考えてくれ。本気で怖がらせないと真実は映らない。半端なものを撮とっても視聴者は冗談としか思ってくれないよ」

　サラリとした顔で言う阿あ刀とう美み濃の里りは、ある意味ではプロなのかもしれない。

　刑事さんとは違うプロセスで、『真実』を追う人間。

「結局、高所恐怖症や先端恐怖症と同じだ」

　阿刀美濃里はあっさりと結論を言う。

「彼らは、加害者が設定したルールを破る事を極端に恐れる。体に恐怖が染み付いている。ルールに抵触するギリギリのラインに立つたびに、それを思い出して身動きが取れなくなってしまう。人を縛しばるのに、鎖くさりや手て錠じようなんていらないんだ。ただ、思い出があれば良い」

　虐待の話が出るたびに、何な故ぜもっと早く相談しなかった、という声が出る。

　あるいは、虐待されると分かっているのに、どうして安息のない家へルーチンワークで帰宅していくのか、とも。

　……でも答えは簡単。それは『やらない』んじゃない。『できない』んだ。

　既定のルールから一ミリでも外れれば、何かひどい事が起こる。ちょっと食事を床にこぼしたり、口答えをしただけで怒鳴られ殴られ続けた人間は、その具体例を知ってしまっている。その恐怖が、この道は崖っぷちに繫つながっていると分かっていても、現状維持を続けようとしてしまう。

　そして実際に、いつか崖から落ちる。

「ねえねえ。専門家に質問したいんだけど、これって人為的に起こせるものなの？」

「人の手が加わらなければ、こんな酷ひどい事は起こらないよ」

　質問を間違えたようだ。

　私は頭を切り替えて、もう一度口を開く。

「加害者の暴力が偶発的に被害者を陥れるのではなく、理論に基づいてインストールするように発症させる事は可能かな、と」

「そりゃあ、まあ、ある意味では。軍隊の訓練で、教官が口汚い言葉で訓練兵を罵ののしったりするのも、広い意味では心理的暴力の一種だからね」

　ただ……と阿刀美濃里は肩をすくめて、

「多分、それは完かん璧ぺきじゃない」

「っていうと？」

「発症それ自体は簡単なんだ。ただ、いつまで続くかは個体差が激しい。ある日突然解けてしまう可能性だってある。適性って言うのかな。一人一人にカルテ作るみたいに専門のマニュアル構築するならともかく、たった一つの方式で一〇〇人一〇〇〇人をパーフェクトに操るのは難しいと思う」

　言われてみれば。

　訓練兵のたとえで言うと、結局、軍規を破って不名誉除隊させられる兵士だって少なくない訳だし。

「じゃあ、例えば……心理的暴力を利用して、ある一定の集団を望み通りに操る事は不可能、って事なの？」

「カルトの組織的な洗脳だって、ネットや街中での勧誘の時点で、誘いに引っかかる人だけを会場に集めるもんだ。つまり、誘い文句の時点で人間の選別は済んでいるんだよ。本当に、ランダムに選んだ集団全員を残らず操るのは、多分無理だ。……普通の方法なら、ね」

「つまり、普通じゃない方法がある？」

「心理的暴力の胆きもは、いかにして標的へ鮮せん明めいな『恐怖の象徴』を刻み付けられるか、だ。それさえできれば、後は傷口に塩を塗るように思い出させるだけで、何度でも縛しばり直せる。万人を等しく恐怖に陥れるほど強い象徴。こうなると、もうサタンとかハデスとか、神話上の魔ま王おうみたいなオカルトの領域になってしまうが、もしもそんなものがあるとすれば……」

　個人個人の適性に拘かかわらず、スイッチを入れただけで一律に上書きするように、どんな集団でも一人残らず心理的暴力を刻み付ける事ができる。

　人間を操るコントローラーを構築できる。

　死ねと言われただけで本当に命を絶ってしまうほどの、絶対的な強さを持った……。

　でも。

　……それって、よっぽどの『恐怖の象徴』だよね。阿あ刀とう美み濃の里りは神話上の魔王なんてたとえを使っていたけど、言い得て妙だと思う。並の妖怪なんかじゃ、そのピースには当てはまらないよ。

　空を飛べるとか、何でも自由に化けられるとか。

　そういう特性の一つとして、『ただ漠然とした恐怖』そのものを挙げられるような、それだけで物理法則すら曲げてしまうほどの、極めて特異な妖怪じゃないと。

「このビデオの子についても、実は妖怪を組み込まれている疑惑があったんだよ。だから追い駆けていたと言っても良い」

「何だって……？」

　訝いぶかしむ刑事さんに、阿刀美濃里はわずかに苦い調子でこう付け足した。

　？

　それを聞いた刑事さんは、何な故ぜだか今まで以上に不快な顔つきを浮かべる。

「結局、証明はできなかったけどね。油取り。私達としては無視のできない名前だろう？」







　ハチテレビから出た私達たちは、近くのショッピングモールに入っているカフェで作戦会議をする。

　今日も何かの収録があったのか、あるいは単に遊びに来ているだけか、離はなれた席にメガネと帽子で変装済みの『教皇』と『月』が座っているのが見える。大きいのと小さいの、で区別はオーケー。あ、これおっぱいの話ね。

「今回の件に、油取りなんていう妖怪がどこまで嚙かんでいるかどうかはさておいて」

　私は不確定な情報については前置きをした上で、本題に入る。

「この事件には二つのパターンの心理的暴力がある。一つは『タロットガールズ22』。喫煙、恋愛沙汰、その他諸もろ々もろのトラブルが全く見られないのは、おそらく見えない鎖くさりで繫つないでいるからだね」

「そんな事が可能なのか？　心理的暴力っていうのは、確かに派手な暴力や拘束具を使わない、目に見えにくい操縦方法だ。でも、その精神状態は、長期にわたって虐待や監かん禁きんを受けた状態と酷似しているんだぞ。そんな重圧を常日頃から受け続けたら……」

「ま、何年もは保もたないでしょうね。でも、アイドルの寿命って元々短いもんだよ。歳喰くったからやめますって言えば誰だれも疑問を持たない。しかも『タロットガールズ22』は全部で七八人もいるんだ。一人二人が限界に達してメンバー入れ替えになったって組織は維持できる。そして、アイドルのその後なんて誰も気にしない。染みや皺しわがちょっと増えただけで、みーんな興味を失っちゃうからね」

「最初から、消耗品である事が織り込み済みなのか……？」

　呻うめくように、刑事さんは呟つぶやいた。

　確かに問題がある仕組みだけど、さて、現行法で裁けるかなあ、これ？

　表面上は、練習場の床をテープで区切って、その『全方向に開いた密室』に立たせるだけなんだし。

「で、もう一つは臼うす田た学まなぶか？　消費者金きん融ゆうの取り立てで心を病んで心理的暴力状態に……」

「やだね、忘れたの刑事さん。借金漬けだった臼田は、連中の手先になって『タロットガールズ22』のスキャンダルネタを探していたんだよ」

「……あれは偶発的じゃなくて、『タロットガールズ22』を攻めるため、理論的にインストールされたっていうのか。臼田を闇やみ金きん組織の下っ端、使い捨ての鉄砲玉として組み込む形で……？」

「元々、臼田と関わっていた複数の闇金、ていうか、その『上』は心理的暴力を利用して構成員を縛しばり付ける仕組みを持っていた」

　私はアイスコーヒーのグラスをストローでかき混ぜながら、笑って言う。

「そいつらが何のために『タロットガールズ22』を追い駆けたのかは謎なぞが残る。ただ、理論Ａで心理的暴力を埋め込まれた臼田学は、理論Ｂで管理される『タロットガールズ22』に接触した途端に、おかしな行動を取り始めた。……まるで、ソフトウェアの競合でも起きたみたいにね」

　つまり。

　似たような効果の『パッケージ』が二つあるみたいなんだよね、この事件。

　闇やみ金きん組織が多重債務者を縛しばり付ける理論Ａと、アイドルグループのスキャンダル抑制のための理論Ｂ。

　別々の人間が運用する『パッケージ』同士がかち合った結果、偶発的に発生したのが臼うす田た学まなぶの焼身自殺、あるいは焼殺事件。

「となると……」

「元々、消耗しながらも安定した状態の『タロットガールズ22』へ、闇金組織が横よこ槍やりを入れるようにちょっかいを出しているのが、今回の構図だよ。臼田は失敗したけど、それで闇金組織は諦あきらめない可能性もある。ブラックリストに載った顧こ客きやくを次々と操って、今後も『タロットガールズ22』へ切り込んだら？」

「今後も自殺者が増えていく……。いいや、競合が起きた時のパニックの種類に決まりがある訳じゃない。臼田の焼身自殺だって、殺人が失敗した形だった疑惑さえあるんだ。精神的な限界に達した人間が、周りへ危害を加える事だって」

「そうなると、闇金組織、ていうか、それを束ねる大元にも話を聞いてみる必要があるかもね」

「複数の闇金の上」

　呟つぶやいて、刑事さんは額に手を当てた。

　闇の奥で蠢うごめいているもの。事件の『もう半分』を思い浮かべているみたいね。

「……『大きな犯罪組織』か」




　　　　８（3rd person）




　深夜一一時、新しん橋ばしのバーにて。

　安物の背広を着た刑事が二人、カウンターに並ぶように腰掛けていた。

　片方は警視庁刑事部捜査一課所属、内幕隼うちまくはやぶさ刑事。

　片方は警視庁組織犯罪対策部所属、外そと堀ぼり岳がく刑事。

　彼らはスツールに腰掛けるなり、すぐに各々勝手な注文を飛ばしてしまう。

「マティーニで。ああ、ウェルシェークドね」

「んじゃま、フローズンダイキリ頼たのむわ。今日も暑いしよ」

　直後に、重戦車などと揶や揄ゆされる外堀が指を鳴らして茶化した。

「ジェームズボーンド？」

「うるさいよヘミングウェイ」

　早くもうんざりしながら、内幕はカクテルグラスに口をつける。

　外堀はニヤニヤと、どっちがチンピラか分からないような笑みを浮かべながら、

「にしても、殺人事件専門が俺みてえなのに協力を求めてくるなんて、穏おだやかじゃねえな。どこぞの『組織』が海か山に死体でも捨てたってのか？」

「それを聞きたいんだよ。『大きな犯罪組織』。複数の消費者金きん融ゆうを束ねている安楽会系っていうのは？　どんなものかは知っているはずだろう」

「安楽会系ねえ。四大ネットの一つ、その日本支部。やっぱりヤバいじゃねえか……」

　言葉の割に、口調は気軽なものだった。

　外そと堀ぼりはそうした組織犯罪の専門家だ。拳銃や爆ばく弾だんが出てきた程度で驚おどろく胆力の持ち主ではない。

「事の起こりは終戦直後のどさくさだ。混乱期に、弱い市民を守るための武器と兵力を供給するって名目で勃興した用心棒集団。今で言う、武器商人とＰＭＣをセットにしたような商売かな。最初の内は、女子供の味方を標ひよう榜ぼうしていたんだ」

「それがどうしてまた『広域指定』なんぞに……？」

　問いかけに対し、外堀はアルコールで作ったかき氷のようなドリンクをジャコジャコかき混ぜながら、

「変化はいつだって外からの刺激で起こるもんだ。麻薬ビジネスで盛り上がってきた別の組織と抗争が始まったんだ。で、なりふり構わず武器や人員を増強するために、汚れ仕事に手を染めるようになっていった。結局、その抗争は安楽会系の大勝利で終わったんだが……その頃には、もう当初の理念は欠片かけらも残っちゃいなかった」

　子供に語って聞かせる昔話のような口調だった。

「でもって、後はお決まりのコースさ。国内の『広域指定』は、新しい法律の締しめ付けのおかげでビジネスが立ち行かなくなってきてる。キレた連中は海外のギャングだのマフィアだのと手を結んで国際犯罪ネットを作り上げた。これが『大きな犯罪組織』。日本の伝統なんか関係ねえ。アサルトライフルだの手しゆ榴りゆう弾だんだのガンガン密輸して戦力を蓄えてる。まともな撃うち合い始めたら、都内で戦争が起こっちまうぜ」

「だけど、聞いた話じゃ安楽会系が所属しているのは、世界四大ネットの中では一番格下って話じゃなかったのか？」

「それどこで調べたの？　誰だれが編集したかも分かんねえ胡う散さん臭くさいネット百科事典とか？　安楽会系の『上』は人員、武器、資金の面じゃ確かに不安が残るが、同時に厄介な噂うわさがある。世界で初めて、国家以外の勢力が核武装に成功した民間組織だってな」

「核、武装……？」

「旧ソ連の廃棄施設からＭＩＲＶの弾頭をこっそり盗んで分解して、ブドウの房みたいな小型核をいくつか回収しているんだと。挙げ句、最近じゃ海外の民間宇宙船会社を脅迫していやがった事も明るみに出た。組み合わせれば弾道攻こう撃げきもできるかもしれない。これで一番下だって？　そうだよ、ここまでの疑惑を抱えた野郎が一番下なんて言われるぐらいの外道が集まってやがるのさ」

　内うち幕まく隼はやぶさは額を片手で押さえた。

　彼が想像していた、短刀や改造拳銃が飛び出す世界とは勝手が違ったようだった。

「おい、安楽会系とかち合うのは構わねえが、仕掛ける時は俺も呼べよ。あの手の組織犯罪ってのは、切り込むための作法がある。そこらへん分かってねえと、現職警察官だって海か山に捨てられちまうぞ。『警官殺し』は大事だが、『行方不明』なら目立たねえって理屈でな」

「分かってるよ」

「ホントに分かってんのかね。お前みたいなの見ていると、ガキだった頃、近所に住んでたおっさんの刑事を思い出すんだよ。こんな業界を甘ったれた理屈で渡り歩こうとしやがってさ。結局、子供を助けようとして、当の子供に始末されちまった。殺し屋だったんだ。信じられるか、一〇歳そこらのガキだったんだぜ。警察に話はしたが、不自然なくらいに信じてもらえなかったがな。お恥ずかしい事に、俺が刑事を目指したきっかけってヤツさ」

「だから分かってるって」

　内うち幕まくがひらひらと手を振ると、外そと堀ぼりはグラスの中にあるシャーベット状のアルコールを一気に口の中へと流し込んでいく。

　横目で見ながら、内幕はさらに質問する。

「そうそう。『タロットガールズ22』ってアイドルグループ知ってるよな。ああいう芸能系を、『大きな犯罪組織』がつけ狙うっていうのは、ビジネス的にはあると思うか？」

「ねえな」

　さして考えもせず、外堀岳がくは即答した。

「脅迫するにしても誘惑するにしても、業界トップは目立ち過ぎる。一体どんだけのパパラッチが張り付いていると思ってんのよ、こっそりコンタクトを取るなんて絶対無理だ。それに、すでに不動の地位を得て馬鹿儲もうけしている国民的アイドルが、悪党の手を借りたがるとも考えられんし。だったら、後こう塵じんを拝している五番手六番手をカモにするよ。適度に金を持っていて、世間の注目度は低く、何よりアイドル自身に焦りがある。狙い目ってヤツさ」

「……ふうん」

　であれば、『タロットガールズ22』を実際に取り巻いている環かん境きようはどういう事か。少し考えたが、やっぱり答えは出ない。

　その後、『サムライロック？　がはは内幕ちゃん最後のサムライって気分なんですか!?』『うるさいよバーでフルーツパンチなんか頼たのんでバーテン困らせるな!!』などと罵ののしり合いながら互いに何杯かカクテルを呷あおり、個人的に頼んだおつまみの生ハムを横から取った取らないで軽くネクタイの摑つかみ合いになったりしたが、概おおむね仲良くお開きとなる。

　バーから出て、五歩進んだところで内幕の背中に声が掛けられた。

「刑事さーん」

「もー!!　どこから張り付いていた推理マニア。まさか薄うす暗ぐらいバーの中に潜ひそんでいたんじゃないだろうな未成年！」

「困った事に刑事さんは酔っ払うと面倒臭いけど、酔っ払っている方が可か愛わいいと気づいてしまったな。ま、話はできる程度の理性は残ってんでしょ。作戦会議しましょ」

「作戦会議……？」

「そ。『大きな犯罪組織』に切り込むチャンスなんて、一回あれば良い方でしょ？　だからチャンスは有効に使わないと。一回限りの本番の前に、準備を固めておいた方が良いんじゃない。ぶっちゃけ、事務所に突とつ撃げきしたって、何を聞いて良いのか分からない状態だろうし」

「……外そと堀ぼりの野郎は、あの手の連中が『タロットガールズ22』に絡む理由はないって言っていたしな」

　口が軽くなっている事に酔っ払いは気づいていない。

　いつもなら守秘義務とか捜査資料とか言い張るところである。

「つまり刑事さん、『大きな犯罪組織』にとってもイレギュラーな何かが起きつつあるんだよ。安全策を捨ててでも『タロットガールズ22』に関わらなきゃならない理由が」

「……多重債務者のブラックリストから使えそうな兵隊をリストアップして、『タロットガールズ22』のスキャンダルネタを探せっていうのが、自殺した臼うす田た学まなぶを取り巻く環かん境きようだろ？　実際には追い詰められた臼田が暴走して、殺人未遂なんだか焼身自殺なんだか分かんないショッキングなネタを自作自演してしまった訳だが。そこに何か疑問の余地があると？　『大きな犯罪組織』の真の狙いは、単なるスキャンダルを握る事じゃなかったって」

「ある一つの事件を追う場合、重要な情報は二種類の人間が持っている」

　艶えん美びは人差し指を軽く振って、

「加害者と、被害者」

　面倒臭い事に、今回の事件は一つの『パッケージ』が軸になっているらしいのだ。理論Ａと理論Ｂ。それぞれ違う人間が管理している『パッケージ』が、ぶつかり合っているのが問題をややこしくしている。

　となると、片方だけを攻めても全体像は見えてこない。

　挙げ句、内うち幕まくが踏ふみ込もうとしているのは、一回のミスが命取りになりかねない、『大きな犯罪組織』を相手取った極限の神経衰弱のようなもの。

　誰だれが何を、どっちがどう動いていたのか。

　それを割り出さないと、重大な場面で見当違いな証拠を突き付けかねないという訳だ。

「……『タロットガールズ22』の関係者に切り込む、しかないか」

「万全の準備を進めてから『大きな犯罪組織』と対たい峙じしたいなら、そこを埋めておかないとね。案外、とんでもないものが眠っているかもしれないよ」




　　　　９




　翌日。朝から新しん橋ばしにある『タロットガールズ22』の芸能事務所の自社ビルへ潜もぐり込んでいると、予想通り刑事さんが訪ねて来た。

「……何でお前ここにいるの？」

「全部言わせる気？　刑事さんを愛しているからだぜ」

　噂うわさ好ずきなのか、何食わぬ顔で耳をぴくぴく動かしている『悪あく魔ま』のメモ魔少女を認めて、刑事さんが額に手を当てた。いいぞもっとばら撒まいちゃえ既成事実のために！

　私達たちは適当に言い合いながら、エレベーターに乗る。一～一〇階の低層階と一一～二〇階の高層階の二系統に分かれているけど、今回は高層階用ね。

「いやあ、刑事さんがいるとやっぱり楽だわ。盗とう聴ちようバスターズなんて名乗っても、なかなか高層階には入れないもんで」

「お前は、その、卑ひ怯きようだよな。人の心が折れるまで何度でも同じ事を繰くり返す事で、あたかもこっちが間違っているように思わせてくる……」

　最上階にある社長室までやってくると、受付の秘書の案内で広大な部屋へと案内される。そこにはあの無愛想な女マネージャーの板いた野の涼りようさんが佇たたずんでいた。

　刑事さんは驚おどろいた顔で、

「あれ……？　あの、社長さんからお話を聞けるよう手配してもらったはずですが」

「刑事さん、あの人が社長さんだよ。前線に立つタイプなの」

　ま、『タロットガールズ22』一本だけで都心の臨海に自社ビルを持つほど成長した会社だからね。後方に立って全体を見渡すような視野はいらないって事。

　スーツ姿の板野さんは、ジロリとした目でこちらを見据え、

「諸もろ々もろの煩雑な会議は、スマートフォンとカメラがあれば問題にならんのだから。現場に立っている方が性に合っているのだし。ちなみに、マネージャーは私の他に数人いるが、全員取とり締しまり役やくだよ」

「そ、そうですか……」

「それより、そちらの子は？　盗聴対策のボランティアとしか聞いておらんのだが」

　刑事さんが余計な事を言う前に、私は必要以上にゴツイ無線機を軽く振って、

「んー。だって高層階はなかなか調査させてくれないでしょ、危険なのに。今から盗聴器探している暇ないし、とりあえず妨害電波を流しますよ。ではではごゆっくりー☆」

　板野涼さんは一度だけ息を吐くと、革張りの豪華な椅子ではなく、机の方へ腰掛けた。

　ゆっくりと足を組む。

　一見して高圧的な態度は、実は防御の姿勢かにゃん？

「聞きたい事は？」

「音おん響きようスタッフ、臼うす田た学まなぶの焼身自殺について。いくつか確認したい事があるだけです」

「それについては、私達たちは関係などなかろうよ。あれはどう見ても自殺なのだし、彼は事務所の身内でもな……」

「三年前、被験者田た端ばた鈴りん、『苦輪方式による制御実験』」

　おっ、刑事さん上う手まい。

　想定通りの質問をクリアさせて安あん堵どしたところへ、突き刺すようにいきなり核心を突いたね。

　机に腰掛けた板いた野の涼りようさんはわずかに息を止め、それから腕を組んだ。

「知っていましたね」

「何の事だか分からんよ」

「あなたは知っていた。質問されて腕を組むのは防御の姿勢です。無意識の内に唇を引き結ぶのも、ばつが悪いから。不服と言うのでしたら、専門の噓発見器ポリグラフでも用意しますが？」

　……刑事さんが言っているのは間違いじゃないんだけど、実はここではどうでも良い。

　見透かされている、と感じた女社長から、さらに分かりやすいサインを誘い出すための『演出』なんだよ、これ。

「……どこでその話を知ったのだ？」

「油取りという妖怪の力まで組み込んだ、心理的暴力を人為的に埋め込む装置」

「あれは結局放映されんかったはず。何より、あれを模倣したところで警察の出番はないはず。私は物理的な暴力は使っていない。心理的暴力だけを問う刑法は存在せんのでは？」

「だが絶えず無用なプレッシャーを受け続けるメンバー達は、数年もしない内に精神をすり減らされます。喫煙問題？　恋愛沙汰？　スキャンダルを回かい避ひするのはそんなに大事なんですか。これは、確実に人間を廃人にしては使い捨てる方法だ」

「アイドルの寿命がどれだけ短いかは知らんのか？」

「だから使い潰つぶしても露ろ見けんしないと思ったんですか」

「その数年で、預かった娘達の『一生』が評価されるのだ。意味が分からんのか？」

　じわりと。

　染み出すような圧を放ち、板野涼さんはこちらを睨にらみつける。

「売れなかったアイドルのその後は惨めだ。元の一般人に戻る？　できる訳がない。輝かがやかしい世界を知った人間は、もう戻れんよ。稼かせぎもないのに豪華な世界に入り浸ろうとすれば、自然と経済状況はボロボロになる。数年、たったの数年だ!!　それで後に続く七〇年なり八〇年なりが左右されると分かれば、どんな手を使ってでも成功させてやろうと思うのが人の情だろうが!!」

　しばし。

　刑事さんと板野涼さんは睨み合っていた。

　だけど、私達たちが本当に聞きたいのは、実は『そこ』じゃない。

　体良く激げつ昂こうさせた事で、ある事実を女社長の口から認めさせたかっただけ。

「……つまり、『仕掛け』の原点はやっぱり三年前にあった『苦輪方式』だった。証明はされなかったものの、本当に油取りという妖怪が組み込まれているとすれば、人間管理『パッケージ』といったところか。どこかの変態犯罪者が被害者を縛しばるために使っていた方式を応用して、『タロットガールズ22』の管理システムを作り上げていた。そういう事ですね？」

　放映されなかった。

　心理的暴力だけを問う刑法は存在しない。

　ま、揚げ足を取るには十分な言葉だよね。

「油取りは、子供を襲おそう妖怪です。東北地方の村々に、農夫の格好をして紛れ込み、子供を攫さらっては魚焼きの鉄串で突き刺して、火で炙あぶって油を採る。だけど、この妖怪の一番恐ろしいところは、そういう直接的な性質ではありません」

　吐き捨てるように、板いた野のさんは応じた。

「……誰だれも油取りを見た事がない。見ておらんのに、昨日はあの村で見た、一昨日はその村で、今後はうちの村だ……という噂うわさだけが広がり、新聞に載るほどの集団ヒステリーを誰にも止められんようになる。当然、魔ま女じよ狩りの発生も否定できんはず。顔を出さない事で恐怖を煽る妖怪。それが、油取りの本当の形だ」

「……つまり？」

「必要なのは、『情報』と『見えない敵』。私の場合はヒットチャートの数字を利用していた」

「数字を？」

「どんな数でも構わん。順位が落ちれば単純にライバルを恐れ、一位を独占すれば過去の自分の記録に追われて怯おびえるよう、数字を見るたびに自動的に『見えない敵』が頭の中に浮かび上がる『パッケージ』。たとえどんな結果になっても、一律で同じように追い詰められる。そういう仕組みを構築すれば、彼女達は余計な脇道に走る事もできんようになるという訳だ」

　うへえ。

　言葉にすると簡単だけど、実際のプレッシャーは半端ないよ、それ。

　一生を決める受験テストを何度も何度もさせられて、そのたびに不備があったからって無効試合にさせられて、一度でも合格点を下回ったら問答無用で即終了。そんな状態が、何ヶ月も何年も続いたら、一体人間の精神はどうなっちゃうのか……。

　緊きん張ちようの糸なんて、グチャグチャになっちゃうでしょ。

「でも、分かりやすい『パッケージ』の部品はどこにもなかった」

「『ない』状態を維持するのがアセンブルなんだ。一度床にテープを貼ってから剝がして、わざと透明な痕跡だけを残すように。敵の形や大きさが見えてしまえば、恐怖は限定されてしまう。見えんから怖い、分からんから怯える。……実際、油取りが出たとされる村々で、それを目もく撃げきした者がおらんかったようにね」

　刑事さんは、しばし黙だまっていた。

　次の言葉をどう繫つなげて良いのか迷っているような……。

「あなたのメンバー管理『パッケージ』は、もっと別の……『大きな犯罪組織』の方式と競合を起こしています。その結果起こったのが例の焼身自殺だった。プレッシャーが爆ばく発はつして自ら命を絶ったんだ。何か心当たりは？」

「知らん」

「これが近似する心理的暴力の方式のぶつかり合いだとしたら、競合で暴走するのは借金を背負った使い捨ての兵隊だけじゃない。あなたの抱える『タロットガールズ22』のメンバーから出る危険だってあるんだ!!」

　内線電話が電子音を鳴らしたのはその時だった。

　癖くせなのか、スピーカーフォンのボタンを押してしまった板いた野の涼りようさんは、直後に受話器を摑つかみ直そうとした。でももう遅い。

『「塔」の前まえ園ぞのさんと、「均等」の魚うお沢さわさんがいきなり摑み合って！　と、とにかくすぐに来てください。これ、救急車呼ぶべきでしょうか!?』

　受話器をフックから外した状態で舌打ちする板野さんに、刑事さんは嚙かみ付くように叫ぶ。

「隠している場合か!!　今は止めるのが先でしょう!?」

「刑事さん、内線のディスプレイ見てた？　九階、写真撮さつ影えいスタジオ」

　バン!!　と刑事さんは体当たりするように社長室の扉を大きく開け放つ。驚おどろく秘書を置いてエレベーターのボタンを何度も押すが、舌打ちすると階段の方へ走った。

　私も刑事さんを追う事にするけど、流石さすがに肉体労働ではついていけない。素直にエレベーターを待って、上層階コースギリギリの一一階までとりあえず降りてみる。

　一一階でドアが開くと、バタバタという足音が階下へ消えていくのが分かった。

　やっぱすごいな刑事さんは。

　後を追うように、私も非常階段を使って残り二階分を駆け下りて、目的の九階まで辿たどり着く。

　写真撮影スタジオは、一般的なオフィスのようなフロアに近く、四方の壁かべや床、天井などを均一に真っ白な布で覆おおったような場所だった。名前の割に、設備それ自体はそこらのマンションや雑居ビルでも用意できそうな感じ。

　高そうなカメラやレフ板を手にした大人達たちが、壁際に背を寄せていた。

　ここで起きている事と私達は関係ありません、とでも主張しているみたいに。

　彼らは、私が入ってくるのを見ると、ようやく『出口』の存在に気づいたみたい。誰だれに誘導されるでもなく、大慌てでエレベーターホールへ出ていってしまう。

「大丈夫、刑事さん!?」

「やり過ぎた!!」

　不思議な返答に眉をひそめてフロアの中央へ目をやれば、金髪でショートヘアの女子高生が仰向けにぶっ倒れて目を回していた。もう一人、頭に大きなリボンを巻いた女の子が尻しり餅もちをついている。床に万年筆が落ちているのも気になるね。

　……片方をぶん投げて、それを見たもう片方が怒りも忘れてへたり込んだ、って感じかな？

「また派手にやったね」

「それだけ切迫していたんだ。何より手て錠じようをかけたくなかった」

　言いながら、刑事さんはハンカチで片手を押さえていた。

　あーあ、こりゃ誰だれか庇かばって怪我したな。個人の裁量で被害届を出さなくても済ませられるよう、刑事の自分が率先して盾になったってトコか。

「あ、あ……」

　か細い声が聞こえた。

　見れば、壁かべ際ぎわにいる『女帝』の姉あね村むら楓かえでちゃんが顔を青くしていた。大人達たちがフロアから出て行った事で浮き出てきたみたいに見える。

　刑事さんが言う。

「最初、何もしない撮さつ影えいスタッフと違って、彼女が『塔』と『均等』の揉もめ事を止めようとしていたんだ。大丈夫ですか、姉村さん!?」

　馬鹿だね刑事さん。

　それってつまり、アンタが庇った女の子って事でしょ。楓ちゃんが震ふるえているのは暴力を目の当たりにしたからじゃなくて、刑事さんが怪我を負ってしまったのが原因だよ。

「……今度出すソロシングルの話が出たんです」

　刑事さんの目を見て、カチカチと歯を鳴らしながら『女帝』は言う。

「そうしたら、一枚目はお試しなんて話になって、二枚目からは売れた人しか出さないって……。本当、何であんな風にねじれたんだろう。誰も、そんなの言った事ないのに、数字の話が出ると……私達……!!」

「姉村さん……」

　傍はたから見れば、浅ましく見えたかもしれない。

　でも、私と刑事さんは知ってる。それが、集団を効率良く管理するため作為的に植え付けられた不安感や恐怖心だっていうのに。

「同じメンバーだったんですよ！　私達は同じ『タロットガールズ22』で、しかも大アルカナの二二人だった!!　それなのに……こんな……。やっぱり、私達には不釣り合いだったのかもしれない……。だって、全然楽しくない!!　いつも何かの数字に背中を追われて、順位が一つでも下がらないように笑顔を作って……。こんなのっ、こんな、私達がやりたかった事って、こんなのじゃ……!!」

「姉村さん!!」

　放心状態の被害者に対する気付けのように、刑事さんは至近で大声を出す。

　音の壁かべに叩たたかれたように、彼女の意識は内向きから外向きへ修正されていく。

「あなたの『きっかけ』がどこにあるのかなんて、俺は知りません。話さなくても良い。だからあなたが思い出してください。別に奇き麗れいごとである必要はない。テレビに出たいでも、人気者になりたいでも、お金が欲しいでも構わない。だけど、そんな具体的な『数字』なんて業界に入るまでは出会わなかったはずだ。違いますか!?」

「え、あ……」

「つまりあなたの原動力はそこじゃない。あなたはまやかしに囚とらわれて本質を見失っているだけなんです。ありもしない『怪物』に怯おびえる必要なんかどこにもない。これも違いますか!?」

「……無理ですよ、もう」

　ゆっくりと。

　崩れるような笑みと共に、姉あね村むら楓かえでちゃんは首を横に振る。

「私達たちは『怪物』を知ってしまった。一度あれに追われたら、もう戻れない……」

「いいやできるはずだ。あなたが最初に抱えていた純粋な力は、きっと何よりも強い。少なくとも、まやかしなんかに負けない。何事も、一番初めが一番怖いんだ。それを押してでも、あなたはこの業界の門戸を叩いた。それほどの何かを、あなたは持っているはずなんだ!!」

　……ちえ。

　ホントなら嫉妬キックの一発でも刑事さんの背中に叩き込んでやりたいところだけど、今は黙だまっておいてやるか。

「これは……」

　と、ようやく遅れて、社長兼マネージャーの板いた野のさんが写真撮さつ影えいスタジオに入ってきた。腐っても『敏腕』と名のつく経営者。観察眼も確かなようで、彼女は刑事さんが片手をハンカチで覆おおっている事を即座に摑つかんだ。それはある意味で弱みだ。

　そうでもなければ、何か適当な名目をつけて追い出されていたかもね。

　刑事さんは言う。

「……一体どういう条件で競合が起こっているかは分かりません。つまり、今のままじゃ防ぎようがない。スキャンダルを防ぐための仕組みで、メンバーが自殺や事件を起こすリスクが発生しているんです」

「……、」

「停止してください、油取りを使った人間管理『パッケージ』を！　あなただって、身内から被害者や加害者が出るのは避さけたいでしょう!?　妖怪の力をダイレクトに受ける彼女達は、普通のストレス対処法では『暴発』を抑制できません。次に誰だれがパンクするかは予測がつかない!!　それでも良いんですか!?」

「兆候を見極めて、危険と判断した者から下がらせれば良い。幸い『タロットガールズ22』は収録番組やステージに合わせてこまめに参加メンバーを組み替えている。多少の退場者は誰だれも気にしない」

「兆候？　隣となり近所の小動物が次々と殺されたり、空き家やゴミ捨て場でボヤ騒さわぎが起きるとでも？　常に？　事件の前に一〇〇％の精度で？？？」

「現に『女帝』の姉あね村むらは人と話す際、頻ひん繁ぱんに腕を組むような仕草を繰くり返していた。あれは手品師や占い師がコールドリーディングに利用している、心理的防御の姿勢だろう。騒ぎを起こした『均等』の魚うお沢さわも実名系ＳＮＳでの発言で少々ブレーキが壊こわれているようだったので、気にはしていた。きめ細かな観察とケアを怠らなければこの状況は乗り越えられる」

「トラブルを起こしたもう一人……『塔』の前まえ園ぞのさんはどうなんですか。兆候は正確に摑つかめていましたか？」

「……、」

「ちなみに、臼うす田た学まなぶのサインは見過ごされました。その結果があの事件です。たったの一人さえ困難なんだ！　七八人ものメンバーを本当に常時チェックできるとお考えなんですか？　この状況で!!　そもそも、いくらあなた達たちでも、彼女達の学校生活までは踏ふみ込めないでしょう!?　管理体制には元から穴がある事は分かっているはずだ!!」

　しばらく、板いた野のさんは黙だまっていた。

　当事者でありながら事情を知らない『女帝』の姉村楓かえでちゃんが、怪け訝げんな顔をしている。

　やがて。

　芸能事務所の女社長は、重たい息を吐くとこう答えた。

「できん」

「アンタ!!」

「できんと言ったんだ、やらないとは言っておらん。私は警察からの要よう請せいを拒否した訳ではない。罪には問われんはずだ」

　パチン、と刑事さんは指を鳴らした。

「聞いたな推理マニア」

「え？　まあ一応」

「姉村さんも証人だ。今の、板野さんの言葉は忘れないでください」

「何が言いたい？　私が何を言ったと」

『女帝』のアイドルちゃんじゃなくて、女社長の方が喰くらいついてきた。

　刑事さんは人の悪い笑みと共に答える。

「協力したいが協力できない。あなたは公式にそう発言したんだ。つまり、俺達が『パッケージ』の解除方法を見つけてしまえば、あなたは率先して協力する事になる。拒む理由がなくなる。そういう事ですね？」

「……っ」

　板いた野の涼りようさんはわずかに声を詰まらせた後、

「そんな方法があれば。ただ、試してみれば分かるだろうよ。油取りの人間管理『パッケージ』は、解除のしようがないって」

　この『パッケージ』の胆きもは、心の適性に拘かかわらずどんな相手にも均等に心理的暴力を刻み付けるよう、見えない敵を生み出す仕組み作り。

　油取りは誰だれも見た事がないのに、昨日はあの村で見た、一昨日は向こうの村で、という噂うわさ話ばなしが蔓まん延えんするだけで、魔ま女じよ狩がりみたいな集団パニックを引き起こす妖怪。

　それを記号化したのが……、

「刑事さん。少なくとも五階のダンスフロアに『痕跡』がある。Ｌ字のテープを四つ組み合わせて、四角いフィールドを区切ったような『空虚な檻おり』が。ただ、テープは剝がしてあって、ベタベタする『痕跡』しかなかったけど」

「真上を見ろよ推理マニア。天井にも何か小さな穴がある。まるで何か、金属のフックでも突き刺してあったみたいな『痕跡』だ。人間の手足を縛しばって天井から吊つるし上げるのに使うみたいなヤツだ。部屋の隅には電気の延長ケーブルも束ねてある」

　でも、現実には何もない。

　この芸能事務所にあるのは、あくまでも『痕跡』だけ。

　ありもしないものを映し出す『痕跡』。それが油取りの『パッケージ』を形作るピース。すでにモノ自体は撤てつ去きよされている以上、『痕跡』をいくら消そうとしたってピースはなくならない。

　何な故ぜなら。

『ない』状態が正しいのだから。

　かつて起きた陰惨な過去は消せないように、すでに撤去されてしまった部品は、今この段階からどう手を尽くしても破は壊かいできない。『かつてここにあった事実』そのものを消すには、タイムマシンでも持ってくるしかない。

　だから、誰にも破壊できない。

　分かっているのに壊こわせない、絶対的な強度を持った『パッケージ』。

　だけど……。

「刑事さん、必要なものは分かってる？」

「ダクトテープ、金属製フック、その他色々。とりあえず日曜大工に必要な道具一式」

「何を……？」

　疑問を口にしかけた女社長の板野さんに、突き付けるように刑事さんは言う。

「『ない』状態が正しい。かつてあったと匂わせる『痕跡』自体がピース。だったら、その均きん衡こうを崩せば良い。『痕跡』を消す方法は、何も破壊行為だけとは限らない」

「……まさか」

「ダクトテープが貼ってあった床には、重ねるようにテープを貼り直せば良い。金属フックが刺してあった天井には、金属フックをもう一度突き刺せば良い。『痕跡』ができる前の状態に戻してしまえば、『痕跡』は消える。『過去あった装置』をもう一度浮き彫りにした上で、俺達たちの手で破は壊かいする。それであなたの『パッケージ』は崩壊し、油取りからの力や特性の供給は止まってしまう!!」

　さぁ……と、目に見えて分かるほど、板いた野の涼りようさんの顔色が変わった。

　でも遅い。

「拒めないはずだ。やらないのではなく、できない。そう言ったのはあなた自身なんだから!!」







　目に見えて分かる変化があった訳じゃない。

　景色の色が丸ごと変わった訳じゃない。

　だけど、

「……、あれ？」

『女帝』の姉あね村むら楓かえでちゃんが、きょとんとした顔で自分の両手に目を落としていた。自分でも、自分の身に何が起きたか分かっていないのかもしれない。もちろん、それは、当事者以外の私達が外から見たって理解できるものでもないけど。

「刑事さん、これで一件落着だと思う？」

「そう簡単に行けば良いがな。『大きな犯罪組織』の方は謎なぞが残る。『タロットガールズ22』側の『パッケージ』を停止したって、すでに競合状態でファイル破損が起きたみたいな人間が『大きな犯罪組織』側にいたら、臼うす田た学まなぶみたいな暴走が出てこないとも限らない」

　ま、その辺はやっぱりきちんと証明しないといけないよね。

　私達は改めて、女社長の板野涼さんに向き直る。

　自分で組み上げた『パッケージ』の破壊を目の当たりにして、王国の瓦解でも思い浮かべたのか。やや放心状態に近い感じの彼女に、声を掛ける。

「協力してくれませんか。何か、『大きな犯罪組織』について心当たりは？　そもそも、彼らが何を探るために『タロットガールズ22』へ使い捨ての兵隊を送り込んでいるのか……。ただのスキャンダルネタとは違うと思うんですが」

「元々……私が油取りを組み込んだ『苦輪方式』について知ったのは、ハチテレビの企画に協力したからだ。堅過ぎるドキュメンタリーでは注目を集められんとして、アナウンサーとしてうちのメンバーを使おうとしたんだ」

「……それが？」

「実は当時、事務所にいくつか脅迫メールが届いていた。番組作りに協力するな、と。調べてみたら出会い系のサクラなんかが使っているアドレスだった。『大きな犯罪組織』とも繫つながっている。屈する事なく番組作りを続けたが、結局放映されなかったところを見ると、他にも圧力がかかったのかもしれん」

　つまり、と前置きした上で、

「ドキュメンタリーで扱った事件自体、『大きな犯罪組織』が借金地獄の駒こまを使って行った、ある種の人心掌握実験だったのかもしれん。だとすれば、私達たちと彼らは全く同じ妖怪の個体を利用した管理システムを使っている事になる。……競合だって起こる訳だ」




　　　　10（3rd person）




『大きな犯罪組織』とかち合うため、組織犯罪を専門に取り扱う外そと堀ぼり岳がく刑事に相談すると、『じゃあ明日集合な』とあっさり言われた。事情は分からないが、最適なタイミングというものがあるらしい。

　翌朝、内うち幕まく隼はやぶさは電車で新しん宿じゆくへ向かった。途中で『大きな犯罪組織』を専門に取り扱う外堀岳刑事と合流し、平日でもごった返す道を歩く。

「どうやって切り込む訳？」

「大義名分を作りゃ良い」

　歌か舞ぶ伎き町ちようの、積木みたいに小さな雑居ビルが詰め込まれた一角。道路の幅を無視するように、黒塗りの高級車が停とめてあった。当然ながら、いちいち注意する輩やからなどいない。

　外堀は笑顔で手を振りながら近づいていく。

「やっほー。警察だぜ」

「……何なんすか？　ミカジメ料とか分かりやすいの求めちゃいませんよ」

　運転手なのか用心棒なのか、髪を短く切った若者が一歩前へ出る。

　外堀は無視して、車内を覗のぞき込もうとする。

「偉そうなヤツが乗ってるんじゃないのー？　Ｇ５５０クラスっしょ、二〇〇〇万はするじゃーん」

「おい、ドア摑つかむなよ！　家宅捜索と同じだ、令状持ってこい!!」

「ところでここ、駐ちゆう禁きんってのは分かってる？」

「だったら……」

「隙だらけだよ馬鹿野郎」

　外堀岳は笑顔のままだった。




　ボゴン!!　と。

　直後に、バンパーがくの字に折れるほどの力で、外堀は高級車を思い切り蹴け飛とばす。




「ばっ、てめ……何してくれてん……ヴァゴガッッッ!!‌!?‌??」

　突然の凶行に、思わず摑つかみかかろうとした若者の首を、外そと堀ぼりは逆に片手で摑む。

　吊つり上げる。

「よおチンピラ、知ってるか？　例えば下り坂に車を停とめてよ、買い物するためにちょっと車を離はなれた途端に、サイドブレーキの効きが甘かったのか車がずるずる坂を下って人を轢ひいたら、やーっぱ持ち主の責任が問われるんだわ」

「がっ……おっ……？」

「ここ駐ちゆう禁きんだよな？　そんで俺はテメェの停めた車のせいで脚に怪我を負っちまった。〇対一〇でこりゃテメェの責任だ。警察が絡むべき、立派な事件が起きちまったよなあ!?」

　言うだけ言うと、外堀は若者をボンネットの上へ放り捨てた。高級車の象徴とも言うべきエンブレムを尻で折ってしまい、彼は泣き出す寸前の子供のように取り乱している。

　と、後部ドアにあるスモーク仕様のガラスが静かに下りた。

　中年の男が、困ったように眉をひそめていた。

「……意地悪するのはその辺にしちゃくれねえかな？　先月入ったばかりのド新人なんだ。あしらい方だって詳しくない」

「なんかヤバい物でも積んでる？」

「足がつくような事しませんよ、長生きするコツだ。あの馬鹿も下手に凄すごんでねえで、サラリとかわしゃ良かったのに」

　高級車のドアが開いた。

　外堀岳がくと内うち幕まく隼はやぶさは中に潜もぐり込む。普通の車と違って、外周に沿うようにロの字に椅子が配置されていた。運転席と後部座席も、完全にガラスで仕切られている。

　外堀は躊ちゆう躇ちよなく拳銃を取り出すと、銃口で運転手の頭の辺りをガラス越しにコツコツと叩たたきながら、

「一ミリでも車が動いたら誘拐とみなして頭をぶち抜く。良く伝えておけ」

「おたくのルールは染みついていますよ。お話っていうのは？」

「臼うす田た学まなぶ」

　口を開いたのは、内幕の方だった。

「焼身自殺した音おん響きようスタッフだ。そちらの『系列店』のおかげで借金漬け。アンタ達たちは臼田に『タロットガールズ22』の周りを洗うよう命令していた。……でも実際は、スキャンダルネタが欲しかった訳じゃなかったんだな。業界トップを狙うのは目立ち過ぎる、って話も聞いているし」

「それで？」

「『苦輪方式』。油取りっていう妖怪を使った、人間管理『パッケージ』。これを調べて潰つぶすのがアンタ達の狙いだった」

「何の事だか分かりません」

「腹の探り合いをしている場合じゃないぞ」

　内うち幕まくはゆっくりと息を吐いて、

「……『タロットガールズ22』は、メンバーを管理するために『苦輪方式』を利用していた。でも、アンタ達たちは？　借金漬けにした哀れな顧こ客きやくを操るため？　違うね、その程度だったら『パッケージ』なんて使う必要がない。借金を盾にするだけで十分だったんだ。……だとしたら、アンタ達はどこで『苦輪方式』を使っているんだ？」

「ま、答えは簡単に出るわな」

　外そと堀ぼりはニヤニヤと笑いながら、

「暴排関係の新制度に抗あらがうため、テメェらはいろんな国のギャングやマフィアと繫つながって国際ネットを築き上げた。中国、コロンビア、イタリア、アフリカ、東欧……。勢力は拡大し、『一国の』警察が手を出すのも難しくなってきたが、今度は同じ巨大組織内で潰つぶし合いが勃発しかねない。何しろ国も文化も違う五つの大陸七つの海が結集してんだ。いつ何時どんな原因でいざこざが発生するか分かったもんじゃねえ」

「……統一ルールで犯罪組織を束ねるための、人間管理『パッケージ』」

　内幕は、勝てると確信した上でゆっくりとカードを提示するように言う。

　当然、相手の顔色を窺うかがうために。

「でもそれは、本当に諸外国のメンバーは承知の上だったのかな？　ＹＯＵＫＡＩなんて、日本語以外に訳しようがない存在を利用した『パッケージ』を理解してくれるのか。……もしも、海外勢には何も伝えず、日本支部の安楽会系が勝手に始めた事だとすれば問題だ。主導権を奪うために起こしたクーデターなんていう風に捉えられたら、アンタ達が一番恐れる内部抗争が始まってしまう」

「……、」

　中年男性は、黙だまっていた。

　イエスともノーとも言わない幹部の男に、内幕は静かに言う。

「だとすると、『タロットガールズ22』は目の上のたんこぶだ。できるだけ静かに水面下で事を進めたいのに、アイドルと『大きな犯罪組織』の構成員が接近すると競合・暴走が起こる。相手が一般人なら殺して山にでも埋めれば良いが、業界トップのアイドルグループ相手じゃ目立ち過ぎる。……だから、アンタ達は危険を承知で、『タロットガールズ22』の奥深くを調べようとした。競合を起こすアイドル側の人間管理『パッケージ』を破は壊かいして、再び水面下に潜もぐるためにな」

　実際には、『タロットガールズ22』側の人間管理『パッケージ』は破壊してある。が、その影えい響きようが本当に一いつ瞬しゆんで全て抜け切れたかどうかは、検証ができていない。数日、数週間の時間がかかるかもしれない。『大きな犯罪組織』側の『パッケージ』だって、競合の悪影響が残ったまま運用している場合、予期せぬ暴走を生み出すリスクはやはり残ってしまう。

「何にしても、時間はなさそうだな」

　外そと堀ぼりは肩をすくめて、

「問題が露ろ見けんすれば、日本支部のテメェだって困るだろ。国際色豊かな拷問や処刑は受けたくないだろうし。俺達たちだって、平和の国で戦争なんてやってほしくないのよ。公務員の給与に撃げき破はボーナスはないし、海外勢はロケットランチャーだろうが装甲車だろうが平気で使ってくるからな。民間人を犠ぎ牲せいにしたくねえ」

「……協力しろ、と？」

「今すぐそっちの『パッケージ』を停止しろ。後は、『タロットガールズ22』に触れられそうな位置にいる多重債務者のブラックリストも渡すんだ。彼女達はもうすぐ豊とよ洲す野外音楽堂でライブを開くらしい。そんな中でメンバーが死んだり発狂したりしたら、アンタ達だって破滅だぞ」

　重たい息があった。

　中年男性は、傍らに置いてあったクリップボードを内うち幕まくの方へと放り投げる。







　二人の刑事が高級車から降りていった、直後の出来事だった。

「……迅速な判断です」

　するりと、車内に新たな声が滑り込んだ。線の細い青年が腰掛けていた。刑事達は最初から最後まで同席していた事に気づかなかった上、事情を知っている幹部の男でさえ、ついさっきまでその存在を忘れてしまっていた。

　日本支部、安楽会系で雇っている占い師。

　今回の『パッケージ』を組み上げた張本人である。

　幹部の男は忌々しそうな口調で、

「貴様のやり方ではらちが明かん。構成員は上から下まで、自動的に『パッケージ』に染まってしまうから、大なり小なり競合の危険が出る。元々、『タロットガールズ22』の内部へ安全に潜もぐり込む事などできなかったのだ」

「面目次第もございません」

「いや……貴様に当たっても仕方がなかった。油取りの『パッケージ』に手を加えるのも専門家の『助言』がなくてはな。今後もよろしく頼なのむよ、センセイ」

[image: ]
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「刑事さん、何か出た？」

「この馬鹿っ、何でこんな危ない繁はん華か街がいに水着同然の格好で突っ立っているんだ!?　まあそれは後だ。おい外そと堀ぼり、こいつコピーして各部署へ回せ！　とにかく全員に電話をかけて所在を確認するんだ!!」

　何やら手にしている書類を一枚一枚携帯電話のカメラで撮さつ影えいしながら、刑事さんは何か叫んでいる。あの高級車の中で進展があったみたい。

　覗のぞき込んだ私は、そこで指を差した。

「見て刑事さん。このリストの、ここ。これって前にハチテレビで見た、ＡＤの人だよね。明あか石し蜜みつちゃん」

「ああ!?　だって、こりゃ、『大きな犯罪組織』が関わる消費者金きん融ゆうの多重債務者リストだぞ!?」

「ははっはあ」

　横から、筋肉装甲って感じのおじさんが口を挟んでくる。

「テレビ業界がそんなに華やかに見えたかよ、内うち幕まくちゃん？　儲もうけるヤツの所にゃいくらでも大金が転がり込んでくるが、そこに辿たどり着くまでが大変なんだ。駄目なヤツはいつまで経たってもバイト並の薄はつ給きゆうだぜ。しかも豪華な業界ルールやイベントに付き合わなくっちゃならねえから、街金の世話になるヤツだって珍しくねえ」

「だったら、彼らの駒こまにされていた可能性が出てきた訳だよね。しかも『パッケージ』の競合のせいで、操り人形の糸が切れちゃった状態で」

「……明あか石し蜜みつ。あのＡＤ、話していると時折親指の爪を嚙かんでいたよな」

「幼児退行は防御の姿勢でもあるね。『女帝』の姉あね村むら楓かえでちゃんが気まずくなった時に腕を組むのと同じ。つまり、似たようなプレッシャーで押し潰つぶされそうになっていたって事かも」

「競合の影えい響きようを受けている……？　くそ!!」

　刑事さんは慌てたように携帯電話を操作し、リストにある電話番号に掛ける。

　しかし、一〇秒ほどで舌打ちした。

「サッパリ出ない!!」

「刑事さん、『タロットガールズ22』は今日から三日間、都内の豊とよ洲す野外音楽堂でライブだよ。ハチテレビは後援って事になってる。つまりテレビ局が入ってる！　明石ちゃんの担当やスケジュールは!?」

「俺に聞かれても!!　……いや、待てよ」

　そこで、刑事さんはもう一度携帯電話を操作した。

　画面をチラリと見ると、阿あ刀とう美み濃の里りと表示されていた。

『蜜ちゃんの居場所？　おいおい、ひょっとして若い子狙いになったのか。お姉さんは哀しいよ、この歳で姥うば捨すての気分を味わうなんて』

「何だどうした馬鹿なのは分かったから緊きん急きゆう時じだって理解してくれ!!」

『今日は朝っぱらから豊洲のライブ会場にいるはずだ。撮さつ影えいチームっていうか、ほとんど観かん客きやく誘導の警備員と似たような扱いだがね』

　通話を切るなり、刑事さんは腕を大きく振ってタクシーを呼び止める。

　柔道部主将です！　って感じのおじさんは面食らったように、

「俺はどうすんだ!?」

「ブラックリストの所在確認！　明石蜜が一番怪しいけど、他にも同時多発的に動き出すヤツがいるかもしれない。可能性を潰してくれ!!」

　どさくさに紛れて私はタクシーの後部座席に乗り込む事にした。

「何をしている推理マニア!?」

「さっさと席詰めないと膝ひざの上に座るよ？」

　タクシーで一路野外音楽堂へ。

　さてさて。

「……例のＡＤは会場の一番奥を自由に出入りできるんでしょ。今から駆け付けて間に合うかなあ」

「事件が起きていたらタクシーのラジオが臨時ニュースで埋まってるよ。そしてもう一つ。もしもこの状況で『タロットガールズ22』のメンバーが殺されたら、あっちこっちのギャングやマフィアが日本全国で戦争を起こすかもしれないぞ」
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　そして結果は拍子抜けだった。

　刑事さんは警察手帳を振りかざして強引にスタッフ用の出入口から施設内に入ったんだけど、現場は吞のん気きなものだった。事件らしいものは何も起きていない。人員整理のバイトちゃんからは、『こいつサインをもらうために公権力振りかざしてるんじゃないだろうな』って目で睨にらまれているし。

　ライブは朝、昼、夕の三部構成みたいで、今はちょうど休きゆう憩けい時間のようだった。

「明あか石し蜜みつは……？」

　通路で、あちこちを見回しながら刑事さんは言う。

「ハチテレビのＡＤに明石蜜という人がいるはずです。どこにいるか知りませんか!?」

　首にタオルを巻いて暑そうにしているスタッフ達たちは、揃そろって首を横に振っていた。

　見ていない、という単純な意味だけでなく……、

「あいつ、連絡つかないんだよ。普段は無断欠勤なんて絶対にしないのにな。こんなデカいイベントの時だけ寝坊するなんて、ホントついてないよ」

「……、」

『異変』は起きていない訳じゃない。『異変』が起きているから、明石蜜ちゃんはここにいないんだ。

　人間管理『パッケージ』の競合が、どういう形で暴走を招くのかがハッキリとしないのが難しいところなんだよね。『タロットガールズ22』を殺そうとするかもしれないし、一人でひっそりと自殺するかもしれない。後者だった場合、彼女はもう生きていない可能性もある。

　ところが、刑事さんの携帯電話へ予想外の電話が掛かってきた。

　さっきのムキムキおじさんからみたい。

『おいヤベえぞ内うち幕まく、今すぐそこから逃げろ!!』

「あん？」

『明石蜜のマンションも調べてみた。もぬけの殻だったが、周辺店舗の防犯カメラに映っていやがった。ガソリンスタンドで給油中だったタンクローリーを盗んでやがる!!　中身は金属メッキに使われていた廃液、つまり高こう濃のう度どのシアン化合物だ。青酸カリのお仲間って言えば分かりやすいか？　仮に事故って車体が炎上した場合、猛毒の蒸気が周囲一帯へばら撒まかれちまうぞ!!　軽く吸い込んだだけで人が死ぬ煙が、何百メートルと席せつ巻けんしちまう!!』

「……マジか。どこ走っているか分かるか!?」

『カーナビのＧＰＳは生きてる。思いっきり豊とよ洲すの野外音楽堂行きだ！　このままじゃ安全運転でも一〇分かからねえぞ!!』

　あちゃあ……。

　明あか石し蜜みつちゃんの追い詰められ方はとことん攻こう撃げき的てきだったみたいだね。刃物を振り回しても一人二人しか殺せないっていうんで、メンバー全員をまとめて始末するために猛毒積んだタンクローリーを突撃させようとか……。

　念のために尋ねてみる。

「今から避ひ難なんできると思う？」

「昼の部が間もなく始まる。五万人は入っているんだ、もたもた誘導している間に突っ込まれる！　ドームと違って野外音楽堂は密閉されていないし、バリケードなんか使って途中で強引に食い止めたって、猛毒の煙が風に乗ったら全滅してしまう!!」

　私に向かって大声で答えた後、刑事さんは再び携帯電話に集中する。

「おい外そと堀ぼり、ここから最寄の交番は？　それかパトカーの配置！　どうせダフ屋警戒するためにその辺走ってるんだろ!!」

『あ、ああ？　そっからだと、私鉄の駅の方に常じよう駐ちゆうしてるんじゃねえの？　そこだけ交番がねえから胡う散さん臭くさい連中が集まるんだ』

「例のＧＰＳ信号、この携帯の地図に映るように手配してくれ。頼たのんだぞ！」

『おいちょっと待て、何する気だ!?』

「できる事をやるしかないだろ」

　通話を切るなり、刑事さんは舌打ちして、それから通路の壁かべを思い切り蹴け飛とばした。

　先ほどからの騒さわぎを聞きつけたのか、通路の角の方からいくつかの顔がこちらを見ていた。『タロットガールズ22』のメンバー。舞ぶ台たい衣装をまとった『恋人』『皇帝』『吊つるされた男』などの少女達たちの中に、『女帝』の姉あね村むら楓かえでちゃんも混じっているのが分かる。

　人間、どこで最後の覚悟を決めるかなんてのは、結構些さ細さいなものだ。

　刑事さんは前髪を片手で搔かき毟むしると、やがて姉村楓ちゃんにこう言った。

「何とかします。だから、あなた達も『数字』とか『怪物』とかに負けないでください。あなた達が作っているものには、きっと命を懸かけるくらいの価値がある。そう思っている人達が、ここにはたくさん集まっているんですから」

　言うだけ言うと、刑事さんは私も置いてどこかへと走って行った。

　首にタオルを巻いたスタッフの一人が、やや呆ぼう然ぜんとしたように言う。

「パトカーの場所調べてたよな……。まさか、自分だけ逃げるつもりじゃ」

　ゴン!!　という音が炸さく裂れつした。

　それを耳にしてから、私は自分の手がスタッフの首を摑つかんでいて、壁に背中を叩たたき付けている事に後から気づいた。

「……何にも分かってないようだから教えてあげようか？」

　でも構わない。

　いろんな事件に遭遇するけど、こういう何にも考えていないヤツが、努力もせずにのほほんと突っ立っているだけで最後まで生き残るのって、どうにも我慢がならないんだよね。

「刑事さんがパトカーの場所を調べていたのは、向かってくるタンクローリーに体当たりしてでも止めようとしているからだよ、この馬鹿野郎!!」
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　内うち幕まく隼はやぶさは野外音楽堂の敷しき地ちを飛び出すと、歩道橋の階段を駆け下りて、歩道沿いに停とめてあったパトカーの運転席へ乗り込んだ。路上でダフ屋の警戒をしていた制服警官達たちが慌てたような声を出すが、無視して車を発進させる。

　法令も気にせず、片手で携帯電話を操作する。

「どうした外そと堀ぼり！　タンクローリーの情報は!?」

『マジかくそ……。それ教えたら、俺はほとんど警官殺しと変わんねえぞ!?　そもそも小型の４ドアでタンクローリー止めるなんて無茶過ぎるだろ!!』

「分かってるはずだぞ。連結部に横から突っ込めば運うん搬ぱん車両と後部タンクを切り離はなせる。タンクは映画と違って銃で撃うった程度じゃ壊こわれないくらい頑丈だ。炎の中に包まれて、内圧が膨ぼう張ちようしない限り破裂の心配はない。そして後部タンクは引きずっているだけだ。ガソリンエンジンのある運搬車両と分ぶん離りしてしまえば、最悪の事態だけは避さけられる!!」

『お前はどうするんだ、お前は!?』

「ここでやらなきゃ五万人が巻き添えだ。バリケードなんかで正面衝しよう突とつさせても、途中の道にいる人達が犠ぎ牲せいになる。奇き麗れいに終わらせるためには、交差点で真横から直角に突っ込む必要があるんだ！　そのためには相手の位置情報がいる。協力するのかしないのか!?」

『ちくしょうが!!』

　叫び声と共に、地図サービスから簡易メッセージが表示された。通話を切って画面に地図を表示させると、新しい光点が追加されている。

　豊とよ洲す近辺は複数の埋立地をいくつかの橋で繫つなげる構成になっている。網の目のように大小無数の道路が交差する新しん宿じゆくや渋しぶ谷やに比べればタンクローリーの行動予測もやりやすい。

「使えそうな交差点は、ここと、ここと、ここ。外堀、これからタンクローリーに突っ込んで食い止める。事故の二次被害なんぞで民間人を死なせたくない。会場の周りには制服警官が増員されているだろ」

『俺にどうしろってんだ』

「爆ばく破は予告があったでも何でも良い。警官を動かして、交差点から今すぐ歩行者を避ひ難なんさせろ。今すぐにだ!!」







　実を言うと、『女帝』の姉あね村むら楓かえでは歌も踊りも、人に注目されるのも好きではなかった。

　人より発育が良かった、というか、早かった彼女は、体育の時間に向けられる男子からの目線が怖くなり、今の引っ込み思案な性格が醸じよう成せいされてしまった、という経けい緯いもある。

　苦手を克服したかったのだ。

　自分が嫌だと思ったものに、自分の形が作られていく事に恐怖したのである。

　だから自分が自然と流れていく方向から、真逆の方向へと敢あえて舵かじを切った。それがたまたま成功した。歌や踊りの楽しさも少しずつ体に染み込んでいったけど、あの背広の刑事が言うような、『元々の適性に沿った第一希望の夢』を邁まい進しんしていた訳ではなかった。

　でも。

　そもそも、自分は何をしたかったんだろう。

　苦手を克服した後に、一体どんな輪に入りたかったんだろう。

　そこまで考えて、姉村楓はわずかに笑った。

　考えていなかった。

　結局、それが彼女の答えだった。自慢にできるものも、守りたいものも、何も見つからない。であっても、構わない。そんな自分が『数字』だの『怪物』だのに追われる事を怯おびえるのなんて馬鹿馬鹿しい。

　抜きたければさっさと追い抜け。

　それでも私は自分を変えられると信じたものを貫いていく。

　ここに集まった全ての人が、その正しさを証明してくれる。五万人なんて『数字』は必要ない。一人でも求めてくれる人が集まってくれるのなら、それで証明は完了する。

「あ、あのう。どうするんですか？　今から避ひ難なんは無理なんて話でしたけど、でも、あの子達たちだけでも逃がす事はできるんじゃあ……」

　大人達が何か話していた。

　力を持って、割り込むように、彼女は言う。

「いいえ、やりましょう。ここでパニックが起きたら、それだけで死人が出るかもしれません。私達だって、ここまで来てくれた人達のために命を懸かけるべきです」

　はっきりと告げた姉村楓には、もう前しか見えない。

　静かに彼女はこう思う。

　さあ行こう。私達にだけ開かれた戦場へ。







　タンクローリーまでは、思ったよりも近い。

　信号も標識も無視して派手にＵターンすると、あちこちからクラクションが炸さく裂れつする。

　仕掛ける交差点までは五〇〇メートル。残りは三〇秒もない。

　内うち幕まくは重たい息を吐きながらも、さらにアクセルペダルを踏ふみ込む。

　その時だった。

「刑事さん☆」

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　ルームミラーに映る少女の顔を見て、内幕隼はやぶさは思わず本気で絶叫した。全速力のパトカーが意味もなく蛇行する。

「なっ、ば……この局面で何を……!?」

「いやあ、今回ばっかりはすげー疲れたよ。刑事さん、まだ生きている人間の命が関わるとマジで猪ちよ突とつ猛もう進しんになっちゃうんだもん。私が乗り込まなかったらここで死ぬつもりだったでしょ？　怒らないから言ってごらん」

　にやにやと。こんな状態でなお笑える感性を持った推理マニアの菱ひし神がみ艶えん美びは、自分の命を盾に取るようにこう言った。

「さて刑事さん。アンタまさか未成年の女子中学生を自分のわがままに巻き込んで死なせたりしないよね？　ならどうする？　どうやって一般市民の命を守ってくれる？」

「……くそったれ!!」

　ガン!!　と内幕はハンドルを殴り付ける。

　意識を切り替える。







『スタートは平日だっていうのに、こんなに集まっていただきありがとうございます!!』

　舞ぶ台たいの上に立つ。

　左右に『愚者』と『宇宙』の少女を従え、彼女はマイクを片手に全力で叫ぶ。

　知らない人はこう思うかもしれない。『女帝』の姉あね村むら楓かえでにとって、ここは好意的な意見を持った人達たちだけを集めた安全地帯だ、と。しかし実際には、客というのは残酷なくらい素直で正直だ。

　一年後、三年後、五年後。

　今ここにいる人達が、同じように集まってくれるとは限らない。それは本当に些さ細さいな事で爆ばく発はつ的てきに増え、また些細な事で波が引くように去っていく。アイドルの寿命は本当に短い。デビューする時、真っ先に教えられた『真理』というヤツだ。

　だから、ここは一番の戦場。

　この三日間、いや朝昼夜の一回でも失敗すれば、致命的な流れを作りかねない戦場。

『実のところ、今日この日が来るまで色々悩みました。根も葉もない噂うわさにさらされ、形の見えない「数字」や「怪物」に追われて、何が楽しいのかを見失いかける事だってあった』

　そんな重要な局面で、姉あね村むら楓かえでは一度完かん璧ぺきに仮面を捨てる。

　その上で、もう一度笑顔を見せる。

　作るのではない。仮面の下にある顔でなければ見せられない表情を。

『だけど結局、私はこれを捨てられない。そんな未練が思い出させてくれる！　私はいやしく、浅ましく、みっともなく、それでもこの舞ぶ台たいが好きなんだって!!　だから誰だれにも譲ゆずりません。今日ここまで来てくれたファンの皆さん、こんな舞台を用意してくれたスタッフさん、そして舞台を守るために人知れず戦ってくれる人達たちのためにも!!』

　一曲目のイントロが会場内に響ひびき渡る。

　明確に照明が切り替わっていく中、彼女は最後にこう叫んだ。

『私は!!　絶対に退ひかない!!』







「どっちみち、今から方針は変えられない。チャンスは一度、外せば五万人が死ぬ！」

「それで？　だから未成年の一般市民に死ねって言える人じゃないよね？」

　舌打ちすると、内うち幕まくはシートベルトを外した。

「……リクライニングレバー。ただ言っておくがな、これだって生存は五分五分だぞ！　努力はするが、死んでも恨みっこはナシだ!!」

「はいはい。良い目になってきたじゃん。私はそういう刑事さんを愛してんの」

[image: ]

　最後の交差点が近づく。

　信号を無視してパトカーが突っ込んでいく。

　真横から巨大な影かげが進路を塞ぐ。

「見つけた！」

「向こうもびっくりしてるみたいだね」

　タンクローリーの運転席では、横合いを見てぎょっとした顔をする誰だれかがいた。これから五万人を殺そうとしている人間でも、こんな時はクラクションを鳴らすようだった。

　だが遅い。




　ガゴン!!‌!!‌!!　と。

　二人を乗せた最高速度のパトカーが、タンクローリーの連結部へ真横から衝しよう突とつする。




　小さくて可か愛わいいパトカーは、ほとんどタンクローリーの真下へ潜もぐり込むような形で、一いつ瞬しゆんの内にスクラップと化した。ガラスが砕け、金属のひしゃげる轟ごう音おんが周囲一帯へ炸さく裂れつしていく。

　冗談抜きに、車高が半分以下にまで押し潰つぶされる。

　一方のタンクローリーは、連結部を下から持ち上げられた上で、強い負荷をかけられた。ねじれるような格好で、太い破断の音が炸裂する。後部タンク部分がオモチャのようにゴロゴロと転がっていき、アスファルトと擦こすれてオレンジ色の火花を散らす。前部の運うん搬ぱん車両部分は、勢い良く信号の柱へと激突して動きを止めた。

　爆ばく発はつや毒ガスの発生はない。

　パラパラと細かいガラスが落ちる音だけが、いつまでも響ひびく。

　運転席も後部座席も何もなくなった、ぺしゃんこのパトカー。

　元の形も分からなくなっている後部のドアが、内側からガコンと音を立てた。誰かが蹴け飛とばしているような音だった。元から、事故の衝しよう撃げきでドアの金具は壊こわれていたのだろう。ぎい、と軋きしんだ音と共にドアは開く。

　後部座席の、足を置くスペースに、内うち幕まく隼はやぶさと菱ひし神がみ艶えん美びの二人は抱き合うような格好ですっぽりと収まっていた。

　衝突の直前で艶美がリクライニングレバーを引き、後ろへ転がってきた内幕の体を摑つかんで引っ張り込んだのだ。

「痛いてて……や、野外音楽堂は……？」

「無事に決まってんでしょ」

「……周りへの被害」

「派手にやらかしてるけど、人が死んでる感じはしないね。タンクの中身も無事」

「ていうかこれ、本当に出られるのか？」

「うふ、私はしばらくみっちり詰まっていても構わないのよ？」

「悪あく趣しゆ味みな冗談を言っている場合か……」

『タロットガールズ22』を中心とした、油取りの人間管理『パッケージ』は停止している。だが『大きな犯罪組織』の方はまだ確約がない。競合でどこまで情報の破損が広がっているかは不明だが、早急に『パッケージ』全体の停止を確認しなくては、次の事件が起こるリスクは消えない。




　　　　14（3rd person）




　全国放送のテレビではよほどの事が起きない限り臨時速報は流れない。インターネットのニュースサイトは情報が早いが、代わりに信しん憑ぴよう性せいに欠ける。

　その点、意外とラジオは即応性が高く信憑性も高い情報を取り扱うものだ。

　古いシステムがいつまでも生き残っている所以ゆえんである。

　路上で渋滞に巻き込まれている黒塗りの高級車の中で、真空管まで組み込んだ特注のオーディオセットから流れてくるアナウンサーの音声を聞いて、その中年男性はホッと胸を撫なで下ろした。

「何とか……最悪の事態だけは避さけられたか」

　彼ら安楽会系は、『大きな犯罪組織』の日本支部として活動する傍ら、秘ひ密みつ裡りに油取りを組み込んだ『パッケージ』を完成させていた。グローバル化が進んだ弊へい害がいとして、様々な国こく籍せきや文化、そして火種を抱えた構成員達たちを『一つの塊』にするための人間管理『パッケージ』。安楽会系の目的はあくまでも円滑な組織運営だったが、海外勢からは日本支部が組織全体の主導権を奪おうとしたクーデターだ、とみなされかねない状況だった。

　その存在を露ろ見けんさせる恐れがある、暴走した下っ端は、何としても押さえ込まなくてはならなかった。

　身内からは占い師と呼ばれる、線の細い青年。彼の動いているんだか動いていないんだか分からないほど細い唇の隙間から、声が滑り出す。

「まだ何も終わったとは言えないでしょう。犯人のＡＤ……明あか石し蜜みつは警察へ移送されます。精神鑑かん定ていも含めて精密な検査が行われるでしょう。その過程で、油取りを使った例の『パッケージ』の痕跡が出てしまえば、海外勢への『露見』のリスクは再浮上します」

「そ、そうだな」

　中年男性は小型冷蔵庫から赤のワインボトルを取り出しつつ、

「だが、リスクが分かっていれば排除も容た易やすい。移送途中で交通事故に見せかける方法はいくらでもある。明石蜜さえ排除してしまえば、『パッケージ』の事は闇やみに葬……」

「そして何より、私にとってはここからが始まりだ。競合のリスクもやっと消えたしな」

　……？　と、言葉を遮られた中年男性は眉をひそめようとした。

　そこで気づく。

　その眉が、動かない。体が、わずかな変動すらも許さない。赤のワインボトルを摑つかんだ不自然な姿勢のまま、瞬まばたきもできない眼球を必死に動かそうとするも、やはり体が命令を受け付けない。みるみる内に眼球が乾いた痛みを発する。

「な、にを……した……？」

　口は動く。

　それが、首しゆ謀ぼう者しやの手でもたらされた遊びである事に、中年男性は気づかない。

　いつの間にか、青年の手には薄うす型がたのタブレット端末があった。

「耄もう碌ろくでもしたんですか。『大きな犯罪組織』の構成員全てを管理・操作する人間管理『パッケージ』。こんなものを外部の手に委ねてアセンブルさせるとは。これではいくらでもバックドアを用意できる」

　手の届く範はん囲いに、少なくとも三丁は拳銃が隠れている。

　だが指先が動かない。

「……まさか……裏切っ……。目的は!?　他の組織か、それとも警察……」

「もう忘れたのか？」

　青年がタブレット端末で操っているのは、無料のホームページ作成サービスアプリだ。文章や写真画像などをレイアウトし、自由にネットニュースの記事を書き込めるものである。

　そう。

　彼らが使っていた『油取り』という妖怪は、明治時代、実際に新聞記事へ掲載された希け有うな妖怪だ。青年はそれを逆手に取って、架空の新聞記事を書き込んだ上で、誰だれにも閲えつ覧らんのできない『閉じたインターネット』の中で公開する事によって、妖怪をコントロールしていたのである。

「それくらい、あなたの日常は血にまみれているのかもな」

　吐き捨てるように言う占い師の口調は、変わっていた。

　片手で軽く前髪をかき上げると、その表情は静かな憎悪で埋まっていた。

「昔々、子供の殺し屋がいた。そういう風に改造され、望まぬ運命を背負わされた子供が。そんな子供を本気で助けようとした、昔むかし気質かたぎの、一人の刑事がいた。……彼がどうして死んだのか、本当にもう忘れたのか？」

「……っ……」

　多くの人は知らない。

　その昔気質の精神は、あるいは外そと堀ぼり岳がくという警察官へと受け継がれ、あるいは占い師と呼ばれる男の引き金となった事を。もはやバーでの思い出話でしか語られなくなった死人にも人生があり、その人生は他の人間の生き方をも左右させた事を。

　誰だれかにとって、それほど大事な命が、無残に奪われたという過去を。

　幼い手で。殺し屋である事を強要された、泣きじゃくる子供の手によって。

「この時を待っていたよ」

　青年は、かつて子供だった誰かは、うっすらと笑って言う。

「銃を握って暗殺に走っても、一人二人を殺すのが関の山だろう。殺しを仕込んだお前達たちに、手の内を読まれるのがオチだ。また、仮に手近な日本支部である安楽会系を潰つぶせたとしても、そんなのはグローバルに広がる犯罪ネットの足の一本に過ぎない。だから、全てを掌握して破滅させる、この一いつ瞬しゆんを待っていた。ずっとずっと、本当に長い間」

「う、ら……ない師ィィィいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい!!」

　叫ぶ。

　叫ぶ、叫ぶ。

　だがすでに状況は詰んでいる。

　もう、ここからは、何一つひっくり返らない。

「たった今、操作したよ。世界中の構成員に、警察へ出頭して今までの悪行を聞かれた通りに正しく答えろ、と。競合の誤作動に救われる者もいないだろう。お前達には、死ぬ事すら許さない。自らの帝国が自らの手で崩れていく光景を、特等席で眺めていくと良い」

　中年男性の手の中から、ワインボトルが滑り落ちた。

　床に落ちて砕けた瓶から、真っ赤な液体がどこまでも飛び散っていく。







　その若者は、黒塗りの高級車のドアを開けて、ゆっくりと降りた。

　渋滞はまだまだ解消される様子はない。

　多くの車の列の隙間を縫ぬって歩く彼に、声を掛ける者がいた。

　タクシーの運転手だ。

「何だ何だ。やっぱ歩いて進んだ方が早いかね」

「ええ。少しずつでも、自分の足で前へ進んだ方が良いかもしれません」

「こっちは後ろに客乗せてんのによ。メーターが時間経過で上がっていくのが不ふ憫びんでならねえ。やっぱここらで降ろす相談するべきかな」

「かもしれません。この渋滞、何かの事故みたいですからね。簡単には解消しませんよ」

「うっそ、マジで？」

「ええ。大きな交差点で、パトカーとタンクローリーがぶつかったみたいで。何にしても、死者が出なかったのは良かったです」

　本当に。

　心の底から羨ましそうに呟つぶやいて、占い師は雑ざつ踏とうへと去っていく。

　一つの復ふく讐しゆう。

　その結果だけを残して、静かに消える。













　　第三章　すねこすり／未来は誰だれにも予測不能







　　　　１（3rd person）




　のどかな田舎の無人駅だった。

　ホームには屋根なんてない。砂じや利り敷じきの線路には何本かのすすきが生えていて、涼やかな秋風に揺られている。空は突き抜けるように青く、たくさんのトンボが舞まっていた。

　長い間誰も使っていないベンチには、スーツを着た男が一人だけ、ぽつんと腰掛けていた。中年から初老に差しかかる年ねん齢れいの、それにしてはやけに屈強な男だ。

　列車は来ない。

　元々、一日に一〇本も往来のない寂れた駅だった。挙げ句に、廃線が決まってからもう半年以上も経たっていた。利用客は皆、使い勝手の悪いコミュニティバスを閉口しながら利用している。文句を言いながらも、手放そうと思えば手放せてしまう程度の利便性しか与えられなかった。だから時代の流れに押されて本当に『無人』になってしまった。そんな場所だ。

　男がそんな場所に好んで身を預けていたのは、風景を愛めでていたからだ。

　その手には良く冷えた缶ビールがあり、足元にはたくさんの氷と缶を詰めたバケツが転がっていた。

「よお」

　ふと、男は声を発した。

　誰からも忘れられたはずの廃駅に、もう一人。

　いつの間にか、タンクトップにホットパンツなんてイカれた露ろ出しゆつの女がやってきていた。

　菱ひし神がみ舞まい。

『狭い業界』の中では有名な名前の女だった。

「座りなよ」

　ビール片手に横目だけで舞を見やり、男はそう言った。

「ここからの眺めが最高なんだ。インテリビレッジなんてもんがテーマパークみたいにあっちこっちの田舎を再整備しちまったせいで、こういう本当に自然な日本の景色も随分と減ってしまった」

「いつもこんな事を？」

「いいや、ここ最近の話だ。人生ってヤツを思い返すきっかけがあってさ」

　男の言葉を聞きながら、菱神舞はその隣となりに腰を掛けた。

　ペンキの浮いた木製のベンチが、二人分の体重を受け止めて軋きしんだ音を立てる。

　男は大空を自由に舞まうトンボを見上げながら、静かに語りかけた。

「ガンだとさ。医者からは余命三ヶ月って言われたが、そこからもう二年も経たってる。いつくたばってもおかしくない。でもって、恐怖に駆られるのももう飽きた。明日にも死ぬかもしれないのなら、せめて悔いのない生き方をしよう。考えを改める事にした訳だ」

「……その結果が、この有り様か？」

　半ば呆あきれたように、舞まいは改めて周囲へ目をやった。

　そこはのどかな田舎の無人駅だった。砂じや利り敷じきの線路には何本かのすすきが秋風に揺られていて、空にはたくさんのトンボが自在に舞っていた。

　だけど、




　その印象を丸ごと覆くつがえすような、真っ赤な色彩が風景を埋め尽くしていた。

　この場で男が惨殺した肉塊の数は、ざっと見ても二〇人分を超えていた。




「宅地開発だとさ」

　缶ビールの飲み口へ唇をつけ、一口中身を含んでから、そっけない調子で男は呟つぶやいた。

「時代の流れってヤツか？　日本の田舎はインテリビレッジと合流するか、地方都市化を進めるかの二択を常に迫られる。本物ってもんが分かってねえヤツらが地上げの真ま似ね事ごとなんてつまらねえ仕事してやがったからよ。ちょっくら誘いをかけて殺しちまった」

　男の膝ひざの上には、何か細長いものが寝かせてあった。

　質素な鞘さやに収まった刀に見えるが、厳密には違う。竹を削って刀身のように見せかけた、いわゆる竹たけ光みつである。

　これが凶器だった。

　笹ささの葉や本のページが指を切るように、角度と速度さえ計算すれば竹光でも人は斬れる。剣の道を極めた男であれば、首も胴も自在に両断できる域に達している。鉄の刀と違いその身軽さから、一息あれば五太刀は浴びせるとの伝説まで持つ男にとって、相手方からの攻こう撃げきを受け止められない、という欠点もさして気にならないのだろう。

　おまけに、材料の竹は北海道を除く列島全域で簡単に手に入る。欠けたり折れたりしても小刀一本あれば容易に再入手は可能。遺体の傷口に竹の組織片が残る懸け念ねんがあるが、竹光は燃やせる。仕事のたびに凶器を燃やして新しく入手すれば、植物性ＤＮＡ検査で証拠を取られても困らない。明確な証拠があっても、照合するものがなければ意味がないのだ。

　この入手の容た易やすさは、非常線内や厳重監かん視し区域へ凶器を運び入れるのにも役立つ。そもそも竹光自体、検問や職務質問で見つかっても困るものではない。飛行機の中だってお構いなしだ。

　まさしく、プロの仕事道具というヤツだった。

「おいおい、本当は『殺す理由』なんてどうでも良いって自分で気づいてるんでしょ」

　舞まいは退屈そうな調子で、

「アンタは戦いの中でしか生きられない人種だ。まず戦いたくて、それから戦うに足る理由を求めて徘はい徊かいしてる。本当は、本物の風景もコンクリートの宅地開発も関係なかったのよ」

「……そこまで無邪気な訳でもないさ」

　中身の少なくなった缶を軽く揺すりながら、男は小さく笑う。

「俺はプロだ。請うけ負った仕事はどれもこれもクソだったが、振るった腕には矜きよう持じがある。耐えられないんだよ、病気が俺を殺すだなんて。静かな死には我慢がならない。プロなら戦いの中で、強敵の刃やいばによって倒れたい。派手に暴れていれば、いずれ誰だれかがやってくるとは思っていた。そんな事を何度も繰くり返してきて、何な故ぜかここまで生き残っちまった。俺みたいなおじさん世代だと女の殺し屋ってのはやや予想外だったが、これも時代の流れってヤツだろう」

「だけど、それでこれだけ殺しまくっていれば大したもんだよ。百鬼夜行のお偉方も頭を抱えていた。正規の依い頼らいであれば賞状とトロフィーを与えたいくらいだけど、手順を踏ふまなかったせいで処刑するしかないってね」

「ははっ。一つ言い忘れていたが、俺はプロであると同時に生涯フリーでやってきた事にも矜持を持ってる。頼たのまれたって受け取らんよ、そんなもん」

　男は一気に缶を呷あおった。

　そして缶を軽く振って飲み干したと確認すると、空き缶を片手で軽く握り潰つぶす。

「そんな訳で、お嬢じようちゃん。四〇回目だか五〇回目だかは忘れちまったが、何度でも同じ事を願ってやろう。……ここらでいっちょう、男の散り際を見納めてくれよ」

「良いよ」

　菱ひし神がみ舞は簡単に承しよう諾だくした。

　まるで子供が友達と週末にどこかへ遊びに行く約束でもするような気軽さで。

　プロとプロの、本物の殺し合いを。




「でも、もう終わってる」




　ベンチに腰掛けていた男の肩が、ぴくりと震ふるえた。

　気がつけば、彼はもう立ち上がるだけの力さえも失っていた。

　呆ぼう然ぜんとしたまま、男は唇だけを動かす。

「……いつ刺した？」

「多分、アンタが思っているよりはずっと早くに」

　舞は隣となりで座ったまま、簡単に肩をすくめた。

　男の首元、首と鎖さ骨こつの間から、垂直に。人差し指くらいの長さの針が、根元近くまで深々と刺さっていた。

「殺し針、か」

　男は小さく笑った。

「この一いつ瞬しゆんのために、どれくらいの手間をかけてきた？」

「依い頼らいを受けてからアンタの死体が転がっているビジョンを頭に浮かべるだけで、七二時間はかかった。恋なんて呼ぶほどの夢はないけど、憧しよう憬けいくらいはあるかもね」

　舞まいもまた、薄うすく笑っていた。

「普通は事故や自殺に見せかけた方が安全だから、あんまり特殊な武器は使わないんだけど、今回は先せん輩ぱいに敬意を表してみた。どう？」

「……大した腕だ。毒も麻酔も塗らずに、純粋に急所を突くだけで仕留める針なんて今じゃもう珍しい。しかも、急所ギリギリで先端を留とどめて、俺の筋肉が緊きん張ちようで強こわ張ばると針が押し出されるように調整まで施している。これではまるで活いけ造づくりだな」

　満足するように、男はベンチの背もたれに体重を預け、両目をゆっくりと閉じた。

　たっぷりと味わうような表情で、彼は言う。

「久しぶりに、本物を見た。ここまでされては満足するしかないだろうな」

「一つだけ尋ねたい」

　菱ひし神がみ舞はのどかな田舎の空を見上げながら、あくまでも適当な調子で言った。

「『狭い業界』の伝説とまで言われたアンタが、何でそこまで落ちぶれた？　その気になれば、ガンの恐怖くらい押さえ込めたんじゃないの」

「言っただろう。あんなのは所詮、ただのきっかけだ」

　男は目を瞑つむったまま、ゆっくりと答えた。

「俺達たちみたいな人種は、前だけ見て突っ走っていられる内は無敵だ。何だってできる。だけど、ふと後ろを振り返ってみたくなる一瞬ってのがある。そいつは誘惑だ。死神ってヤツの指先が背筋を撫なでているだけなんだ。俺だって、分かっていたさ。分かってはいたんだ」

「……それを、死病に後押しされた？」

「後ろを振り返って、自らが歩んできた道のりをこの目で見た。何をどれだけ積み重ねてきたのかも。……そこで見たものは、お前には言わないでおこう。俺は戦いの中で死にたい。敵と一緒に心中なんてのは御免被こうむるからな」

　それが、最期の言葉だった。

　空き缶を握り潰つぶしたままの男の腕が、だらりと下がる。

　ベンチに体重を預けたまま、頭だけを前へ倒す、うたた寝のような死にざまだった。

　伝説は終わった。

「……分かっているよ」

　一人残された舞は、ぽつりと呟つぶやいた。

「どうせ、何もなかったんでしょ。数々の死し闘とうを重ね、山のように功績を積み上げてきたと思ってきたのに、振り返ってみれば何も残っていなかった。でも、そこで絶望するのはやっぱりアンタの甘えだよ」

　あるいは、この男もそうだったのかもしれない。

　分かっている、分かっていると、心の中で繰くり返しながら生きてきたのかもしれない。

　本当に『その実感』を得るのが怖くて、分かっているふりをしていたのかもしれない。

「終わったよー」

　菱ひし神がみ舞まいは。

　無骨な衛星携帯電話を取り出し、どこかと連絡を取った。

　彼女は隣となりで眠るように死んだ男と、彼が撒まき散らした無数の死体を順番に見やって、

「正規のお仕事だから『掃除』はそっちに任せちゃっても良いんだよね？　うん、うん、私はほったらかしにしてそっちへ帰るよ。さっさと報酬欲しいし。……それにしても、こいつはちょーっと大変そうよ？」
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　すねこすり。

　はい、私の事です。小型犬に似た外見の妖怪。体長は三〇センチくらい。豆まめ柴しばに似ているかもしれませんね。人を死なせるような怖い特性は何もありません。古くから、旅人のすねに体をすりすり擦こすり付ける事で有名な妖怪だった訳なのです！　だから『すねこすり』と呼ばれているのですよ。

　見た目も性格も特性も、危険な所は何もないマスコット的な存在。

　でも、こう見えて私、泣く子も黙だまる百鬼夜行って裏社会の巨大組織に属していたりもするんです。

「はいはいどけどけ邪じや魔ま邪魔。給料泥棒の無駄飯喰ぐらいはせめて他の妖怪の邪魔はしないでよね。豆まめ狸だぬき界の女王と呼ばれたこのあたしの足を一ミリでも引っ張るとか何考えて生きてる訳？」

「むっ！」

　この、私より体長の小さな狸風情が……!!

「あなただって何もしていないではありませんか！　年がら年中煙管キセルを吸ってはぷかぷか煙を吐き出すだけ。大体どこのどの辺が女王ですって？　両足の間でぶらぶら揺れているものは一体何なんですか!?」

「馬鹿野郎そこに触れるんじゃないわよ!!　豆狸は玉袋を広げて変へん化げするんだから仕方がないでしょー!!　それにあたしの主任務は嬢じようちゃんの影かげ武む者しや。何も起きないなら起きない方が良い仕事なの!!」

「祝はふり様と呼びなさい、祝様と！　百鬼夜行の最高トップに嬢じようちゃんだなんて!!」

「何だこの、やんのか!?」

「何をーっ!!」

　私と豆まめ狸だぬきはいつものように取っ組み合いへ突入します。……傍はた目めには、ふわふわのボールがその辺をころころ転がっているように見えるかもしれませんが、これでも私達たちは本気の戦いを繰くり広げているのです!!

　と、そこへ誰だれかがやってきました。

　妖怪ではなく、二人の人間です。

「何だ何だ。可か愛わいらしいのがじゃれついちゃって、まあ。私もまーぜーろーよー」

　片方は菱ひし神がみ舞まい。人間の基準で言うところの『ナイスバディなお姉さん』というヤツでしょうか。……ただ、実際には百鬼夜行に属さないフリーランスのエージェントで、その界かい隈わいでは『出会ったら死ぬ』とまで揶や揄ゆされる、殺しの専門家だったりする訳ですが。

「一体、あなた達は何を揉もめているのですか？」

　片方は祝様。先ほども言った通り、百鬼夜行の最高トップを務めるお方です。一〇歳程度の着物の女の子ですが、百鬼夜行では血筋を最優先しますからね。

　私と豆狸は、即座にパッと離はなれて、

「あっ、祝様！」

「嬢じようちゃん、いやこれは……!!」

　互いに口を開いた直後、私達たちは再び睨にらみ合います。

「だから祝はふり様と呼べと言ったでしょうが!!」

「アンタこそ何そのよそよそしいの！　嬢ちゃんがホントに困った時に寝返ったりしないでしょうね!?」

　バチバチバチ！　と火花を散らせる私達を見て、舞まいさんはケラケラと笑い、祝様は片手を額に当ててため息をついています。

　と、そんな祝様の小さな足に寄り添っている妖怪が一匹。

　体長五センチくらいのぬいぐるみのような妖怪の正体は、

「父ちゃん、何してるのー？」

　ん？　と舞さんはわずかに硬直した後、

「アンタ……まさか子持ちの父親だったのか!?　そのビジュアルで!?」

「あ、あなたに説明する必要はないじゃないですか」

「それにしても、何こいつ可か愛わいい！　お尻に金具ぶっ刺したらストラップになりそう!!」

「完全服従しますから子供に手を出さないで！　あなたの場合はホントにやりそうで怖い!!」

　くそ、破は壊かい工作専門の人だから、こちらの弱い所を一いつ瞬しゆんで見抜いてきますよ!?

　ニヤニヤと興味津々モードに入った舞さんから顔を逸そらすようにして、私は半ばヤケクソ気味に言い放ちます。

「わ、笑えば良いじゃないですか。ある日突然消えてしまった妻の行方を追うために、平へい穏おんな人生を捨てて裏うら稼か業ぎようへ身を投じた私を笑えば良いじゃないですかー!!」

[image: ]

「何そのやたらとハードボイルドな事情!?　外見から似合わなさ過ぎる!!」
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　そんな菱ひし神がみ舞さんと私・すねこすりは、暫ざん定てい的てきな仕事上のパートナーでもあります。

　もちろん、百鬼夜行の名に相応ふさわしい裏稼業の、という意味で。

『今回のＧ20首脳会談。何だか堅苦しい話だけど、箱はこ根ねの地が選ばれたって聞くとちょっと親近感が湧くんじゃないかな？　諸外国の閣僚達が特に強くリクエストしたのが日本の温泉郷ってヤツで……』

　箱根の玄関口。

　駅前の蕎そ麦ば屋やさんでは、暇そうな顔をした初老の店主さんがテレビを眺めています。お昼時でもガラガラなのですが、あんまり気にしていないようですね。

　ちなみに私、こう見えて妖怪ですので、コンクリートとか精密機械とかは苦手なのです。ただ、ここはまだ耐えられるレベルですね。森や山に埋もれるように街が広がっているからかもしれません。

　ワンコインで食べられる、きつねとたぬきのダブル蕎そ麦ばをすすっている舞まいさんの足元で、すねに体を擦こすり付けながら、私は質問してみます。

「しかし何なんでしょうね。箱はこ根ねの街で待機して別命を待てだなんて、変わった任務だと思いませんか？」

「んー？　ま、今回は遊ゆう撃げきかもね。Ｇ20の会議やるとかって言ってるじゃん。閣僚の暗殺なんか成功するわきゃないけど、ふらりと不ふ穏おん分子が現れるかもしれない。普段は雲隠れしている馬鹿を、このチャンスに釣り上げて得点稼かせぎしろとかさ」

「は、はあ」

「しっかし複雑な立地を国際会議の場に選んだもんだよね。これも馬鹿を釣るためのセッティングなのかな」

「？」

「箱根は温泉郷を中心としたいくつかのインテリビレッジと、そのインフラを支える地方都市とに分かれているの。ここは都市側ね。昔々は市町村を合併して統合する動きが流は行やっていたじゃん。でも、今は逆に細かく切り分けて、高ブランド化を促しているんだけど」

「それが、どう複雑なんですか」

「日本人が思い浮かべる『田舎の原風景』。それを徹てつ底てい的てきに演出して高ブランド化を果たしたのがインテリビレッジ。でも、するとデパートやショッピングセンターは作れない。豊富な買い物はネット通販に頼たよるしかない。そのための電動トラック基地は、いつだってインテリビレッジの周りへドーナツのように敷ふ設せつされる」

「ええと、つまりお金を稼かせげるけどサービスの乏しいインテリビレッジと、財政は火の車だけどサービスを提供できる地方都市が互いに手を結んでいる、って事なんですか？」

「表向きはね。でも、悪感情だって複雑に絡みつく。だって、病院にはドクターヘリが完備しているのに、地方都市で急患が出たって出動しないんだよ。金食い虫のヘリは、インテリビレッジにしか回さないってさ。病院自体は、街の中にあるっていうのに。……一方で、インテリビレッジ側だって赤の他人の借金を背負わされてイラついてる。何で俺達たちばっかりこんなに『地方財政健全化』の高額納税に付き合わされなくちゃならないんだってね」

「だから、複雑……」

「何か大規模な事件が起きたって、Ｇ20を狙ったものか、地域の格差社会が引き金なのか分かりにくい。地域に染み込んだ憎悪に紛れて、ひっそりとプロが潜もぐり込む事だってできてしまう。面倒臭いよー？　暗殺者かと思って取り押さえたら、壁かべに抗議の落書きしようとした近所のガキだった、なんて事もありえる。……当然、その逆だって」

　と、そんな事を言い合っていた時でした。

　蕎そ麦ば屋やさんにあったテレビからの音声が、いきなり調子を変えました。怪け訝げんに思って画面の方へ目をやってみれば、昼時のゆったりしたトーク番組が中断されて、ニュース番組へ切り替わっています。

　きちんとしたスタジオではなく、たくさんのモニターが並ぶ映像編集室をバックにした……。

「臨時速報、ですかね？」

「私に聞かれても知らないよ」

　Ｇ20の国際会議が開かれる街で臨時速報なんて笑えません。

　思わず画面に注目すると、若い女性のキャスターが、硬い声でこう言いました。




『都内在住の菱ひし神がみ舞まいさんが、箱はこ根ねの山中でバラバラの状態で発見されました。遺体は損傷が激しく、警察では事件と、野生動物に襲おそわれた事故の両面から捜査を……』




　思わず、時間が止まったような気がしました。

　蕎麦屋さんの店主は、事の重大さに気づいていないようで、退屈そうにしています。

　私が舞さんの顔を見上げると、彼女は肩をすくめてこう言いました。

「私に聞かれても知らない」

　言いながらも、何か『匂い』のようなものが変わっていくのが分かります。

　何だか、焦げ臭いような。

「……でも、不思議なもんだね」

「そ、そりゃ、こんな誤報が大々的に流れているんですから……」

「違うよ」

　舞さんは一言で断ち切った後、

「私は日常生活では菱神舞なんて名前は使わない。ていうか、厳密には、菱神舞なんて名前の出生届はどこにも出されていない。本家にとって、『菱神の女』は忌まわしき存在だからね。普通なら生まれた瞬しゆん間かんに殺されるものを、何かの理由で免れたヤツだけが外の世界へ放たれる」

「……、」

「だから、菱神舞って名前はあっても、それはどこにも記載されていない。記載されていない以上は、誰だれにも利用する事はできない。……私の名前を知っている時点で、そいつはもうまともな世界から、最低でも一歩は踏ふみ外している。つまり、つまりだよ」

　厄介なトラブル。

　誰がどう見てもそう判断すべきなのに、一番の当事者である舞さんは。

　笑って、いました。

「こいつは、同じ裏うら稼か業ぎようからのオカルト込みの挑戦状だ。番組そのものが『パッケージ』とかのギミックの一部だとすると、今回はちょーっとヤバいかも？」
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　ピッ。

『……現在、おかけになった番号は使われておりません。もう一度ご確認の上……』

　ピッピッ。

『うっ!?　何で、アンタ……死んだはずじゃ……！　ブツッ!!』

　ピッピッピ。

『あれ？　舞まいさんどうしたの、バラバラになったってニュース流れていたのに。ひょっとして閻えん魔ま様にでも嫌われたとか？』

　ニュース一つにそこまで警戒する必要があるのか？

　そんな私の疑問をよそに、レンタカーのボンネットに腰掛けた舞さんは、大きな衛星携帯電話を何度か操作していました。『横の繫つながり』と連絡をしようとしたけど拒否られ続け、やっと話のできる相手と繫がったようです。

「三件目でヒットか。意外と簡単だったね。てっきり、メモリに入っている番号は全部着信拒否かと思っていたのに」

『そりゃ、それだけ舞さんがおっかないって事。いざって時に敵味方が揺らぐようなヤツは問答無用で一〇〇パー敵とみなすでしょ。俺はアンタと戦うなんて御免だよ。そもそも戦せん闘とうは専門じゃない』

　ちなみにここは箱はこ根ね駅前にあるスーパーの駐ちゆう車しや場じよう。

　駅前と言っても、無む闇やみやたらにアスファルトやコンクリートで覆おおわれている訳ではありません。箱根の街は都市部と複数のインテリビレッジに分かれていると聞きますが、基本的にはどこも緑の多い場所のようです。自然が大好きな妖怪としては、悪くない立地なのです。

「調達屋。アンタどこまで知ってる？」

『さあ？　箱根のローカル局で舞さんがくたばったってニュースが流れているって、日陰のネットは大おお騒さわぎしてるってとこだけ』

　駐車場も足元は砂じや利り敷じきで、敷しき地ちの外にはちょっとした林が待っています。むふふう、物ぶつ騒そうな話を聞くのは怖いので、森林浴気分でも楽しみましょう。まいなすいおーん。

『気をつけなよ、舞さんの平定法は恐怖と暴力の比重がかなり高い。ネットの情報についてはみんな半信半疑って感じだけど、女王様の凋ちよう落らくを機に今まで頭を押さえ付けられていた連中が一斉に動き出すかもしれない。共通の大きなバックがついた途端に気が大きくなるとかさ』

「コソ泥にしちゃ大仰だけど、その線もアリか。ああ、くそ、タックスヘイヴンの口座とか武器庫とか隠れ家とかも漁あさられているかなあ。ま、ランク１は罠わなと囮おとりで、ランク２で満足させて、ランク３以降は誰だれにも見つからないように割り振ってはあるけど」

『そうやって虫の羽や脚をもいだ後に、命まで狙ってくる輩やからもいるかもね。単純に殺すのが狙いか、臨時ニュースそのものが「パッケージ」の一部で、過去に報道された記録の残る妖怪でも利用しているのか。ま、色々あって予測はつかないよ。何しろ舞まいさんだもの』

「嫌がらせにもほどがあるなあ。じゃあ殺すか」

『ははっ、こんなバケモン敵に回すなんて馬鹿な野郎だ。俺はいつも通り、調達屋としての仕事をさせてもらうよ。戦争ってのは稼かせぎ時だし。何か欲しいものある？』

「アンタ、ホームタウンは東京でしょ。あの馬鹿デカいキャンピングカーで箱はこ根ねに遊びに来てるっての？」

『流石さすがにそこまでは。ただ、俺は全国各地に「商品」を小分けして隠しているからね。必要なら、箱根の倉庫にある物使って良いよ。ただし、レンタルじゃなくて買い取りになるけど』

「……ふーむ」

　舞さんは少し考えた後、

「じゃ、菱ひし神がみ舞は倉庫に向かうって、適当に噂うわさ撒まいておいてくれる？　全商品と建物、全部まとめて買い占めてやるから」

『まいどあり☆』

　衛星携帯電話を切ると、舞さんはホットパンツのポケットから、何か細長い物を取り出しました。一口サイズの喉のど飴あめをいくつかまとめたケースのようですけど……、

「んじゃま、すねこすり。戦争のための武器や機材の調達から始めよう。あのニュースが『パッケージ』の一部だったら嫌だし、どうせ二重三重の罠わながあるだろうし、殺しの依い頼らいの正体も分からないお馬鹿さんも多いだろうし、連中が調達屋の倉庫っていう囮おとりへ殺到している間に、準備を進めちゃうのよん」

「……武器……ですか？」

「ブーツに隠した拳銃と式神の『死出の竜姫』だけじゃ心こころ許もとない。一人で戦争をするためには、しっかり重武装をしておきたいかなーって」

「で、でも、具体的にどこへ？　この箱根に、ＲＰＧみたいな武器屋さんでもあるって言うんですか？」

「箱根は今、Ｇ20の国際会議の真っ最中。爆ばく弾だんテロ対策の意味を込めて、コインロッカーやトランクルームの中は全部改められる。普段、そこに物ぶつ騒そうなもんを預けている連中はどうする？　大慌てで別の場所に隠し直すしかないんじゃないかしら」

「つ、つまり、本物のテロリストやギャングさんから武器を横取りするって事なんですか……」

「裏社会だって縄なわ張ばりはあるんだし、街の外へ物騒な物を隠そうとすれば、別のトラブルを招きかねない。つまり箱根の中で、警官達たちが近づきたがらない場所。……日本有数の温泉街って事は活火山もあるはずよね。硫化ガスだらけの火口周辺を掘り返せば、ビニールパックされた武器弾薬がゴロゴロ出てくるよ。私だったらそうする」

　だから、と言いかけた舞まいさんは、そこで言葉を切りました。

　ゆっくり首を回すと、そちらには漆黒の喪服に身を包んだ老婆が立っていました。

　にこやかに微ほほ笑えむ彼女が軽く腕を水平に振るうと、ザリン!!　という甲高い音と共に、袖から驚おどろくほど長い刃物が飛び出します！　ていうか、ナイフっていうよりほとんど剣とか刀って呼ぶべきサイズなんですけど!?

　しかし、舞さんは呆あきれたようにため息をつくと、自分のこめかみを人差し指でぐりぐりしながら、

「……お馬鹿さん第一号はＢ級とＣ級の間くらい、か。ねえ婆さん、あんまりこういう事言いたくないけど、状況ってのがホントに分かってる？」

　老婆は答えませんでした。

　にこやかに微笑んだまま、微かすかに首を横に振ります。

　そして、音もなく、ぬるりとした動きで一歩踏ふみ込んできます。

「素手と刀剣持ちなら圧倒的に有利。何か武器を調達される前に叩たたいておけば確実に勝てる。そんな風に思っているなら大間違い」

　舞さんは、優しくゆっくりと説き伏せるように言い放ちます。

　手にしたお菓子のケースを軽く振りながら、

「いい加減に気づきなって。喉のど飴あめ、一口大の異物。髪摑つかんで真上向かせて気道を確保してから放り込めば確実に人を殺せるし、大した記事にもならない事故扱い。……プロの暗殺七つ道具ってのはさ、こういうのを指すんだよ」
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「見つかるかにゃーん……？　絶対、武器を埋めた場所には絶滅危惧種の足につけるみたいなチップも添えていると思うんだけど……。活火山の周りは磁場も不安定だからなあ、微弱な電波を拾えるかどうか……」

　あれから三〇分後。

　レンタカーのハンドルを操る舞さんは、私を乗せたまま箱はこ根ねの山中、温泉郷を支える活火山の火口周辺へ到着していました。『箱根』という敷しき地ちの中にあり、サミットのため来日したＧ20の閣僚や首脳陣は明らかに立ち寄る必要のない、それでいて火山性ガスなどのため調査にも危険が伴う場所。地元の裏うら稼か業ぎようの皆さんが一時的に退たい避ひさせておいた銃火器などを、舞さんは首尾良く掘り当てていたのです。

「がたがた」

「よしよし、分かりやすいサインが残っていた場所を掘ってみたら予想通り。ＰＤＷ、手しゆ榴りゆう弾だん、セミオートの狙そ撃げき銃じゆうに五〇口径の重機関銃まで。これだけあれば満腹満腹、と」

「がちがち」

「ん？　どうしたすねこすり？　車の冷房効き過ぎてる？」

「い、いえ！　そういう事ではないんですけど……」

『首尾良く』というのは、つまり喪服の老婆を舞まいさんが苦もなく排除したという事であり、この業界で言う排除っていうのはアレをアレするという事であって……。

『続いてのニュースです。本日正午過ぎ、箱はこ根ね駅前周辺で老婆が倒れているという通報がありました。急いで搬はん送そうしましたが、病院で死亡を確認。目立った外傷はなく、また喉のど飴あめを詰まらせていた事から、警察では事故と見て……』

　ラジオから聞こえるアナウンサーの声が無機質過ぎる!!

　まるで世界の終わりまでのカウントダウンを淡々と伝えてきているようです!!

「こ、こ、これから、これかっ、どうするんです？」

「うーん。ま、順当に行くなら、まずは『菱ひし神がみ舞死亡の臨時速報』かな、あれが仕掛けとして一番大仰で、一番放置したくないし。具体的にはテレビ局は丸ごと敵とみなして揺さぶってみよう」

　レンタカーのトランクの中に目一杯の武器弾薬を積んだ舞さんは、気軽な調子で言ってのけました。

　ていうか、サラッとテロリストみたいな事を言い出しましたけど!?

　ガタガタと震ふるえたまま、改めて運転席の方へ目をやってみれば、舞さんはにこにこと笑ったまま、

「ん？　って言っても、いきなり社屋を粉々に吹き飛ばす訳じゃないよ。いちいち社屋に長期潜せん入にゆうして犯人当てなんて妹のやり方だし、アキレス腱けんをぶった切った方が早い。ここは一番上の経営トップを叩たたいて社外秘情報を丸ごと引っこ抜こう」

「で、でも、テレビ局って重要テロ想定目標とかいうヤツですよね？　警備も厳重で、そんな簡単に手出しはできないんじゃ……？」

「確かに、私一人じゃ揺さぶるのは難しい。でも、金持ちって大抵どこかに敵がいるもんだよ。そいつらに協力してもらいましょ」

「敵の敵は味方作戦ってヤツですね。でも、どうやって『経営トップの敵』を具体的に特定するんですか？」

「そんなのネットで調べられるよ。地方のテレビなんて国営と地方民放が一個ずつくらいでしょ。富も力も集中する。報道の自由も広告効果も独占状態じゃん。まずテレビを適当にチェックして、頻ひん繁ぱんにＣＭ流している地元企業をピックアップ。次にネットで同業他社を探せば良い。そいつは絶対にＣＭのせいで割を食ってるから、テレビ局を嫌ってる」

　それと、と舞さんは付け足すように、

「私は共通の敵がいる程度で、赤の他人を味方と思うほど広い心は持っていないなあ。敵の敵は味方なんて、獅し子し身中の虫を自ら誘い込むようなもんだよ」

「？」

　それじゃあ……？
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　ガタガタ。

　がたがたがたがたがたがた!!

　ふ、震ふるえが、さっきから全身の震えが止まりません……!!

　ここは箱はこ根ねの都市部にあるマンションの地下駐ちゆう車しや場じようなんですけど、私の異変は分厚いコンクリに取り囲まれているからではありません。もっとヤバい理由が目の前にあるのです!!

　舞まいさんはゴキブリなんかを退治する煙が出るタイプの殺虫剤の缶を、イタリア製のスポーツカーのトランクの中へ放り込みます。そして躊ちゆう躇ちよなく、ばたむ！　と勢い良くトランクを閉じてしまいました。

　中から、咳せき込むような音と、内側からトランクを叩たたくような振動が炸さく裂れつするのもお構いなし。

「害虫には似合いの最期だ」

「ち、ちょっと待ってください!!　彼らはただの一般人じゃ……!?」

「ただの一般人は、身の丈に合わない外車にマンション、ゴルフ場の会員権なんかをバカスカ抱えちゃいないよ。すねこすりだってこの悪あく趣しゆ味み見りゃ分かるでしょうが」

「う……そ、それは、確かに不自然とは思いましたけど……」

「どうせ汚れた金を山ほど溜ため込んだ悪党でしょ。地方のテレビなんて基本的にどこも赤字で、スポンサーの申し出があれば喰くい付いてくるはず。にも拘かかわらず拒否されているって事は、審しん査さで弾はじかれるだけの後ろ暗い事情があるからよ。一応狙う相手の素性は洗ったし、だからアンタも本気で止める気はなかった。悪の敵が善じゃないのが、この業界の救えないトコだよねえ。私が言うのもアレだけど」

　トランクの上へ腰掛けた舞さんは、携帯電話のワンセグテレビへ目をやっています。

「ふうん。もう何人か立て続けに殺しているのに、やっぱり都合の悪いニュースは流さない仕組みができているか。でも、局でブロックしているって事は、連続殺人が起きている事自体は向こうも把握している、と」

　楽しそうに呟つぶやくと、彼女はその電話を使ってどこかに連絡を取り始めました。

「ん？　はいはいもしもしこんにちは。今すぐ社長に繫つないでくれる？　え、駄目？　そっかーまだ足りないかーだったら気に入られるまで社長の敵対者を殺しまくるだけだけど」

「うわひどい!!」

　ある人物Ａにとって害を与える人物ＢＣＤが立て続けに不ふ審しんな死を遂げたら、真っ先に疑われるのは誰だれなのかを知っていてのこの提案……!!

　どこかに取り次いでいる待ち時間なのか、舞まいさんは電話から耳を離はなすと、私に向けて、人差し指を口に当てる『黙だまれ殺すぞ』のサインを送ってきます。

「はいはいどーもどーもさん。お忙しい方に普通にアポ取ったって、話ができるまで何ヶ月かかるか分からないからね。緊きん急きゆう手段を取らせてもらいましたよっと」

『じ、じ、自分が何をしているか分かっているのかね。きっ、君は、君は人を……!?』

「ええ、はい、社長に言われた通りに邪魔者を殺しておきました。あ、これ、ひょっとして録音しちゃってます？　私から真実を引き出して証拠にすると。なるほど結構、だったらこれを請せい求きゆう書しよ代わりにしましょう。社長、きちんと殺しましたから後金の一億を払ってください。あなたが持ちかけてきたお誘いなんですから」

　通話が録音されていると分かっていれば、証拠の捏ねつ造ぞうだって簡単に行えます。

　何もかも、舞さんの方が上みたいです。

　舞さんがここで雲隠れしてしまえば、警察は本当にテレビ局の社長さんを第一容疑者とみなしかねない訳ですから、突っぱねる事なんてできないでしょう。

『な、何を聞きたいのかね』

「録音されたら社長が困る事でしょうね。すぐに会いましょう。あ、もちろん私の方から伺わせていただきますよ。社長室の革張りの椅子に座って、リラックスしながら待っていてくださいね☆」
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　箱はこ根ねという街は麓ふもとの都市部と山間の大自然に大きく分かれているそうですけど、問題のテレビ局は私の予想に反して山の方にありました。

「馬鹿と煙と放送アンテナは高い所に敷ふ設せつした方が良いからね」

　芦あしノの湖こテレビ、と呼ばれる地方局の駐ちゆう車しや場じようにレンタカーを停とめ、舞さんは私を引き連れて社屋のビルへと入って行きます。……せっかくの山の中なのに、近代的なビルは私に船酔いみたいな不調を与えてきます。むー。

　エレベーターに乗って最上階へ。

　ワンフロアを丸々使った広大な社長室の中には、特注のスーツを纏まとう白髪の老人の他にも、タイトスカートの美女やムキムキの若い男達たちも控えていました。

　舞さんは首を傾かしげて、

「そっちの女は？」

「秘書を務めております、朝あさ野のと申します」

　さらに深く首を傾かしげて、

「たくさんいるマッチョ」

「き、危険人物が来訪するというのだから、腕の立つ人間に連絡するのが筋だろう。裏社会で呪い返しを専門に取り扱う連中さ。もっとも、このようなオカルト絡みの裏うら稼か業ぎようが局内をうろつくなど、本来であれ




「ふうん」




　三〇秒後。

　いや、一五秒。

　下手をすると……一秒とか、一いつ瞬しゆんだったかも。

　正直、鮮あざやか過ぎて体感時間が完かん璧ぺきにおかしくなっています。

　……あれだけ丁寧に整えられた空間が、赤黒い液体でびしゃびしゃに汚れてしまいました。白髪の社長は部屋の隅でうずくまってガタガタ。それ以外は全滅。舞まいさんだけが、広大な部屋の中央に立っています。

「そいつ自分の口で言ったじゃん。呪い返しを専門とするって。そうだよ、雪女の約束とか、産うぶ女めと赤子のお願いとか、呪いってのは胆きもさえ押さえりゃ返せるんだ。私は自分で武器を取り出すまでもない。素人に毛が生えた程度の連中なら、下手に妖怪なんかで武装するより当たり前の銃器揃そろえた方がまだマシだったかもね」

「な、なん、何が、一体……」

　歯の根も合わない私に、死神が笑顔のまま語りかけてきます。

「つーまーりー。そいつら油取りって妖怪の性質使って私の内臓抜き取ろうとしたけど、見事に失敗して返り討ちに遭ったって訳。あと、元々は先にニュースを流し後から真実を歪ゆがめる仕掛けかな。油取りは新聞に載って混乱を生んだし。ったく、記号の切り取り方が甘い甘い。もはや冒ぼう瀆とく的てき稚拙さだね。一級のマグロを丸々一匹渡されて、全部ツナ缶にされちゃってるのを目の当たりにしているような気分だよ。一流の腕なら、初しよ撃げきで殺されてたかもしれないのに」

「ひ、酷ひどい。全体的に酷過ぎやしませんか!?」

「何が？　自分の身を守っただけだよ」

「だったら何で秘書さんまで死んでいるんですか!?　それも、こんな、万年筆を頭のてっぺんから突き刺されて……。なんか串焼きみたい!!　わんわん!!」

「殺される理由は何もなかった？　ホントに？　一つも？　マジで言ってんのかよすねこすりちゃん。こんな腹黒野郎の右腕やってる人間が、今まで一度も道を踏ふみ外していないだなんて、世界の摂理を無視した事言ってんじゃないよ」

　舞さんの顔色は全く変わりません。

　彼女は重たいテーブルの上にどかりと腰掛けながら、社長さんに話しかけました。

「私が知りたいと思っている事を話せ、明確な答えを。チャンスは三回。使い切ったらヤツらの仲間入り。オーケー？」

「あ、芦あしノの湖このハーバーにクルーザーがある。中には隠し金庫が。扉の番号は……」

「あと二回」

「確かに私が指示を出した！　菱ひし神がみ舞まい死亡の臨時速報を流せって!!　ただ、私は末端なんだ。あのニュースが『パッケージ』のどんな歯車になったのかは分からない!!」

「あと一回」

「剛ごう土ど晶あきら！　『彼ら』との連絡役の女だ。それ以上深くは知らない!!　踏ふみ込めば私だって殺されていた!!」

「……ふむ。ごうどあきら、ね。どんな字を書くのか言ってごらん」

　必要な情報を聞き出した舞さんは、私の体を抱き上げて社長室のドアから出て行こうとします。と、彼女は振り返らずにこう言いました。

「そうそう、死体の処分はお願いね」

「な、何で私がそんな……!?」

「別に警察へ通報しても良いけど、裁判は紆う余よ曲きよく折せつあってなんだかんだで一〇〇パー、アンタの有罪って結論で落ち着くよ。世の中の仕組みってのは理不尽だからねえ」

「……、」

「私みたいなオカルト関係の殺し屋とつるんでビジネスやってんでしょ。報道特権で手に入れた、一般にはガードされる被害者の個人情報をうっかり洩もらしたりさ。連絡しなよ。連中だったら穏おん便びんに死体を捨てて血痕を洗い流す方法知ってるから」

　それだけ言うと、今度こそ彼女は社長室から出ていきます。

　ボタンを押してエレベーターを待つ間、私はちょっと疑問に思った事を口に出してみました。

「ど、どうしてあんなに派手にやらかしたんですか？」

「今さら蒸し返して何になるの？」

「だって、相手は私達たちと同じ『組織』の構成員だって……。下っ端とはいえ構成員を殺されたら、彼らだって報復を考えるんじゃないですか？」

「すねこすりちゃん。ヤツらの手の甲にあるタトゥーは見た？」

「へ？」

「一見するとトライバル系のファッションタトゥーだけど、あれ、常在戦場って組織の階級章だよ。昇進するたびにラインが増えて、降格するようなヘマをした場合は手首ごとスッパリ落とされる。完かん璧ぺきに名前負けした三流組織で、いろんな犯罪者に『パッケージ』を卸売して収入を得ていた。でもって過去の事件で私はそいつらの首脳陣を残らずぶち殺してる。その後、組織自体は何とか立て直したけど、もう二度と私と接触したいとは思っていないはずだね」

「……、それって」

「あの社長は放っておいても『裏ワザ』に泣きつくでしょ。でもって、そこで私の名前が一番上の連中の耳に入ってしまう。さて、彼らにもう一度私と戦う気概は残っているかな？　今度こそ全滅させられるくらいなら、菱ひし神がみ舞まいと悪い繫つながりのある社長を山に埋めた方が良いと考えるのが妥当だね。……ま、後日改めてお礼参りはさせてもらうけど」

「で、でも、そんなの行き当たりばったりじゃないですか。社長さんがどんな手を打ってくるかなんて舞さんにも分からなかったでしょう？」

「ま、基本アドリブだからねえ。でも常在戦場が出てくる可能性は大体予測がついてたよ。全国クラスじゃなくて、地方のマスコミに浸透して草の根っぽく情報収集するセコい組織なんてあそこくらいしかないし」

　エレベーターが到着し、自動ドアが左右に開いていきました。

　舞さんは『処刑装置』を残したまま、躊ちゆう躇ちよなくこの場を去ってしまいます。

「チャンスは三回。結局、出てきたのはヒントだけだった。私は、私の知りたい『答え』を出せって言ったのにねえ？」




　　　　８（3rd person）




　百鬼夜行の本拠地は移動式だ。具体的には、くの字のような形の全ぜん翼よく機きを中心に、スペアの部品を積んだ輸送機や空中給油機、護衛戦せん闘とう機きなどを合わせた大編隊である。

　内装だけなら古都にある公く家げや貴族の旧邸宅にも見える、しかし実際には最先端テクノロジーの塊で作られた、空飛ぶ屋や敷しき。

　その一角で、着物を纏まとう一〇歳の少女が、電話の受話器を耳に当てていた。

　祝はふり。

　妖怪絡みでは国内最大と呼ばれる巨大組織の長である。

「はあ。そのような事を言われても困ります。こちらとしても、菱神舞とは連絡が取れない状態が続いています。言うまでもなく、今回の事案はあなた達たちが引き金を引いたのでは？」

『そんな事は聞いていないわ。あれは百鬼夜行の一員でしょ。すでに有力者を四人、地方民放の社長室で一〇人以上。そして今、そこの社長が「自殺」を遂げた。これ以上続けばそちらの監かん督とく責任問題に発展するわよ。それでも良いのかしら？』

「何か勘違いをされているようですが、菱神舞はあくまでもフリーランスのエージェントに過ぎません」

『つまり、組織の内部懲ちよう罰ばつ部門を動かす事はできないとでも？』

「依い頼らいを通して仕事をさせていますが、所属は私達たち百鬼夜行とは無む縁えんの存在です。我々の手を離はなれた所で行われる戦せん闘とうについては、直接支援や保護はしない代わりに処罰のしようもありません。我々、百鬼夜行に直結する利害へ抵触しない限りは」

『ふうん……』

　……実際には妖怪すねこすりという百鬼夜行正規構成員が菱ひし神がみ舞まいの傍そばについている状態なのだが、幸か不幸か全く話題に上らない。いてもいなくても戦力的には何も変わらないというのは、時には役に立つものらしい。本人が聞いたら泣いちゃいそうではあるが。

「それに、『菱神の女』については、そちらも性質を把握していたはずではないのですか？」

　ほとんど呆あきれたような口調だった。

「菱神は重工業を中心とした、日本を代表する総合商社です。その『本家』では今なお続く血ち腥なまぐさい因習が存在する。いわゆる『菱神の男』と『菱神の女』です。概念としては、心理学用語のエロスとタナトスに近いでしょうか」

『……、』

「『菱神の男』は静的な集合を重視する。対して『菱神の女』は動的な離り別べつを重視する。穏おん便びんに組織を広げようとする者と、過激に組織を破は壊かいしようとする者に区分されます」

　人と人とが繫つながる力が良くも悪くも強い『菱神の男』は、自然と巨大勢力である総合商社を形作るに至った。

　一方で、『菱神の女』はそれを粉々に叩たたき壊こわす性質を備えている。

　どちらが悪い訳でもない。時代の混乱期には『菱神の男』が台頭して安定した巨大システムを作り上げ、時代の退廃期には『菱神の女』が台頭して腐敗した巨大システムを破壊する。

　不吉の象徴として扱われる事もある『菱神の女』だが、彼女達はあくまでも時代の流れを嗅ぎ取って行動しているに過ぎない。

「平たく言えば、『菱神の女』は個人でグローバル企業を破壊するほどの力を備えています。ある『菱神』は恋に恋する事で無意識の内に『離別の力』を『繫がる力』で押さえ込もうとしたり、別の『菱神』は百鬼夜行と密接に関わる事で『しがらみ』に拘束されたがっている節も見せていましたが……あなたはその糸の一本を断ち切った。これはもう、百鬼夜行のルールではなく『菱神の女』のルールに基づく戦闘行動なのです。その後に何が起こるか、本当に分からなかったとでも？　剛ごう土ど晶あきらさん？」

『つまり、百鬼夜行では役に立たないという事でしょう？　それなら構わない。問題はこちらで対処するけど、今後、百鬼夜行の「影えい響きよう力りよく」については下方修正させてもらうから覚悟しガブグチャ!?』

　と、そこでいきなり通話が切れた。

　祝はふりは受話器をそっと見た後、軽く息を吐いてから電話機に置いた。

　ご愁傷様と言うしかない。
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「剛ごう土ど晶あきらねえ」

　舞まいさんは爆ばく弾だんや発信機の安全確認を終えたレンタカーへと乗り込みながら、

「何かと思えば『菱ひし神がみの男』の関係者じゃん。何だ何だ、結局は身内の争いなのか？」

「ひ、菱神の……？」

「あんま気にしなくて良いよ。でも、だったら話は簡単だね。普通の人間なら菱神なんて総合商社の関係者を狙うのは難しいかもしれないけど、私は身内だ。相手の手口は大体分かってる」

「す、すると、これからどうするんです？」

　レンタカーのハンドルをとんとんと軽く叩たたきながら、彼女は簡単に言い切ります。




「そいつ攫さらっちゃおう」




　……………………………………………………………………………………………………………‌……………………………………………………………………………………………………………。

　犬みたいな外見をしているからって、私にも知性を持って数百年も生きてきた妖怪としての矜きよう持じがあります。思わずおしっこを漏らさずに済んだのは、まさしく私の胆力の賜たま物もの。

「こ、こ、こりゃーっ!!　今さら叱しかったって何もかも手遅れかもしれないあなたの人生ですが、それでも叫ばせていただきますよ！　人攫いは全世界的にダメーっ!!」

「ううっ。こんな不良のアタイのために真剣に説教してくれるなんて……先生！　アタイ学生指導室で体を開いちゃっても良い!!」

「全く響ひびいていない上に何かと不ふ謹きん慎しん!?」

　押しても引いても流血沙汰が止まらない人です。レンタカーを操るハンドル捌さばきに一ミリの迷いもありません。

「ち、ちなみに、どちらに向かうつもりなのでしょう？」

「地じ獄ごく峠とうげ方面。箱はこ根ね一帯に広がる温泉郷のインテリビレッジの一つだね、農産物メインじゃなくて観光メインっていう珍しい図式だけど。あと、その前にちょーっと寄り道させてちょうだいね」

「じ、じ、じごく……？」

「別に、イカれた因習とかがある場所じゃないからビビる事ないよ。温泉とか火山が絡む地名に地獄ってつくのは珍しくもない」

「……そ、そうではなく。例のＧ20サミットの開催地ど真ん中じゃありませんか！　拳銃持った不ふ審しん人物がうろついていたら、一発で見つかって大変な事になってしまうのでは……」

「だから、ちょっと寄り道させてねって言ったの」

　舞まいさんはいつでもどこでも楽しそうに、

「箱はこ根ねの都市部にある、間違った土産物屋で良いかな。何か適当な民族衣装で、ある程度人相を隠せて、宗教色をほんのり匂わせる……そう、占い師とか。黄色人種の私が纏まとっていても違和感のない、うーん、インド辺りが無難かもね」

「？」

　一五分後。

『衣装』を調達した舞さんは、私を連れてレンタカーでインテリビレッジ・地じ獄ごく峠とうげ方面へ。曲がりくねった山道をくねくね曲がり、私が助手席の上をコロコロ転がって翻ほん弄ろうされている内に、自動車は地獄峠の入口近くまで辿たどり着いてしまいました。

　舞さんは地獄峠の中までは車で入らず、直前にある運送会社用の道の駅の駐ちゆう車しや場じようにレンタカーを停とめると、私を連れて車から降りてしまいます。

「あの……？」

「せっかく服を変えたって、車のまんまサミット開催地に入ったら検問で徹てつ底てい的てきに調べられるよ。それじゃ意味がない」

　のんびりゆっくり、舞さんは私を抱えたまま徒歩で地獄峠へ向かって行きます。

　……ほ、本当に、こんなので大丈夫なんでしょうかね？
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「ちょっとそこのあなた!!」

　そして地獄峠の境をまたいだ三〇秒後には、制服警官のお兄さんに呼び止められていました。

　ほらやっぱり!!

　ていうか、和の雰囲気満点な温泉郷に、きらびやかなへそ出し女占い師なんかがしゃなりしゃなりと歩いていたら、どこからどう見たって目立つに決まっているじゃないですか!?　ヴェールで口元を隠していたって何の意味もありませんよ!!

　制服警官は、至極もっともな疑うたぐり深い目でこちらを眺め回し、

「あの……失礼ですがお顔を拝見させていただいても？　身分証と、それからバッグの中を改めさせていただきます。今はこんな時期ですか

「オウ！　袋の中は見せられないデス。ワタシの教義では袋を清めてくださったグランドマスター以外に中身を見せると、それまで積み重ねてきた徳が吹っ飛んでしまうのデース!!」

「え、は……っ？　いやそういう話がしたいのではなく、警備上の質問を……」

「ワオワオ!!　ワタシ、日本の優れた文化を学ぶためにインテリビレッジまでやってきたのに、こんな侮辱を受けなくてはならないデスか？　信仰の自由はどこ行ったのデース？」

　ざわり……、と。

　周囲の目線が鋭するどく尖とがっていくような……。Ｇ20の首脳陣目当てでやってきた、海外のカメラマンやジャーナリスト達たちの一団が、面白いものを見つけたような顔をしています。

　舞まいさんはめそめそ泣くふりをしながら、胸元に抱えた私の三角耳を軽く嚙かむような調子で、ひっそりと言ってきます。

「（……今はＧ20の国際会議の真っ最中だよ。閣僚、護衛チーム、それを追い駆けるジャーナリスト集団まで、いろんなお国や文化の人達がひしめいている。こんな中で、国家権力の象徴である警察官が高圧的に異文化の信仰を踏ふみにじったら、どんな風に報道されちゃうかにゃ？　開催国ニッポンの代表者は、その日の晩ばん餐さん会かいで吊つるし上げになっちゃうかもね）」

「ひどい!!」

「（そもそも、インテリビレッジは警察を嫌う。寂れた田舎だった頃は交番一つ作らず、強盗が起きたって街の警察署からのんびりムードで駆けつけるほどやる気がなかった。今さら、金になるって理由だけで掌てのひら返して交番や署を作ろうとしたって誰だれも歓かん迎げいしないのさ。ホームセキュリティや武装警備員を駆使して、大学以上の自治ムードを作ってる。ここでヘマしても、よそ者の増員を擁よう護ごしてくれるヤツなんか出てこないぞー？）」

　あ、あうあうあう……と制服警官のお兄さんはうろたえたように、あちこちへ目をやります。こうなってしまうと、哀れ公務員の行く先は二つです。

　無暗やたらに高圧的・攻こう撃げき的てきになって自分の持つ権力を振りかざそうとするか、

「し、失礼しました。お通りください」

　すっかり心が折れて丁寧な物腰になってしまうか。

　……こうして菱ひし神がみ舞さんは、Ｇ20の首脳や閣僚達が集まる厳戒態勢下を、銃器を持ったまま堂々と歩いて目的地を目指す事に成功した訳です……。
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　目的地は山間にある老舗の高級旅館のようです。

　日本のお屋や敷しきにありがちな平屋造りではなく、まるで木造の高層建築。緑の谷の底にありながら、山々の隙間から顔を覗のぞかせるように屹きつ立りつしています。宮大工の手で築かれた、二〇〇年以上の伝統を持つその建物は、宿泊施設というよりも神社仏閣のような佇たたずまい。そう、京都にある清きよ水みず寺でらの舞ぶ台たいとか、広島にある厳いつく島しま神じん社じやの海の鳥居とか、あの感じに近いです。自然の中に埋もれるようにありながら、人工物が風景の主格を奪い取っている、とでも言うべきでしょうか……。

「こ、こんな所に？」

「剛ごう土ど晶あきらは『菱ひし神がみ』の関係筋って言ったでしょ。箱はこ根ね一帯には大小無数の安全地帯があるけど、『菱神』の息がかかった場所って考えれば数を絞れる。ここが一番頑丈で、一番高級で、一番居心地が良いはず。ボスキャラの根城にぴったり」

　と、舞まいさんは異国の占い師の格好をしたまま、躊ちゆう躇ちよなく旅館の入口をくぐってしまいます。

　当然、中居さん達たちは目を丸くしていますが、

「『菱神』から呼び出されてここまで来ました、『妖怪』絡みで。取り次ぎは結構、ここでは何も起きず、ここでは誰だれとも会わなかった。そういう風に扱ってほしいとの事です」

　いくつかのキーワードを織り込んだ言葉を発した直後、数十人、いや一〇〇人以上いるはずの従業員達の目の色が、明らかに変わりました。光が消えた、とでも言うべきか。目の前にいるはずの人間を集団で一斉に無視するというのは、こんなに異質な光景なのでしょうか。

「仕組みを知っていればこんなもんよ」

　多数の目もく撃げき者しやも、最さい新しん鋭えいのセキュリティも、お構いなし。

　堂々と真正面から、舞さんは表向き存在すらしないＶＩＰルームへと歩いて行きます。

「そして哀れだね。日頃っから怪しい秘密会談してるから、中でどんだけドンチャン騒さわぎしてても、だーれも顔を覗のぞかせてはくれないぞー？」




　バゴン!!　と、戸の鍵かぎを破は壊かいするのに一いつ瞬しゆん。

　中で優雅に電話をしていた『標的』を拘束するのに三秒、といったところでしょうか？




「……あ、あごご。もごもご……」

　呻うめき声ごえらしきものが聞こえるのは、キャリアウーマンのようなその女性の口にダクトテープが貼ってあるからです。

　いかにもお高そうなオーダーメイドでタイトスカートのスーツを着た彼女は、両手を縛しばられて天井から吊つるされていました。

　当然、舞さんがそうしたのには理由があるようですが……。

「隠れ里方式の隔かく離りＶＩＰルーム、か。ん？　使ってる妖怪はまたまた油取り？　こりゃやっぱりセパレート型の『パッケージ』かね」

「セパ……何ですって？」

「セパレート型。妖怪、それも人を殺す致命誘発体ってさ、捕まえたり接続したりって難しいじゃない？　だから何匹も確保するんじゃなくて、一つの妖怪を様々な角度から切り取って、別々の『パッケージ』に組み込んでいく方式って言えば分かりやすいかな。すねこすり、油取りって妖怪についてはどこまで知ってる？」

「ま、まあ。ろくでもない妖怪という事くらいは。ええと、明治時代辺りに出没した比較的新しい致命誘発体で、農夫の格好をして村々に潜もぐり込んでは、ひっそりと子供を攫さらって殺してしまう妖怪ですよね」

「厳密には、内臓を取り出して魚焼きの串で炙あぶって『人間の油を採る』妖怪なんだけどね。民俗学者によっては、教訓話の介在しない『恐怖の伝統なき怪談』だとか、妖怪そのものよりも魔ま女じよ狩がりみたいな疑心暗鬼の集団ヒステリーの方が恐ろしいとかいう意見もあるんだけど」

　例えばね、と舞まいさんは人差し指を立てて、

「芦あしノの湖こテレビの用心棒達たちは、油取りの『子供を殺す』記号を強く切り取った殺人『パッケージ』を使っていたよね」

「ええ、まあ」

「でも、すると『ひっそりと紛れ込んで、ひっそりと攫さらう』って記号は宙ぶらりん。この余った部分を別の隠れ里『パッケージ』に回す事で、一つの妖怪を使って複数の『パッケージ』を同時に駆動させる。これがセパレート型って訳。今んトコ番組、殺し屋、隠れ里の三つかな」

「か、考えているんですね……。でも、競合・暴走が起きないようにするために、アセンブルはかなり繊せん細さいに施す必要があるのでは？」

「うむ。何より、基本的に節約術だからね。百鬼夜行みたいに莫ばく大だいな戦力があれば、力技で複数の妖怪を自分の手て駒ごまにしてしまう事もできるくらいだし。相手が好んでセパレート型を使っている、っていうのは、戦力評価をする上での指標にできるのだよ、すねこすり君」

　ははあ、と息を漏らそうとしたところで、『むーむー!!』というくぐもった抗議の声が横から飛んできました。

　そうです、キャリアウーマン風の女性が吊つるされたままでした。

　彼女が剛ごう土ど晶あきらさん、という事でよろしいのでしょうか？

「って、ちょ……!!　何でいきなり彼女の服を脱がしにかかっているんですか!?」

「必要な事だからだよ。しっかしこんなドッタンバッタンギシギシやっても誰だれも不ふ審しんに思わないなんて、普段一体どんな『秘密会談』やってんだ？　ＳＭショーとかじゃないでしょうね」

　すっかり下着とストッキングだけにされてしまった剛土晶さんは、敵意を込めた瞳ひとみでこちらを睨にらみつけてきます。

　舞さんは気にせず、わざと痛くなるように口のダクトテープを勢い良く剝がしながら、

「何で口を自由にしたのかは分かってるよね？　質問は一度、チャンスも一度だ。アンタ、『菱ひし神がみの男』についてる顧こ問もん弁護士でしょ。悪事の助言はやっても主導はしないタイプと踏ふんでいるんだけど、さて？　ここが黒幕の終着駅なのかな、それとも奥にまだ誰かいる？　答えてプリーズ」

「私は話さない」

「あーそう」

　言いながら、舞さんは畳の上に置いていたバッグの中から、何かを取り出しました。

　それはペンチとかノコギリとか焼き鏝ごてとか、そういう陰惨な拷問道具ではなく、

「あれ……？　油性ペン？？？」

「拷問の専門器具ってのは、一部を除いてほとんどかさばるからね。敵地に潜せん入にゆうしている時は、こういうのを使って短時間で吐かせるのよ」

　言うなり、舞まいさんは油性ペンのキャップを外し、吊つるされた剛ごう土ど晶あきらさんの方へと近づいていきます。

「来るなら来い。私は何も……うひゃっ。ちょ、ちょっと待て、くく、これのどこが拷問なんだ!?　私の体にバッテンばっかり書き殴って、くひゅ、こんな落書きのどこが……!?」

　世の中には『くすぐり』という拷問もあるらしいのですが、私の見た限り、呼吸に使う横隔膜が破断するほどの陰惨さは見受けられません。本当に、ただ落書きをしているような？？？

「はいはーい。我慢できなくなった時点で正直にゲロっちゃってくださいねー」

「ふひゅはは！　わ、わた、わらしが、こんにゃ程度で……ひひっ！」

「ちなみに晶ちゃん、アイアンメイデンって知ってる？」

「……は？」

　いきなりの不ふ穏おんワードに、身をよじりながら耐えていた剛土晶さんが、氷水でも浴びせかけられたかのように硬直してしまいました。

　舞さんは構わずに続けます。

「言わずと知れた世界で最も有名な拷問器具だよ。ちなみに処刑器具と言えばギロチンね☆　ねーねー知ってる知ってるう？　アンタ、こんなの欧米じゃ当たり前ですとかって台詞せりふが好きそうな顔してるじゃん。流石さすがにアイアンメイデンがどんなものかは知ってるよねえ？」

「そ、それが何か……」

「観音開きの鉄の棺かん桶おけみたいな器具の内側に鋭するどい杭くいがびっしり。犠ぎ牲せい者しやを中に入れて蓋を閉めるだけの簡単操作。でも一方で、全ての杭はちょうど急所を避さけるように配置されているため、苦しみは長く続く。そんな『伝説』を残す拷問器具だね。流石に半分は眉唾だと思うけど」

　きゅっ、と舞さんは下着姿の剛土晶さんの脇腹に、最後のバッテンを書きながら、鼻歌でも歌いそうな調子で、

「でも、どこに刺すか分かっていれば、そんな仰々しい大型器具はいらない」

「え、ちょ……まさか……」

　吊るされた彼女は、自分のお腹の辺りへゆっくりと視線を落としました。

　全身数十か所に書き込まれた、不ふ審しんなバッテン印を。

　一方の舞さんは、一度彼女から離はなれると、油性ペンをバッグの中へ入れ、代わりに別の物を引き抜くように取り出しました。

　拳銃のようなシルエットだけど、もっと大きくてゴツい電動工具。

「ざんざざーん!!　毎度お馴な染じみ、困った時の釘くぎ打ち機でーす！　日曜大工に使ってもよし、銃が手元にない時の飛び道具に使ってもよし。さて、他にも使い道がありますけど何だと思いますー？」

「……………………………………………………………………………………………………………‌………………………………………………………………………………………………………!!」

　ぎしっ!!　と部屋全体が軋きしむほどに剛ごう土ど晶あきらさんは身をよじりましたが、それで吊つるされた状況から何が変わるという訳でもありません。

「一発一発ゆっくりと、なんてネチネチはやらないよ。死なない事は分かってるんだ。とりあえず全部の印に一通り釘くぎをぶち込んでから、改めて質問しよっか」

「ま、待て、待て!!　そんな事をされたところで、わ、私は何も……!!」

「今さら無駄だよ。何を言ったってアンタを人間釘バットにするのは決まっているんだ。たとえ、今この瞬しゆん間かんから正直に話したとしてもね。もう諦あきらめなよ」

「あ、が……!!　だって、そんな、そんなの、論理が成立してない……!!」

「最初に言ったでしょ。質問は一度、チャンスも一度だ。上手に使わなかったアンタが悪い」

　世の中で一番怖いのは、何を考えているか分からない人間、とも言います。

　舞まいさんは、それを意図的に演出しているんでしょうけど……。

「全てを失ってから、欲しい情報を搾り出すと良い。つける必要のなかった傷で全身ボロボロになってから、ね？」

　躊ちゆう躇ちよがない。

　演技のため、本当に死体を用意する事も辞さない構え。

　舞さんは笑顔のまま、吊るされた剛土晶さんの胴体に釘打ち機の射出口を押し付けます。腹よりは少し上。豊かな胸よりは下。ちょうど、浮き出た肋骨をなぞるように。

　それを、迷いなく砕くために。

「さ、流石さすがにこれ以上は見過ごせません！　そりゃー!!」

「すねこすり、私の足にじゃれついて何してんの？　あと、役に立たない救援はより一層絶望を与えるだけだと思うけどね。アシストしてる？」

　ひゃあああああああー……っっっ!!‌!!‌!!　万事休すな状況に、私は思わず両目を瞑つむってしまいます。

　と、その時でした。




「おやおや。舞、常軌を逸した行動はその辺にしておいてくれないかな？」




　新しい声が割り込んできました。

　柔らかい男性の声。恐る恐る目を開けてみると、藍あい色いろの着流しを身に着けた、三〇代くらいの青年が部屋に入ってくるところでした。そう、青年。決して『おじさん』とは言わせない、見えない違いのようなものを纏まとっているのです。

　振り返った舞まいさんはわずかに目を細め、釘くぎ打ち機で剛ごう土ど晶あきらさんの胴体をうっすらとなぞりながら、

「菱ひし神がみ恭きよう。『本家』継承順位の第三位、か」

「そこは兄さんと呼んでくれたまえよ、同じ家族なんだから。常識的に考えてさ」

　困ったように眉を動かしながら、菱神恭さんと言うらしいその青年は、籐とうを編んで作った椅子にどかりと腰を掛けました。向かい合うもう片方の椅子を示すように、ゆったりとした動きで掌てのひらを広げます。

「座りなよ、お茶が欲しければ自分で淹いれてね。兄妹水入らず、だ。客人をもてなすような振る舞いをしちゃ、かえって他人行ぎよう儀ぎだろう」

「……余裕だね。私がその気になったら」

「そりゃ、僕が死ぬしかないんじゃないかな？　僕は君と違って、常識知らずな戦力を保有している訳じゃないんだし。努力をしようがしまいが、殺される時は殺される。それが、常識的な一般人ってヤツの末路だろうさ」

「……、」

　どこか、寒々しさを感じさせる空気が漂っています。

　舞さんは不ふ貞て腐くされたような顔で、釘打ち機を手にしたまま、対面の椅子に腰掛けます。

　え？　ていうか、あの……。

「ちょ、ちょっと……。私達たちがこんな事を言うのは何ですけど、その、吊つるされたまんまの剛土晶さんは……」

「ん？　そりゃ苦楽を共にしてきた顧こ問もん弁護士だ。腕も良い。助けたいのは山々だけど、僕はあくまで常識的な一般人だからね。スーパーヒーローみたいに華か麗れいな救出劇なんて期待されても困っちゃうよ」

「……っっっ!!」

　ダクトテープで口を塞いでいる訳でもないのに、剛土晶さんは言葉が出ないようでした。

　下着のまま吊るされた妙みよう齢れいの美女を挟んでの、兄妹水入らずの会話。

『菱神の男』だの『菱神の女』だの、どちらがイカれているかなんて議論に意味はありません。こいつらみんなネジが外れている……!?

「さて舞。僕が何のためにここへ来たかは分かっているね？」

「そこの姉ちゃんを助ける訳でも、私に情報をくれるためでもなさそうだね」

「菱神」

　恭さんは、断ち切るように言ってのけます。

　あの、舞さんを前にして、なお……。

「菱神舞が死亡しました、って臨時速報が流れたのはこちらでも摑つかんでる。関係者ですか？　なんて間抜けな質問をしてきた記者も何人かいたよ。ま、大きな問題じゃないんだけどね。『菱ひし神がみ』は日本、いや世界的に見ても有名なファミリーネームだ。身元不明などこかの誰だれかが勝手に名乗っていたんだろう。そう説明してしまえば簡単にケリはつく」

「……、」

「ただ、そう説明するのは常識的じゃない。警察や記者を前に噓うそをつくなんて『菱神の男』らしくもない行動なんだよ。簡単だが、同時に度し難い。僕達たちにこれ以上の迷惑はかけないでおくれ。そのために必要な事は勝手にやってくれ、僕達は関知しないから。分かったかい？」

「……これが『菱神の男』の本質って訳だ、すねこすり」

　心の底から呆あきれたように、舞まいさんは言いました。

「常識的、常識的。口ではそう言っておきながら、実は誰よりもイカれてる。そんなヤツが日本経済の一いち翼よくを担って、防衛兵器の生産や納入まで牛耳ってる。イカれているのに人の上へ立って常識を語れる場所にいる。……こいつらは、常識的、つまり国民の大多数が傾いてしまえば、戦争だってクーデターだって平気で起こすよ」

「まあ、それが『時代の常識』だったら仕方がないんじゃない？　結果、国が傾いて総人口が半分以下になるかもしれないけど、それが彼らの望んだ常識なんだから。僕達は、その流れに乗っかるだけさ。善良な、秩序の維持を為なす者っていうのは、そういうものだろう？」

「……私達みたいな『菱神の女』が、憎まれながらも必要とされる訳だ。巨大システムが暴走した時のために、指先一つで落とせるブレーカーを用意しているっていうか」

「やめてくれよ。『菱神』が本気で兄妹ケンカなんて始めたら、世界の総人口が五人くらいになっちゃうよ。そんなのは常識的じゃない」

　秩序と破は壊かい。

　なんか……インド辺りの神話に出てきそうなスケールの兄妹です……。

「そのケンカを始めず事を収めるために必要な情報は、どうやって手に入れれば良い？　下着の姉ちゃんを人間釘くぎバットにするか、それともアンタを代わりに吊つるすか」

「どちらでも構わないけど、僕の口から話しておこうかな」

　素っ気ない口調でした。

　本当に、親からの言こと伝づてを話す子供同士のような……。

「かなりの大物さんを敵に回しちゃったみたいだね、舞。そろそろ自分の周りに『油取り』ってキーワードがチラホラ見え隠れしている事には気づいているかい？」

「……それが？」

「つまりさ、どこかの誰かは『油取り』を使って悪事を働こうとしている。舞、君のお仕事は？　その計画を潰つぶせるかもしれない因子として登録されたのかもって考えた事はある？」

「私はそんな計画知らない。先制攻こう撃げきをかましてきたのは向こうでしょ」

「裏社会には警察も裁判もない。物的証拠の有無なんかどうでも良いんだ。疑わしきはとりあえず罰してしまえが舞達の世界のルールだろう？　勘違いされるような事をやらなかった？　あるいは、先んじて潰つぶしておくべき、と思われるほどの、常識外れの偉業とかさ」

「……、」

　舞まいさんは、物ぶつ騒そうな釘くぎ打ち機を手にしたまま、わずかに考えるような素振りを見せました。

　ポーカーフェイスの達人だからあてにはできませんけど、何か納得していないような……？

「で、その大物ってのは？　『菱ひし神がみ』がわざわざそう口に出すからには、同種の経済界じゃないでしょ。ひょっとして政治絡み？」

「うん、そう。ま、僕みたいのだったら、あそこまでは手を出さないかな。常識的に考えて」

「……組織票だの政策シンクタンクだの選挙活動用のビッグデータ提供だのでガッツリ選挙に嚙かんでるくせに何言ってんの。なに、ひょっとして私は総理大臣でも敵に回したとか？」

「それ以上」

　サラリと、菱ひし神がみ恭きようさんはとんでもない事を言いました。

　え？　ていうか、総理大臣より上って……そんな役職がどこに……？

「東は赤あか坂さか、西は祇ぎ園おん。二つの派閥にザックリ分かれて、日本の政治を裏から操るコンダクター集団。彼らにとっては政党の垣根なんて関係ない。一ミリでも政治に関わる因子は全て操る。舞も、都市伝説くらいなら聞いた事はあるんじゃないかな？　永なが田た町ちよう駅の核シェルターと同じくらいの、胡う散さん臭くさい噂うわさならさ」

「……『料亭の主様』、か」

　呟つぶやくような声が流れた、途端。

　それだけで何か、『触れてはいけないもの』に接触したような、得体のしれない悪寒が染み込んでくるのが分かりました。まるで、出自不明の祠ほこらを無ぶ遠えん慮りよに蹴けり倒してしまったような。

「全部で何人いるか知らないけど、『西の一角』が油取りを使って何か企たくらんでいるってさ」

「西の料亭に、常識外れの偉業……？」

　舞さんは怪け訝げんそうに眉をひそめて、

「まずいな。言われてみりゃ、つい最近、京都の祇園で大暴れしたっけ。確か、ボウズサマとかが関わっていた一件を調べた時に……。死体も山ほど作っちゃったし」

「ほらやっぱり、西の料亭の本拠地じゃないか。彼らに睨にらまれる訳だ」

　一方の恭さんは呆あきれたようでした。

「ただでさえ世界一の電波塔とか『江戸前復古』キャンペーンとか、ここ最近は東の方が盛り上がっていたからねえ。西側の『小さなナショナリズム』はピリピリしていた。舞ってば、最悪のタイミングで蜂の巣をつついちゃったんじゃない？」

「『江戸前復古』って……おいおい、そりゃお偉方の道楽でしょ」

「あの規模の国家事業を道楽で実現できる『力』に、西の料亭はイライラしているのさ」

　恭さんは肩をすくめて、

「それにしても、政治の真の中枢が犯罪装置の『パッケージ』に手を出すとか、常識的じゃないよね。流石さすがに耄もう碌ろくが過ぎるっていうか、困ったものだと思わないかい？」

「何だ何だ。ひょっとして『菱ひし神がみの男』にとっても目障りなヤツだったの？」

「まさかそんなとんでもない。僕達たちはあくまでも常識的だからさ、そんな物ぶつ騒そうな事は考えた事もないよ」

　にこにこと笑いながら、着流しの青年は籐とうで編んだ椅子から立ち上がりました。

「『西の一角』の名前は雨う洞どう斎いつき。興味があれば追ってみると良い。ちょうど、各国の閣僚と商談でもするつもりなのか、この箱はこ根ねの分割インテリビレッジの一つに滞在しているようだしね」

「……ガセで単なる政敵を始末させようってんじゃないでしょうね？」

「だからちゃんと調べなよ。これ以上、掌てのひらの上で踊らされるなんて常識知らずの舞まいらしくもない。兄さんはそんな舞を見ていると哀しいよ。映画の中のヒーローがうらぶれたところを目にしたようだ」

　言うだけ言うと、菱神恭きようさんはあっさりと部屋から出て行こうとします。

　え、でも？　直属の部下の剛ごう土ど晶あきらさんは……!?

「恭さん!!　あの、ちょっと、待って、待ってください……!!」

　本当に置いて行かれると思ったのか、慌てたように彼女は言いました。

「んー……？」

「わたっ、私は、わたしっ、だって、わた……」

「残念だけど、僕は君を庇かばえないよ。舞はね、確かに自分の目的のためなら老若男女お構いなしに巻き込むとんでもない常識知らずだけど、それでもその手で殺す人間くらいは選ぶものだよ。僕の知らないところで、舞の『逆げき鱗りん』に触れるような、えげつない事でもしていたんだろう？　それは常識的じゃない。僕の力を振るえる範はん囲いを超えてしまっている」

「私はっ!!　道を踏ふみ外す事が許されないあなたに代わって、あなたの意図を汲くみ、あなたの泥を被かぶる形で繁はん栄えいを後押ししてきた!!　この手を汚してでも『西の一角』に渡りをつけたのだって、あなたの将来のためになると思って！　そ、そもそも『本家』の継承順位がこの数年で第三位まで上り詰めたのだって……!!」

「でも、僕はそんな事は望んでいないんだよ」

　困ったように、菱神恭さんが呟つぶやくと、それだけで剛土晶さんは口くち籠ごもってしまいます。

　まるで、数時間もかけて演説したのに、そもそも相手は自分の話している言語さえ分かっていなかったのを目の当たりにしたような……。

「継承順位なんてどうでも良いんだ。落ちるなら落ちてしまっても構わないんだ。それが、常識的な行動を貫いた結果の凋ちよう落らくであればね。むしろ、僕みたいなのが第三位に収まっている方がおかしい。常識的じゃない。僕はね、今、とても居心地が悪いんだよ。予定のコースから外れた位置に立たされて、苦痛を感じていると言っても良い」

「は、は……」

「『西の一角』と渡りをつける？　それこそ、『菱ひし神がみの男』とは真逆のプロセスだよ。良いかい、人の縁えんとは繫つながるべくして繫がるものなんだ。無理に歪ゆがんだ方法で結んでも、悪縁にしか育たない。『もっと別の方法で出会っていれば良かったのに』という最悪のカードを、君はそんな大物相手に勝手に使ってしまった。その『西の一角』とは、もう穏おん便びんで常識的な関係は築けないだろうね。痛恨。これは、それ以外に評価のしようがないんだよ」

「……はは、は。ははははは……」

「でもまあ、ここで君を見捨てるのも薄はく情じようだからね」

「!!」

「警察に通報くらいはしてあげよう。常識的に考えれば、きっとお巡まわりさんが助けてくれるさ」

　……今度こそ、剛ごう土ど晶あきらさんの顔が真っ青になっていくのが分かりました。

　そういう当たり前のルールが通用しない場所に立っているのは、この場の全員が分かっているはずです。それでもなお、『踏ふみ外したくない』というだけで……。

　舞まいさんは、椅子に座ったまま釘くぎ打ち機を軽く振り回して、

「よお菱神恭きよう」

「兄さんと呼んでくれって」

「この旅館ってさ、『高級』って名を冠するくらいには、トラブル処理も信しん頼らいできるのかな？　例えば、都合の悪い死体とか血痕の後始末、なーんて」

「そんな常識知らずな世界の話は知らないよ」

　菱神恭さんは軽く肩をすくめて、

「でも、ここを頻ひん繁ぱんに使っていた晶君なら詳しいんじゃないかな？　やましい事を頻繁に行っていて、なおかつ捕まる気配を全く見せない常識知らずの晶君なら」

「……っっっ!!‌!?‌??」

　その、顔面の筋肉の引きつり方だけで理解したのか。




　私が両目を瞑つむる暇さえなく。

　躊ちゆう躇ちよなく、バッテン印を無視した急所へ複数の釘が打ち込まれました。
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「……怪しい」

　温泉郷の地じ獄ごく峠とうげを出て、山道の途中にある道の駅の駐ちゆう車しや場じように停とめたレンタカーまで戻ってきたところで、舞さんがポツリと呟つぶやきました。時間は夕暮れ。楓かえでのおかげで真っ赤に染まる山々は美しいのですが、どうにも血みどろの『アレ』や『コレ』が脳裏をちらつきます……。

「な、何がです？」

「これまでの話。筋は通っているんだけど、何か足りない。全体像は間違っていないのに、ピースが欠けてる気がする……。それも、絶対に見過ごしちゃまずい何かが」

「あのう……それ、根拠とかってあるんですか？」

「何も。ただ死神に睨にらまれていると感じたら、一度確認作業を挟んでみるのが長生きするコツなんだよね。……もっとも、度が過ぎるとただの被害妄想になっちゃうから、センスとさじ加減を問われるんだけど」

　言うなり、舞まいさんはレンタカーのアクセルペダルを踏ふんで、道の駅から抜け出しました。くねくね曲がる山道を下っていくルート。私は乗り物酔いに警戒しながらも、

「ど、どこに向かうんですか？」

「箱はこ根ねはいくつかのインテリビレッジを内包している。一度は合併を繰くり返して大きくした街を、再び細かい村々に切り分ける形でね。得体のしれない死神を撒まくために、他の村に行ってみた方が良いかもね」

　……答えを聞いても不安は払拭できませんでした。

　質問の仕方が悪かったのかもしれません。

「……何をする気なんですか」

「すねこすり。黒幕の名前はなーんだ？」

「雨う洞どう斎いつき。『西の料亭』の正規メンバーの一人、とかいう話でしょう？」

「本当に？」

　え？　と私は思わず言葉に詰まってしまいます。

　舞さんはハンドルを操りながら、ニヤニヤと笑って、

「ま、気づいていないならそれでも良いけど。当面は、雨洞斎にどうやって近づくかが課題だね。与党も野党もお構いなしに操る『料亭』の一人。ぶっちゃけ、『料亭』って隠語を口に出すだけでもちょっとおっかない連中だ。攻め込むには相応の準備をしないと」

「で、でも、さっきはあんなにすんなり……」

「あんなすんなり行っちゃうのは剛ごう土ど晶あきらが間抜けだったから。次も同じ手が使えるとは思えない。占い師作戦も通じないだろうね」

「じゃあ、どうするんですか？」

「雨洞斎の力は強大だ。全国津々浦々に薄うすく広く影えい響きようを及ぼしている。……でも、逆に言えば『西の一角』はあくまでも日本代表。もっと大きな枠組みまでは操れない」

「ま、まさか……それは、Ｇ20のサミットとは関係のない話ですよね……？」

「おや察しが良い」

　舞さんはにこにこと笑いながら、




「もっと偉いヤツを攫さらって雨洞を脅迫しようぜ。そうね、国連の事務次長なんてどうよ？」
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　ガタガタ!!

　がたがたがたがた!!

「すねこすり、あんまり怖がるなって。そんなに震ふるえているとマッサージ機代わりにしちゃうよ？　私のいかがわしいところに押し付けてやろうか？」

「こ、こんな、冷静でいられるはずがないじゃないですか！　こ、こ、国連の、事務、なんでしたっけ？」

「事務次長。みんなに選ばれる事務総長の二コ下。ただ、次長については五つの常任理事国が特権的に選んでいる節もあるんだよね。結局、戦争の勝者が作った平和の組織っていうか」

　すでに一面は夜の帳とばりが下りていて、辺りは真っ暗。ルームライトに満たされたレンタカーの車内で、舞まいさんは後ろ暗い改造を施した携帯端末を使って、インターネットで何か検索しているようでした。

　……驚おどろくべき事に、ニュースサイトなどを調べていくと、サミットでどこの国のどんな首脳や閣僚が来日しているか、くらいは分かってしまうようですね。悪用なんてされないだろう、事件なんて起きないだろう。そんな風に考えているのでしょうか？

　舞さんは軽く指を鳴らして、

「よし、よし。使えるヤツが近くにいるな。トマス＝アルバート＝ジュニア。米国出身、事務次長。こいつを狙っちゃおっか☆」

「無理ですってええええええ!!　国連の偉い人とか襲おそったってＳＷＡＴとかデルタフォースとかムキムキの黒覆ふく面めん集団の手で返り討ちにされますってえええええ!!」

「そいつらはそういう使い方はしないから安心しなって。それに、いくら私だって二丁拳銃でゼロ距きよ離りカンフーマジックなんかやんないよ。疲れるし面倒臭い」

「へ？　で、でも、警備厳重な国連事務次長に用があるって……」

「抜け穴があるのよ。つーか、各国重じゆう鎮ちんの特徴や弱点なんて、用がなくても常日頃からメモっておくのがこの業界のマナーだよ。週刊誌の記事を切り抜いて取っておくだけでも全然違う。どうせ真実なんて何も書いていないけど、歪ゆがめられた情報から『あたり』をつけるくらいならできちゃうしね」

「国連の偉い人、ですよね？　そんな隙が……？」

「制度上の問題だね。ある国では合法、でもある国では違法。そこを突く」
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　アメフトの一軍選手。あるいは殺し屋。

　それが、マイケル＝ルーカスを見る者の第一印象といったところだろう。

　筋骨隆々の黒人、ムキムキの肉体は二メートルを超える巨きよ軀く。腕回りはなんと驚おどろきの四九センチ。ちょっとサングラスを掛ければ裏通りのギャング達たちも道を譲ゆずるほどのコワモテだが、実は彼自身はそんな事一ミリも望んではいなかった。

　運動は得意じゃない。

　ホラー映画や肝試しも苦手。

　何でこんな自分が護衛業なんぞを続けていられるのか心底不思議だが、疑問を口にするたび、お偉方は『君が善良だからだよ』と笑うばかり。おかげで、未いまだに謎なぞは解明されない。

「まったく……。困った、困ったぞ」

　グローブのような掌てのひらの中には小さな手書きのメモがあり、マイケルはそわそわしながら何度も見返していた。

　平たく言えば、それは『処方箋』だった。

　国連事務次長トマス＝アルバート＝ジュニア。護衛対象から、秘密を守れる一部の部下へひっそりと手渡された秘密のメモである。

　政治や行政に関わる者は、心身に不安があってはならない、という暗あん黙もくの了解があるにはあるが、これはそういうのとは少し事情が違う。

　……お国柄、というヤツだ。

　アメリカでは、日本よりも薬の処方に関するハードルがかなり低い。ビタミンＢとかＣとかのサプリメントと同じような感覚で、医者から処方された鎮ちん痛つう剤ざいや睡眠薬を毎日パカパカ吞のむ。表向きは偏頭痛とか不眠症とか色々あるが、実際には生活習慣みたいなもので、体に異状があるから吞むというよりは、吞んでおかないと気分がしっくりこない、という方が近い。

　そして。

　アメリカでは主治医のサイン一つで山のように処方される薬でも、日本では効き目が強過ぎるとして容易に入手できない、というケースも出てくる。……ちなみに、一応参考までに。薬物の致死量は被験者の体重を基準に算出されるのが一般的だ。日本人と欧米人の体格を比べれば、『基準』にズレが生じるのも不思議な話ではない。

　どちらが正しい、という議論に意味はない。これは文字通りの『お国柄』なのだ。

「……だからって、どうするんだ？　ホントにこんなの正しいのか？　大丈夫、かなあ。郷に入れば郷に従えっていうか……あんまり波風立てない方が良いとは思うんだけど……」

　ぶつぶつ呟つぶやいているのは、心の中だけに留とどめておけなくなっているからだ。マイケル＝ルーカスは基本的に小心者なのである。箱はこ根ねの街中に教会の屋根が見えて、一いつ瞬しゆん、全てを懺ざん悔げしてしまいたくなる誘惑に駆られるほどだった。しかしギリギリで吞のみ込む。今は大事なＧ20の国際会議。事務次長には集中してもらわなくては、合衆国のみならず世界の広こう範はん囲いに無用の混乱をもたらしかねない。……そういう事にしておく。

　時間はすでに夜。

　病院の外来受付も、その病院に寄り添うように建っている薬局も、受付を締しめきっている。また、そういうまっとうな施設でメモにある鎮ちん痛つう剤ざいは手に入らないだろう。

　マイケルが向かったのは、深夜営業も行っている大型のドラッグストアだった。

　ただし、目的の品は商品棚に並んでいるものではない。彼は蛍光灯の眩まばゆい光で満たされた店内のレジへ真っ直すぐ進むと、退屈そうな店員へ恐る恐る声を掛けてみた。

「すみません」

「ひっ!?　め、めーあいへるぷゆー？」

「あっ、日本語で大丈夫です」

　店員が本気で怖がっているのを見て、マイケル＝ルーカスはちょっと真剣に落ち込んでいたのだが、顔には出さない。思えば昔からこうだった。ジュニアハイスクールに上がる前には、身長は一八〇センチに達していたのだ。近所の悪ガキどころか、その親にまで怯おびえた目で見られていたのを覚えている。

　若い店員は、一度店の奥に引っ込むと、サッカーボールが入るくらいの小さな段ボール箱を持ってきた。側面には、母国でも見る通販サイトのロゴが貼り付けてある。

　薬のネット販売が解禁され、いくつかのサービスが早くも枝分かれを始めている。これもその一つ。自宅で受け取るのではなく、近所の専門店で受け取る。水虫薬、育毛剤、強精剤、緊きん急きゆう避ひ妊にん薬やく……。何かとプライバシーやコンプレックスに関わる商品を、できるだけ『繫つながり』を感じさせずに手に入れるためのサービスだ。同じ家族にさえ気取られないレベルで。

　これがいわゆる外資系になると、取り扱う商品のハードルがあやふやになったりするのだ。

「ええと、こちらになりますね。品目は、『錠じよう剤ざい』……と。うーん、相変わらずザックリしたカテゴリだなあ」

「『恥ずかしいお使い』というヤツです。カードではなく、キャッシュで払おうとしているところで察して欲しかった」

「い、いえっ、その！　詮索するつもりはありません。五〇〇〇円になります。ゼイコミ。えー、んー……英語でなんて言うのかな……」

「分かります」

　お金を払って箱を受け取ると、グローブのような掌てのひらにひんやりとした冷気が伝わってきた。冷蔵庫にでも入っていたのだろうか？

　広い店てん舗ぽの出口までがやたらと遠く感じられたが、実際には二〇秒もかからなかったはずだ。ガラスの自動ドアを潜くぐって駐ちゆう車しや場じようまで出ると、マイケルはようやくため息をつく。

「……こんなにあっさりしていて大丈夫なのか？　風邪薬や頭痛薬だって、手作りの遠心分ぶん離り機一つでドラッグの親戚だけをかき集められるっていうのに……」




「そだね。でもおかげで、無事にアンタを捕捉できた」




　声の主を、チラリとでも見る事はできなかった。

　直後に視界がブレ、横倒しになり、ようやく最後の最後に頭へ鈍痛が広がった。
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　舞まいさんはドラッグストアの駐車場に倒れている黒人の大男から、小さな段ボール箱と携帯電話を抜き取ったようでした。

　ぶるぶる。アスファルトの駐車場って好きじゃありませんけど、気分の悪さなんて忘れてしまうくらい、私は胃の辺りに重圧を感じているのですよ。

「ど、どうして、どうやって、こんな鮮あざやかに……？」

「そんなに不思議かね。第一に、今はもう夜。病院、薬局、郵便局の私書箱は全部閉まってる。滞在している旅館へ直接バイク便を向かわせるなんて論外。表はマスコミだらけだしね。となると、ネット販売とドラッグストアの組み合わせが濃のう厚こうになってくる。早けりゃクリックしてから三時間で到着する」

「で、でも、全国チェーン店ですよ？　この箱はこ根ねの都市部にだって、全く同じ系列店がいくつもあるのに……」

「一つの通りに面したコンビニだって、繁はん盛じようする店もあれば寂れて潰つぶれる店もある。今はサミットの真っ最中だよ。警備レポートを確認すれば、人通りの密度くらいすぐ分かる。一番人の少ない、目立ちにくい店てん舗ぽを受取先に指定するはずでしょ？」

　私はアスファルトの上で目を回している、護衛のムキムキさんへ目をやりました。

　まさかと思いますけど……。

「なに不安そうな顔してんの、すねこすりちゃん」

「え、い、いや……」

「大丈夫。私だって、殺す必要のない人間は殺さないよ。一番面倒臭いのは、派手な戦せん闘とう技能や権力を持った人間じゃない。みんなに好かれる善良な小市民ってヤツさ。下手にそういうのを殺すと、『優しいノイズ』に冒された連中からしつこく追われる。相手にしたくない」

　レンタカーへ向かう舞さんを追い駆けると、彼女は黒服さんから奪った携帯電話でどこかへ連絡を取っているようでした。

「もしもしはいはいこんばんは。うーん、直通回線ってのは気持ちが良いね。ああ、逆探や録音はしない方が良い。アンタが自分の首を絞める羽目になる」

『……、』

「アンタがこっそり頼たのんだお使いね、失敗した。荷物は私が持ってるよ。さて、これからどうするね？　いつもミントのタブレットみたいにパカパカ吞のんでる鎮ちん痛つう剤ざい、私が代わりに運んであげるから、裏口を開けておいてちょうだいね」

『……、』

「やめておくならそれでも良いけど、次のお使いを頼んだって私は潰つぶして回るよ。その偏頭痛、どうやって切り抜ける？　一晩丸々苦しむ事になるかもね」

　言うだけ言うと、舞まいさんは携帯電話の通話を切って足元に落としました。グシャリと踏ふみ潰してから、私に向かって軽く片目を瞑つむります。

「交渉成立。真正面から堂々と、デリバリーに向かいましょ☆」
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『はぁーん？　これのどこが曇くもり空だってんだ!?　見ろ、あんな眩まばゆい満月が出てんじゃ……いや、ちょっと待て。あれはまさか……!!』

『……闇やみ夜よに浮かぶポンポコポン……』

『う、噓うそだろ。あれは、あの野郎は満月なんかじゃねえ!!　あそこに浮かんでいるのは!?』

『真ん丸お月様と見み紛まごう見事なお腹なか。……善を守って悪を斬きる！　サムライポンポコとはあっしの事だあ!!』

　私と舞さんは、炎えん熱ねつ村むらへ向かいました。広大な箱はこ根ねを切り分けて新設した、複数あるインテリビレッジの一つ。例の、トマス＝アルバート＝ジュニアさんという米国出身の国連事務次長が滞在している高級旅館のある観光地です。

　ちなみに問題のトマスさんは、恰かつ幅ぷくの良い白人のおじいさんといった風貌で、お風呂上がりなのか旅館の浴衣を身に纏まとい、とっくり片手にテレビで時代劇を観みていたところでした。……ああ、ひょっとしたら親日派なのかも。こんなイカれた事件のせいで印象が大きく変わらなければ良いのですが……。

　通販会社の小さな段ボール箱を手にした舞さんは、テレビに視線を投げて目を丸くすると、

「あれ？　こっちでもサムライポンポコやってんだ。でも、私としては『狐こつ狗く狸りさんが征ゆく!!』の方が好きかな。キツネ、イヌ、タヌキの三匹が全国各地を渡り歩く世直し珍道中！　タヌキが良い味を出していてさー……」

「む。狸たぬきなんかのどこが良いんですか。あんなの年中酒吞んで寝てるだけのメタボ妖怪ですよ」

「むふふう!!　すねこすりちゃんよ、それはひょっとしてやきもちってヤツ？」

「はい？　一体何が……？？？」

「がぶり☆」

　ぶふォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?

　とっ、突然抱き上げられたかと思ったら、顔をっ!?　鼻と言わず顎あごと言わず、いわゆる前へ突き出た口こう吻ふんを丸ごと嚙かみつ……!?

「げっ、げべえ!!　ガハゴホ!!　い、一体何を……!?」

「あまりにも可か愛わいらしかったので、つい刺激的なキスを」

「顔を丸ごと嚙み砕かれるかと思いましたよ!?　トマトのＣＭみたいに!!」

　ごほん、という咳せき払ばらいが聞こえてきました。

　トマスさんが、薄うすい刃やいばでも通すように、私達たちの会話へ割り込んできます。

「一体、何しにここまで来たんだ？」

「はいこれ、駄々っ子ジュニアちゃんへのプレゼントですよー？　……ただ大丈夫？　それ、ぶっちゃけ脱法ハーブよりは効果強めのはずだけど」

「……制度の問題だ。私の国では喉のど飴あめと同じようなものなのに」

「で、どんな使役式を使ってんの？」

「何を……」

「だーかーら、人ならざる者の力を引き出すための『西洋方式』ってヤツ。ルサールカ？　ニクシー？　そっち方面は専門じゃないけど、死と女性の匂いがするね。でも妖精が持ってる致死性の漏出を抑えられないようじゃ、人外の力で成功するどころか、自分の命が奪われるのがオチだよ」

「……リャナンシーだ」

「よりにもよって……。才能を与える代わりに精気を奪うのがデフォになってる妖精じゃん。そりゃこんなキツい鎮ちん痛つう剤ざいのお世話になる訳だ」

「だが必要な事だった。三年前の中央アフリカ。我々は人道支援物資としてコンテナ型の野菜工場を大量に送り付けた。大きな箱をリボンで飾って、メッセージカードを挟んでな。太陽光発電と組み合わせれば、一年に二〇回以上の収しゆう穫かくを行える野菜工場は慢性的な食しよく糧りよう難なんを解決できるはずだった。しかし一向に回復の兆しがない。予想外の動きがあったんだ」

「地元の犯罪グループが横取りして、麻薬栽培プラントにでも化けちゃった？」

「……完全密閉型の野菜工場は屋内でも地下でも自由に隠せる。衛星写真さえあてにならない。早急に居場所を突き止めて強きよう襲しゆうしなければ、地域全体の発展が三〇年は遅れてしまう。何としても、人の域を超えたインスピレーションを使ってでも、突き止める必要があった。だから」

　トマスさんは、座卓の上に置かれた小さな段ボール箱へ目をやりました。

　……当たり前のように大量の薬を処方される国なら、本当に重たい病状だって隠し通す事ができる。だとしたら、彼は何かを守った代だい償しようとして、体の中がもう……。

「アンタ。そこまでやって、何を手に入れた？」

「夢、かな。一応それは摑つかんだが、摑んだ時にはそれ以外の全てを失っていたようだ」

　舞まいさんはうんざりとため息をつきました。

　前髪を軽く搔かき上げながら、面倒臭そうな調子で吐き捨てます。

「カラドリオス」

「何だって？」

「ドイツの医療系結社の名前だよ。同名の、小鳥の形をした妖精の使役式を研究してる。患者を蝕むしばむ病びよう魔まを吸い取って健康にする、どっかの根暗野郎の天敵だね。アンタの人脈フルに使って検索してみな。運が良ければ、ここから人生を逆転できるかもしれない」

　浴衣の老人は、しばし黙だまり込んでいました。

　やがて、

「……良いだろう。これまでの非礼は許す、貸し借りはなしだ。私は今夜何も見なかった」

「そりゃどうも」

「だが老人に余計なお節介をするのが君の目的ではないだろう？　そもそもここへ来た理由は何なんだ」

　舞さんは軽く肩をすくめて、

「申し訳ないけど、アンタ自身に興味はない。だから危害も加えないよ。お使い頼たのんだ護衛のマッチョも殺してないし。これ、誠意と受け取ってちょうだいね」

「なら……」

「しっ。すぐに分かるよ、分からない方が良いかもしれないけど」

　舞さんが、自分の唇に人差し指を当てた直後でした。

　部屋の内線電話が、シンプルな電子音を鳴らしました。トマスさんが癖くせのように受話器へ手を伸ばしますが、それより先に舞さんが横から奪ってしまいます。

「はいどーも。ちゃーんと冷や汗かいてくれたかな？　一〇年以上、こんな感覚は忘れていたんじゃない？」

『……そこまでやるか、普通。国連の代表、それも米国の息が強くかかった相手だぞ。傷一つで我が国の国益がどれほど損なわれるか分かっているのか？　下手をすれば、安全保障のバランスにさえ関わるぞ』

「だから代理人だの交渉人だのじゃなくて、アンタが直接掛けてきた。雨う洞どう斎いつき、日本を動かす『西の料亭』の一角。裏路地を這はいずり回るフリーランス一匹のために、わざわざ時間を割いてくれるとはありがたい」

『本題に入ろう』

「全貌を知りたい。わたしぃ、ぶっちゃけ油取りとやらが関わる『パッケージ』だの犯罪計画だのには触れちゃいないんだけどぉ、どーして偽りのニュースを現実化させる攻こう撃げきで命狙われなくちゃならないんですかー？」

『答える必要がどこにある』

「良いのかなー？　アンタ達たちのアセンブルってセパレート型だったよね」

『それが……』

「忘れたのか？　セパレート型は一つの妖怪の『記号の切り口』を変えて、複数の『パッケージ』を同時に駆動させる方式だ。一極集中、裏切り者には即座に力の供給を断てる便利なシステムだけど、一方で、どんな末端の『パッケージ』だってコアと繫つながっている」

『……、』

「私はすでにいくつか油取り絡みの超常と接触してる。コアへ繫がる窓口はあるんだよ。アンタが何をしようとしているかは知らないが、このままコアをぶっ壊こわしてやろうか？」

　じっと耳をそばだてると、受話器の向こうからため息が聞こえてくるようでした。

　続けて、

『……油取り、という妖怪については？』

「子殺し専門の致命誘発体。明治時代、東北の山村に出没した新しい妖怪。農夫の格好をして紛れ込み、人知れず村の子供を攫さらって、取り出した内臓を炙あぶって油を採る。攻こう撃げき的てきな『パッケージ』には利用しやすいが、とにかく制御が難しい種族だろうね」

『話にならん。子供向けの絵本でも読んで勉強したのか？』

　これは、雨う洞どう斎いつきの地金なのでしょうか。

　それとも、過度に精神的優位を演出する事で不安を払拭しようとしている？

『油取りの一番の特徴は、その歴史的背景の浅さにあると言っても良い。妖怪とは、詰まるところ数百年、ともすれば千年単位の時間によって淘とう汰たされ、鋭するどく研がれた「意志を持つ超常」と呼んで差し支えない。中には、まつろわぬ神の零落した姿とまで揶や揄ゆされる種族もいるほどだ。しかし』

「油取りは、明治時代にいきなり出現した新参者。せいぜい一〇〇年ちょっとで、オールスターと肩を並べるほどのメジャーな妖怪へと変貌していった。まるで、階段の三段飛ばしみたいに。そこに着目したって事？」

『伝承の熟成、その高速化作業。「我々」が望んでいるのはまさにそれだ』

　雨洞斎は素っ気ない調子で言いました。

『今の日本人が、神についてどれだけ語れる？　日本神話の神々を一〇柱でもそらで並べられるのか。おっと、ネットで調べて我がもの顔、というのはナシでの話だ』

「……そういうのは歴史の教科書に任せれば良いんじゃない？」

『宗教についてはアンタッチャブル。それがこの国に蔓延はびこる暗あん黙もくの了解だろう。そのくせ、困った時には祈ったり、万物に何となく神性を感じ取ったりする。……あやふやなんだよ。口では無神論を名乗り、そのくせ心しん霊れいスポットだのパワースポットだのを漠然と畏怖し、しかし厳密な教義や伝承に則のつとっている訳でもない。脆ぜい弱じやく。これでは「パッケージ」なる犯罪が猛威を振るう訳だ。この国は、あまりにも超常に対して無力過ぎる。今は「パッケージ」程度で済んでいるが、こんな事ではいずれ遠くない未来に、もっと大きな災禍に吞のまれる事になるぞ』

　だから、この国の宗教観を一新する『何か』を欲した。

　だから、短時間で歴代の妖怪と肩を並べた油取りに着目した。

　だから、恐怖と殺さつ戮りくをもたらす致命誘発体さえ利用してしまおうとした。

「ははっ!!」

　対して。

　舞まいさんは、大義名分を嘲あざ笑わらうように言い放ちました。

「不ふ謹きん慎しんな若者に対する、宗教観のブーストだって？　笑わせんな。アンタ達たちがやってるのって、ようは有名な貴族だの公く家げだのの名前を騙かたって詐欺を働いた方が、楽してカモを引っ掛けられるってのと一緒でしょ。具体的に、『何を』促成栽培させて浸透させようとしてる？　どうせ、普通に流布したって広まらないような、えげつない思想なんじゃない？　莫ばく大だいな富の集中と引き換えに狂気の時代を孕はらむような、さ」

『何とでも言え。「我々」は……』

「しかも、別に日本の事なんか何にも考えてないっしょ？」

　ピタリ、と。

　世界の全ての音が消えたかのようでした。

　それくらい、舞さんの言葉はひたすら状況を抉えぐり取っていきます。

「確かに日本は心霊動画だのスピリチュアル芸能人だのが幅を利かせるイカれた国だけど、別に国民全体がオカルトにコンプレックスを持っている訳じゃない。神道だの仏教だの詳しい事は知らなくても、何となく一〇〇〇年以上の歴史はあるって知ってて胸は張ってる。この国に、アンタが言うようなシステムは不要だよ。どれだけ一いつ生しよう懸けん命めい『新商品』を作ったって、だーれも見向きもしないはず」

『……、』

「となれば、考えられるのは超常の輸出かな？　箱はこ根ねの街には商談にやってきているんだっけ。Ｇ20の中で特にそういうのを欲しがるのは……」

　言って、舞さんはチラリと部屋の中央へ目をやりました。

　そこには、座椅子に腰掛けている浴衣の国連事務次長が……。

「例えば、アメリカとかは？　建国からわずか三〇〇年。裁判でも大統領の宣誓でも傍らに聖書を置いてる宗教国家だけど、同時に拳銃自殺の数でも世界トップランカー。これが銃乱射とか集団自殺とかに変異しちゃ困る。民衆の心が揺らぐのは何な故ぜ？　どうやったらそれを止められる？　何となくで何とかなっちゃうくらいの分厚い歴史的背景を促成栽培するシステムがあれば、心の揺らぎを食い止められる。需要と供給が成り立つ、なかなかの輸出先だと思うけど？」

『……アメリカの混乱収拾は、我が国にとっても重要な意味を持つ。誰だれがどう言い訳をしたところで、我が国が寄りかかっているのは事実だ。二人三脚の相手に転んでもらっては困るだろう。だから手を貸す事に……』

「そのために、どれだけの人間が死んでいった？　油取りなんて致命誘発体の中でも特に外道なヤツを上手に手て懐なずけるまでに、いろんな試行錯さく誤ごがあったでしょ。奪われた命はどこで生まれた人達たちだったのかしら」

『笑いながら同胞へ手を掛けられるお前のような女に、とやかく言われる筋合いはない!!　「我々」は常に五年先一〇年先を見据えて問題の解決に尽力している。未来を見据えているんだ！　その場の都合で意味もなく殺すような「菱ひし神がみ」とは訳が違うのだ!!　「我々」が、望んで自国の民を犠ぎ牲せいにしてきたとでも思っているのか!?』

「その言い訳、同じ日本人とやらに受け入れられると良いね？　二人三脚の友好国に裏切られるのが怖いから、バックドアつきの『パッケージ』を輸出して、外から米国民の世論誘導に一枚嚙かめる環かん境きようを整えたいんです、ってさ」

『ばっ、なん……!?』

「ははは、どうしてバックドアに話が飛んだってか？　そんなの手に取るように分かるよ！　警察の取り調べとか裁判に提出する証拠とかじゃないんだ。私もアンタも共に外道、根拠なんて必要ない。でも大丈夫？　こんなの露ろ見けんしちゃったら、アンタ日米の両方から吊つるし上げだよ、絵本の中の蝙蝠こうもりみたいにさ。『西の料亭』からも摘つまみ出されるんじゃない？」

『だから関わりたくなかったのだ、お前のような猛もう獣じゆうに……』

　呻うめくような、呪うような。

　そんな低い声が、受話器から部屋の中へと染み出してきました。

『いくら情報を制限しても、遮断しても、自分にしか分からない理解不能のロジックで埋め合わせてくる。俺ならこうする、私ならそうする。それだけで本当に正解を引き当てて急所へ喰くらいついてくる！　メディア操作も証拠隠滅も、狂人のインスピレーションだけはどうにもならん!!』

「そりゃどうも。私みたいな仕事だと、膨ぼう大だいな情報をゆっくり精査しているほど余裕なくてね。結局、最後は『獣けものの嗅覚』がものを言う。これを信じられないと長生きはできない」

　舞まいさんの表情は変わりません。

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、余裕の笑みのまんまです。

「何より、そもそも筋違いでしょ。先に臨時速報流して仕掛けてきたのはそっちだ。自分は好きなだけ殴りかかるけど、一発も反はん撃げきしないでくださいなんて虫が良過ぎる」

『何を言っている、「我々」に探りを入れていた事は分かっているんだぞ！』

「……、」

『それにどのみち、プロジェクトを進めていけばどこかでかち合っていた。言っただろう、「我々」には未来が見えている、と。潰つぶしておいて損はない。ニュースを使った方法が失敗しても、必ず抹殺してや




「……はあ」




　それは。

　唐突に、まるでスイッチを切ったような割り込み方でした。

　完全に冷めたため息。長年連れ添ったはずの夫婦が、色々な懐なつかしい思い出を全て否定し、別れる決意を固めた時のような、圧倒的失望。

「もう良いや、今ので大体分かったよ。もしやと思って当たりはつけておいたんだけど、今ので確信。盛り上がってるトコ悪いけど、アンタにはもう用はないかな」

『何を……!?』

「なんつーかさー。アンタ、雨う洞どう斎いつきなんでしょ？　東は赤あか坂さか、西は祇ぎ園おん。政党の垣根なんか無視して日本の舵かじ取とりを行う『料亭の主様』の一人。……ホントにそんな人間だったら、そこまで杜ず撰さんな話し方しないって。アンタは自分じゃ理性でしゃべっているって勘違いしているかもだけど、明らかに感情でもの言ってるよ。それじゃ手玉に取られるだけだ」

　気だるい。

　敬意も警戒も一ミリたりとも感じられない、その声。

「それと、問題の要点を履はき違えてる。今、一番恐ろしいのは一匹狼おおかみの菱ひし神がみ舞まいじゃなくて、横でこの会話を聞いてる国連事務次長でしょ？　彼は米国こく籍せき。バックドアつきの『パッケージ』の輸出なんて話を聞かれちゃ困る一番の相手。真っ当に頭のキレる手合いなら、どうやって自然に有名人を消すかを真っ先に考えなくちゃならないはずじゃない？　……ま、『菱神の女』でもない限り、穏おん便びんで迅速で自然な暗殺なんて条件的に今さら無理だと思うけど」

　受話器から、しばらく声は聞こえませんでした。

　いいや、無言というのとも違います。あうあ、うう、あうあうあう……。何か、呻うめきとも独り言とも違う、妙な音だけが響ひびいてきているのです。

　舞さんは心の底からうんざりしたように、

「この程度で頭の中が真っ白になるとか……。もう良いって、分かったから親玉と電話を代わりな。坊ぼつちゃんじゃ話にならない」

『わ、わ、私の上に誰だれかがいるだと!?　はは、そこだけは読み違えたな。お前の冴さえは、一線を越えて被害妄想へと変わりつつある!!　それはつまり……!!』

「つーかよ、雨洞斎の『力』は強大だけど、あくまで政治的なパワーバランスの話でしょ。オカルト使った直接的な殺し合いなんて専門外。絶対に、アンタの近くにはブレインがいる。……担ぎ上げられた事にはいつ気づいた？　後戻りできない場所まで誘惑されて、後は操り人形にされてんでしょ？　ホントの親玉は、恭しく頭を下げるブレインの方だ」

『な、なん……』

「ひょっとして、マジで気づいてない？　うっわ、そこまで馬鹿だと流石さすがに引くわ。いや、でも、そうなると……うーん……。いくら何でも、これはやっぱり分かってる、よなあ。ただ、あるいは、ここまでの馬鹿だったら、もしかすると……」

『何だ!?　一体何を隠している!?』

　だからさ、と舞まいさんはうっすらと笑いながら、




「……アンタ。自分が雨う洞どう斎いつきの影かげ武む者しやだって事は理解してんの？」




　は……？　と。

　今度こそ、受話器の向こうが空白に吞のみ込まれたように黙だまってしまいました。

　数秒経たって、ようやく新たな動きが出てきます。

　ただしそれは、『雨洞斎』からの声ではありませんでした。

　パァン!!　という、派手な銃声と、何かが崩れ落ちる重たい音だったのです。

『駄目だ……』

　ややあって。

　先ほどまでの男とは明らかに違う、若い女性の声が聞こえてきました。

　これが……？

『ぜんっぜん駄目、話になんない。馬鹿なら操りやすいと思っていたけど、ここまで馬鹿だとかえって足を引っ張られるのね。ある意味、良い勉強になったわ』

「へえ、アンタがブレイン？　つーか、何で影武者の方を籠ろう絡らくしたの？　本物の雨洞斎に取り入れば良いのに」

『こっちも馬鹿かよ、この国はどうなってるの？　本物の雨洞斎なんてガードが堅くて近づける訳ないでしょ。でも、影武者だって、別人と見破られないよう、「料亭」の権限の一部を貸与されてる。わたしとしては、それだけあれば十分だった』

「油取りの『パッケージ』をアセンブルする事が？」

『ほんっとに馬鹿。それとも、わたしが天才過ぎるって言うの？　油取りなんて影武者を誘うための餌えさに決まってんでしょ』

「ま、未来が見えるなんて言ってた割に、口に出す事出す事片っ端から外れていたもんねえ。まるで誰だれかが誘導したみたいに」

『わたし、白雪姫の一番の悪党は「真実の鏡」だと思うのよね。雲うん外がい鏡きようみたいにさ』

　どこかの誰かは面倒臭そうな調子で、

『ちなみにこっちの狙いは、菱ひし神がみ舞。アンタよ』

「恨まれる覚えはないかなあ」

『そんな理由で人を殺すはずないでしょ、馬鹿じゃないの』

「だったら何な故ぜ？」

『狭い業界だからね。放っておいても、次の次の次のプロジェクト辺りでかち合うのが見えていた。だからその前に殺しておく。未来のために殺す。クレバーでしょ？』

　邪じや魔まになったから殺す、ではありません。

　邪魔になりそうだから殺す。

　しかもそのためなら、誰だれだって平気な顔で騙だまし、巻き込んでいく。成功すれば加害者、失敗すれば被害者。そんな救いなき奈落に、偽りの夢でもって放り込むだなんて……。

「何だ、普段私がやってるのと同じじゃない」

『馬鹿と一緒にしないでちょうだい。アンタ、今思いついたでしょ』

　まるで世間話のような調子でした。

　事実、舞まいさんにとってはそんな感じなのかもしれません。安全に殺す事を徹てつ底ていした黒幕の目には、全ての障しよう壁へきを真正面から砕いて押し寄せる、菱神舞という猛威はどう映っているのやら。

　私なんか放っておいて、エージェント達たちは勝手に話を進めてしまいます。

『ま、馬鹿な影かげ武む者しやが死んだところで、計画は続行するけど。アンタ、夜明けまで生きていられるとは思わない事ね』

　くっく……という奇怪な音が聞こえてきました。

　舞さんの喉からです。

「駄目だよ、駄目。それじゃあ駄目だ」

『はァ？　まさかと思うけど、アンタ自分が追い詰められたら特別な力が覚かく醒せいするとか馬鹿みたいな事考えているんじゃないでしょうね？　核心に近づいたって何にも変わらないわよ。アンタはいつまでも「業界」から追われ続ける。その隙間を縫ぬってわたしが殺す。真実さえ分かれば問題が解決するなんていうのは三文ミステリーの話でしょ？　現実じゃあ通じない』

「はっはぁ。その台詞せりふはそっくり返しちゃおうかにゃーん☆」

　丸っきり小馬鹿にしたように彼女は即答しました。

　下手に怒鳴り散らすより、この人は不ふ謹きん慎しんにふざけている時の方が恐ろしいのです！

「世の中ってのはさ、なるようになるんだよ。なるようにしかならない、じゃない。なるようになるんだ。この違いが分かるかな？　答えは、そこに人の意志があるか否かだ」

　ゾッとするほど冷たい声でした。

　彼女は、こうしている今も、本当に楽しそうに笑っているのに。

「アンタは勝利のために論理を重ねて出る杭くいを打とうとしたみたいだけど、本当の本当に、完全な意味で無理を通せば道理が引っ込むってのが私の経験則よ。だから、絶対に人を殺す臨時ニュースも私まで届かなかった。『菱ひし神がみの女』の真しん髄ずいと言い換えても良い。だから、後は、周りが勝手に収めてくれる。穏おん便びんに収めておかないと自分達たちまで災厄に巻き込まれるって気づき始めた連中が、自動的にね」

『……ふうん。まさか、そいつがわたしの焚たきつけた連中の数や影えい響きよう力りよくを上回る、と？　つまりこいつは、恐怖と暴力によるマイナス票を懸けた選挙だって言うつもりかしら』

「そこで公正な選挙になるなんて考えている時点でもう駄目なんだっつの。投票箱なんてぶっ壊こわして捏ねつ造ぞう票ひようを一〇〇億くらいぶっ込んで、その存在意義すらごっそり奪うのが私のやり方よ」

　楽しそうに、楽しそうに、心の底から楽しそうに。

　それでいて、獲え物ものを追い詰め、いたぶる獣けもののような敵てき愾がい心しんを湛たたえた、その表情。

　でも、あるいは。

　それは……電話の向こうの黒幕だって、全く同じ顔をしているのかもしれません。

「アンタはそこまで辿たどり着けなかった。枠の中に収まって、常識で理解できる範はん囲いのロジカルな暴力に留とどまってしまった。残念だね。いっそ突き抜けてしまえば楽なのに、『業界』の中でもここまで這はい上がってこれる連中とはなかなか出会えない。……ルールを守るのが耐えられなくて裏街道へ転がり落ちたくせに、そこでもルールの奴ど隷れいになろうなんて理解に苦しむよ、いやマジで」

『黙だまって聞いてりゃ丸っきり馬鹿の理論じゃない。なに、ひょっとして精神論で戦争に勝てるとか信じている人種なの？　だとしたらマジで引くわー。実際の殺し合いは数字で決まるのよ。安易に底上げできるようなら、六〇億人七〇億人は誰だれだって歴史上の皇帝になってる。そしてもっと早く人類は滅びているわ』

　……相互理解を前提としていない言葉の応酬は、果たして会話と呼べるのでしょうか？

　同時に、互いが互いを押し潰つぶそうとする言葉の雪崩は、菱ひし神がみ舞まいさんと黒幕が拮きつ抗こうする、同じフィールドに立っている事を意味しているような気がします。

　この規格外の怪物に『吞のまれず』挑みかかれるような存在なんて、人間どころか妖怪までひっくるめたって、一体この惑星に何人いるかも分かったものじゃないっていうのに……。

「どうせならお名前教えてよ。そっちの方が燃えそう」

『ばっかじゃないの。わたしが一方的に待ち伏せして殺すに決まってんじゃない』

　それで、通話は切れてしまいました。

　あっさりと。友人同士の、いつでもできる電話のように。

　舞さんは肩をすくめると、固定電話のフックへ受話器を軽く放り投げて、

「行こう、すねこすり。ここから先は時間との戦いだ」

「え、え？　あのエージェントと一いつ騎き打うちでもするって言うんですか？」

　素直に疑問を口にすると、舞さんは困ったような顔になりました。

　あ、本物の馬鹿を見つけたって顔してる……。

「そりゃない。一〇〇パーありえない展開だよ」
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　高級旅館を出て、レンタカーの車内まで戻ると、舞まいさんはこんな事を言いました。

「敵は自分の名前も名乗らなかった。『接点』のある雨う洞どう斎いつき……の影かげ武む者しやだっけ？　そいつの口もしっかり封じてる。攻こう撃げき的てきなインパクトに惑わされがちだけど、明らかに自分へ繫つながる情報を断ち切って雲隠れするための動きだよ。逃走される前にここで決着をつけないと、いつまでも襲しゆう撃げきに怯おびえて暮らしていく羽目になる」

「じゃ、じゃあ、あんなにケンカ腰だったのは……？」

「私が身構えている間に安全圏まで逃げるため。分かりやすく『夜明けまで生きられると思うな』って言ってたじゃん。普通に脅えてたら、どこかの建物に閉じこもってドアや窓を塞いで、夜が明けるのをひたすら待ち続けるかな？　その間に相手は行方を晦くらまして、一ヶ月でも一年でもかけてじっくり私を殺すチャンスを手に入れる事になる。付き合ってらんないね」

　もう、この人達たちの『裏の裏』は、いちいち考えているだけで目が回ってきそうです。

　ぐったりしたまま、こう質問するしかありません。

「……これからどうするんですか？」

「ヤツは確実な雲隠れのため、急いで自分に繫がるヒントを潰つぶして回ってるはず。なら、逆に先回りしておけば自然とかち合う事になる。殺すならそこだね」

　時間との戦いとはそういう訳なのですね。先回りをするためには、相手より早く動かなくてはなりません。全ての証拠を隠滅されてからでは間に合わないのです。

　それにしても、何でこういう人達は殺すのが大前提なんでしょう。ついていけません。

「とりあえず、一番大きくて一番分かりやすいのは油取り絡みかな。ブレインとして『パッケージ』のアセンブルを直接指導していたのなら、癖くせや特徴から個人情報を看破されるリスクが孕はらむ。あいつが言っていた通り、狭い業界だしね。雲隠れするためなら、是非とも破は壊かいしておきたいはず」

「……？　状況が、イメージできないのですが……」

「ヤツらが組んでいたのはセパレート型の『パッケージ』……つまり、中央にある妖怪の油取りさえ抜き取れば、あちこちに配備した全ての『パッケージ』が同時に力を失う事になる。最短で完かん璧ぺきな証拠隠滅をしたい人間ならどう動く？」

「それ……つまり、刃物で刺しても銃で撃うっても殺せないはずの致命誘発体を、トンデモ技術を使って殺してしまう、って事なんですか……？」

「私の同類なら、妖怪殺しくらいやってのけるでしょ」

　すんごく簡単に言ってくれます。

　あのう、一応私も犬型の妖怪なんですけどーガタガタ!!

「となると、問題なのは油取りの居場所か。影かげ武む者しや相手には秘ひ密みつ裡りに大きな計画を回していますって騙だましていただろうし、あんなヤバい妖怪を野放しにしている訳がない。どこかに閉じ込めたり、冬眠に近い状態にして安置しているんだろうけど……」

「この箱はこ根ねのどこかに、謎なぞの秘密基地でもあるっていうんですか？」

「それじゃかえって目立つね」

　舞まいさんは私の意見を一刀両断。

「麻薬を密輸する時は、何も知らない観光客の旅行鞄かばんにこっそり詰めて運ばせるもんだ。いざ露ろ見けんしても自分は逃げられるようにね。プロなら本当に危ないものはそういう風に取り扱う。おそらく、オカルトなんて関わった事もない一般市民の家の屋根裏とか床下にでもこっそり放り込んであるんでしょ」

「そ、そんな……それじゃあ、迅速な証拠隠滅っていうのは……」

「見てごらん」

　言いながら、舞さんは携帯端末の画面をこちらに向けてきました。

　ネットニュースのサイトに表示されている記事は、




『箱根新市街地方面で不ふ審しん火び。家屋三棟が全焼。外がい壁へきにガソリンの残留物が確認された事から、警察では放火と見て捜査開始』




「不自然。まるで私に調べてくださいと言わんばかりのタイムリーな火事だね。何にもない瓦が礫れきを掘り返している間に、ヤツは悠々と最大の証拠の油取りを始末するでしょう」

「それだけのために……？　じょ、冗談じゃない!!　ここに住んでいる人達たちは家を失って、人だって死んでいたかもしれないのに……!!」

「モラルの話はまた今度。逆に言えば、これだけやらなきゃ先を越されると向こうも考えている訳だ。標的はかなり目立つ所に安置してある。普通に地図を眺めれば、真っ先に目についてしまうような場所に」

　言いながら、舞さんは携帯端末で地図サービスを表示。箱根の都市部、火事のあった住宅街の詳細な地図を呼び出します。

　……この辺りは、マンションではなく建売住宅が並んでいる区画のようですが……。

「すねこすり、一番目立つのはどーこだ？」

「え、え？　そ、そりゃあ、どこもかしこも板チョコみたいに奇き麗れいに整っていますけど、目立つって言えば、不自然に大きな土地を構えている所じゃないですか。例えば……」

「ちなみに公園ってのはナシ。所有が明らかになっていないと、困った時に濡ぬれ衣ぎぬを着せられない。つまり私有の建造物限定」

「じゃ、じゃあ、ここですかね」

　何気なく前脚で指し示した建物は、

「ええと、『新緑の家』……？　老人介護福祉施設って、え？」

「いわゆる老人ホームみたいだね。築半年のほとんど新品。油取りのデコイ計画がいつから進んでいたかは知らないけど、建設中に床下なんかを掘って、所有者も知らない秘密のスペースだって作れるかも。つまり、やりたい放題」

「ここに、本当の黒幕はやってくる。確実な証拠隠滅のため、油取りを殺すために。そ、それなら……」

　うん、と舞まいさんは気軽に頷うなずいて、




「現場に隠れて敵の動きを観察しよっか。どんな手を使うか分かれば殺すのも簡単だし」




　一いつ瞬しゆん。

　何を言っているのか、頭が理解できなくなりました。

　だって、え？

　それって、あの、舞さんが言っている事って、簡潔にまとめてしまうと……!!

「ちょ、ちょちょちょっと待ってください！　敵が誰だれだか知りませんけど、放っておけばこの施設へやってきてしまうんですよね!?」

「そうだよ」

「そいつは私達たちの目を晦くらますためだけに、無関係な民家の壁かべにガソリンを撒まいて火まで点つけた！　どこかに隠してある油取りだって、本当に一いち撃げきで殺せるんですか？　もしも、もしも黒幕と油取りの大規模な戦せん闘とうに発展してしまったら、寝泊まりしているおじいさんおばあさんはどうなってしまうんですか……!?」

「巻き込む巻き込まないなんて関係ないよ。向こうだって時間がないんだ。こっそり潜せん入にゆうなんて『配はい慮りよ』をする訳ない。押し込み強盗を装って、派手に殺して回るでしょうね。通帳だの印いん鑑かんだの適当に盗んでおけば、派手であっても警察の目は誤ご魔ま化かせる。後日、適当に新札を下ろして海外で両替すれば、外国人窃盗グループの仕業だって思ってもらえるし」

　そうじゃない。

　そんな事を聞いているんじゃない！

　私の言いたい事が、一ミリだって舞さんには伝わっていません!!

「そうと分かっていて、じっくり観察って、何を考えているんですか!?」

「別に、私の手で殺している訳じゃない」

「おじいさんやおばあさん達は、何の罪もない民間人なんですよ!!　殺されるのを、指を咥くわえて見ているつもりですか!?」

「そうじゃないと、敵の手札が分からない」

　ぐらり、と私の意識が揺らぐのを確かに感じました。

　何で、どうして、言葉にするまでもなく誰だれでも分かる事が伝わらないんでしょう？

　そして、そんな人間が施設で暮らす数十人の命を握ってしまう場所に立っているんだ!?

「あのさ、すねこすり。言うまでもない事だけど、私は別に正義のヒーローやりたくてこんな世界に入った訳じゃないんだよ。民間人は巻き込まない？　ホントにそう思った？　さっきの国連の事務次長はどうだった、彼は悪人か？」

「……、」

「アンタが何を考えるかは自由だけど、私にそんなルールはない。私は確実な勝利のために行動を決定し、その過程でたまたま助かった民間人だっていたかもしれない。でもそれは、確実な勝利の道筋を崩してまで寄り道するほどの価値がある訳じゃない」

　……ああ。

　おそらく、舞まいさんの言っている事は圧倒的に正しい。少なくとも、こんな狭い業界では。奇き麗れいごとだけでは通用しない。勝てない、生き残れない、奪われ続けるのを止められない。分かっていた事じゃないですか。私の妻だって、ある日突然消えた。どこを捜しても見つからなかった。あんな理不尽を、奇麗ごとを貫いた程度で解明できるとは思えない。だから私は、百鬼夜行なんて物ぶつ騒そうな組織に片足を突っ込んだんじゃないですか。私は、そもそもの『きっかけ』の時点から、分かっていたはずじゃないですか。

　でも。

　だけど。




「……ふざけてんのかゴキブリ野郎。自分が何を言っているかも分かっていないんですか」




　レンタカーの車内は、耳が痛くなるほどの静寂に支配されました。

　決定的な、一言を言った。

　それは、理解しています。理解してなお、私は再び口を開きます。

「そうやって、超人ぶって、何から何まで見下していれば、世界の頂にでも登れると思っているんですか？　世界を馬鹿にするな。あなたが誰かを見下したって、あなたの位置が高くなる訳じゃない。あなたは何も積み重ねていないんだ」

「……すねこすり」

「ひょっとして、努力をするのが怖いんですか？　精一杯挑戦して、おじいさんおばあさんを守ろうとして、それでも死なせてしまったら、明確な負けを突き付けられる。だから上手に勝負を降りて、損失を軽減させようとでも!?　だとしたらとんだお笑い草です。あなたは何も守れていない、何一つ!!　見た目の数字に惑わされて、一番失ってはいけないものから切り捨ててしまっているんです!!」

「すねこすり」

　暗い車内。

　窓から差し込む月明かりを反射しているのか、それとももっと別の理由か。

　ぼう……と、二つの眼球に明確な光を宿し、彼女は静かにこちらを見据えました。

「今ここで私にケンカを売るなら、それでも構わない。だけど、この箱はこ根ねは戦場だ。妖怪だから普通の方法じゃ死なない、なんてルールも通用しない。……本当に、分かった上で話をしてる？　なんだかんだで、結局、最後には不思議な力が働いて丸く収まるなんて楽観論を思い浮かべてはいないでしょうね」

「……、」

「アンタは今、神様にでも背中を後押しされている気分になってるかもしれない。正しい選択をした自分には正しい力が宿っているとでも勘違いしているかもしれない。でも、そいつの正体は単なる『優しいノイズ』だ。ずんずん進んだ末に敵さんに包囲されたとして、後ろを振り返っても誰だれもいないし、何も力を貸してくれない。力の源は空虚な妄念なんだよ。そいつは理解してる？」

「……分かっていますよ」

　私は、すねこすり。

　雪女や七人ミサキのような、人を殺す凶悪な力を持った致命誘発体ではありません。外見は小型犬のようで、やる事と言えば旅人のすねに体を擦こすり付ける事くらい。そんな、戦力とも呼べない弱小妖怪が一人で外へ放り出されるのが、どれだけ危険な事かなんて。

「それでも、私はここに立っています。偶然だろうが必然だろうが、今、ここにいるんです。どれだけ微弱でも、些さ細さいでも、舞ぶ台たいに上がっている以上は『大局』に影えい響きようを及ぼせる。その可能性がある。……だったら、後は私の問題です。あなたがどうこう口を挟むような場面じゃない!!」

「そうかい。分かっているなら止めないよ」

　舞まいさんは、助手席側のパワーウィンドウを下げ、窓を大きく開けました。それ以上、交わす言葉もありません。私は窓から身を乗り出し、夜の箱根へと解き放たれました。

　……彼女はきっと、自分の口で言うほどの悪人じゃない。

　顔も名前も知らない『黒幕』のように、本当にしがらみなく自由に生きているとしたら、舞さんには標的を選ぶ理由がない。何だったら、不発弾処理の失敗だの突発的な火山の噴ふん火かだのを装って、民間人もＧ20の首脳陣もお構いなしに、箱根の街ごと黒幕を吹き飛ばしてしまえば良い。荒こう唐とう無む稽けいな話ですが、彼女ほどの力と技術があればそれくらい朝飯前だったはずです。

　舞さんは、それをやらなかった。

　誰が何と言ったところで、舞さん自身が嘲あざ笑わらったところで、やはり殺す人間と殺さない人間を線引きして行動している。

　でも、彼女はその事に自分で気づいていない節があります。気づいていないままに、小さな芽を自分の足で踏ふみ潰つぶしてしまおうとしている。

　暫ざん定ていでも、上から与えられた人事でも、私はあの人のパートナーなんだ。

　こんな所で、小さな芽を潰させる訳にはいきません。そのためにも、なんとしてもあの『黒幕』から老人介護福祉施設のおじいさんおばあさんを守らなくては!!
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　菱ひし神がみ舞まいさんという強大な戦力はあてにならない。

　彼女と同格か、あるいはそれ以上の力を持った『黒幕』と、一人で戦わなくてはならない。

　状況はまさしく絶望的。

　というか、私のスペックは基本的にそこらの小さな犬と変わらないため、目的の住宅地まで向かうのも一苦労です。深夜の街で信号待ちしているトラックに後ろから近づいて、荷台へジャンプジャンプ！　何度か失敗し、それでも努力と根性で荷台へ身を乗り上げます。

　途中で、危うく全く違う方向へ運ばれそうになりながら、数回の乗り換えを経て、私は問題の住宅地へとやってきました。

　世界が滅びたような静寂。

　黒一色の闇やみ夜よ。

　ぐわんと視界が眩くらむのは、きっと妖怪が近代的な街並みを嫌うから、だけではないでしょう。ここには得体のしれない何かがある。人間ではなく、妖怪の私でさえそう脅えてしまうほどのレベルで。

　いくら遅い時間帯だからって、明かりが一つもないのは流石さすがに奇妙ではありました。何か、立てこもり事件の突入直前に、全ての電気を一斉に落とすような、刺とげ々とげしい何かを感じさせます。『黒幕』は、もうやってきてしまったんでしょうか？　私は本当に、間に合わせる事ができるのか……。

　とにかくアスファルトの道路を走って、目的の老人介護福祉施設『新緑の家』へと向かいます。

　そこは、学校よりは狭い……そう、幼稚園くらいの敷しき地ちでした。良く手入れされた芝生に覆おおわれた庭にいくつかの遊具や、キャンプ場にあるようなバーベキューセットなども置いてあります。お孫さんが遊びに来た時のためのものかもしれません。

　ざっと確かめたところ、窓ガラスや扉が破は壊かいされているようには見えません。

　私の方が、一足早かった。

　そう判断し、とにかく玄関の呼び鈴を鳴らします。具体的には、再びジャンプジャンプ！　くっ……前脚でボタンを叩たたくのって、意外と難しい……!!

　しばらくすると、建物の中にいくつかの光が点つくのが分かりました。パタパタと、スリッパのような足音が近づいてきます。

　出てきたのは、小柄なおばあちゃんでした。

「おやおや。こんな時間に妖怪さんがどうしたんだい」

「私は……」

　素直に名乗ろうとして、はたと気づきました。

　……何もできないすねこすりと名乗って、何か得する事があるんでしょうか？

　考え直すと、私は無意味に鼻から息を吐いて、

「私は未来を予言する妖怪なのです」

「まあ」

「竜巻です、大災害なのです！　もう数分もしない内に、ここを思いっきり通過します。分かったら、皆さんを起こしてどこかへ避ひ難なんしてください。庭の芝生が、一部、四角く切り抜かれているのは地下があるからですね？　竜巻シェルターの代わりにはなるでしょう」

「まあまあ、それは困ったね。隣となり近所の皆さんにもお伝えしないと」

「はやーく!!　近きん隣りん住人には私から言っておきますから!!」

　大声で急せかしてみると、おばあさんは困ったような顔をして、それでもパタパタと施設の奥へ引っ込んでいきました。こんな夜遅い時間ですが、三〇人から五〇人くらいの老人達たちが私の指示に従ってくれます。……妖怪の言葉を信じてくれるのは、やはり年の功というヤツなのでしょうか。

「急いで！　庭には倉庫か何か、地下への扉があるはずです。そちらに向かってください！」

「おや？　お前さんはひょっとして、すねこす……」

「急いで急いで!!　早くしないと竜巻が来ちゃいます。わんわん!!」

　おじいさんの一人から、危うく正体を看破されかけましたが、ノリと勢いでとにかく封殺してしまいます。今の私は『災害を予言する不吉な犬型妖怪』なのです!!

　施設の皆さんが庭にある地下へと入っていくのを確認したところで、先ほどのおばあさんが内側から扉を閉めようとしました。

　そこで、少しだけ彼女は手を止めて、

「あなたは大丈夫なのかい？　これから嵐が来るんだろう」

「竜巻です。それから大丈夫、こう見えても私だって妖怪ですし、まだやる事があります。近隣の皆さんにもできるだけお伝えしないと」

「分かった。でも、本当に危なくなったら、いつでもここに来るんだよ。いくら頑丈な妖怪さんだからって、みんなの痛みを一身に押し付けられるいわれはないんだからね」

　はい、という私の返事を聞いてから、おばあさんは地下への扉を閉めました。

　……さて。

　私はこの老人介護福祉施設『新緑の家』の大雑把な見取り図を思い浮かべ、急いでこの目で確かめていきます。四角いコンクリート製の建物、裏手にはガスボンベのようなものはないのでおそらく都市ガス、広大な庭にはブランコや滑り台、それにバーベキューセット。武器となるもの、使えるものはないか。刃物なら台所、消火器なら玄関先、工具箱は……見つかりません。どこか、物置のようなスペースにあるとは思うのですが。いくつか見て回ると、園芸に使う道具が出てきました。農薬や肥料、ビニールロープ、鋼鉄の杭くい……。

　今できる事は全てやる。

　あちこち走って『準備』を進めていきます。

　敵はいずれ必ずやってくる。目もく撃げき者しやは一〇〇人だろうが一〇〇〇人だろうが構わず殺し尽くすようなヤツが。年老いた彼らが自らの足で深夜の街を逃げ回るなんて論外。であれば、ここで迎え撃うつしかない。それができる可能性を、ほんのわずかでも持っている誰だれかが……。

　そんな風に、思っていた時でした。

　まさにほんの一いつ瞬しゆんの出来事でした。




　ドゴァッッッ!!‌!!‌!!　という、あまりにも圧倒的な破は壊かい音おん。




　何が起きたか、しばらく理解できませんでした。

　広大な庭に四本脚で立っていた私の視界が、ぐるぐると回ります。意味をなくす流線形の集合。自分の体が宙に浮かんでいて、敷しき地ちを囲むブロック塀やら地面の芝生やらが吹き飛ばされていて、それは旅客機の墜つい落らく事故クラスの凄すさまじい『大質量の一撃』が放たれたからで……そこまで考えて、ようやく思考が現実に追い着きます。

『恐るべきもの』に、殴り飛ばされた。

　数十メートル級の、鋼鉄の板や膠にかわで固めた分厚い革を組み合わせて作ったような、あまりにも巨大な腕。すくいあげるようなアッパーカット。ブロック塀も地面の土もお構いなしに抉えぐり取り、地べたにいた私を容赦なく打ちよう擲ちやくした。

　たったそれだけの、単純な攻撃。

　しかし私の体は勢い良く老人介護福祉施設の敷地を突っ切り、そのまま建物の壁かべへと容赦なく叩たたき付けられていました。一緒に舞まい飛んだ大量の礫つぶてが、窓どころか壁まで砕いていきます。

「がっ、がう!?　がぼばっ、げうべっっっ!!」

　喉が……詰まる……!!

　込み上げる血の塊が、私自身の呼吸を……!!

「げほっ、がばごぼ!!　ぜえ、ぜえ!!」

　何とか血を吐いて気道を確保しますが、頭がぐらぐら揺れています。こ、こう見えても私だって妖怪。刃物で刺しても銃で撃っても死ぬような体はしていません。なのに……これは……？　肋ろつ骨こつをギリギリと搾り上げ、内臓をくまなく握り潰つぶすようなこの激痛は、紛れもなく私を確実な死へと近づけています。

　ガシャガシャガシャン、という金属を擦こすり合わせる音が響ひびきました。

　そう思った時には、すでにあの巨大な腕は消えていました。

　代わりに、誰だれか。破は壊かいされたブロック塀をまたぐように、誰かが敷しき地ちの中へと踏ふみ込んできます。

　歳の頃は、ひょっとしたら高校生くらいかもしれません。

　黄色をベースとした、やたらと派手なセーラー服を纏まとった少女。こんなものを採用している学校が本当にあるかどうかは分かりません。そもそも、そう、そもそもです。こんな、出会ったら死ぬと思わせるような人間が、真っ当な学校生活なんて送れるものなのでしょうか。

　少女はよたよたと起き上がる私を、心の底から軽蔑したような目で睨にらみつけながら、

「あのさー、まさか自分はプロのエージェントより一足早く現場へ辿たどり着いて、諸もろ々もろの準備を終えたところへようやくわたしが襲おそいかかってきた、なんて考えてないでしょうね？　だとしたら馬鹿、全くの馬鹿。そんな訳がないでしょうが」

　ふわり……と。

　彼女が近づいてくるにつれて、何か、桃のように甘く瑞みず々みずしい匂いが鼻につきました。目の前の悪夢のような状況とあまりにもそぐわない優しい匂いはとてもアンバランスで、私の認識能力をグチャグチャにかき回そうとしているようでした。

「わたしはこれでもフリーランスのエージェントなのよ？　組織の力を借りずにこんな世界を渡り歩いて、ここまで生き延びてきたの。そんなわたしがアンタ如ごときに後れを取るとでも？　逆よ、完全に逆。わたしはすでに先回りしていた。アンタ達たちの戦力調査を行うため、ひっそりと観察していた。これが真実。ここまで言えば、馬鹿でも分かったかしら？」

「……、」

「さて問題。そんな戦力調査のために網をかけていたわたしが、どうして堂々と真正面から襲いかかったのでしょうか？　答えは、恐れるに足らないと判断したからよ!!」

　バキバキガギン!!　と。

　金属質な音と共に、その華きや奢しやな右腕が、指先から肩口まで変質していきます。鋼と膠にかわでガチガチに固めた革の集合体。それはまるで、日本の古い甲かつ冑ちゆうのような……。

　あれが、先ほどの一いち撃げきの正体。変幻自在の鎧よろい兜かぶと。

　そんな風に思っていた私でしたが、真実は私の想像のはるか上にありました。

　彼女はこう言ったのです。

「『緋ひ桃とうの猛将』、これがわたしの手で組み上げた人工的な妖怪、つまりは式神。さてさて、どんな伝承を基にアセンブルしているでしょうかー？」

　緋桃。

　そして、先ほどから周囲に漂う、甘く優しい匂い。

　ぞわり、と。

　全身の毛が、総毛立ちます。

　まさか……。頭の中に浮かぶのは、子供でも分かる、分かってしまうほど有名な……!!

「桃、太郎……!?」

「鬼退治、妖怪殺しについてはこれ以上に使える『分かりやすい』記号もない。致命誘発体が何千何万集まったって、軍勢ごと無傷で殺し尽くす。残念ね、アンタが普通の方法で死んでしまうような人間だったら、もう少しは長持ちしたかもしれなかったのに」

　銃やナイフは使わない。

　人間と妖怪で得物をきちんと切り替えるタイプのようです。

　であれば。

　ここでの彼女は正真正銘、私の天敵としてギアを切り替えている……!?
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　百鬼夜行の移動式本拠地、くの字に近い全ぜん翼よく機きの中では、組織に属する豆まめ狸だぬきが紫煙混じりのため息をついていた。全長三〇センチに満たない、タヌキのぬいぐるみのようなこの妖怪、組織内の役割は影かげ武む者しやである。

　その関係か、彼女（？）は情報の分析に滅法強かった。

　どんな情報を投げうち、どんな情報を守るべきか。誰だれが自分を疑っていて、誰が自分を信じているか。身を守るための一つの噓うそが、巡り巡ってのちにどう返ってくるか。その辺を即座に分析し、舌先三寸の決断ができないようでは、リアルな影武者は務まらない。

　そんなエキスパートの豆狸は、自分が寝そべる座卓の上に広げられた資料を眺めて、顔をしかめていた。

「……まったく、『優しいノイズ』なんぞにあてられやがって。後方支援の連絡要員が矢面に立ったところで、プロのゲテモノに一矢報いられると本気で信じているのかしら。しかも、妖怪の虐殺に特化した桃太郎を組み込んだ相手だなんて……」

　勝ち目がある、と考える方が難しい。

　そして、奇怪な事に、『だからこそ戦う』という心性は確かに存在する。

　弱い方の味方をする。

　世にあまねく英えい雄ゆう譚たんや、そこから派生して生み出された、架空の時代劇や西部劇のヒーロー達たち。彼らが積み重ねた偉業は確かに魅み力りよく的てきだが、それは、普通に考えたらまず成功しない事をやってのけるから魅力的なのだ。一〇〇人が挑戦して、一〇〇人が成功するものではない。

　それは、巨大な怪物の口だ。

　誘い込まれたら最後、その吸引力に抗あらがう事もできず、ズラリと並んだ牙に嚙かみ砕かれる。

「……死ぬわよ、あの馬鹿。そんな風に消えていった連中を、何人も見てきたくせに」

　と、その時だった。

　豆まめ狸だぬきの妥当な分析に、真っ向から抗うような声があった。

「負けないよ」

　声の主は、ただでさえ体の小さな種族の、さらに子供だった。

　五センチくらいしかないその子犬は、四本の足で床を踏ふみ、豆狸の顔を見上げていた。

　真っ直すぐに。

「父ちゃんは、悪者なんかには負けないよ」

「そうね……」

　豆狸は、和風の細い煙管キセルを軽く弄びながら、呟つぶやいた。

「まだあたしとの決着だってついていない。嬢じようちゃんを哀しませるような終わり方なんてするんじゃないわよ」
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　ゴキゴキという硬い鎧よろいの音が連続します。

　来る。

　どういう理論か知りませんけど、一いつ瞬しゆんにして数十倍に膨ふくれ上がる、あの馬鹿げた一いち撃げきが。

　来る!!

「……ッッッ!!‌!!‌!!」

　ドッ!!　と空気さえ引き裂くような大質量の拳が、真っ直ぐ襲おそいかかってきました。

　所詮は小型犬程度の運動機能しか持っていない私が、今さらどこへどう跳んだところで、絶対に避よけられる訳がありません。

　ですが。

　私はすねこすり。

　闇やみ夜よの晩に、旅人のすねに体を擦こすり付ける事くらいしかできない妖怪。でも、逆に言えば、何の役にも立たない『それ』だけなら、私だって『超常』の域に達した動きを作り出せる!!

「……おや？」

『緋ひ桃とうの猛将』を装着した使役者の少女は、不思議そうな声を上げました。

　ひょっとしたら、彼女の目には私の小さな体がいきなり消えたように見えたのかもしれません。

　実際には。

　使役者の足元へと、真正面からひっそりとまとわりついただけなのですが。

　直後の大だい破は壊かい。

　あれだけ頑丈に見えた四角い建物の一階部分が、蜘く蛛もの巣を引っ搔かき回すようにメチャクチャに崩されていく大だい音おん響きようが炸さく裂れつしていきます。

　胸が痛みますが、一いち撃げきを避さけられたのは事実。

　ここから……!!

　そう思った直後、バギン、という硬い音が響ひびきました。

　頰ほおをすり寄せている少女の柔らかい肌の感触が、冷たく分厚い金属の塊へと変質していきます。

　……………………………………………………………………………………………………………‌……………………………………………………………………………………………………………。

　思考に空白が生じるほどの鮮あざやかなリカバリー。

　直後、和風の具足に包まれた少女の足が、躊ちゆう躇ちよなく私の背中を踏ふみ潰つぶしに来ました。杭くい打うち機きのような鋭するどい一撃。同時に複数の金属や革の板を束ねた装甲が一気に膨ぼう張ちようし、凄すさまじい質量を伴って破壊力を激増させていきま……!?

　体内で何かが砕ける音を聞いた気がしました。

　実際には、あまりの超重量がのしかかったために、私の体ごと周囲一帯の芝生の地面が陥没、崩落した感触でした。そう、真下には地下空間がある。巨大な足と地面とに挟まれて押し潰されるはずだった私の体は、薄うすい地面を突き破ってそこへ落ちてしまったようでした。

　でも、待ってください。

　ここは……敷しき地ちの庭の下にある地下スペースと言えば……!?

「げほっ、ごほ」

　咳せき込むような音が、驚おどろくほど近くから聞こえてきました。

　頭から大量の土を被かぶり、それでも自分よりも落ちてきた私の方へ心配するような目を向けてくるのは……。

「ど、どうしたんだい？　これは竜巻なんかじゃない。一体何が……。こんな、こんなに、たくさん血を流して……」

　ちくしょう!!　私が関わらせまいと決意して退たい避ひさせたはずの、おじいさんおばあさん達たちの所へ落ちてくるなんて！　これじゃあ、みすみす猛もう獣じゆうの前に差し出すようなものじゃないですか!!

「くす」

　そして、真上から。

　月を背にした『緋ひ桃とうの猛将』の少女の、笑みが降り注いできました。

　ふわりと、安全地帯だったはずの場所へ、柔らかい桃の香りを侵しん蝕しよくさせながら。

「くすくす。くすくすくす」

「……っ!!　あああああああああああああ!!」

　ここで戦う訳にはいかない。彼らを巻き込むような位置取りだけは避さけたい。

　とっさに、私は地下スペースにいた数十人の老人達たちのすねからすねへと、次々にすり寄って行きました。ほとんど蛇やウナギのように、森の木々の隙間を駆け抜けるように、とにかく素早く移動していきます。目指すは地上へ続く階段、地上へ続く扉。何でも良いから一度仕切り直して、おじいさんおばあさん達を巻き込ませない位置取りを確保しないと……!!

　しかし、実際には努力なんて実りませんでした。

　階段を駆け上がり、扉へと取りついたところで、『緋ひ桃とうの猛将』からの攻こう撃げきが襲おそいかかってきたのです。

　ほとんど、自動車の屋根を無理矢理に破は壊かいしてオープンカーに改造してしまうような、地下構造体の存在意義を奪う『巨大な甲かつ冑ちゆうの腕』の一撃。莫ばく大だいな土の塊といっしょくたになって迫り来る、クレーンの鉄球のような握り拳が、私の体を鋼鉄の扉ごと空中へ投げ出してしまいます。

　もう、叫び声を上げる余力さえ残っていませんでした。

　がしゃん、と。自分でもゾッとするほど遠く離はなれた場所へ、私の小さな体が叩たたき付けられます。ここは、遊具などが置いてある一角。より正確には、キャンプ場にでもありそうなバーベキューセットの、ガス台の上。

　……勝てない……。

　たとえ目の前に選択肢が無数に広がっていても、その全てが最終的に私の惨殺で締しめくくられる。『緋桃の猛将』を纏まとうあの少女は、それを実現している。そうなるようにセッティングを施してから勝負に挑んでいる。だから、勝てない。どんなにあがいても、あがけばあがくほどどつぼにはまるように追い込まれてしまいます……!!

「あーあ。見られちゃったわね」

　かつん、という足音が聞こえてきました。

「ねえ、どっちが良い？　アンタを丸焼きにした後に向こうの老人達を皆殺しにするか、老人達を皆殺しにしてからアンタを丸焼きにするか。プロの仕事を見られた以上、やる事は決まっているもの。好きな方を選んで良いのよ？」

　こつん、ともう一度。

　彼女は、ゆっくりとこちらへ近づいてきます。……私は、動けない……。まるで、まな板の鯉こい。見るからに不ふ穏おんなガス台から、地面へ落ちる事さえできません……。

　あの、不自然なほどに優しい桃の匂いが鼻につきます。

『緋桃の猛将』を従え、装着する少女が、血まみれの私を見下ろす位置までやってきました。料理をするというより、子供が捕まえた昆虫をいたぶるような顔。分かっていても、ムービースターのように機敏に動く事はできない……。

　がつり。

　ガス台を揺らすような、不気味な振動が私の体を揺さぶります。

　彼女の細い指が、着火用のつまみを摑つかんだのだと気づいて、背筋に嫌なものが走りました。

「身の程、いい加減に分かってもらえた？」

「い、嫌と言うほど」

「じゃあ死んで」

　さらりと、間髪も入れないからこそ、逆にこちらの胃袋を爛ただれさせるような声で、彼女は容赦なく言い放ちました。

「犬料理なんていまいち食べる気はしないけど。でも捨てるのはもったいないし、老人達たちにでも食べてもらいましょうか？　どんな顔をするかしらね」

「……でも、おかげであなたの『緋ひ桃とうの猛将』の秘密も、少しだけ分かってきました」

　ぴたり、と。

　つまみを手にした彼女の指が、その一言で止まりました。

　根底にあるのは恐怖や警戒心ではなく、あくまでも興味や好奇心。わずかでも『冷めた』瞬しゆん間かんに点火するとでも言っているかのような態度。

「あの『おかしな鎧よろい』が、妖怪である私に傷をつけているのとは、ちょっと事情が違う。重要なのは、殴ったり蹴けったりする事じゃない。もしそうなら、あなたは最後の最後で、私をガス台で丸焼きにしようとはしないはずです。妖怪は、刃物で刺したり銃で撃うった程度では死にません。それは、私みたいな無害な妖怪だって同じ事。ガス台だって『普通の方法』。途中でいたぶるならともかく、とどめの一いち撃げきに選ぶはずがありません」

「……つまり？」

「あなたの扱う超常は二つ。一つ目は例の鎧。そして二つ目は、妖怪を普通の方法で殺せるフィールドを形成する事。……鎧武者の他に、かの桃太郎を象徴する記号なんて一つしかありません。あの桃の匂い。あなたは、それを撒まき散らす事で鬼退治さえ執行できる環かん境きようを整えた」

「ふへえ」

　と、意外なほど可か愛わいらしい声で少女は肯定しました。

「馬鹿っぽい顔してる割に、そこまで追い着いてきたか……。式神と護ご摩ま壇だん、両方合わせて『緋桃の猛将』。陰おん陽よう道どうと密教の合わせ技なんて、食い合わせの悪いアイデア料理みたいな邪道なのよね。でも、だからこそ、その筋の専門家の目を欺けるはずだったんだけど……馬鹿を相手にしたのが裏目に出たわ」

「……別に、あなたが強大な力を振るっていた訳じゃなかった。私達、妖怪の方が弱体化されていただけだった。まとわりつかせている鎧についても、防具というより攻撃一辺倒。実質、あなたの身を守るためには機能していない」

　本当に、絶対無敵の大戦力を自在に振り回せるのなら、雨う洞どう斎いつきの影かげ武む者しやさんを殺す時に銃なんて使う必要はなかったはずです。彼女の超常は、『緋ひ桃とうの猛将』は、妖怪相手にしか万全の力を振るえない。そう考えるのが妥当ではないでしょうか。

「だから？」

　少女は首を傾かしげて、

「どちらにしても何にしても、アンタがここで死ぬのは変わらない。今のアンタは、そこらの犬と同じように、刃物で刺して銃で撃うてば簡単に死ぬ。アンタ、今、どこに寝転がっているかも理解できないくらいの馬鹿なの？　わたしの右手が、何を摑つかんでいるかは分かっているのかしら」

「ははっ」

　思わず、笑ってしまいました。

「常日頃から桃の香りを撒まき散らしているせいかもしれませんね。まだ『違和感』には気づかないんですか？」

「……？」

「確かに、ここはバーベキューに使うための屋外ガス台。地下に埋めたガス管を通じて燃料の供給を受けるお手軽な点火装置というヤツです。……でも、もしも誰だれかが事前に細工を施しているとしたら？」

　そこで、彼女は息を止めました。

　ようやく、桃の匂いに混じった『異臭』に気づいたようです。

「私は小型犬と同じ事くらいしかできない、貧弱な妖怪です。人を殺すような特性もない。……でも、小さな犬だって悪戯いたずら一つで大惨事は起こせるんです。例えば、ガスの元栓に繫つながったゴムホースに嚙かみ付いてしまうとか」

「……アンタ、本当に状況が分かっているのかしら？」

「そしてあなたの編成は攻こう撃げき一辺倒！　防御については『桃の匂いで弱体化した妖怪から放たれるものなんて大した事ない』の一点張りで無視してしまっている。こんな中で、『普通の方法』が持ち込まれたら？　例えば、ガス爆ばく発はつなんかに巻き込まれたら、あなただってただでは済まないはずです!!」

「わたしの護ご摩ま壇だんは、こうしている今もアンタを弱体化させ続けている。妖怪だから死なない、なんて理論は通用しない。ここで大爆発を起こせば、アンタだって『普通の方法』で……!!」

「ええ、そうですね」

　言いながら、私は大きく歯を見せるように口を動かしました。

　より正確には、犬歯の辺りに接着剤で固定しておいたゴマ粒くらいの火打石を。施設の建物の中で見つけた安物のライターを分解して手に入れた火打石を。

　敢あえて見せつけ。

　私はこう宣言します。




「けど、だったらどうした、このゴキブリ野郎」
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　躊ちゆう躇ちよなく、犬歯を打ち鳴らします。

　きっと、あなたには永遠に分からないでしょう。利害も打算もなく、ただ純粋に赤の他人を助けたいと思った時、胸の中にどんな力が宿るのかなんて。

　だからあなたは。

　ここで敗北するんだ!!

　闇やみ夜よに炸さく裂れつする、ほんの些さ細さいなオレンジ色の火花。

　その瞬しゆん間かん。目の前の、産まれた時から死んでいく時まで勝利の事しか考えていませんみたいな顔をした少女の面構えが、確かに歪ゆがむのを目もく撃げきしました。

　直後。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　視界　　　　　が

　　　　　　　　　　　　真っ　　　　　　　白に。




　　　　21




　呼吸が荒い。

　視界が明滅します。一いつ瞬しゆんでも集中が途切れると、意識がぐらりと傾いていきそうな感覚。私の体は、バーベキューセットがあった場所からかなり離はなれた芝生の地面へ転がっているようでした。パチパチというたき火のような音と共に、敷しき地ちの一角がオレンジ色に輝かがやいているのが分かります。

　私は必死に起き上がろうとしたものの、四本足で地面を踏ふむ事はできませんでした。右の前脚が、思ったように動かない。視界も半分ほど、何か黒いものに覆おおわれている。どこかが折れたり火傷やけどしたりしているのかもしれません。私は妖怪ですから、放っておいてもいつかは完治するかもしれません。基本的に、時間の積み重ねで力を蓄えていくものですから。でも、今すぐ傷が癒いえる事はないでしょう。

「……ま、だ……」

　四本足で立つ事など諦あきらめ、私は半ば地面へ顔を擦こすり付けるようにしながら、芋虫のような速度で移動を開始します。

「……まだ、何も終わっていない……」

　この施設のおじいさんおばあさん達たちを、とりあえず敷地の外まで退たい避ひさせないと。実を言うと、『緋ひ桃とうの猛将』を操る少女がどこからどう攻めてくるかは予測がつかなかったため、あちこちのガスの元栓に細工をして、できるだけ多くのポイントで迎え撃うてるようにしていたんです。たまたま、決着をつけたのが屋外のバーベキューセットだった。例えば、施設の台所などでも都市ガスを漏出させているため、あれに引火してしまった時の事態に備える必要があるでしょう。

　それに、舞まいさんの予測が正しければ、『緋桃の猛将』の少女が操っていた雨う洞どう斎いつき（の影かげ武む者しや）の組織が、デコイの『パッケージ』計画の要として確保していた致命誘発体・油取りは、この敷地のどこかに安置してある、という話ですし。どんな方式を使っているかは知りませんが、戦せん闘とうや火事の影えい響きようで目を覚ませば、どこへどんな牙を剝くかは分かりません。

　となると。

　やはり、一刻も早く老人達を逃がしておいた方が良いでしょう。私の目的は、『緋桃の猛将』の撃げき破はじゃない。どんな理由であっても、最後の最後で彼らが一人でも死亡してしまえば、私は敗北した事になってしまうのですから。

　だから。

　私は、ボロボロになった体を引きずるようにして、おじいさんおばあさん達のいる場所へと向かって行きます。

　いつの日か、どこかへ消えてしまった妻を見つけて、家族みんなが揃そろった時に。

　そこへ辿たどり着くまでの道のりを、胸を張って話して聞かせてあげるためにも。

　……私は、こんな所で、折れてしまう訳にはいかないんだ……。




　　　　22（3rd person）




　そして。

　都市ガスの大だい爆ばく発はつによって燃え広がる炎の海の中で、何かがカタンと音を鳴らした。

「お、ご……」

『それ』には、言葉を話す口があった。

　しかし壮絶な熱に炙あぶられた事によって、唇も喉も完かん璧ぺきに原型を失っていた。

「が、が、がァうがァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!‌!!‌!!」

　だから声を発する事もできず、咆ほう哮こうのようなものを撒まき散らしながら、『それ』はオレンジ色の灼しやく熱ねつ地獄の中心で、勢い良く立ち上がった。

　何も、顔だけに限った話ではなかった。

　すでに皮ひ膚ふという皮膚がクリームのように溶け、ボロボロに崩れた衣服と一体化してしまっている。全体が、歪いびつな筋線維の塊と化していた。髪は、炎の中に消えていた。柔らかい皮下脂肪が軒並み炙られ、体から分ぶん離りしてしまっているため、もはや性別不明の人体模型のようになってしまっている。

　それでも、死なない。

　人体模型の中に、おかしなものが混じっていた。今まで皮膚の下に隠れていたもの。飴あめ色いろに染まる、一〇〇年以上の時を感じさせる古材だった。骨格を補強するようにあちこちへ組み込まれたそれは、和製のカラクリ細工で作ったサイボーグ人間を連想させる。

　ぐずぐずと湿った音を立てながら、それは炎の中を歩く。ほとんど沸ふつ騰とうしかけた眼球が、曇くもりガラスを通したように曖あい昧まいな視界の中で、ただ一つの標的を捜し求める。

　無害な妖怪。

　すねこすり。

　……あちらも無事では済まなかったらしい。とはいえ、彼女と比べればずっとマシだ。体重が軽かったせいか、爆発と同時に灼熱地獄の圏外まで飛ばされてしまった事が、功を奏したようだった。

　気に喰くわなかった。

　自分より軽傷で済んでいる事が。自分より優位に立っている事が。こんな地獄の様相の中で、なお巻き込まれた一般人を助けるために地べたを必死に這はい回っている事が。『優しいノイズ』に冒されながら、なお勝利を手にしたあの妖怪が!!

　つまるところ、全て。

（……殺してやる）

　少女は、口の中で呟つぶやこうとしたが、溶けた唇同士が癒ゆ着ちやくして、まともな声が出なかった。

（ぶち殺して！　ぶち壊こわして!!　全てを台無しにして!!‌!!‌!!　そこまでやって、ようやく仕切り直し。あのクソ妖怪が死体になろうが肉塊になろうが、一から丁寧に粉々にしてやる……!!）

　ぐちゃり！　と。

　溶けた体を動かして、すねこすりに迫る。

　まずあの犬型妖怪をバラバラにし、それをあの老人達たちに見せつけ、喰くってみろと要求する。従わなかった者はその場で殺す。喰った者は最後の最後で一列に並べて殺す。何にしてもどちらにしても皆殺しにしてやる。

　そこまで考えた時だった。




　ドッパァァン!!‌!!‌!!　と。

　銃声というより爆ばく発はつ音おんのような轟ごう音おんと共に、彼女の胸板に握り拳ほどの風穴が空いた。




「……あ……？」

　思わず、少女だったものは自分の胸元へ目を落としていた。

　ごっそりと、血肉も骨も内臓も、丸ごと奪われてしまっている。貫通。しかし、そこに収まっていたのは人間の臓器の中でも最も重要なもののはずだった。心臓。見る者の心を奪う手品のように消えてしまった。

　その鮮あざやかさに。

　死ぬ事を、忘れていた。

　まるで活いけ造づくり。そんな少女の溶けた耳に、単調な電子音が鳴り響ひびいた。携帯電話の着信音だ。火で炙あぶった人体模型のようになった彼女の腰の辺りに、元はスカートだったものの残ざん骸がいがこびりついていた。トーストに乗せたチーズのように変質した精密機器を摑つかみ、着信ボタンを押す。

　何かの間違いではないかと錯さつ覚かくするほど、クリアに通話が繫つながった。

　バキバキと癒着した唇を力技で引きはがし、人体模型はようやくしわがれた声を出す。

「……ひし、がみ……まい……」

『だよ。アンタが「黒幕」って事で良いんだよね？　何されたか分かってるかにゃ☆』

「対物、ライフル……？」

『ぶぶー。正解は五〇口径の重機関銃でした。ま、これで二〇〇〇メートル狙そ撃げきをやらかす変わり種もいるんだけどさ、弾自体は変わんないし』

「いいや、発射音と、着弾は、ほとんど同時だった。雷と、一緒で、意外と、近くにいるはずよ。どこに、いるの。わたしは、アンタをハメるために、ここで待ってた。それを、あんな、妖怪の嚙かませ、犬にさせて。出て、きなさい、よ……この、手でぶっ殺し、てやる……」

『ははは！　すねこすりの嚙ませ犬だって。辞世の言葉は駄だ洒落じやれで良いのかよ!?　そしてごめんだね。そんなになったって動き続けるようなヤツ相手に、真正面からかち合うなんて、そんなそんな。ていうか「普通の方法」で殺せるって分析間違ってないでしょうね、ちゃんと死んでよ。……そもそも、私が銃に頼たよる時は八割負けてる時だっての。絶対やだよ』

「……、」

　人体模型は、しばし黙だまっていた。

　やがて、改めて、彼女は言う。

「……アンタ、何のために出張ってきた？　老人ホームのじいさんばあさんを助けるため、それとも、すねこすりとかいうあの妖怪を助けるため？」

『悪いんだけど、私はきちんと線引きするプロだよ。「優しいノイズ」の恐ろしさについても身に沁しみてる。そういう理由で命を投げ出すほど愚かじゃない』

「なら……」

　何な故ぜこのタイミングで攻こう撃げきしてきたのか。

　すねこすりなり、老人なり。人体模型と化した少女が自己設定した目標を殺害し、気が緩ゆるんだ瞬しゆん間かんを狙った方が確実に狙撃できたはずだ。それなのに……。

『……ホントはさ。適当にすねこすりを焚たきつけて、アンタの待ち伏せしている現場をチョロチョロ走らせて、目障りな妖怪の右往左往に業を煮やして処分するため顔を出したアンタを、こいつで狙撃する予定だったんだ』

「……、」

『ただ、あいつは予想以上にやってくれたよ。自分の口で言い放った荒こう唐とう無む稽けいなお伽とぎ噺ばなしを、きちんとこなしてみせた。詰めは甘いが、アンタの秘密を引きずり出してくれたのは大だい収しゆう穫かく。……そうよね、桃太郎が特別な力を持っているのは、伝説の武器や凄すさまじい修行があったからじゃない。そもそも出生の段階からして桃……退たい魔まに効果ありと信じられてきた果実の記号を取り込んでいたからだ。体の内側に香木を仕込んでブーストさせた退魔サイボーグ、か。気づかなければ軽んじて、手を誤っていたかもしれない』

　つまり、傍若無人の塊のような彼女はこう言ったのだ。

　ぬいぐるみに似たその妖怪に、掛け値なしに命を救われた、と。

『……であれば、これはプロとプロとの契約だ。すねこすりは老人達たちを助けるという目的を果たし、私に弱点解析という益までもたらした以上、私の方だって自分の仕事を完かん璧ぺきに果たすべきでしょ。アンタを殺して、安置してある油取りも処分して、事件を終わらせる。そんな汚れ仕事をね』

　それは、何かを羨むような口調だった。

　普段、すねこすりの前では絶対に使わないような。

　かつてあった、そして生き残るために切り捨てていったものを、目の当たりにしたような。

　だから。

　多分それは、人体模型と化した黒幕に向けた言葉ではなかったのだろう。

　頭部、腹部、腰部、手足、その他諸もろ々もろ。五〇口径という、もはや弾頭部分だけで金かな槌づちの頭に匹敵するほどの破格の弾丸を使って、片っ端から彼女を構成していた肉体の全てをすり潰つぶすように破は壊かいし尽くすその直前に、菱ひし神がみ舞まいはこう呟つぶやいたのだ。




『……最高に格好良かったぜ、ベイビー☆』













　　第四章　？？？／／／……時系列、崩ほう壊かい







　　　　１（3rd person）




　一体、いつから『事件』は始まっていたのか。




　陣じん内ない家け、深夜。古いかやぶき屋根のお屋や敷しきにある広大なお茶の間は、静寂と薄うす暗くら闇やみに満ちていた。障子の向こうから差し込む月明かりがほんのりと物の輪郭を青く浮かび上がらせるだけ。何かの童どう謡ようにでも出てきそうな、ドイツ製の大きな柱時計の秒針に合わせて規則的な音が刻まれている。

　完全な、無とも違う。

　わずかに混じる微弱な刺激が、静寂と薄暗闇の存在を一層に強く印象付ける。

　家人は全て寝静まり、人が織りなす活気の消えた、冷たさすら感じさせる静せい謐ひつ。

　そんな中に、赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしは佇たたずんでいた。

　いいや、彼女一人だけではない。

　向かい合うように、もう一人。

　このかやぶき屋根の屋敷が作り出す風景からは明らかに浮いた『異物』とでも言うべき、凶悪な致命誘発体がゆらりと立っている。

「……お久しぶり」

　彼は、しわがれた声で呟つぶやいた。

　表情は見えない。単に周囲が暗いから、というだけではない。元々、農夫の格好をしたその妖怪は、大きな一つ目の模様が描かれた笠かさを使って己の顔を隠す癖くせのようなものがあったはずだ。

「『あの時』以来かね。このインテリビレッジ納のう骨こつ村むらで猛威を振るった、小児臓器密売『パッケージ』の一件。もちろん、覚えているはずだ。陣内忍しのぶ君とやらのその後はいかがかね？」

　染み込むような。

　侵しん蝕しよくしていくような。

　人ではなく、領域そのものを冒していく声は、それだけで赤い浴衣の座敷童の眉を不快に歪ゆがめるに足るものだった。単に、ガラスを引っかくようなとか、そういう嫌悪感とは違う。座敷童は一番に抱いた事を、そのまま口に出す。




「私はそんな事件なんて、何も知らないけど」




　返答に、油取りと呼ばれるその致命誘発体は、一つ目の笠かさの奥でにたりと笑った。

　妖怪と妖怪の静かな対たい峙じ。

　そんな中、改めて、赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしは頭の中で疑問を整理する。




　一体、いつから『事件』は始まっていたのか。




　　　　２（陣じん内ない忍しのぶ）




　ちょっとキスしておっぱい触った程度で恋人ヅラしないでください、この馬鹿。

「あ、あれ？　あれえー……？？？」

　衝しよう撃げきの展開から二分後。俺は、泣いて良いのか怒って良いのか分かんないまま、ひりひりと痛む頰ほおを片手で押さえて自分の教室へ戻ってきていた。

　時間は昼休みの終しゆう盤ばん。

　すでにお弁当タイムも馬鹿騒さわぎタイムも過ぎて、気の早い優等生ちゃんなんかは次の授業の教科書やノートなんかを机の上へ並べている。

　そんな中、相変わらずクラスの輪に溶け込む事もなく、自分の席で暇そうに携帯電話をいじっている小こ手て蜜みつ惑まど歌かちゃんに絡むため、俺は彼女の机へ身を投げ出してみる。

「うおーん！　惑歌さん慰なぐさめておくれー!!」

「このボッチ美少女惑歌ちゃんに恋愛相談なんてハードルが高過ぎるよ」

「まさに今その恋が終わりました、残念!!　だから慰めろっつってんだろ！　ほらほら、俺の頭を優しく撫なでてごらん？　もしくはもっといかがわしい事をしてもらっても構わないのよ？」

「こんな調子だと、私はザックリ脈ナシ枠にぶっ込んでありそうだね」

「……おやおや惑歌さんや、その寂しげトークはいただけませんな。て、ていうか惑歌さん狙っちゃって良いのかい？　それならそうと早く言ってくれなきゃ……!!　（カチャカチャ）」

「そこで女の子の目の前で財布漁あさって避ひ妊にん具ぐを探すとか、完かん璧ぺきにギャグ枠だよね!?」

　惑歌のお馬鹿さんめ。

　こういう時にいきなり二枚目オーラを目指したって相手のガードが高くなるだけ。始めは『これはないわー』でハードルを低くしておくのですよ。そしてズルズルと会話を進めて、気がつきゃ冗談じゃ済まないゾーンへ女の子の片足を突っ込ませるのだ！　馬鹿め、そこはもう恋愛地雷原だぜ!!

　終わった恋など引きずっても無意味。陣内忍は三秒で次のステージに進むよ!!

　一方の惑まど歌かは『元金は一〇〇％必ず返ってきます！』の投資詐欺パンフレットでも見るような目をこちらに向けて、

「……そういうのはあっちが専門なんじゃない？　ほら、ナントカ渚なぎさ」

「ばっ、馬鹿！　空気を読めないにもほどがある!!　あいつは世界三大ヤンデレの一角だぞ。恋愛絡みでちょっとでもあいつの名前を出してみろ、どこをどう進んだって刃物が飛んで鮮せん血けつが……!!」

「……うふふ。呼んだ、忍しのぶちゃん……？」

　ビッビクゥ!!‌!?‌??

　突如、真後ろからひっそりと流れ込んできた細い声に、俺は電気椅子にでも座らされたように全身を震ふるわせる。

　恐る恐る振り返ると、そこにはにこやかに微ほほ笑えむ恋愛モンスターが。

　ハサミ女、カッター女、カタナ女、ハンマー女、ワイヤー女……あと何だっけ？　今、どんなブラックなあだ名が流通しているか覚えてもいねえ。

「なに、なに……コイバナ？　恋愛相談？　良いよね、恋って。忍ちゃん、何でも私に相談して？　どんな風に困っているの……？　ふふふふふふふふふ」

「い、いや、違いますよ？　ここは渚の出番が回ってくる場面じゃねえ。アンタが横よこ槍やり入れたら血ち反へ吐どとトラウマしか残らねえ!!」

　そして気がつけば惑歌のヤツは携帯電話を熱心に操作している。さては俺の相手するのが面倒臭くなったから、もっと面倒臭いヤツを呼び出して押し付けようとしたね!?

　こうなっちゃうと、もう俺の手には追えねえ。

　修しゆ羅ら場ば専門のスペシャリストにＳＯＳを出すしか!!

「いやあ!!　助けて『恋こい王おう』!!　今まさに吸い込まれつつあるこの恐怖の坩堝るつぼから逃れるにはもうテメェの力を借りるしかなさそう!!」

「……うるさーい陣じん内ない。俺は『始まる前』も『終わった後』も専門外だ、出直して来い」

　ドロッドロの昼ドラ真っ最中のバカップルの恋愛相談のみのエキスパート、という奇妙な隣りん人じんは呆あきれたような声で、

「大体、渚ちゃんに関しちゃ、本人の素養はともかく引き金引いたのはお前じゃないか。ほら中学の頃、最終的には真剣白刃取りにまで発展した伝説の……」

「げふんげふん!!　こ、ここであの壮絶な失敗談を持ち出すんじゃありません！　あ、あんなエログロからエロを抜いちゃったような恋は二度としないと誓ったんだからね!!」




　　　　３（内うち幕まく隼はやぶさ）




「はあ。取り調べですか？」

　コンビニで買ってきたカップの卵スープの中に具なしの塩おむすびを放り込んでお湯を注ぐという革命的アイデア卵雑炊を作っていると、捜査一課全体を統括する課長の馬め頭ず厳げんが気味の悪いものでも見るような目でこちらを見ながら、こんな事を言ってきた。

「容疑者は大手ＳＮＳで一年以上ログインのない、いわゆる廃棄アカウントへ勝手に割り込んで、ある事ない事書き込んでいた連中だ。当初は株価やインテリビレッジ産ブランド作物の先物取引の誘導が目的ではないかという事で、二課が搾り上げていたようだが、風向きが変わってきたらしい。……あと、その雑炊もどき、気持ち悪いぞ」

「それが何でまた、殺しの一課に？　殺人予告でも書き込んだとか？　……ていうか、毎日奥さんに弁当作ってもらってる輩やからに、食料確保の試行錯さく誤ごを嘲あざ笑わらう資格はありませんけど」

「事情は知らん。詳しい話は二課のキャリア様にでもお尋ねしろ、メガネのお坊ちゃんのな。……努力と言うなら俺は家庭を持つ努力をした。独身に甘んじるお前にどうこう言われる筋合いはない」

「何でそんなキャリア毛嫌いしてんですか、そりゃ羨ましくはあるけど。……アンタが努力って!?　凶悪犯もチビるコワモテ使って若い女性に凄すごんだとかじゃないでしょうね!!」

　分厚い事件ファイルで殴られそうになったので、俺は手作り卵雑炊のカップを持ったままフロアから逃走。別階の取調室に向かうためエレベーターホールまで走る。

　金属製の自動扉が左右に開くと、見知った顔が乗っていた。

　警察庁のお偉いさん、美み島しま警視長。

　……どれくらいお偉いかと言われれば、もう彼の上には警けい視し監かんと、例外的な立場である警視総監・警察長官くらいしかいないほどお偉い。平のノンキャリアで下から二番目くらいの階級でしかない俺からすれば、まさに雲の上の誰だれかさんって感じだった。

　しかし、日本全体を統括する警察庁のお偉いさんが、東京の治安を守るだけの警視庁に何の用なんだろう？

　疑問を抱きつつも、とりあえずエレベーターに同乗し、目的階のボタンを押す。

　扉が閉まると、美島さんは階数表示のランプを見ながら口を開いた。

「これからお仕事？」

「いつでもお仕事です」

「例の取り調べ、大変そうだけど頑張ってね。君には期待しているんだ。そんな内うち幕まく君が気持ち良く仕事ができるよう、僕の方からも口添えしてあげたんだから」

「……アンタが何の後押ししたって？」

「それにしても……すごいの食べてるね。卵雑炊への冒ぼう瀆とくだよ。あ、ひょっとして容疑者の前に突き付けて自白を促すとか？　カツ丼の逆パターンかー……」

「これは自分へのご褒ほう美びです!!　それよりさっきの……あっ、ちょっと!!」

　エレベーターの扉が開き、美島さんはさっさと降りてしまった。

　金属製の自動扉が閉まる直前、彼はチラリとこちらを振り返って、

「ほんと、こんな出血サービスはこれっきりだと思ってほしいなあ？」

　……とことん不ふ穏おんな言葉と共に、一人エレベーターで取り残されてしまった訳だが。

　何だ何だ、知らない間に妙なレールに乗せられているようなこの感じ。誕生日にやるドッキリパーティの時みたいに、周りの全てが胡う散さん臭くさく見えてきたぞ……？

　とはいえ、『何か怪しい』だけで職務放棄ができるほど警視庁は自由な職場ではない。

　目的階に辿たどり着き、取調室へと向かう。

　と、扉の近くで、『あたし夏はクールビズです！　冬はウォームビズ！　つまり何着もの高級スーツをシーズンごとに使い分けてます!!』って感じのお金持ちメガネ（男）が壁かべに背を預けてこちらの到着を待っていた。

　入った時期は同じなのに、もう警視サマだもんなあ、こいつ。階級だけならうちの課長より上だよ、やってられーん。

　そんな彼、刑ぎよう谷たに譲じよう司じは開口一番こんな事を言う。

「うわっ!!　ゲテモノ食べてる!?」

「……帰って良いかクソメガネ」

「困る、すごく困る。正直に言うが、俺ら二課じゃお手上げだ」

「何がそんなに……」

「良いから、早く部屋に入れ。とにかく君に任せた、これファイルな。容疑者の経歴、補導時の状況、尋ねておきたい事は全て書き込まれている。ハイ頼たのんだ」

　分厚い書類の束をドンと胸板へ押し付けられ、背中を押されるように取調室へ放り込まれる。……そんなに嫌なヤツなのか、容疑者？　と本人ではなくファイルの方へ目を落としていると、ふと疑問が脳裏をよぎった。

『補導』時？　『逮捕』時ではなく？

　そんな俺の疑問に答えるように、取調室の容疑者は声を掛けてきた。




「やっほー刑事さん☆」




　いっ……。

「イヤァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

「何よ、未来の花嫁艶えん美びちゃんが遊びに来たっていうのに、キャンプ場で斧おの持った殺人鬼と出くわした大学生みたいな悲鳴上げて。ぶーぶー」

「開けてえ!!　開けてよおこのドア!!　何で俺をこの推理マニアと同じ密室に閉じ込めようなんて恐ろしい事考えた？　怒らないから正直に言ってごらーん!!」

　鋼鉄の扉をドンドコ叩たたくが、鍵かぎが開く気配は全くない。

　扉の向こうから、メガネの弱り切った声が聞こえてくる。

『俺らじゃお手上げって言っただろう！　部屋に入るなり、内うち幕まく隼はやぶさ刑事以外とは話さないの一点張りだ。こちらがちょっと凄すごんだら、そいつ何やったと思う？　いきなり自分で脱ぎ始めたんだぞ!!　完全に未成年って立場を弄んでる。可視化制度を逆手に取って、裁判所で俺らに恥をかかせるつもりなんだ!!』

「ほらほら刑事さん、立場は分かったね？　さっさと椅子に座って話を聞いてくれなきゃ、マジックミラー越しにギャラリーいるのも気にせず子作り始めちゃうぞ？」

　もう頭痛が止まらなかった。

　推理マニアの対面にある椅子へ腰掛け、分厚いファイルと卵雑炊をテーブルに置くと、彼女は眉をひそめて、

「……なに食べてるの？　緩ゆるやかな自殺？？？」

「今これ食べちゃうから、その間に好きなだけしゃべってろ。……そもそも一体、何やらかして逮捕されたんだ」

「補導ね、私の場合。つまらない手続きすっ飛ばして刑事さんとお話するためだよ。それだけ状況が逼ひつ迫ぱくしていますってヤツ。分かってもらえた？」

「ちなみに何して捕まった？」

「警視庁の中に入りたかったんだけど駄目って言うからさー。仕方なくその場で脱……」

「分かった本題に戻ろう」

「何よー警視庁だって警察署でしょー都民の相談に乗ってくれなきゃー」

　心の中にメモをする。正門警備の中なか田たさんには、今度一杯奢おごらなくちゃ……!!

「……で、逼迫した状況ってのは？」

「『パッケージ』絡み。ていうか、アセンブルしていた連中の根城へ潜せん入にゆうしていたんだけどね。どーも毛色が変わってきたから、緊きん急きゆう連絡する必要が出てきたなって」

「潜入、捜査？」

「おっと、そっちのお説教はまた今度ね。私は警察のやり方に縛しばられないフリーランスでもあるんだし。……とにかく、問題なのは『パッケージ』の方。あれヤバい、かなりヤバい」

「……そんなに凶悪な性質を持った『パッケージ』が組み上げられつつある訳か？」

「逆だね、逆」

　艶えん美びは軽く肩をすくめて、

「かんっぜんに暴走してる。そもそも妖怪に制御を乗っ取られてるっていう方が正しいかも。アセンブルに関わってたのは『振り込め詐欺対策』のせいであぶれた素人集団なんだけどさ、そいつら、妖怪に命を摑つかまれて言いなり状態なんだよ」

「という事は、数十人から一〇〇人以上の命が……」

「その妖怪の指先一つでさようなら。でも、これまでの経歴とか考えると、警察に保護なんて求めない。放っておいたらまずい事になるんじゃない？　素人療りよう法ほうと一緒でさ、専門家に頼たよらず自分達たちで解決するんだーなんて、ろくな結果に繫つながるとは思えないよ。当人達の命だけで済むなんて考えない方が良いかもってレベル」

　どんな種族か知らないが、妖怪が人を殺せと言えば最低でも数十人が一斉に動く。生いけ贄にえが欲しいと要求しても連れ去って以下略。……確かに笑えない。『だって仕方がないじゃないか』の言い訳を、身内でぐるぐる回せば罪悪感だって忘れてしまうかもしれない。枠を小さく区切ってしまえば、その数十人数百人は『価値観を決める多数派』と自分で自分を錯さつ覚かくさせてしまう。区切り方が違うだけで、血ち腥なまぐさい因習の残る村と同じようなものだ。

　……確かに保護が必要だが、妖怪を裁く法がないのも事実。

　また面倒臭い案件だな。

「それ、どんな妖怪なんだ？　あと、連中が組んでいた『パッケージ』の中身は？」

「ああ、前代未聞だね。まさしく前代未聞の犯罪ってヤツだよ、刑事さん。仮にこいつが順当に完成して猛威を振るったとしても、それを裁く法はない。世界のシステムは後手に回ってる。これは、そういう類の、歴史に名を残すべき犯罪なんじゃないかな」

「あん？」

「その『パッケージ』も、『パッケージ』をアセンブルしていた若者達も、何もかも乗っ取って、あの妖怪は大きな事をしようとしてる。何としてもここで止めないと」

　推理マニアはそこで一度言葉を区切った。

　それから、ゆっくりとした声で、言う。

「……油取り。あいつの計画をね」




　　　　４（菱ひし神がみ舞まい）




　インテリビレッジ剣けん山ざん村むら。

　日本アルプスの麓ふもとの方にあるインテリビレッジね。ただ、ここはちょっと他の村とは事情が違う。農産物や観光業などなど、高ブランド化した田舎の風景を利用して荒あら稼かせぎしている訳じゃないんだよね。じゃあ、産業基き盤ばんは何かって言うと……。

「う、うう……。ここはちょっと居心地が悪いですね。見た目は古き良き農村って感じなのに、まるで大都市のコンクリートに囲まれているような……」

「そりゃ、ネットじゃ加か速そく器き村むらなんて呼ばれているからねえ。山間には、リニアの開通によって使い物にならなくなった特急路線の廃棄トンネルを利用した全長一五キロの直線加速装置。さらに平野部には半径八キロの円形加速装置。地下には純水のプールを用意して、流は行やりのニュートリノ絡みの観測も任せなさい。その他関連施設がゴロゴロって話だし、ナノテク、素粒子ビジネス、研究助成金だってドバドバ注がれてる。すねこすりみたいな妖怪には、あんまり面白くない観光スポットかもね」

「インテリビレッジって田舎の高ブランド化がウリなんでしたよね？　農作物を作らないんじゃ登録したって意味がないんじゃあ……？」

「何言ってんのさ学問だってブランドの世界だよ。『誰だれが』新しい理論を提唱したかによって、世界への浸透率は全然違う。学閥辺りで検索かけりゃすぐに分かると思うけど。……この剣けん山ざん村むらの場合は、誰々が言うんだから間違いない、って高ブランド化を施してる。『世界一のスーパーコンピュータ』とかと一緒で、膨ぼう大だいな実験データで知財を安定生産する側としちゃかなり重要な項目だろうね」

「でも、パンフレットには観光が目玉だって書いてありましたけど」

「そりゃ加速器の村だし」

「……何で人は、大きなダムとかをわざわざ見に行こうとするんでしょう」

　小型犬のような可か愛わいらしい妖怪は首を傾かしげるような仕草をした後に、

「それにしても、廃棄トンネルなんて一民間企業が再利用できるものなんですね。あれ、鉄道路線とはいえ区分は公共施設で、公道なんかと同じ扱いなんじゃないんですか？」

「第一に、この国の鉄道は民営化されている。第二に、すでに廃棄トンネルの再利用には前例がある。ワインを寝かせたり、ホワイトアスパラを育てたりするための暗室にしているんだよ。だったら、後は企業間の話し合いだ。もっとハイテクな理由で再利用したって構わないでしょ」

「で、そんな警備厳重な施設へこっそり潜せん入にゆうしよう、と」

「お仕事だからねえ」

　私は適当な調子で、

「インテリビレッジは成り立ちの関係で、警察の介入を嫌う。これ前にも話したっけ？　すると、山から下りてきた猪いのししとかブランド作物泥棒とかから一房三万円のブドウを守るために、やたらめったらカメラを設置するしかなくなる。……でも、分かっていれば対処もできる。所詮は世界に繫つながるインターネットを使った、アリモノの警備網だ。つまりどこからだって侵入できる窓口が開いている。完全なセキュリティなんて存在しないんだよ」

「でもここは、一般的なインテリビレッジとも事情が違うでしょう？　大規模な加速器をいくつも擁よう立りつする巨大実験施設。人間の警備員だってどっさり配置しているのでは？」

「ホントに書類通りの律りち儀ぎな巡回なんてしてると思う？　だってハドロンとか陽電子とか超高速でぶつけてバラバラにする装置だよ。放射能だって飛び散るだろうし、サラリーマン警備員が進んで近づきたいとは考えないはず」

「ほっ……!!‌!?‌??」

「シールドの外には洩もれないよ。私達たちが忍び込むのはその中だけど」

　そんなこんなで、ちょちょいのちょいと加か速そく器き村むらの内部を駆け抜けてみる。具体的な方法は省いちゃうね。朝飯前とだけ思ってくれればオーケーだから。

　分厚い土とコンクリートの地下を下りていくと、やたらと眩まばゆい光に覆おおわれた、巨大なプールのような場所へと辿たどり着いた。縦横五〇メートル、深さは一〇メートルくらいかな。私達たちが立っているのは、そのプールの周り。と言っても、プールサイドというよりは、水族館の順路に近いかな。分厚いガラスを通して、ここからでもプールの中が良く見える。

「ここは……？」

「純水のプールだよ。神戸にある照射装置からここにニュートリノをぶち込んで、諸もろ々もろのデータを採るんだとさ。特許、特許、新特許の金のなる木ってヤツだね」

「は、はあ。良く分かりませんが……」

「私がちょっとガラスにグーパンチしたら三兆円の施設が台無しになるよ？　やってみる？」

「良く分かりませんが結構です!!」

　分厚いガラスに覆われたプールの周囲も広い。……こんなに必要ないはずなんだけど、地下を掘れば掘るほど土建屋が儲もうかる仕組みだから、誰だれかが横よこ槍やりを入れたのかもね。

「ひっ、ひっ……」

　引きつったような、声とも違う、呼吸の音が響ひびいていた。

　私は無視して周囲を見渡す。

「衆しゆう人じん環かん視しとして登録された、実質的に広大な密室。うん、胡う散さん臭くさい『パッケージ』をじっくりゆっくりアセンブルするには最適だね。ここだって、二年に一回メンテナンスをする以外は、正規職員は誰も出入りしないだろうし」

　バラバラと床に散らばっているのは、連中が古道具屋から買い叩たたいた仏具か。広げられた経典、金きん箔ぱくに彩られた壇だん、香炉、五ご鈷こ杵しよ、縄なわ、杖つえ、曼まん荼だ羅ら、護符の類に……火水風土空の五大素を書き込んでいる木札は、塔の真ま似ね事ごとかな。『パッケージ』なんていうと現代のハイテク犯罪に聞こえるかもしれないけど、『元ネタ』についてはこんなもんよ。これをいかに分解・再統合して、ＳＮＳとか携帯電話とかＡＲとかスマートハウスとか、今時の時代ってヤツに融ゆう合ごうさせていくかが、腕の見せ所って訳。

「み、密教系ですかね？　道具を見る限り……」

「惜しいけど残念、もうちょっと注意深く観察してごらん。ここにある仏具はどれもこれも重量の軽減に努め、分解や折り畳みができるように創意工夫されている。まるで、持ち運びに便利なようにね」

「あっ、修験道ですか！　山の中を軽快に移動できるようにそんな工夫を」

「ご名答。修験道は密教と山岳信仰が結びついたものだったから、分かりにくかったかにゃーん？　おあつらえ向きに、ここは日本アルプスの根元にあるインテリビレッジだしね。怨おん霊りようを鎮しずめて山の神に祀まつる加か持じ祈き禱とうでも応用して、致命誘発体を制御しようとしたんでしょ」

「でも……」

「ヤツらは見事に失敗した。だから百鬼夜行なんて組織に尻尾を摑つかまれてる」

　ひひっひい!!‌!?‌??　と、壊こわれた笛のような呼吸音が一段大きくなる。

　うるさそうにそちらへ目をやると、デブがガタガタ震ふるえていた。

「ひっ、ひゃひゃっ、っきっ、百鬼夜行!?　そっ、そんなっ、んなっ、ヤバいのが出てくるなんて、聞いて……!!」

「妖怪なんぞに手を出して、遅かれ早かれかち合うとは思わなかった訳？　人様の庭で乱らん痴ち気き騒さわぎやらかしちゃってさ」

「そんなっ、こんなのってない！　だって、俺達たちは、もう、俺達は、ただでさえどん詰まりなのに……!!」

「確かに、こりゃ酷い」

　適当に嘯うそぶきながら、私はプールの中へ目をやった。

　完全純水、不可視の光波だのニュートリノだのを受け止めるために用意された広大なプールの底に、あってはならない異物が沈んでいた。しかも多数。数十から数百もの、握り拳大の何かが、ビニール詰めされた状態で河原の石のようにゴロゴロ転がっている。

　全て心臓。

　レトルトのハンバーグのようになったそれらは、主あるじの肉体から離はなれた今も、びくびくと定期的に脈動している。研究員達はデータの数値でしかプール内を『見ていない』から、その数値が変移しない限りは誰だれにも気づかれないんだろうけど……。

「……？」

　すねこすりは、底に沈む物の正体には気づいていないみたい。

　いや、ひょっとしたら常識から離れ過ぎた数と光景に、無意識的に理解を拒んでいるのかも？

「『体の中身』を人質に取られて、致命誘発体の言いなり、か。惨めなもんだ。喉から手が出るほど欲しい『中身』はガラス越しに見えるのに、手を伸ばせば純水の水質が揺らいですぐにでも警報が鳴り響ひびくなんて……、……？」

　言いかけて、何かが頭の隅に引っかかった。

　致命誘発体が、犯罪者の内臓を抜き取る事で彼らを脅迫し、『パッケージ』そのものを乗っ取ってしまう事件。

　そんな話、どこかで見聞きしなかったっけ……？

「いや、ないよな、そんな事件」

　否定してから、別の疑問が生じる。

　この私が、恨みつらみの絡まる『過去の事件』の情報に迷うなんて珍しい。これを瞬しゆん時じに検索できないようでは、いつ背中や脇腹を刺されるか分かったもんじゃないってのに。

「……こんなはずじゃ、こんなはずじゃなかったんだ。くそ、何でこんな事に……。あいつ、あの野郎、最初っからこういう風に失敗するよう誘導していたとしか思えない。でなければ、こんな初歩的な穴に気づかなかったはずがないんだ……!!」

「今から気づいても気づかなくても、もう遅い。アンタがリカバリーできる段階は越えた。時間でも巻き戻さない限り、アンタ達たちに逆転の目はない」

「ふへっ……。お、俺達は、これからどうなる？」

「どんな依い頼らいを受けて来たと思う？」

　逆に質問してやった。

「まさかと思うけど、天下の百鬼夜行が『テクノロジー不足だから、敗残兵の中から技術者部門だけ引っ張って来い』なんて間抜けな注文を出してくるとでも考えてんの？」

「ふへっ、ふへへっ!!　ふふふへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへへ!!」

　デブが壊こわれた人形みたいになった。

　呆あきれたような目を向けていると、デブはこんな事を言う。

「ああ、ああ、そうだな、そうだよ、そういう話になるかもしれないって思ってた。うそ、絶対なるって思ってた。でも、逃げ場がない。だからこんな所に取り残されてる」

「そりゃご愁傷様」

「でも、何とかなるかもしれない」

「？」

「心配しないで、ここから逆転できるなんて思っちゃいない。でも、だけどさ……ここで死んだって、俺はいつか何とかなるかもしれない。そういう話をしているんだよ」

　意味不明な事を言った直後だった。

　ガリッ!!　という硬い音と共に、デブの口から真っ赤な液体が……。

「わ、わあ!!　この人、自分の舌を……!?」

「……嚙かんだって、簡単には死ねないのにね。ドラマの観み過すぎじゃないの？」

　ぶっ倒れて苦しそうにのた打ち回るデブへ、私はゆっくりと近づいていく。死を覚悟した割にはかなり元気に暴れているデブを、心の底から見下した目で観察してやる。

「死ねない苦しみってのは、試しにちょっと死んでみるより、ずっと死にたい気持ちになるもんでしょ？　……さっきの思わせぶりなの何？　どうせここの『パッケージ』と関係してんでしょ。しゃべれないなら筆談でも何でも良いから全部ゲロっちゃいな。辺りに撒まいた自分の血でも使ってさ」

「ぼっ、ぼごっ、ぼごご、ごぼごぼぼぼぼ……」

「ちなみに助けるとか無理だから期待しないで。出血多量で即死はしなくても、ゆっくり窒息していくものなんだよ、舌嚙みって。首にロープ巻いて締しめるよりも、ずっとずーっとゆっくりね。……だからさ、正直に話せば、楽に殺してやる。これ以上の譲じよう歩ほってあるかしらん？」




　　　　５（陣じん内ない忍しのぶ）




　地獄の恋愛獄卒ＮＡＧＩＳＡちゃんからの質問をのらりくらりとかわし、最終的にイラついた彼女が投げ放った彫刻刀の群れを華か麗れいに回かい避ひ。そうだ！　今のあいつのあだ名は彫刻刀ガールだ!!　などと走馬灯のように思い出しつつ、午後の授業のため教室へやってきた担任のオドオド女教師を巻き込む形で問題の解決を図る。

　ちなみに女教師は渚なぎさの形相を一目見た瞬しゆん間かんに泡を噴ふいて倒れた。

　盾にする人間を明らかに間違えたので、サッカー帰りで遅れて教室へ戻ってきた、渚の今の彼氏である明あけ智ち君を人質に取る事で事なきを得る。

　……ここまでがクラスの何気ない昼休みの光景だぜ!!　信じられるかい!?

　そして放課後。

　精神的にへとへとになった俺は、帰宅部の恩恵をフルに活用して、とっとと帰って昼寝してしまおうと考えていた。

　だが、

「……なにこの工事の音？」

「……あっ。お帰りなさいと一番乗りに言ってあげます……」

　庭先にいたぺったんこな雪女が声を掛けてきたが、俺の目はかやぶき屋根のお屋や敷しきの方に釘くぎづけだった。いや、厳密にはそれは……!!

「そして何で屋根が丸ごとなくなってるし!?　オープンカーみたいになってる!!」

　疑問には、削る前の高級カツオブシの塊を抱き枕みたいにしている猫又が答えた。

「屋根のかやを全部交換するらしいね。晴れた日を選んで一日で済ませなくちゃならないんだから、職人さんも大変だ」

　見れば、家族や妖怪達たちは広い庭に敷しいたレジャーシートの上に座り、お菓子なんか広げている。明らかに時間を潰つぶす構え。でも、これ、駄目じゃん!!　こんな人がバタバタ動き回ってる中じゃ昼寝とか無理っぽいじゃん!!

「……ねむーい。眠りたいのに眠れなーい」

　思わず呟つぶやくと、携帯ゲーム機をいじくり回していた赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしとサキュバスが耳をピクリと動かした。

「忍。悪いんだけど、私は妖怪の習性的に、たとえ布団がなくても勝手に潜もぐり込むかもしれないから警告しておくよ」

「おっ、ひょっとして私の出番ですか？　良い夢も悪い夢も無料で見放題ですぜ!?」

「やめて面倒臭い!!　俺は健やかに平へい穏おんにお昼寝がしたいだけなの！　無駄に命いのち懸がけの危険な冒険は求めていません!!」

　ふらふらと庭の中を歩き、とりあえず涼しそうな木陰に腰を下ろす。

　周りの音がデカいせいで、目を閉じたってスッと意識が落ちるような感じはしねえ。が、暇を持て余して適当に携帯電話を弄いじくり回していると、やっぱり頭が重いっつーか、自分自身の反応速度が落ちてる気がした。やっぱり眠気自体はあるんだよ、眠気なら。

　小さな画面に収まっている写真画像を次々と表示切り替えしながらそんな事を思う。何代も前から、機種変のたびにお引越しさせてきたデータもたくさんある。

　満月の夜、巨大な鉈なたをぶら提げたまま表を歩く渚なぎさを、山奥の廃屋の中でやり過ごしながら撮さつ影えいした衝しよう撃げき写真があった。いやあ、あったんだろうなあ、こんな事も。正直、渚については色々ありすぎたせいで一つ一つのゴタゴタをいちいち覚えていなかったりもするんだけど、写真が残っている以上はやっぱりこんな事もあったんだろう。

　……あー、動きを止めると疲れがドッと出てくるなあ……。

　今眠ると負の方向に最高潮クライマツクスな渚に追い駆け回される悪夢にうなされそうだけど。

「……あの、先ほどから陣じん内ない忍しのぶの体が木の幹の中にずぶずぶ沈み込んでいくような気がするのですが……」

「あら、古ふる椿つばきの大きい方が、忍の体を取り込もうとしているようね」

　……ハッ!?

　ゼリーのように質感を変えた木の幹から、慌てたように頭を引っこ抜く。あっ、危ねえ！　致命誘発体として登録されていなくたって妖怪はこれだよ!!　油断も隙もない!!

　ほうほうの体で巨木から這はいずるように離はなれると、今度は着物を着た小さな女の子がトコトコと近づいてきた。ちなみに雪女の事じゃねえ。その説明を満たす妖怪がもう一人、この家には住み着いている。

　古椿の小さい方。

　以前、オーストラリアの魔女の話に巻き込まれた妖怪だ。

　彼女は手にした麦茶のコップをこちらに差し出しながら、

「やる」

「え？　あ、ああ……」

　ありがたいが、やたらとぶっきらぼうなのは何な故ぜなのか。

　大きい方といい小さい方といい、俺は植物系の妖怪とは相性が悪いのだろうか？

　疑問に思っていると、顔に出たのか、古椿（小）は頰ほおを膨ふくらませてこんな事を言ってきた。

「忍は桜の木ばかりひいきするから、他の皆に嫌われている」

「え、なに、その程度？　……つーか、桜と椿じゃなあ……」

「ほらそれ。ほらそれ!!」

「二回言われたって事は想像以上に根が深いのか!?　で、でも、椿って縁えん起ぎが悪い花じゃなかったっけ？　病人のお見み舞まいに持っていっちゃ駄目って教えられたくらいなんだが」

「桜だって縁えん起ぎは悪い。根元に死体とか埋まってる！」

「あれは文学上の表現であって、別に死体のありなしで奇き麗れいに咲くかどうかは関係ねえし」

「忍しのぶは桜ばっかり!!　何を言っても桜の味方ばかりする!!」

　……全くもって理解しがたい主張なのだが、植物界（？）では重要な事らしい。古ふる椿つばき（小）はあんな身なりでも立派な妖怪なので、変へん化げを解いた樹木モードで倒れるようにボディプレスされたら一大事だ。猿さる蟹かに合戦のラストみたいな目に遭いかねない。

　そんな訳で、むくれる古椿（小）をなだめるため、麦茶片手に適当な声を掛ける事に。

「分かった分かった。これからは椿油のシャンプーを使ってやるよ。桜と同じように椿でもお花見してやるから。つーか椿って何月に咲くんだっけ？」

「……………………………………………………………………………………………………………‌……………………………………………………………………………………………………………」

「……何な故ぜそこで顔を全部真っ赤にして黙だまり込む？　予想のつかねえリアクションばかりしやがって」

　質問をしても古椿（小）は答えねえ。

　代わりに、ため息をついた猫又がこんな事を言ってきた。

「樹木にとっての花ってのは、おしべとめしべをくっつけて受粉を促すため、その色や甘い匂いで昆虫を誘う器官だろう。つまり生殖器。アンタ、それ眺めながら酒を吞のむとか、溢あふれた液体で頭を洗うとか、あんまり変態的な事ばかり言ってんじゃないよ。恐ろしい」

「イヤだわ何このカルチャーギャップ!?　ほのぼのした日本の伝統行事のつもりがド級の性せい癖へきを押し付けられるだなんて。やっぱり人間と妖怪って根本的なところで分かり合えねえんじゃねえの!?」




　　　　６（3rd person）




　そして深夜。

　一年に一度行われるかやぶきの屋根の交換が完全に終わり、作業にあたった職人達たちをもてなすためのどんちゃん騒さわぎ（コップ一杯五万円の純米大だい吟ぎん醸じようがジャンジャカ出てくるため、陣じん内ない家けの屋根のふき替えには必要以上に大量の職人達が殺到するとも聞く）も終わると、それまでの喧けん噪そうと反比例するかのように、あらゆる照明の落ちた屋や敷しきの中は深い静寂に吞み込まれていた。

　家人の寝息。

　柱時計の音。

　外から響ひびく鈴虫やコオロギの羽音。

　障子や襖ふすまは音を遮しや蔽へいするというより、まるで何かの楽器のようにそれらを加工していく。角の取れた柔らかい音の連続は、まるで調和の取れた環かん境きよう音楽に似て、闇やみから恐怖心を取り除いていく。

　そのはずだった。

　それが、陣じん内ない家けの夜を包み込む本来の在り様であったはずだった。

　なのに。




　座ざ敷しき童わらしは鋭えい敏びんに感じ取っていた。

　まるで、巨大な猛もう獣じゆうの口の中へ放り込まれたような、全方向からの圧迫する闇を。




「……、」

　その『発見』は、彼女にとっては全くの偶然だった。

　妖怪としての習性で、いつものように寝入った家人の少年の布団へと潜もぐり込もうと、自身の部屋から抜け出した直後の出来事だった。

　だが、相手にとっては必然だったのかもしれない。

　違和感に誘われるように屋敷の中を歩いていくと、広大なお茶の間へと辿たどり着いた。

　ドイツ製の柱時計の刻む音が、いつも以上に強く感じられる。

　木製の雨戸は何な故ぜか開け放たれ、縁えん側がわからは強い月明かりが差し込んでいた。

　わずかに感じる秋の夜風。

　外から溢あふれる光を背にして、輪郭だけを浮かび上がらせるようにして、『それ』は確かに笑っていた。

「……お久しぶり」

　しわがれた、老人の声だった。

　泥がつかないよう、丈を短くし、深い色で染めた着物。足を守る脚きや絆はん。そして頭部どころか顔まで覆おおう、大きな一つ目の模様が描かれた笠かさ。形こそ農夫のそれであっても、身に纏まとう殺意が違う。あれは、攫さらう者。そして、殺す者。誰だれがどう見ても致命的な異物と分かるはずなのに、いざ大惨事が起こるまで誰もが見過ごしてしまう、致命誘発体の中でもトップランクの悪意の塊。




　一体、いつから『事件』は始まっていたのか。




　油取り。

　その存在を確認し、座敷童の目がわずかに細められる。忘れていた痛み、すでに失われた器官、かつて体内にあった『百鬼夜行が施した改造』を強く意識する。

　そんな中でも、農夫の形をした誘拐の象徴は、楽しそうに口を開く。

「『あの時』以来かね。このインテリビレッジ納のう骨こつ村むらで猛威を振るった、小児臓器密売『パッケージ』の一件。もちろん、覚えているはずだ。陣じん内ない忍しのぶ君とやらのその後はいかがかね？」

　どうしようもない言葉だった。

　すでに分かり切っている事実を、改めて確認を取るような。

　遺族の心を挑発し、抉えぐり取る事で快楽を得るような。

　座ざ敷しき童わらしは、しばし無言だった。

　やがて、彼女はゆっくりとした声でこう答えたのだ。

「私はそんな事件なんて、何も知らないけど」

　静寂があった。

　細い糸の端と端を摑つかんで、ギリギリと引っ張るような緊きん張ちよう。

　しかし、彼女が何か返答を間違えた訳ではない。

　直後に、油取りは小さく笑ったのだ。

「……ははっ」

　何がおかしいのか、座敷童には理解できない。

　理解できないのが正解なのだという事を、理解していただけだ。

「ははは!!　はははははははは!!　なるほどなるほど、確かにあなた様が正解だ。そうです、そうそう。そんな事件なんて、実際には起きていなかった。……私は過去に猛威を振るい、陣内忍君の命を狙い、あなた様はそれを阻止してみせた。だが、その件は小児臓器密売『パッケージ』などというものではなかった。全く別の構造の事件だったはずだ。だろう？」

「だろうも何も、そんな分かり切った事を尋ねるためにここまで来たの。そもそも、あなたがまだ存在していられる事自体が不快でならないのだけど」

「ははっ、いやいや。これが意外に重要な質問だったのだよ」

　油取りは、一つ目の笠かさの奥で、本当に楽しそうに笑いながら、

「……何しろ、今の私は、時間の制約を超え、過去や未来へ干渉する力を手に入れている。厳密には、私の性質を利用して、そういう『パッケージ』をアセンブルした人間達たちがいるという事だ。ええ、あなた様の予想通り、彼らの臓器をちょちょいと抜いて、逆に『パッケージ』を乗っ取ってやったがね」

「……、」

「ふーむ。ほら、私は明治時代の東北の山村で初めて観測された訳じゃないか。神出鬼没に攫さらい、神出鬼没に殺す。どうも、誰だれにも目もく撃げきされずに殺す性質を、瞬しゆん間かん移動やタイムトラベルと解釈されたようで。相対性理論、だったかね？　距きよ離りだの時間だの、小難しい事は理解が及ばないが、とにかく、そのようなものを操る術を構築してもらった」

「能書きは良いのよ」

　座敷童は静かに遮る。

「狙いは？　何を獲かく得とくしたところで、あなたは殺す事しか考えられない心の持ち主でしょう」

「確かに。真っ先に思ったのは、かつて子供だった大人や老人達たちを、一番美お味いしい頃に収しゆう穫かくできる、という事だった。……ただ、冷静になってみると、もっと面白い事ができるのではないか。そんな風に考えるようになった訳だよ」

「つまり、もっとえげつない事を？　それも、私に触れるような」

「まあまあ」

　油取りは簡単な調子で、

「だって、そりゃあ、当然だろう。今の私は時間も距きよ離りも超越している。できない事は何もない。……と思われるかもしれないが、不可能は確かに存在するのだよ。あなた様なら、すぐにピンとくるのでは？　一番の専門家なのだから」

「……、」

「答えたくない、と。そうだ、それそれ、まさにそれ。たとえ時間や距離を超越したところで、どうしようもない破滅には抗あらがえない。例えば三日後に巨大隕いん石せきが落下するとして、何ができる？　いくら過去に戻ったって軌道は変えられない。未来へ逃げても崩ほう壊かいを終えた氷河期の世界が待つだけ。距離を使って逃げようにも、地球の他に快適な惑星があるという保障はない。ほら、今の私なんて脆ぜい弱じやくなものだ。……時間や距離を支配したところで、圧倒的な『運命』の前には無力。ただ無力。それが、とても悔しい」

　しかし、その『運命』に抗う力を、油取りは知っている。

　かつて一度だけ、目の前で見せつけられた事がある。

「私はあなた様の力が欲しい」

　舌なめずりすらして、怪物は言う。

「『運命』を曲げるどころか、新たに作り上げてしまうほどの、あなた様の力が」

「残念ね、今の私はガラクタよ。体内を調べたところで手に入るものは何もない」

「分かっているとも。あなた様に手を加えた百鬼夜行も、ここ一〇〇年で随分と落ちぶれた。近代文明に染まったと言うか……とにかく、かつての職人技は期待できない。百鬼夜行試製三九式座ざ敷しき童わらしは、完全に途絶してしまったのだよ」

　それで。

　だから。

「であれば、私は過去を改変する。あの時、あの場所での戦いを組み替えて、壊れてしまう前のあなた様を取り込んでみせる。それで、私は真に完成する。時間、距離、運命。その全てを手中に収め、天敵の存在しない何かへと」

「……不可能よ、そんな事」

「だろうよ、これまでなら。すでに一万五〇〇〇回ほどあの日の戦いを繰くり返しているが、必ずどこかであなた様に敗北する。……でも、ダビングを繰り返した事によって、あの日あの時の歴史的情報はすでにズタズタになっている。じきに、そう、あと二回か三回ほど上書きするだけで、修復不可能となる。虚と実は入れ替わり、あの勝敗記録さえ自由に操作できるようになってくれる。その時が、全ての始まりであり、全ての終わり。私は望むもの全てを手に入れる」

「……、」

「さあ、質問を繰くり返そうか。無意味なダビングで記き憶おく媒体を劣化させるように」

　油取りとの勝敗がひっくり返ってしまえば。

　座ざ敷しき童わらしは、過去の事件で幼い陣じん内ない忍しのぶを救えなかった事になる。

「『あの時』以来かね。このインテリビレッジ納のう骨こつ村むらで猛威を振るった、小児臓器密売『パッケージ』の一件。もちろん、覚えているはずだ。陣内忍君とやらのその後はいかがかね？」

　救えなければ、彼はどうなる？

　油取りが関わった『本当の事件』は、どんな風に終わった？

「『あの時』以来かね。このインテリビレッジ納骨村で猛威を振るった、小児臓器密売『パッケージ』の一件。もちろん、覚えているはずだ。陣内忍君とやらのその後はいかがかね？」

　……………………………………………………………。

　……………………………………………………………。




　　　　７（陣内忍）




　そして。

　赤い浴衣の座敷童は、突如としてどこかへ消えてしまった。




　　　　８（陣内忍）




　インテリビレッジの隅から隅まで走って捜した。

　途中の農道にたむろしていた唐傘お化けとか提ちよう灯ちんお化けなんかにも話を聞いてみた。

　でも、何のヒントも見つからねえ。

　二日、三日と経たっても、あの派手な座敷童は影かげも形も見当たらなかった。

　村の外へ出た？

　もうここへは戻って来ねえ？？？

　事態はあまりにも唐突で、作業のように体を動かして座敷童を捜索しているものの、頭の方はどこかふわふわと現実感を摑つかめねえ状態が続いていた。大人達たちの方も、完全にお手上げのようだった。座敷童が離はなれた家は近く衰退する、なんて話を聞くが、多分、それとは関係ねえだろう。そんな事しか考えられねえ人間ばかり集まる家に、あの傍若無人な座ざ敷しき童わらしが長く居着いている訳がねえんだから。

　最初の一日は学校が終わってから捜索をした。でも、何も見つからなくて、事態の深刻さに初めて気づいた。二日目からは学校にも行かずに捜した。父ちゃんにバレてゲンコツを落とされたが、三日目も学校どころじゃなかった。

　何だ？

　一体何がどうなった？

　前兆や予兆のようなものは何もなかった。少なくとも、俺はそう思う。悪戯いたずら心ごころの塊みたいなヤツだったが、これまでは種族としての特徴なのか、家出をした事はなかったはず。だから、あのグラマラスな妖怪の行動が全く予測できねえ。自発的に消えたのか、何者かに連れ去られたのか。そこの時点から、すでに何も分かっていなかった。

　まるで、古い時代の神隠し。

　妖怪がそんな目に遭うなんて笑えない。あのグータラらしい間抜けっぷりとも言えるが。

「……今日も駄目か」

　三日目の捜索も失敗。そう判断したのは、午後八時過ぎだった。ただでさえ学校をサボっているのに、これ以上粘って晩飯にも顔を出さなくなると、父ちゃんか爺じいちゃん辺りがキレて俺を蔵にでも放り込むかもしれねえ。悔しいが、今ここで行動力を失う訳にはいかねえ。

　そんな風に思わねえと、頭がどうにかなりそうだった。

　頭を搔かき毟むしって絶叫したい誘惑を、何とか理性の力で押し留とどめ、かやぶき屋根の屋敷へと引き返そうとする。

　その時だった。

　ポケットに突っ込んでいた携帯電話に、着信があった。

「叔父さん？」

『ああくそ！　やっと繫つながった。ここ三日ほどずっと電話かけまくっていたんだぞ！』

「……三日も？」

　学校も行かずにあの迷惑な妖怪を捜して走り回っていたんだ。本当にそんなに電話をかけてきていたんなら、絶対に気づいていたと思うんだけど。

『いや、分からないのは無理もない。この電話だって、いつまで繫がるかは誰だれにも予測はできない。だから、用件だけ伝えておくぞ。解決できるのは、多分、忍しのぶしかいない』

「一体何の話だよ、叔父さん？」

『油取りの話だ』

　叔父さんの言葉に、俺の心がミシリと嫌な音を立てた気がした。

　……その、名前は……。

『ヤツは今、自分を組み込もうとした「パッケージ」を逆手に取って、莫ばく大だいな力を手に入れている。……なのに一方で、そんな力を手に入れたはずの油取りが、未いまだに表立って動いている気配がない。何かあるんだ。俺が知っている限り、かつてあの妖怪を退けたのは座ざ敷しき童わらしだけだ。つまり、油取り以上の力を座敷童は隠してる。その正体は分からないけど、油取りが喉から手が出るほど欲しがる「次のステップ」は、多分座敷童の中にある力なんだ!!』




　　　　９（内うち幕まく隼はやぶさ）




　ノイズが酷ひどい。

　どこまで話が伝わっているか、全く自信がない。

　東京都内、お台だい場ばのハチテレビ前だった。推理マニアから『詳しい話』を聞いて以来、俺は頻ひん繁ぱんにここへ足を運んでいる。目的は、かつての学校の先せん輩ぱいで、今はテレビ番組のアシスタントプロデューサーを務めている女性の阿あ刀とう美み濃の里りさん。

　学生時代は、インテリビレッジで油取りの件を一緒に追い駆けていた。

　彼女と定期的に、『あの時の事件』の話を確認し合っていた。

　最初の方こそ、俺達たちの意見は一致していた。

　でも、

『あれ？　そんな事件だったっけ。ああ、そうそう。言われてみればそうだった』

　少しずつ、

『……いや、あれは小児臓器密売の「パッケージ」だったよな。ほら、ダイエットブームと、噓うその通販サイトを利用して、カラフルな鉄串を売り捌さばいて。君のところの、そう、甥おいの忍しのぶ君が巻き込まれて……』

　一日ごとに、変質していくのが、分かる。

『先輩』は、明らかにかつてあった事件についての情報を何者かに上書きされている。そして俺自身、少しずつ違和感がなくなってきている。俺が考えている『本当の事件』の方が、実は間違っていたんじゃないかと不安が押し寄せてくる……。

『私には検証のしようがないんだけどさ』

　推理マニアは、そんな事を言っていた。

『ひょっとしたら、その一件だけじゃないかもしれないよ。本命に入る前に別の事件で実験してるとかさ。ほら、私達だって「タロットガールズ22」の事件で油取りと関わってるじゃん。あの事件、本当に私達が覚えている通りの事件だったのかな……？』

　過去の回想は、当人の言葉に偽りがあれば意味はない。

　あるいは、当人が情報の真偽を識別できないようでは。

　推理マニアが緊きん急きゆう連絡手段として強行した『補導劇』の取り調べについて、美み島しま警視長は出血サービスだと言っていた。あれは、単純に俺と推理マニアの関係性だけを差していたんじゃない。ひょっとしたら、実家の忍しのぶや座ざ敷しき童わらしについても触れていたのかも……。

「忍。俺達たちも詳しい仕組みまでは分からないが、半端な犯罪グループの中に潜せん入にゆうしていた推理マニアが摑つかんだ話じゃ、当初の『パッケージ』は写真加工を利用して、過去への干渉の足掛かりを作っていたらしいんだ」

『ざざざ、ザザザザザ、ざざ、ザザザザザ。ざざざざ、ザザ、ざざざざざざざざ、ザザザ』

「つまり、『過去にあった証拠』としての写真に、特定の人物を合成して貼り込む事で、その人物がその時代その場所にいた、とするタイムトラベル『パッケージ』って訳だ」

『ザザ、ざざざざざざざ、ざざざ、ざざ、ザザザザ、ざざ、ザザザ、ザザザザ、ざざざざ』

「ヤツは、合成写真を作る事でその時代へ跳ぶ事ができる。……携帯電話の画像フォルダでも、実家の押し入れに突っ込んであるアルバムでも良い。とにかく写真に気をつけろ!!　何か、おかしなものが写り込んでいるかもしれない!!」

　隣となりにいた推理マニアが、眉をひそめて言う。

「……本当に届いてるの、それ？　すんごい雑音だけど」

「分からん!!　ただ、今までは繫つながりもしなかったんだ。何度でも伝えて、断片的にでも向こうに通じている事を祈るしかない!!　忍、おい、聞こえているか？　忍!!」




　　　　10（菱ひし神がみ舞まい）




「加か速そく器き村むらに散らばっていた仏具関係、一通り分析したよ。うん、ああ、予想通り。……油取りの神出鬼没性を利用した、タイムトラベル『パッケージ』か。あんなもんが妖怪の一個体に乗っ取られたなんて、世も末だね。核ミサイルの発射コードを盗まれるよりずっとヤバい」

　場所は都内。

　巨大な観光バスから座席を全て取り払って、中身を丸ごと組み替えたキャンピングカーね。持ち主の調達屋の言うところでは、地球に巨大隕いん石せきが落ちたって生き残れるらしいけど。

　ちなみに分析を担当したそのインドア男は、正体を知るなり車内の隅でぶるぶる震ふるえていた。衛星携帯電話の会話についても、『聞きたくなーい。巻き込まれたくなーい』と言わんばかりに両手で耳を塞いでいる。……すねこすりになだめられるようになっちゃ、裏うら稼か業ぎようとしては割と真剣に致命的だと思うんだけどな。

　電話の相手は、百鬼夜行の現トップである、一〇歳程度のお嬢じようちゃん。

　彼女も彼女で、沈痛そのものといった声色で、

『……こちらも、油取りが過去に関わった、あるいはその性質を組み込んだ「パッケージ」と思おぼしき事件記録を洗ってはみましたが』

「何か出てきた？」

『危うく、認識を乱されて検証不能に陥るところでした。手元に「巫ふ蠱この透視者」がいなければ、違和感に気づく事もできなかったでしょう』

「ああ、五本指の一角、黒髪目隠し巫み女こさんね」

『認識上の歪ゆがみが一番酷ひどいのは……一〇年前の三月中旬、インテリビレッジ納のう骨こつ村むら。驚おどろくべき事に、陣じん内ない忍しのぶと例の座ざ敷しき童わらしが関わっていたと思おぼしき痕跡があります』

「うわお。たまにいるよね、何の力もないのにやたらと事件に巻き込まれるヤツ。てっきり、そういうのって密室殺人とかさ、妹の領分までの話と思っていたけど」

『「三九式」の部分的な使用痕跡まであるのに。今までどうして私達たちが見過ごしてきたのか不思議でなりません。当時の彼女は逃亡扱いで、専門の捜索部隊も編成されていたはずですが』

「だねえ」

　……一応、黙だまっておこう。一〇年前だと、お嬢じようちゃんのご両親がまだ百鬼夜行を束ねていた平和な時代。そして、数年越しの暗殺計画の準備が、シロアリのようにひっそりと始まったであろう頃だ。よからぬ内部危険分子が有益な情報を隠していたかもしれない。

「ていうか、五本指の一角なんて出さなきゃいけないくらいヤバい状況なの？」

『認識が歪んでいる以上、少なくとも油取りは過去方向への干渉をすでに始めている、と見るべきでしょう。今ある歴史がいつまで保もつかは、「巫蠱の透視者」さえ予測は困難、との事です』

「……ちなみに、過去へ直接攻こう撃げきできるカードに心当たりは？」

『二、三のストックはありますが、いずれも試作止まりで不安定です。問題を解決するつもりが、一層の破は壊かいをもたらす危険性も否定できません。いえ、ほぼそうなるかと』

　うへえ。

　ゼロとは言わない辺りが、腐っても国内最強の組織ってところか。

『それなら、問題の中心地、特異点であるインテリビレッジ納骨村を空くう爆ばくする方が安全だという意見もありますが、私の方で押し留とどめている状態です』

「だろうね。あそこは今、時系列が完かん璧ぺきに乱れてる。最悪、村の中を探し回ったって、中心にいるはずの陣内忍達に遭遇できるとは限らないんだ。村を吹っ飛ばしたって元凶を破壊できるとは限らないよ。やるだけ無駄だ」

『分かっているから止めているんですよ。ただ、そうなると』

「ま、プロとしては大変遺い憾かんな事に……素人の陣内忍君に頼たよるしかなくなるね」




　　　　11（陣内忍）




　叔父さんは何度もこちらに呼びかけていたが、音声自体はクリアなものだった。

　逆に、こっちの声が向こうに届いてねえって感じだったけど。

　油取り。

　タイムトラベル『パッケージ』。

　そこまでの力を手に入れたはずの致命誘発体が、さらなる力を得るために、あの座ざ敷しき童わらしの命を狙っている……。

「写真……」

　いつまでも同じ事を繰くり返し説明している叔父さんとは、これ以上の意思の疎通は難しそうだった。申し訳ないが、ここで通話を切って別の行動に移る。

「合成写真!!　油取りの体を貼り込んだ写真が、タイムトラベルの鍵かぎだって!?」

　座敷童が消えたのはどういう事だ？

　彼女も過去に跳ばされたのか。あるいは、過去の座敷童が危害を加えられたせいで、現代のあいつの存在も消……。

　いやだ。

　その可能性は、考えたくもねえ!!

「……何にしても、写真だ。加工された写真、全ての元凶が見つかれば、それが突破口になるかもしれねえ……」

　全力で夜の村を走り、かやぶき屋根の屋敷へ駆け込む。

　驚おどろいた声を上げる母ちゃんや父ちゃんも気にせず、とにかく写真を収めているものは片っ端から引っ張り出す。アルバム、デジタルフォトフレーム、携帯電話、パソコンのフォルダ……。手当たり次第に調べていくが、おかしなものが写り込んでいる様子はねえ。親にも頼たのんで彼らのパソコンをチェックしてもらうよう頼んだ。頼み方が悪かったのか、途中で父ちゃんと爺じいちゃんからゲンコツを落とされたが、それでも怯ひるまずに頼み込むと、彼らは渋々協力してくれた。

　しかし、何も見つからない。

　後は座敷童のパソコンやスマートフォンか。

　でも、パソコンはパスワードが分からねえし、スマホはあいつと一緒に行方不明だ。どちらも調べようがない。

　ここで手詰まりか。

　あるいは、そもそも考え違いをしていた……？

　叔父さんは写真が怪しいって言ってたけど、俺の家にあるものとは限らねえのか？？？

「まったく、何をしているんだい。アンタの奇行でババ様を不安にさせるんじゃないよ」

　猫又が呆あきれたように声を掛けてきた。

　あれこれ相談すると、今度こそ本当に呆れられた。

「……その油取りとかいうのは、写真の中に手を加える事で、その時代へ跳ぶ事ができる。そういう話だね」

「まあ、簡単に言えば」

「だとしたら、アルバムなんて他人のセンスに偏った媒体をあてになんかするもんか。もっと均一で、汎用的で、時間も場所も均等に撮さつ影えいし続けるシステムに依存するに決まってる。そっちの方がタイムトラベルとやらの利便性がはるかに高まる」

「でも、あいつは俺や座ざ敷しき童わらしの過去に干渉しようとしているらしいんだ。だとすれば、俺達たちの記録に密接に関わろうとするんじゃねえのか？」

「油取りは人間が作った『パッケージ』を乗っ取る事でタイムトラベル能力を獲かく得とくしたんだろう？　元の人間達が、アンタ達のアルバムなんぞを基準にアセンブルを行う理由がどこにある？」

　……言われてみれば。

「だとすれば？　他に、カメラや写真なんて心当たりが……」

「そんなもん、どこにだって転がっているだろう」

　猫又は、前脚を使って右に左にあちこち指し示しながら、




「インテリビレッジってのは、無数のカメラで作物泥棒を監かん視ししているんじゃなかったのかい？」




　呼吸が。

　一いつ瞬しゆん、確実に止まった。

　それは、そんな膨ぼう大だいなシステムに干渉して加工を施す技術があるとしたら、脅威のレベルは跳ね上がる。何しろ、油取りは日本中の好きな場所、好きな時間へ跳ちよう躍やくする事ができるようになっちまうんだから。

　でも同時に、どこか納得できるところもあった。

　叔父さんは刑事だ。そして警察は事件が起こらない限りは動かねえ。タイムトラベルは前代未聞の大事件だが、それだけを罰する法律なんか存在しない。『前代未聞』なんだから当たり前だ。だとすれば、叔父さんは『それ以外』の事件を追い駆ける過程で、今回のタイムトラベルまで辿たどり着いたはずなんだ。

　例えば、ネットワーク絡みの犯罪。

　そんなものがあれば、猫又の言っていた意見の補強にもなる。

　そもそも、叔父さんはどこをどう通って、どんな情報を獲得していたんだ？　それがあれば、突破口に繫つながるんじゃねえのか？

「くそっ、駄目か。さっきまでは向こうから電話が掛かってきていたのに！」

　電話は繫がらなかった。ネット環かん境きよう完備のインテリビレッジじゃこんな現象は珍しい。向こうで何かあったんじゃねえかと心配になるほどだった。

　でも、叔父さんのルートで確かめられねえとなると……。

「どうするんだい？」

「使えるものは何でも使う」

　答えながら、携帯電話を操作して別の番号を呼び出す。

　クラスの変人美少女惑まど歌かちゃんだ。

『やっほー、どうしたの忍しのぶクン？』

「繫つながったようで何より。やっぱ、インテリビレッジの中なら通信状況問題ねえのか？」

『ちょっと、待って待って！　なに、どっかで通信障害起きてるの？　まーずーいー。株価の取り引きに影えい響きよう出たら洒落しやれにならんよー』

「……あの、そういうナントカ市場って夜になったら終了じゃなかったっけ？」

『ニューヨークは今何時だと思う？　ロンドンは？』

　この分だと、惑歌の方では通信障害は起きていないようだった。やはり叔父さんの方がどこか入り組んだ場所に入ったのか、あるいは、俺自身に何か原因があるのか。

「何でも良いか。なあ惑歌、お前んとこって武装警備員とか個人でたくさん雇ってるだろ。なんか防犯カメラ網とかのトラブルって聞いてねえか？　例えば、外部からハッキングを受けている、とかさ」

『おおっとタイムリー。ハッキングっていうより、ネットサービス同士が競合したらしいんだけどね。大手ＳＮＳが発するお知らせショートメールと、インテリビレッジを警備するカメラが大量の映像記録を大型サーバーへ移す時に使う自動バックアップ機能がかち合ったらしくてさ。システムが一時的にフリーズしたらしいんだわ』

「……フリーズ？」

『ＳＮＳの方は割とダメージでかかったみたいだね。セキュリティ絡みのプログラムが固まったのを狙って、かなりの数のＩＤが盗まれたみたい。廃棄アカウントって知ってる？　一年以上放ったらかし、本人もパスワードを忘れちゃってるようなアカウントなんだけどさ。これ乗っ取ってある事ない事書き込んでいたみたいだね』

「その大規模なフリーズを、ハッカー達たちが仕組んだって事なのか？」

『どうなんだろ？　警備会社の方が新しいバックアップストレージを導入した途端にトラブルが起こったって話だから、少なくとも最初は事故だったような気もするけど』

「それって、どんな書き込みがされていたんだ？」

『色々。目立つのは、株価誘導とかブランド作物の先物取引の価格吊つり上げなんかね。おかげで逮捕状出てるみたいだけど。……でも、おかしいんだよね。何かのソフトで日付を編集してるのか、五年前とか一〇年前とかの記事を差し込んだりもしているんだよ。なんか、どこそこで危険な妖怪を目撃した、とかさ』

　過去の写真に合成加工を施す事で、その時代に人物Ａが存在したとするタイムトラベル『パッケージ』。

　これも、その一例か？

　だとすれば……、

「確か、二つの巨大システムがかち合った事でフリーズが起きた。それを利用してＳＮＳは攻こう撃げきされたんだったよな？　だとすれば、もう片方は？　防犯カメラ網の方って、何か攻撃はされてねえのか」

『さあね。とりあえずカメラの制御が乗っ取られる、なんて事はなかったみたいだけど、映像記録の方は調べるのに時間がかかる。何しろ量が膨ぼう大だいだから、消去されたり、上書きされたりって痕跡を探すのは一苦労だよ。ま、馬鹿でも分かる大量のデータのやり取りの痕跡なんかは見当たらないみたいだけど』

　つまり、猫又の意見はほぼ的を射ていたって訳か。

　防犯カメラ網の映像記録を加工して、さらにＳＮＳで架空の日記を書き込んで、目撃証言まで作り出す。

　今はもう、自分の記き憶おくよりネット上のデータに頼たよる時代だ。

　例えば、四文字熟語の書き方が分からなくなった時、ネット上の国語事典で答えを探したとする。自分が思い描いていたものとは違っても、何となく、国語事典の方が正しいんだろうと頭の中の情報を修正してしまう、なんて事は珍しくねえ。

　知識だけに限った話じゃねえ。

　パソコンやホームサーバーの電子アルバムの中に、一〇年前の撮さつ影えい日時をつけた捏ねつ造ぞう写真を忍ばせておいたら、『ああ、こんな事もあったっけ』とプライベートな記憶さえ直してしまう事だってあるだろう。

　人の記憶は。

　真実は。

　外から、第三者の手で編集できる時代になっちまっているんだ。

『なーんか、前に艶えん美びのヤツが言ってた事件みたいだよね。二つの「パッケージ」がかち合って暴走しちゃったって話があったんだって』

「ちょこっとだけ言われたって分かんねえよ」

　油取りは、間違った証拠写真や目撃証言を駆使して、あらゆる時代へ跳ぶ。

　普通に拳を握って殴り合ったって、そんな怪物に勝てるはずがねえ。

　どうすれば良い。

　何か搦からめ手てを用意しねえと、俺は最後の舞ぶ台たいに立つ事すらできなくなっちまう……!!

「……惑まど歌か、頼たのんでも良いか」

『今もう頼んでるじゃん。なに？』

「ＳＮＳと防犯カメラ網がかち合ったのを知ってるって事は、お前の武装警備員の方はカメラ関係で直接の被害を受けた訳だろ。その人脈だけが頼りだ。つまりだな……」

『頼たのみ事』を終えると、俺は携帯電話を切る。

　猫又は、畳の上にちょこんと座ったまま、こちらの顔を見上げてきた。

「失敗したら死ぬね」

「かもな」

「そもそも、致命誘発体相手に人間がケンカを売ったってどうにもならん。というか、妖怪全般が普通の方法じゃ死なないんだ。ちゃんと理解してるのかい？」

「でも、試してみるだけの価値はある。少なくとも、俺にはそう思える」

　声に、猫又はゆっくりとした動作で、道を譲ゆずるように移動した。

　俺は部屋を飛び出し、廊下を走り、再び夜の村へと飛び出すため、玄関を目指す。

　その、途中だった。

　明かりを落とした長い廊下の先、玄関の近くに、ちょこんと正座している小さな影かげがあった。うっすらと青みがかった長い髪に、白っぽい着物の少女。

　ただ彼女がそこにいるだけで、見慣れた景色は一丸となって俺の行く手を阻んでいた。

　村の境において、災いの流入を防ぐために敷ふ設せつされる賽さいの神。それに良く似た威圧を『彼女』から感じ取る。

　思わず、その名を呼んだ。

「……雪女」

「……お話があります……」

　恐ろしく、そして本領を垣間見せるように冷たい声が返ってきた。

　おそらく、雪女は俺がどこへ向かい何をしようとしているのかを把握している。把握した上で、呼び止めている。

　それがどれほど危険な行為かを警告するために。

　あの『油取り』と相対する事が、これまでの『パッケージ』事件とはどこか違う、一線を越えてしまう事を伝えるために。

　だけど。

「……まずは座ってください」

「駄目だ、雪女。今はお前の話に付き合っていられねえ。ここで乗り遅れたら、一秒でも間に合わなかったら、それで全部




「お座り」
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　一言だった。

　たったそれだけで、ガクン!!　と俺の膝ひざが折れた。両足に、力が入らねえ。まるで伸びたバネを上から押さえ付けるように、最初からそういう機構を持った可変式のオモチャみてえに、俺の体はストンと真下に落ちる。

　雪女の言うように、正座に近い形を強要される。

「な……」

　驚おどろきとも、抗議とも言える感情に任せて声を発しようとして、それさえできない事にようやく気づく。カチカチカチカチカチカチ、と歯が鳴るばかりで、舌も唇も喉もまともに動かない。

　これは……寒い、のか？

　そんな簡単な事にも気づけなくなるくらい、俺の体はどうかしちまってるのか!?

「……あなたの体温を、二度ほど下げさせていただきました……」

　すう、と音もなく両目を細め、雪女はゆっくりとした口調で言う。

「……低体温症の世界へようこそ。雪山での遭難、その恐怖の始まりです……。現在、あなたの体温は三四度。……あと四度ほど低下させるだけで、あなたの生命はほぼ一〇〇％失われます。ご存知でしたか……？」

「ゆ、きお、ん……!!」

「理不尽、と感じていただけましたか……？」

　ピシィ!!　と、雪女の周囲の木材が乾いた音を発した。

　ちょこんと座るその影かげが、人里へ繫つながる唯一の山道を塞ぐ大岩のように見えた。

「……ですが、これが妖怪というものです。あなたはこれまでいくつかの『パッケージ』絡みの犯罪を解決していったようですが、それは妖怪そのものに勝つ事とは話が違います。何やらご理解が及んでいないようでしたので、ここで進言をと思いまして……」

　崩れ落ちた俺の傍らで、猫又が相手を威い嚇かくするような鋭するどい鳴き声を発した。

　それは猫というより、蛇か何かのものに似ていた。

　しかし、雪女は動じねえ。

　逆に、ジロリとした粘質な視線を小さな影かげへ突き付ける。

「……私はあなたほど彼を甘やかしませんし、いい加減に扱うつもりもありません……。このまま進めば、陣じん内ない忍しのぶは十中八九死亡する。それが分かっていて放置するのは、もはや単純な見殺しを超えた冒ぼう瀆とくです……」

　心臓が。

　胸板の真ん中辺りで、ギリギリと内臓を搾り上げるような激痛が発した。

　さらに体温が下がったのか。

「……率直に言わせてもらえば、人間が作る『パッケージ』は狡こう猾かつであるものの、仕組みさえ看破できれば人の手でも破は壊かいはできます。人が作ったものを人が壊こわすのは道理に適かなっていますからね。ですが……妖怪と直接戦うという場合、そういった法則は通用しません」

　これはもう。

　単に、雪女って妖怪一人と相対している感じじゃねえ。

　まるで女王の領域。

　凍える世界全体が人間一人を押し潰つぶしに来てやがる……!!

「人は、魚が水の中で生きていける仕組みや、鳥が大空を羽ばたける仕組みを解き明かす事はできます……。だからと言って、それで実際の勝負で魚や鳥に勝てる訳ではない。……仕組みを解いても、勝てない事が分かるだけなんです。……ですから、あの『油取り』にはこれまでの戦い方は通用しない。トリックを明かした程度で勝利できると考えているのなら、あなたは間違いなく一〇〇％の精度で死亡します。お分かりですか？」

　妖怪っていうのはみんなこうなのか。

　致命誘発体ってだけで、ここまでかけ離はなれた存在になっちまうのか。

「……お、ぁ……」

　何とか言い返そうとしたが、唇が動かない。

　視界が揺らぐ。ぼやける。暗く沈んでいく。……そう思った時には、もう前後左右の区別もつかなくなっていた。自分が今、現実の風景を見ているのか寒さのあまり幻覚を見ているのかも区別がつかねえ。

　目の前にあるのは、ピントのぼやけた、茫ぼう漠ばくとした漆黒の闇やみ。

　その向こうに、ギラギラと輝かがやく金色の瞳ひとみが一対。

　瞳の色だけが、妙に生々しく俺の意識を刺激してくる。

「勝算なら……ある。俺だって、別に突とつ撃げき精神全開で自殺しに行く訳じゃねえ……」

　痺しびれが限界を迎えて感覚が消えるのと同じように、ある一線を越えた段階で、肌を引き裂くような寒さは感じられなくなっていた。ぬるま湯に浸つかったような温かさがかえって不気味だ。

　同時に、言葉も出た。

　だけど現実の世界で本当に音声として出ているかどうかは自信がなかった。

　とっくの昔に気絶していて、夢の中に落ちていると考えても何の不思議もねえんだ……。

　闇の奥にある、金色の瞳が言った。

「その勝算は幻です。従ったところで、あなたは『油取り』には勝てない……」

「……そんな事はねえ……」

「頭の中で何を組み立てても、それを実現するための体が足りません……。机上の空論では水の上を走る事はできても、現実の体は追い着かずに沈んでしまう。生身の人間など、所詮その程度の脆ぜい弱じやくな器でしかありません……」

「やってみなくちゃ、分からねえだろ」

「どんなに作戦を考えようが、魚と勝負をすれば溺おぼれ死に、鳥と勝負をすれば墜つい落らくします。……ですから、あなたの頭に何があるかなど論じてはいません。頭が足りないのではなく、頭だけでは足りない、と言っているのです……」

「……、」

　時間が無限に引き延ばされているように感じる。

　あるいは、とっくの昔に全部終わっていて、俺一人だけが気づいていねえのか……。

「頭の先に何があるのか……。魚の鰓えらや鳥の翼つばさに匹敵する『具体的な何か』があなたにはあるのか。……それを提示していただきたい。私の扱う超常は、『油取り』のそれと比べればポピュラーで、物理現象に近しいものです……。予行練習としては、悪くない当て馬でしょう？」

　そこで。

　スッと、何かぼんやりとしていた頭の芯がクリアになった。

「……そいつは違うな」

「何がでしょう」

「そうやって会話を引き延ばして、俺を悩ませている間にも、実際の時間の中じゃ体温は下がり続けている。テメェは、始まる前に全部終わらせようとしているだけだ」

　くす、という音が聞こえた。

　いや、これは笑みか。暗くら闇やみの奥で光る金色の瞳ひとみが、くすくすと笑っていた。

「……だとしたら、何なんですか？」

「……………………………………………………………………………………………………………‌………………………………………………………………………………………………………………‌……………………………………………………………………………………………………………」

　ミシィ!!　という軋きしんだ音が聞こえた。

　別に、俺の筋肉が爆ばく発はつ的てきな革命を遂げた訳じゃねえだろう。どんなに頭のリミッターを外して火事場の馬鹿力を発揮したって、人間の体は人間のままなんだ。友情だの努力だのが炸さく裂れつしたって、それで元のポテンシャルがいきなり五倍一〇倍に膨ふくれ上がったりはしねえ。

　きっと、あまりの寒さに屋や敷しきの建材が軋んだだけ。

　だけど。

　奇くしくもその音に合わせるように、俺は一歩、ふらりと前へ踏ふみ出す。

　今ので、気づいた。

　ここは、真っ暗な闇に金色の瞳だけが浮かび上がる奇妙な世界は、別に幻の中でも夢の中でもねえ。闇は永遠に広がっている訳じゃねえし、金色の瞳は摑つかみどころのない魔ま物ものなんかでもねえんだ。

　あくまでも、ここは俺が生まれ育ったかやぶき屋根の屋敷の廊下で、数歩先には雪女が正座している。

　歩けば、届く。ゴールはある。

　そう気づかせないように、彼女は寒さで俺の五感や判断能力を奪って、自家生産の迷宮へと閉じ込めた。ゆっくりじっくり、ある意味では俺の体を安全に凍らせるために。

　その考えが。

　雪女のヤツが否定した『頭の中にあるもの』が、明確に俺の体に力を取り戻させる。

「……一つ、お前に聞きてえんだけどよ」

「何でしょう……？」

　一歩。

「もしもここで俺が諦あきらめたとして、そしたら誰だれがあのインドア妖怪を助けるんだ？　お前や猫又だったら、あの『油取り』を叩たたき潰つぶせるっていうのかよ」

「……無理でしょうね。真っ向勝負に持ち込めば殺傷も可能ですが、そもそも『油取り』は存在自体摑つかみどころがなく、あちらから襲しゆう撃げきされる事はあってもこちらから出会える事は稀まれです……。従って、逃げの一手を取られれば致命誘発体であっても殺すのは難しい……」

　二歩。

「だったら俺に任せてくれよ。自分にできないんだからお前にもできないなんて理屈で人の可能性を潰しにかかってんじゃねえ!!　そもそも、そんなにヤバい相手だったらなおさらなんだよ。相手がヤバいから手を引くんじゃねえ。相手がヤバいから！　無茶をしてでもあの座ざ敷しき童わらしを助けに行かなくちゃならねえんだ!!」

「所詮、人間と妖怪は違うモノでしょう……？　それは、あなたにとって本当に必要なものなんですか。……あれば嬉うれしいが、なくても生きていける。その程度のモノに命を担保にかけるなど、正気の沙汰とは思えませんが……」

　三歩。

「普段は同じ屋敷で暮らしていて家族同然みたいな顔しているのに、いざヤバくなったら種族が違うんですなんて言ってあっさり見捨てろってのか？　もう、そんなに軽い相手じゃねえんだよ!!　俺が生まれた時から、いいや下手すりゃ生まれる前から俺の人生に絡んできたヤツなんだ。こんな所で引き下がれるか!!　『油取り』だか何だか知らねえが、あんなポッと出の野郎に、人の人生の半分を奪われっ放しにされてたまるかっっっ!!‌!!‌!!」

「……、」

　四歩。

　気がつけば、金色の瞳ひとみの眼前に立っていた。

　ふらふらと意思に反して揺らぐ腕を、ゆっくりと伸ばす。

　掌てのひらで、何かを触れる。

　その微かすかな感触を起点に、現実感がぶり返す。寄せた波が引くように、漆黒の闇やみに覆おおわれた世界が見慣れた屋敷の玄関へと戻っていく。

　全身を襲おそっていた急激な寒気は、すっかり消え失うせていた。

　俺の掌は、ちょこんと正座したままの雪女の頭の上に乗っていた。

「……大丈夫だ」

　いつまでも動かない少女の影かげに、俺は思わずそう話しかけていた。

「俺は大丈夫。……確かに、『油取り』はまともな妖怪じゃねえ。ただの致命誘発体とも違う、殺すために生まれて殺す事を楽しんで殺したっていう結果だけを残す、悪あく趣しゆ味み極まりない妖怪だ。でも、そんなヤツならではの勝算だってある」

「……、」

　人間は、妖怪には勝てない。

　その通りだと思う。本気のケンカになったら、致命誘発体じゃなくたって、俺はきっと座ざ敷しき童わらしや唐傘お化けにだって勝てないだろう。それでも本当に勝ちたかったら、どっかの百鬼夜行みてえに人間の枠を超える努力をしなくちゃならねえんだ。……だけど。『油取り』は今、普通の状態じゃねえ。人の手を利用して妖怪の枠を超えようとしている今だからこそ、人間は妖怪には勝てないって強固なルールも崩れかかっている。

　だから。




「大丈夫だよ。俺は、ちゃんとここに帰ってくるから」




　それで、今度こそ雪女が完全に黙だまり込んだ。

　きっと俺を止めるために、わざと辛しん辣らつな言葉や態度を取り続けてくれた彼女の動きが、明確に止まった。

　手を、雪女の頭の上から離はなす。

　靴を履はく。

　玄関の戸を開け放つ。

　当たり前の事を一つ一つ重ねていくごとに、俺はきっと座敷童に危害を加えた『油取り』へと近づいていく。それは死に隣りん接せつしていくのと同じだ。多分、自分の目で見えているものより、雪女や猫又ははるかに多くの危機を正確に捉えている。

　だったら何だ。

　それがどうした。

　俺の目的は、『油取り』なんて気味の悪い妖怪に近づく事じゃねえ。あいつの世界に吞のみ込まれる事でもねえ。

　片道切符で、座敷童を助けられれば成功なんて話でもない。

　ここに。

　俺のわがままを許してくれた家族や妖怪が居を構える、ここにきちんと帰ってくる事。それだけを見据えて突っ走れば良い。

　闇やみと狂気の淵ふちで見ているか、『油取り』。

　だけど生憎、俺はお前なんか見ていない。
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　雪女は、しばらくその場を動けなかった。

　背にした戸はすでに開き、少年の体は夜の闇やみへと溶け込んでいく。

　今度こそ、幻でも偽りでもない。

　本物の死が待ち構える、黒一色の世界へと。

「見送らなくて良いのかい」

　呆あきれたような声が聞こえた。

　共に残された致命誘発体の猫又だった。

「あいつは行っちまったよ。アンタが懸け念ねんする通り、これで見納めになるかもしれない。世の中ってのは信じられないくらいドライで、脆ぜい弱じやくな人の子なんざ簡単に死ぬ。意地なんて張っている場合じゃないと思うけどね」

「……、」

　雪女は、答えなかった。

　彼女の警告は届かなかった。

　いいや、届いてなお、あの少年は座ざ敷しき童わらしを助けに行くと告げて戦場へと馳はせ参じた。

　それは一つの結果だ。

　ある優先順位の確定。一人の少女の胸に大きな穴を穿うがつに足る、簡潔で残酷な答え。

「……彼は、ずるいです」

　だけど。

　雪女は、玄関を背に正座したまま、ポツリと呟つぶやいた。

「結果を示し、分岐を選んで、明確な喪失を与えておきながら。なお些さ細さいな可能性で私の胸の穴を埋め合わせてくる……」

「はあ、何を今さら。あのナリ見りゃ分かるだろ。髪を真っキンキンに染めて夜遅くに女求めて表を突っ走るようなガキなんざ、女ったらしに決まってる。……大体、アンタもアンタで、守るために止めるべきか、『油取り』に命取られるくらいならここで殺しておくべきかでかなり揺れていただろう。あと少しで欲望に負けて本末転倒になるところだった」

「……ふんっ」

　彼の、最後の一言。

　あれは、明らかに余計だった。

　スッパリ諦あきらめさせてくれればそれで別の道が開けたかもしれないのに、その小さな可能性やさしさは、膨ぼう大だいな引力のように彼女を再び縛しばり上げる。

　無駄と分かっていても。

　無駄と分かっているのに。

「……あんなヤツはいつか包丁で刺されてしまえば良いんです」

「ああ。聞いた話じゃもう二回は人間の娘に刺されているらしいから、ありゃあ死んでも治らないんじゃないのかい。脇腹に果物ナイフ、胸板にハサミだとさ。ハサミの方は文房具で先が丸まっていたから助かったようだが、裁さい縫ほう用ようの裁ちバサミならあの世行きだったって笑ってやがったよ」

「……あの野郎、やっぱり一度きちんと臨死させるべきですか!!　こう、全体的にコールドスリープ風味にして……!!」
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『それ』は、かつての場所に立っていた。

　日本人が、まるで何かの聖域のように心の中に抱いている田舎の田園風景。実際の出身地は全国津々浦々異なるはずなのに、写真を一枚見せられただけで『ああ、懐なつかしい』と思えてしまう記号の集合体。そんな場所に、『それ』は佇たたずんでいた。

　収しゆう穫かくを終えた水田。

　真夜中。

　気象レーダーや衛星から送られるデータを無視して、まるで切り取られたようにこの一角だけは白い雪が降り注ぐ。何かの時系列を超越したように。真上には月。満月。天気雨と同じだ。夜空から舞まい降りる雪片は月明かりを浴びて、青白くぼんやりと輝かがやいている。

　あの時、あの場所の景色が広がっていた。

　ずっと恋い焦がれて止やまなかった……全てが手に入る場所。時間と距きよ離り。その両方を操る術すべをもってなお、喉から手が出るほど欲しかったものが、確かにあった場所。

「ああ」

『それ』はゆっくりと息を吐き出した。

　吐息は、しわがれた老人のものではなかった。異様に艶つやのある、若い女性のものに近い。

「……手に入れてしまえば、こんなものか」

　一〇秒前まで全身を満たしていた高揚感は、すでにない。一〇〇回でも一〇〇〇回でも聞き続けた名曲と同じように、感動とやらが薄うすらいでいく。限りなくゼロに近い位置まで。

　これを手に入れるまでは、阻害する要因は可能な限り排除してきた。

　殺しも控えた。

　つもりだ。実際はあまり自信がない。控えたつもりだったが、結果として数は大して変わっていなかったかも。思い返しても、どうにも過去の殺しについては曖あい昧まいだった。『それ』の性質のようなものかもしれない。記き憶おくを反はん芻すうして欲望を満たせるのであれば、新たな殺しへ手を伸ばす必要はないのだ。

　その、あるんだかないんだかはっきりしない枷かせも、もう必要ない。

　目的のものは手に入れた。

　その感動も失われた。

　……であれば、『それ』は元々あるべき本領へと戻るべきだ。

　時間、距きよ離り、運命。

　考えられうる最適の場所、最適の時間、最適の方法で……呆あきれるほどに、げっぷが止まらなくなるまで、ひたすらに殺す。そこに理由はない。元々、『それ』は子供を攫さらって内臓を抜いて火で炙あぶって油を採ると言われているが、何のためにそんな行動を取るのかは誰だれにも分かっていない。分かっていなくたって、そんな怪物が存在する事を誰もが信じたのだから。

　人は、恐怖の象徴に『目的』なんて求めない。

　人は、ただ『手段』があれば恐怖してしまう。

「では、そろそろ」

『それ』は、うっすらと笑った。

「持ちえる手段を全て使い、あまねく恐怖を」

　もはや妖怪の域さえ超えた怪物が、世に解き放たれようとする。

　その一いつ瞬しゆん前の事だった。




「待てよ」




　ありえない声が、一つ。

　花札の絵柄のように完成された風景に、明確な異物が紛れ込んで来ていた。
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　正直、どこをどう走ったかなんて覚えていねえ。同じ事をもう一度繰くり返せと言われても多分無理。そもそも、生まれ育った村にこんな場所があった事すら知らなかった。

　隠れ里のように隔かく離りされているのか。

　あるいは、地形そのものを迷宮のように組み替えたのか。

　……菱ひし神がみ舞まいだの百鬼夜行だの、そういった専門職でもねえ俺には、正しい答えなんて分からねえ。でも、それでも良い。今必要なのは、『最終局面』の舞ぶ台たいへ上がれた事だ。

　日本人なら誰だって一発で思い浮かべるような、不自然なまでに完成された田園。

　一面は、季節も天候も無視した雪模様。

　だが、何より異様なのは、その風景の中心に立つ、最悪の致命誘発体・油取りだ。

『それ』は、頭どころか顔まで、大きな一つ目の模様を描いた笠かさで隠した人ひと影かげだった。

『それ』は、足首まで届く長い黒髪にグラマラスなスタイルの女性だった。

『それ』は、真っ白な浴衣を派手に着崩した、妖よう艶えんな美女だった。

『それ』は、とても歪いびつで。

『それ』は、あのインドア妖怪の面影をどこかに残しているのが、逆に不気味だった。

「おや、これは珍しい」

　油取り。

　他の皆からそう呼ばれているであろう妖怪は、一つ目の笠の端からわずかに覗のぞく口元に、明確な笑みを作ってささやいた。

「歪わい曲きよくしたこの地へ辿たどり着けるのは、私と同種の力を持った者だけのはずだったが……。まあ、言われてみれば、あなた様はあの座ざ敷しき童わらしに直接救われた存在。能動と受動の差はあるものの、対極の特異点のように扱われたのかもしれないかね」

「対極の特異点？　意味が分からねえ。用語の使い方間違えてんじゃねえのか」

「ははっ、見ての通りの古臭い妖怪でして。何となくのニュアンスで話しているだけだ。数学とか物理とか、そちらの方はからっきしだよ」

　一つ目の笠の縁ふちを細い指で軽くなぞりながら、油取りは言う。

「……して、今日はどうしてここへ？」

「お前が奪ったものを、返してもらいに」
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「できるとでも？」

「それはあまり関係ねえ。できるんだからとりあえずやっておく、その程度のくだらねえ覚悟でここまで来るとでも思ったか？」

「はあ。まるで目の敵のような口振りだが……あなた様にだけは、感謝をして欲しいくらいなのだよ。かつてあなた様を救った座敷童と同じくらいに」

「何を……」

「ねえ、陣じん内ない忍しのぶ君。私は自分の目的のため、『過去の事件』を大きく改ざんし続けた。本来あるべき事件から大きく離はなれた、小児臓器密売『パッケージ』を軸にしたものにね」

　油取りは、楽しそうに楽しそうに笑う。

　鍋なべの中に生きたまま小魚を放り、少しずつ加熱して調理していくように。

「では、本来の『あるべき事件』とは何だった？　覚えているか、陣内忍君。あなた様が本当はどんな風に八つ裂きにされたのか。ははっ!!　だから感謝をして欲しいと言ったのだよ。あれは、本当に、どうしようもなく、酷ひどかった。小児臓器密売『パッケージ』なんてのが救いに思えるくらいに、たった一片の余地もないほどの残虐無比な事件だった。……あの座敷童が、運命を丸ごと作り替えなくてはならないと思ってしまうくらいの、ね」

「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「分かってもらえたかね？」

　笑う。

　笑う笑う。

　笑う笑う笑う。

「……そもそも、あなた様に何ができるという訳ではないのだよ。そんな余地はない。私とあなた様は、すでに決着をつけている。同じ事を一〇〇回繰くり返したところで、ただの一度も覆くつがえらないほど完かん璧ぺきに。そんなあなた様が今さら奮起したところで、何かを変えられるとでも？」

　ジャリン、という金属の擦こすれる音が聞こえた。

　気がつけば、油取りの手には、扇のように広げた数十もの鉄串が握られていた。

「そうだ。そんなに歪ゆがめた過去が気に入らないというのであれば、改めて見せてあげよう。あなた様がかつて、どんな形で終わってしまったのかを。……食材をまな板の上に置いて、一つ一つの手順を解説し、この私が自ら腕を振るって、ね？」

　白い着物の油取りが、ゆらりと迫り来る。

　魅み入いられたように、俺の体は動かない。

　最初に勝敗を決めた八百長試合を消化するように、その鉄串がゆっくりと、俺の眼球に突き刺
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「お……」

　その瞬しゆん間かん。

　まさに俺の眼球へと鋭するどい鉄串を突き刺そうとしていた油取りの動きが、止まっていた。

　ぶるぶる、と。

　しなやかな女性の腕を、不自然に震ふるわせながら。

「な、ん……？　体が、私の、腕が、動かな……？」

「テメェの体だけだと思ったか？」

　眼前の鉄串を前に、俺は一歩も後ろへ下がらなかった。

　効果は表れた。もう、退ひく必要はどこにもねえ。

「……どう、して……？　風景が、吹雪の満月が……田園が、崩れていく。どろどろと、どろどろと。どうして、こんな……私の、力の、象徴が、運命を……運命さえ、操る力を与えるものが……？」

　時間も空間も自在に渡る性質。その上、座ざ敷しき童わらしが持っていた『それ以上の何か』まで獲かく得とくしたテメェは、自分が神様か何かと勘違いしていたのかもしれねえな。妖怪じゃなくて、もはや神様だって。

　だけど、そんな事はない。

　どんな妖怪にだって、必ず向き不向きはある。長所は短所になり、短所は長所になる。そこに、プラスにもマイナスにもならない『完かん璧ぺきな性質』なんて都合の良いものはねえはずだ。

　まして、テメェは人の技術を借りて無理矢理にブーストしていた。力それ自体は神様に匹敵するほど膨ふくらんでいたって、根っこの所に不完全な人の手が加わっている。

　雪女のヤツが危惧していたような、純粋な妖怪相手の理不尽な戦いなんて心配する必要はなかったんだ。

　ただ、『人の技術』を叩たたけば良い。

　巨大な城の石垣を抜くみてえに、テメェの構造をボロボロに崩してやる!!

「お前は、過去の写真に合成加工して、その中に写り込む事で、いろんな時代へ跳ちよう躍やくするタイムトラベル『パッケージ』を獲得していた」

　静かに。

　俺は、答え合わせを言ってのける。

「……それなら話は簡単だ。お前が狙いを付けた、インテリビレッジの防犯カメラの記録を全て洗って、手を加えた画像ファイルを全て消してしまえば良い。それでタイムトラベルは解消される。過去に座敷童を襲おそった事も、その力を奪い取った事も、存在しなかった事になる……どころじゃねえ。『証拠写真』に全ての存在を依存しているお前は、一枚残らず『証拠写真』を消去された途端に、その存在も消えちまうはずだ!!」

「ば、かな……。馬鹿な!!　ただの一介の高校生に、大企業が管理している映像記録を短時間で全検索、全消去なんてできる訳がない。それとも、あなた様は映画に出てくるようなハッカーだとでも!?」

「そんな話じゃねえよ」

　吐き捨てるように、続ける。

「大手ＳＮＳのお知らせショートメール機能と、警備会社の映像記録のバックアップサービスがかち合った事で起きたシステム障害を利用して、お前達たちは両方の防ぼう壁へきを突破した。でも、そのきっかけは警備会社の方が、新しいネットストレージを導入した事だったらしいじゃねえか。……だとすりゃ話は簡単だ。元々、警備会社の中に『パッケージ』をアセンブルしていたオカルト犯罪集団の一人が潜もぐり込んでいたんだ。あの大規模フリーズ自体、お前達が仕組んだ事だったんだろう」

「……、」

「そいつはアキレス腱けんだ。俺は、渡りをつけるだけで良い。個人で大口の武装警備員の契約をしている惑まど歌かに頼たのんで、当時、新ストレージ導入に携わっていた社員とコンタクトを取る。……どうせ油取りなんて致命誘発体らしい、『えげつない方法』で脅迫していたんだろうけど、こうささやいてやれば良い。これが、最後のチャンスだ。油取りとの関係を断つなら今しかないってな!!」

「……あ、の、野郎……!!」

「その社員なら、元々新ストレージ内にある映像記録に触れられる。どの写真に加工を施したのかも簡単に分かる。そいつには、該当する写真画像を消去してもらうだけで良い。間に合ったようだな。お前は、もう、この世界のどこの時代にだって存在できねえんだ!!」

　お、お……と、油取りが何か叫ぼうとした。

　その途端に、女性の美しい顎あごが丸ごと落ちた。

「何か勘違いしていたみたいだけど、俺がお前なんかの相手をするとでも思ったか？　俺は、消えていくアンタに巻き込まれる形で、あのインドア妖怪まで消滅しちゃ困るからここまでやってきたんだ」

　妖怪としての、刃物で刺しても銃で撃うっても絶対に死なねえ、あの絶ぜつ壁ぺきはもうない。

　ここには崩れて消え去る、生きながらに腐りゆく骸むくろしかない。

「……俺が、この俺が。産まれた時から、産まれる前から一緒だった腐れ縁えんを傷つけられて、笑って済ませるほどの聖人君子に見えたのか？　だとすりゃとんだお笑いだぜ」

　今なら、ぶよぶよに崩れる油取りなら、ただの人間の高校生の腕だって簡単に潜り込むだろう。突き破り、かき分け、中に閉じ込められたものを引きずり出す事だってできるだろう。




「こっちは座ざ敷しき童わらしを助けるためにここまで来たんだ。最初っから、俺はお前の事なんか一ミリも考えちゃいねえ!!」




　躊ちゆう躇ちよなく、白い浴衣の美女のへその辺りへ腕を突き入れる。腐った肉へ刺すような感触と共に、ずぶずぶと進む。何か別の、つるりとした感触を掌てのひらが捉える。摑つかむ。そのまま、勢い良く手前へ引く。

　赤い浴衣の。

　ガキの頃から見慣れた、グラマラスな座敷童がそこにいた。

　同時。

　まるで水風船でも割ったように、白い浴衣の油取りは粉々に破裂しちまった。

　不自然なくらい鮮せん明めいな田園風景も、また。

　全てが失われたその場所で、赤い浴衣の座敷童はうっすらと目を開けた。

「助けて、なんて、一度でも頼たのんだかしら」

「あーそーかよ。端はなからテメェが頭を下げるなんて期待してねえよ」




　　　　16（3rd person）




　何であれがツンデレって分からないんですか!?　馬鹿、ホントに最低!!

「あ、あれ……？　あれえー……？？？」

　事件の翌日。

　抱えていた問題があらかた奇き麗れいに片付いた事もあり、久々に陣じん内ない忍しのぶは学校へ通っていた。そこで終わったはずの恋が実は終わっていなかった事を知らされた上で、もう一回、今度こそ完かん膚ぷなきまで粉々に破は壊かいされる。

　顔中ボコボコにされた状態でかやぶき屋根の屋敷まで帰ったものの、基本的に面倒臭がりでグータラな座敷童は家人の恋愛相談になど乗る気はない。

『……れ、恋愛……？　うふふ、雪女は約束事にうるさく嫉妬深いと知っていてそういう話をしますかそうですか……』『さあそこでサキュバス印の媚び薬やくの出番ですよ！　使用後の相手の人格の保証は一切しませんけど、とりあえず一晩だけならイチコロです!!』とか何とか言いながら迫り来る妖怪や悪あく魔まから逃れるべく、自宅から全力疾走で飛び出す陣内忍の背中を眺めながら、赤い浴衣の座敷童はため息をつく。

　実は、あの事件の直後に、いくつかの動きがあった。

　一つ目は、陣じん内ない忍しのぶと座ざ敷しき童わらしが互いの記き憶おくの確認作業を行った事。

　何度も言葉を交わしても、やはり二人が覚えているのは、『油取りの性質を利用した、小児臓器密売「パッケージ」の話』だった。

　油取りは失われたが、決定的に傷つけられた歴史的情報は、もう元には戻らないようだった。

　あれが、事実になってしまったのだ。

　そして二つ目。

　陣内忍には知らせていない事があった。

　事件が終わって。夜の村を歩き、かやぶき屋根の屋敷へ帰る途中、一度、座敷童は陣内忍とは別行動を取っていたのである。

　特に、目的があった訳ではない。

　先に自宅へと帰っていく家人の少年の背中を、彼女は静かに見送っていた。

　一歩も、その場を動けなかった。

　やがて、彼女の体がふらりと揺れた。舗ほ装そうされた狭い道へと崩れ落ちる。

「……く……」

　油取りという妖怪に取り込まれて、その腹の中に収まっていた頃も、外の物音を耳にする事はできた。あの最悪の致命誘発体と、陣内忍が何を話していたかも、聞いていた。

　そんな中で、彼はこう言ったのだ。




『……俺が、この俺が。産まれた時から、産まれる前から一緒だった腐れ縁えんを傷つけられて、笑って済ませるほどの聖人君子に見えたのか？　だとすりゃとんだお笑いだぜ』




　憎悪と敵意を込めて。

　普段、あのかやぶき屋根の屋敷の中では絶対に聞かないような声で。




『こっちは座敷童を助けるためにここまで来たんだ。最初っから、俺はお前の事なんか一ミリも考えちゃいねえ!!』




　その、衝しよう撃げき。

　何か、とんでもないものを汚してしまった。座敷童は、そう思っていた。取り返しのつかない、寿命を持たない妖怪である自分が無限とも言える時間を償つぐないに要したとしても、なお取り戻す事のできない、決定的な破は壊かいを。

「……うう……」

　嗚お咽えつが、洩もれる。

　油取りの非道な行いによって、過去の事件は改変されてしまった。座敷童の頭の中に浮かぶのも、『小児臓器密売「パッケージ」を軸にした事件』であって、本来あったはずの『それ』ではない。

　しかし。

　いつ忘れてしまうかも分からない、断片的な記き憶おく情報は、彼女の心を刺激していた。

　遠い過去。

　改変された過去にはなかった、『本来の事件』の渦中において、幼い陣じん内ない忍しのぶは旅の途中でふらりと村へ訪れた妖怪と出会っていた。垢あか舐なめ。風ふ呂ろ桶おけの水垢を舐めるとされる無害な妖怪だが、飲食関係に携わる家では周囲に不潔な印象を与えては困るため、妖怪関係に緩ゆるい陣内家でも珍しく立入を禁止されている種族の一つだ。

『これは仕方がない。わしの性質と君の家の事情が嚙かみ合わなかっただけだ』

　対して。

　幼い忍は、一秒さえ間を置かずにこう答えていたのだ。




『じゃあ、お外で俺と遊ぼう？　大丈夫だ、俺ならどんな妖怪とだって仲良くなれるから！』




　何か。

　細い糸が、切れた。

「う、ああ。あああああ！　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!‌!!‌!!」







　その日、一つの事件が終わり。

　赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしは、静寂に包まれた夜空を見上げて。

　子供のように、泣いていたのだった。
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　　余白







　一つの事件が終わった。

　しかし、それは『油取り』と呼ばれる致命誘発体の敗北とは限らない。

「……ぶはっっっ!!‌!?‌??」

　止まっていた心臓を再び動かすように、死体が息を吹き返したように、その白い着物の美女は大きく息を吐いた。東京西部、大自然の残る田舎の、鉄橋下。頭上を走る列車の震しん動どうは、まるで心臓マッサージか何かのように、土手に倒れていた美女の体を揺さぶっている。

「危ない。危なかった……。あれが、過去へ跳ちよう躍やくした私の分身でなく、現在ここにいる私の本体だったら本当に危なかった。間違いなく、あそこで消滅させられていた……」

『油取り』という妖怪が『本来いるべき時間』は、あの事件から二日後の時点だった。

　そして時間を自由に跳躍する者は、過去、現在、未来の連続性も希き薄はくになってくる。過去に跳ばした自分が傷つけられたところで、現在にいる自分にその傷が返るとは限らない。油取りの場合は、『本体』とも呼べる個体が失われない限り死滅はしない。

　とはいえ。

（……『分身』という末端から引きずり出される形で、体内に取り込んでいた三九式座ざ敷しき童わらしは摘出された……）

　ザザッ!!　とノイズが走るような音が響ひびく。

　白い浴衣を着崩した美女と、しわがれた老人とが、切れかけの蛍光灯が瞬またたくように、不規則に何度も切り替わっていく。

（……力が、運命を操る力が失われる！　再びあの村に赴き再回収を行う必要があるか!!）

　と、そんな『油取り』の元へ、ゆっくりと近づいてくる影かげがあった。

　白い着物に、長い髪。

　額から伸びたナイフのような角の先端に、青白い燐りん光こうを灯ともす鬼女。

「やあやあ、なかなかの恐怖を撒まいているようじゃないか。ボクとしては嫉妬しちゃうなあ、そういうの」

「青あお行灯あんどん？　……何だ、あなた様は新参者かね」

「これでも伝承自体は意外と古いんだよ？　ま、ボクって個体そのものがここ最近組み上げられたのは事実だけどさ」

　四よツつ山やま集落、通称全ぜん滅めつ村むら。そこを中心とした『ある事件』を経て半自動的にアセンブルされたのが、青行灯という鬼女だった。百物語を最後までやり遂げると、最後に現れるとされる妖怪。ただの致命誘発体とも違う、特異な性質を備えた種族と言える。

　白い浴衣の美女の形をした油取りは、大きく一つ目の模様を描いた笠かさで隠れた頭を軽く傾かしげ、

「今日は何しに？」

「いやまあ、ボクは今、『メンバー』を集めていてね。今日はそのためにここまでやってきたんだ。東京って言っても西の方で助かったよ。大都心なんて疲れちゃう」

「なるほど、そのために私の力が欲しくなった、と」

「うん？」

　青あお行灯あんどんはわずかにきょとんとした後、




「いいや。キミみたいなクズには何の用もないんだけど？」
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　一いつ瞬しゆん、何を言われたのか『油取り』には理解できなかった。

　直後の出来事だった。

「ごっ、ぶ……!?」

　血ち反へ吐どが喉元からせり上がり、口から一気に溢あふれた。

　青行灯のほっそりとした腕が、『油取り』の胸板を貫いていた。ナイフのような一本角の先端から青白い燐りん光こうを輝かがやかせつつ、彼女は特に表情を変えずに言う。

「『メンバー』を集めに来たのは事実だけど、ターゲットはキミじゃない。これは、なんていうか、ちょっとした寄り道だね。ついつい、見過ごせないものを目もく撃げきしてしまって、ぶち殺さずにはおけなくなってしまった。困ったもんだよね」

「……な、にが。まさか、私が人間の子供を攫さらって殺す妖怪だから、憤いきどおっているとでも？　そんな、馬鹿げた、人間が決めたルールなんぞにいちいち従うなんて……」

「ああ、子供がどうのこうのは関係ないんだ。ていうか、百物語なんて面倒臭い儀ぎ式しき、わざわざ最後まで試そうとするのって大抵は無知な子供なんだしね。そこを怒ったって仕方がない」

「なら、どうして……？」

「変化がないからだよ」

　青あお行灯あんどんは。

　一切の表情を消して、侮蔑の混じった声で答えた。

「時間、距きよ離り、運命。そこまで多くを自在に操る術すべを獲かく得とくしておきながら、目指したのは子供を殺すだけ。以前と何も変わらない。……もしも、キミが妖怪だけの王国を作るとか、地球全人類の絶滅とか、前代未聞の挑戦をするっていうなら、ボクは両手を叩たたいて協力したのに」

「……あ、が……」

「寿命の概念がなく、無限の時間を取り扱える事にあぐらでもかいていたのかい？　でも、変わらないっていうのは、存在しても存在しなくても同じって事なんだよ。だったら生きるな、消えてなくなれ。自分で自身を冒ぼう瀆とくするのなら、相応ふさわしい末路を迎えるべきだ」

「が、あが、ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　胸の中心を貫かれたまま、血ち反へ吐どと共に油取りは絶叫する。

　白い浴衣の美女の形をしたその致命誘発体の手から、数十の鉄串が飛び出す。至近距きよ離りにいる新参者を消し飛ばそうとする。

　だが、

「これでもボクは、百物語を統括する特殊な致命誘発体なんだよ」

　青行灯は、眉をピクリとも動かさなかった。

　動かす必要がなかった。

　最初に気づくべきだったのだ。

　座ざ敷しき童わらしや陣じん内ない忍しのぶと違って何の因果も繫つながっていない青行灯が、こうも簡単に『油取り』との接触に成功できた時点で、彼女の恐るべき力量に。

『油取り』は特殊な妖怪で、自分から他者へ襲しゆう撃げきするのは簡単でも、他者から自分へ接触するのは極めて困難なはずだったのに……。

「ボクはね、血みどろの怪談を一〇〇と束ね、なお余る『その先』の存在なんだ」

　百鬼夜行。

　ある巨大組織の語源にもなった、特殊な概念が存在する。単一の妖怪ではなく、一〇〇の種族が列を連ねて真夜中の通りを練り歩く、という怪奇現象だ。……であれば、一〇〇の怪談をたった一人で吞のみ込む彼女は、すでに個人でその猛威レベルへ達していると見るべきだったのだ。

「たかだか『恐エ怖サの一つ』に過ぎないキミ如ごときに、傷をつけられるとでも思ったのかい？」







　その青年は、列車を乗り継いで東京西部までやってきていた。

　巨大な鉄橋を超えて、列車は寂れた駅に到着する。

　青年は改札口を抜けると、周囲の山々へ目をやった。軽く息を吸い込んだだけで、肺の奥まで緑の匂いで満たされるのが分かる。同時に、裏うら稼か業ぎように身を置く人間なら、死体の一つ二つは埋まっていそうだな、と自然に思い浮かべてしまうほど、鬱うつ蒼そうとした木々の海が広がっていた。実際、つい最近『人じん面めん瘡そう』絡みの事件の舞ぶ台たいにもなったらしい。

　携帯電話に目をやる。

　ワンセグテレビを表示させる画面には、テレビニュースが流れていた。『大きな犯罪組織』の罪が次々と暴かれて、多くの逮捕者が出ているらしい。カメラのフラッシュがたくさん瞬またたく中、頭から上着を被かぶせられた容疑者を、警察関係者が車の中へ押し込むところだった。

　その大柄な刑事を眺め、青年はわずかに目を細めた。

　外そと堀ぼり岳がく。

　かつて、古い刑事が殺された『あの現場』にいた子供。殺し屋だった青年とは、対極の道を歩んだ者。バトンタッチは終了した。それを確認し、ゴロツキからは占い師などと呼ばれていたその青年はワンセグテレビを切った。

　携帯電話をしまうと、もう一度、周囲をぐるりと見回す。連なる山々を吟味し、その一つに目をつけた。緑生い茂る山の中へと、徒歩のまま踏ふみ込む。ガードレールによって守られたアスファルトの道路からも外れ、鬱蒼とした木々や下草に覆おおわれた、秘境と言うべき場所へと。

　ポケットへ手を伸ばす。

　ごつりとした金属の感触を捉えて引っこ抜くと、そこには小さな拳銃があった。

　かつて、誰だれかを殺した銃だ。

　全てが終わったら、これで死ぬ。

　ずっとそう考えていた。だから、青年は躊ちゆう躇ちよしなかった。子供でも握れるようグリップカバーを細く削った銃を摑つかみ、その銃口を自分のこめかみへと押し付ける。作業のような動きの中で、青年の顔色が変わる事はなかった。

　しかし、

「やあやあ、待った待った！」

　場違いに明るい、少女のような声が飛んできた。

　初めて怪け訝げんそうな目をした青年は、そちらに目をやる。

　額にナイフのような角を一本生やした、白い着物の鬼女が近づいてくるところだった。

「ちょっと寄り道していただけなんだってば！　そんなのでこんな大本命を取り逃がすなんてあんまりだ。ボクの話を聞いておくれよ」

「……何なんだ？　妖怪か？」

「青あお行灯あんどん。ラスボスちゃんですよろしくね。そうそう、キミがやってきた事は大体理解しているつもりだよ。面白いから『メンバー』に誘おうと思ってね。どうかな？」

「どうかな、と言われても。これからちょっと死ぬところなんだが」

「それだよ」

　青行灯はパチンと指を鳴らして、

「死ぬにはまだ早い。キミの復ふく讐しゆうは本当に終わったって言えるのかな？」

「……？」

「ああ、うん、四大ネットの一つは壊かい滅めつしたよ。本来の事件だろうが、誰かさんに改ざんされたものだろうがね。実はこっそり逃げてる秘密の幹部がいるなんて『続き』もないと思う。でもさ、これって『大きな犯罪組織』を一つ潰つぶせばおしまいって話なのかな？」

「簡潔に」

「そもそも、事の起こりは何だった？」

　青行灯は。

　悪戯いたずら好ずきの子供みたいな無邪気さで、抉えぐり取るように問いかける。

「キミはこう思っているはずだ。悪が蔓延はびこるから、悪が強いから、無力な善が失われた。だから失われた善を想おもって、大きな悪を滅ぼす事で償つぐないとした」

　でも、と彼女の唇は動く。

　これまでの全てを否定するように。

「ボクはそうは思わない。善が無力だから、悪が蔓延り、悪に力が蓄えられる。幼いキミが起こしてしまった凶行の原因は、きっと、『大きな犯罪組織』だけじゃない。犠ぎ牲せいとなった古い刑事がもっと強ければ、こんな事は起こらなかった。キミは、きちんと救われていた」

　そこで、青年が明確に動いた。

　自分のこめかみに向けていた銃口を、青行灯の胸の中心へ押し付けていたのだ。

「黙だまれ」

「でも否定できない」

　青行灯は、笑ったままだった。

　拳銃の銃弾など、そこにどんな超常が込められていても、ここで滅ぼされる事はないと予言でもしているような表情だった。

「ボクはね、停滞とか現状維持とか、そういうのが大っ嫌いな致命誘発体なんだ。だからね、だからさ。キミがもしも世界を変えたいと望むなら、ボクは両手を叩たたいて協力する。悪なんか倒しただけじゃ、キミの復ふく讐しゆうは終わらないよ。脆ぜい弱じやくな善を駆逐して、強大な正義に束ね直してこそ、ようやく全てが終わる。キミを苦しめた全ての構成要素へ仕返しした事になる」

「……、」

「どうする？　停滞と逃とう避ひを望むのであれば、それでも構わない。自殺なんて必要ないよ。特大の軽蔑と共に、ボクが今すぐこの手で殺してあげよう。どっちが良い？」

「……なるほどな」

　巨大な悪を破は壊かいすれば、自分と同じような目に遭う人間が減ると思っていた。だが甘い。善が弱いままでは、いずれ別の何かの餌え食じきになる。それでは何も変わらない。いくつかの自己満足が残るだけで、悲劇のサイクルは延々と続く。

「言い分には納得した。ここで自殺するよりも、幾分かは有意義に思える。……で、どこから始める？　大言壮語を吐いた以上は、何か具体的な方法論に心当たりがあるんだろう」

「そうだね」

　青あお行灯あんどんは適当な調子で天を見上げ、それから人差し指を立てた。

「まずは、キミの名前から教えてもらおうか。当然知っているんだけど、キミの口から聞きたくてね」
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「裁さい木き和かず。……元殺し屋で、元占い師で、元自殺志願者で、今はただの無職かな」













　　あとがき







　四冊目!!

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　今回は雑誌に連載していた三章分に、ラストの四章を足す形で構成されております。……であるからには『雑誌だけじゃなくて文庫も買ってよかったー』と思っていただけるような構成にするのが大前提。

　そんなこんなで、こういう変則的な構成になっております。ラストの第四章をお読みいただいた皆様には、一～三章が根底からひっくり返された事もお分かりのはずです。




　ちなみに本筋とはやや外れますが、一章ではいくつか本のタイトルが並べられています。あれにはある共通点があるのにお気づきでしたでしょうか。『タイトルにネガティブな文言を足す事で興味を惹ひく』というものですね。

『知っておくとお金が溜たまるビジネス学』ではなく、『知らないと損をするビジネス学』というと分かりやすいかも。一章自体のトリックが『ああ』でしたので、テレビやラジオから流れてくる情報自体にも、この手の悪意をちょっと込めてみました。いかがでしたでしょうか。

　……もしもこんな本があったらちょっと読んでみたい、と思ったあなたは、誘導されてしまうような、小さな隙があるかもしれません。どんなタイトルに興味を惹かれたのかを分析すれば、あなたの隙を見つめ直すきっかけになるのかも？

　情報社会（またはその統率）と言うと大都会のイメージが強いかもしれませんが、個人的にはテレビのチャンネルや雑誌の数などが制限される田舎の方が、偶然にせよ人為にせよ『与えられる情報の方向性』が一方向に偏りやすい傾向にあるのかな、と考えています。皆様はどう思います？




　また、二章のタロットの大アルカナについて『……おや？』と違和感を覚えられた方は、通なのかも。一口にタロットと呼んでも、デザインやそこに込められた思想は色々あります。興味のある方は調べてみてはいかがでしょう。




　この四巻でメインを張るのは油取り。作中でも語られているように、『噓うそをつくな』とか『親を大切にしろ』とか怪談話にありがちな一切の教訓が存在しない、ただ殺してただ恐怖をばら撒まくだけの、極めて異質な妖怪となります。回かい避ひ方法、おまじないなどもなし。発生が明治時代という事もあり、『古き良き妖怪』というよりは、『近代以降の、都市伝説の怪物』の方に近いのかもしれませんね。当然ながら、加害者を怪物化させたような妖怪です。

　そして一方で、座ざ敷しき童わらしもまた子殺しと密接に関わった妖怪です。こちらは食しよく糧りよう難なんによる間引きなどで家族の手によって殺害された子供達たちの集合というのに近く、『殺されてなお、その家の守り神として家人を守り続ける』という善良な被害者のポジションにいる妖怪だったりします。

　加害者対被害者。

　同じ東北出身の妖怪をかち合わせる事で、タイトルにもなっている座敷童という妖怪を色いろ濃こくできないかな、というのがこのお話の始まりです。




　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。雑誌連載という形も含めて、今回も色々ご協力いただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。久々の座敷童メインですが、いかがでしたでしょうか。今後もお付き合いいただければ幸いです。




　それでは、今回はこの辺りで。

　五冊目も書ければ良いなあと願うばかりです。




　ようやっと、色々と物語が動き出しましたな


鎌かま池ち和かず馬ま　
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鎌かま池ち和かず馬ま

過去、現在、未来と時系列をテーマにしましたので、それらを貫く象徴を。木です。記憶の中の木は大抵思い返しても全く同じでびっくり……と思いきや、これもまた、『人が枝葉を手入れしているから』なんですよね。
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イラスト／真ま早はや

４冊目です。先が気になる終わり方だった事もあり早く続きが読みたくて仕方がありません。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「鎌池和馬先生」係

「真早先生」係











初出




「第一章　座敷童・縁／過去はかつてあった今」／電撃文庫MAGAZINE Vol.35（2014年1月号）

「第二章　菱神艶美／／現在は自由に変動する」／電撃文庫MAGAZINE Vol.36（2014年3月号）

「第三章　すねこすり／未来は誰にも予測不能」／電撃文庫MAGAZINE Vol.37（2014年5月号）




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。




「第四章　？？？／／／……時系列、崩壊」「余白」は書き下ろしです。
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インテリビレッジの座ざ敷しき童わらし④
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